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　【第一章】　同情するならゴールドをくれ







　輝かしい日々ゴールデンウイークは終わりを告げた。

　放課後の廊ろう下かには、まだ五月病が抜けきらない気け怠だるそうな生徒が目立つ。四月の頃ころの活力は失われ、生ける屍しかばねのように無気力に徘はい徊かいしている。

　どの瞳ひとみも虚うつろで生気はない。

　次の祝日は当分先……その事実が彼らの心しん臓ぞうの鼓こ動どうを止めたかのようだ。希望のない灰色の学園生活は死んでいるのと同じ。絶望に操あやつられたマリオネット。

　僕は蠢うごめく骸むくろたちを尻しり目めに、早足で廊下を駆かけ抜ぬける。

　旧校舎の部ぶ活かつ棟とう三階。そこへ向かう僕の足取りは軽かった。あの人に会えると思うと僕の心臓は高たか鳴なる。

　廊下を少し歩き、左を向いたところにある天てん下か統とう一いつ部ぶの部室。この扉とびらが僕を異世界へと繫つないでくれる。僕は三回のノックと共に扉を開ける。

「やあ、忠ちゆう太た君。遅かったじゃないか」

　出で迎むかえてくれたのは五月の太陽のようなブロンドの髪かみに、宝石のようにキラキラと輝く澄すんだ碧へき眼がん。僕らのチーム七大罪セブン・ギルテイの盟めい主しゆ、天あま音ね先せん輩ぱいだった。彼女はいつも僕の世界に美しい彩いろどりを与えてくれる。

「少し掃そう除じが長引いてしまって、遅れてすいません」

　僕は恐きよう縮しゆくして頭を下げる。彼女はそんな僕を許すように、優やさしく微ほほ笑えんだ。

「構かまわないさ。学生の義務を果たしてこそ我われ々われソーシャルゲーマーだ」

「なんてお優しい言葉……この命捧ささげます！」

　今日も僕の気持ちと命は軽い。

　天下統一部に明確な開始時間はない。活動曜よう日びを決めている訳わけでもない。

　けれど放課後になれば誰だれともなく自然と部室へと赴おもむき、気がつけば携けい帯たい電でん話わを取り出してソーシャルゲームをプレイしている。高こう貴きなる魂たましい……ハイ・ジンを目め指ざす僕らの戦いには休きゆう憩けいなどないのだ。

　携帯型三さん国ごく志しソーシャルゲームアプリの『ワールド・ロード・スリーキングダム』──通つう称しようワロス。これから天下統一に向けて、寝ねる間まも惜おしい激げき戦せんが控ひかえている。

　既すでに他の部員は揃そろっているようだ。中央の机つくえでは竹刀しないを必死に工作している長い黒髪が特とく徴ちよう的てきな女生徒が座っている。スケバン疑ぎ惑わくのある菅かん野の寧ね々ねだ。

「ふっふっふ。できたぜ」

　彼女は満足げな笑みで竹刀しないを眺ながめている。手に握にぎられた竹刀の柄つかには鈴すずが結びつけられていた。

「これで私が動くたびに鈴の音ねが鳴なるはずだ。これで私は甘かん寧ねいにまた一歩近づいたぜ！」

　どやぁ、と語ご尾びに聞こえてきそうな表情をして彼女は言う。相変わらずの甘寧マニアっぷりだ。

「はあ、おめでとうございます」

　寧ね々ねのテンションが高いならそれで良いだろう。より近所迷めい惑わくな存在となった寧々を僕は微ほほ笑えましく見守ることにする。

　荷物を置いて席に着くと部屋の隅すみにいたイケメンが話しかけてくる。相変わらず背景はキラキラとして、お花畑の幻げん影えいが見える。圧倒的イケメンパワー……。

「遅かったブヒね。今日は新入部員が入る日だったから、紹しよう介かいの時間に間に合ってよかったじゃないかブヒー」

　この不自然な語尾もナチュラルにスルーできるくらい僕らの友情は深い。二次元の女性にしか興きよう味みを持てないイケメンの萌もえ豚ぶたである凄すご井い君。今日も相変わらず格かつ好こう良い。

　僕は凄井君への返事ついでに、全員に聞こえるように言う。

「さっき小こ梅うめから連絡があったけど、いま駅で月つき絵えと合流したらしいのであと十分ほどで来るってさ」

[image: ]

　小こ梅うめと月つき絵え、僕の大切な幼おさな馴な染じみ。

　先の戦いでの約束として二人は天てん下か統とう一いつ部ぶへの入部をしてくれた。今日が栄はえある入部一日目という訳わけだ。

　期待が高まる一方、不安がない訳じゃない。

（小梅は天あま音ね先せん輩ぱいとうまくやれるだろうか？）

　この前まで藤とう堂どうコーポレーションの後こう継けい者しやの座を賭かけて争いあった二人だ。勝負の約束があったからこそ小梅は天下統一部に入部してくれたが、二人の間の確かく執しつが消えた訳ではない。小梅は自分の夢を潰つぶした天音先輩にどんな感情を抱いているのだろうか？

　自分の夢のために全すべてを犠ぎ牲せいにしてゲームプレイをしていた小梅。あの時の辛つらそうな彼女を思うと、いつかみんなと一緒に笑顔でゲームをできたらと僕は願わずにはいられない。

　天音先輩の表情をチラ見してみる。彼女はポーカーフェイスを保ったまま両りよう腕うでを組んで毅き然ぜんとしている。おお、なんてたのもしい……。

　しかし携けい帯たい画面を見ると天音先輩のサブアカであるムスメが、

『はうう、緊きん張ちようします。ガクブル……』

　と言いながら手のひらに人という字を三回書いていた。どうやら天音先輩も表に出さないだけで緊張しているようだ。

　数学の授業の十分は無限の長さに感じられるのに、こうして七大罪セブン・ギルテイの仲間たちと座ざ談だんに興きようじていると驚おどろくほどあっという間に時間は過ぎた。

　元気の良い足音が聞こえてきたかと思うと、勢いきおい良く扉とびらが開く。

　みんなが視線を向けるとそこには小動物的な愛くるしい顔立ち、片手にはボクシンググローブを付けた少女が立っていた。僕の幼馴染、汐しお川かわ小梅だ。

「お待たせ、ちゅーた」

　背後にはくっつくように月絵が入ってくる。

　小梅の栗くり色いろのショートカットの両りよう脇わきにツインテールが見みえ隠かくれしている……今日も月絵は定位置である小梅の背後にポジショニングしているようだ。

　小梅は多くの視線を集めながらも物もの怖おじせず、元気な口調で挨あい拶さつをする。

「今日から天下統一部に入った汐川小梅です。そこのへたれなちゅーたとは幼馴染です」

　少し堅苦しい挨拶だったかもしれない。そう思ったのか小梅は照れたように「えへへ」と笑い、付け加えた。

「その、よろしく」

　彼女はシャドーボクシングでシュッシュッと威い嚇かくする。それを見て寧ね々ねが不敵に笑った。好敵手を見つけた獣けものの瞳ひとみだった。

「ほほう。そこのへたれと違い、なかなか骨がありそうじゃないか！」

「私をそこで突つっ立たってるへたれと一緒にしないでよね。この黄金の右ストレートで砕くだけないのはダイヤモンドくらいだよ！」

　小こ梅うめが七大罪セブン・ギルテイに馴な染じめるか不安だったが、杞き憂ゆうだったのかもしれない。僕の評価が理由もなく下がった気がするのは解げせないけど。

　同時に二つ以上のことに気が回らないのは僕の悪い癖くせだ。僕は小梅のシャドーボクシングに気を取られていて、所しよ在ざいなさげにしている月つき絵えの姿に気づかなかった。

「じゃあ次は、小梅ちゃんの後ろに隠かくれてる君の紹しよう介かいを聞かせてほしいブヒー」

　おお、周りの空気を気き遣づかえるあたりさすがイケメン凄すご井い君だ！

　来客用のスリッパをはいた月絵は、一人だけ私服で所在なさそうに震ふるえていた。

　小梅以上に心配なのは月絵だ。彼女は人見知りが激はげしい。今回の自己紹介もきっとかなりのプレッシャーを感じていることだろう。

　月絵は緊きん張ちようのあまり凄井君のあり得ない語ご尾びも完全に頭に入っていないようだ。彼女は緊張した面おも持もちで、少しどもりながらも懸けん命めいに自己紹介をする。

「あ、私……汐しお川かわ月絵です。お姉ちゃんの妹です」

　それだけ言うと自分に集まった視線に耐たえられないかのように、ペコリとお辞じ儀ぎして彼女は再び小梅にしがみついた。

　その怯おびえた表情を見て七大罪セブン・ギルテイの誰だれもが「守ってあげてー」と思った。汐川姉妹の第一印象はそう悪くなさそうで僕は安あん堵どする。

　今の紹介だけでは不十分だろう。ここは月絵の自じ称しようお兄ちゃんである僕が補足をしてあげよう。

「月絵はか弱い女の子に見えますけど、心を許すとけっこう毒どく舌ぜつだったり腹はら黒ぐろだったりする良い子なんですよ。僕の妹と思って優やさしく接してあげてください」

「ちゅーた、黙だまってて」

　月絵が怨おん念ねんの籠こもった目で見つめてくる。照れちゃって可か愛わいいなぁ。

　天あま音ね先せん輩ぱいが怯おびえる月絵をなだめるように、優しい笑顔を向ける。

「彼女はまだ中学生なので毎日のようにここには来れない。なので、我われ々われの活動拠きよ点てんである忠ちゆう太た君の家で部活をする時に一緒にゲームをすることになるだろう」

　ふむふむ。僕の家が活動拠点になっていたとは凄すごく初耳だ。けれど、楽しそうだから僕も反はん論ろんはしない。

「我わが愛する罪つみたちよ。新あらたなる同どう盟めいとなる彼女たちに何か問うことはあるかい？」

　天音先輩が僕らに意見を振る。普ふ通つうなら趣しゆ味みとか聞くのだろうけど、幼い頃ころからずっと一緒だった僕は今いま更さら聞くべきことなどない。

　天音先輩の言葉を受けて挙手をしたのは寧ね々ねだった。

「好きな武ぶ将しようは誰だれだ？　私は甘かん寧ねいが好きで、ワロスでも甘寧ばかり使ってるぜ」

　良い質問だ。二人のプレイスタイルもよく分かるし。

　僕も司し馬ば懿い仲ちゆう達たつが好きで彼のカードばかりをデッキに組んでいる。カードの能力なども勿もち論ろん大事だが、最終的にはどの武ぶ将しようが好きかでデッキを組むプレイヤーは少なくない。凄すご井い君は美女武将ばかりのファンデッキを組んでるし、天あま音ね先せん輩ぱいは曹そう操そうを中心とした魏ぎの武将たちでデッキを組んでいる。

　寧ね々ねの問いかけに先に答えたのは小こ梅うめだった。

「私、蜀しよくが好き。特に名めい軍ぐん師しと名高い諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいが好きかな」

「ほお。司馬懿仲達のライバルである諸葛亮孔明か。なかなか良いチョイスじゃねーか！」

　先の戦いでは小梅の操あやつる諸葛亮を筆ひつ頭とうとした蜀の最強チームにはかなりの苦戦を強しいられた。汐しお川かわ姉妹が元不ふ眠みん王おうだと知らない寧々と凄井君は、まさか目の前の姉妹が蜀の有名武将の全ミラクルレアカードを揃そろえたとは夢にも思わないだろう。

「特に、『死せる孔明、生ける仲達を走らす』のエピソードが大好きなんだ」

「あー、あれか。良いよなー、良いよなー」

「まさに孔明のしかけた最大のトリック。きっと孔明も仲達もお互いを一流の軍師と認めあっていたからこそ成立した策さく略りやくだよ」

　早さつ速そく三さん国ごく志しトークで盛り上がる寧々と小梅。僕にはさっぱりだ……。今度小梅に聞いておこうと思った。

「月つき絵え君はどうだい？　君が好む武将の名を、私たちに教えてくれないか」

　口を出すタイミングを見み計はからっている月絵に、天音先輩が話を向ける。

　話を振られた月絵は戸と惑まどいながらも、しっかりとした口調で言った。

「私、月げつ英えいが好き」

　げつえい……今まで聞いたことがない名前だ。もしかしてマイナーな武将なのだろうか？　僕らの疑ぎ問もんの表情を見て取ったのか、月絵は続けて解説をする。

「月英は諸葛亮孔明の妻つまです。お姉ちゃんが孔明なら、私が月英になればずっと一緒にいられるから」

　……なんて美しい姉妹愛なんだろうか。

　全僕が泣いた。月絵は父親がいない寂さびしさを、小梅に依い存ぞんすることで埋うめてきたのかもしれない。そんな彼女の心にある空白を、少しでも僕らで埋められたら良いのに。

「月絵。僕をお兄ちゃんと呼んでも良いよ」

「いや」

　月絵はプイッと横を向いてしまった。

　彼女は先の大戦で、僕が小梅側に立って戦わなかったことをずっと根に持っている。彼女からお兄ちゃんと呼ばれる日は遠そうだ。

　その後も汐川姉妹への質問タイムは続いた。趣しゆ味みはなんだとか、好きな芸能人は誰だれだとか。こうやって少しずつでもお互いを知って仲良くなっていけたら良いなと、僕はその光景を見つめていた。

　質問を投げかけながらも、天あま音ね先せん輩ぱいたちは片手で携けい帯たいをいじることを決して忘れない。

　彼らは片手さえ自由であればいつでもプレイヤースキル心しん眼がんでワロスをプレイしている。さすがは一流のソーシャルゲーマー。

「ところでマンゴーの天音くん」

　汐しお川かわ姉妹への質問タイムに終しゆう止し符ふを打ったのは、それまで存在を空気と化していた顧こ問もんのベルフェゴール先生だ。彼は未いまだに天音先輩を傲ごう慢まんではなくマンゴーだと思っている。

「この二人の通り名は何になるんじゃろうか？」

　大事な質問だ。七なな大たい罪ざいは傲慢、憤ふん怒ぬ、色しき欲よく、暴ぼう食しよく、怠たい惰だ、強ごう欲よく、嫉しつ妬との七つの罪つみで構成される。これらの罪にはそれぞれルシファー、サタン、アスモデウス、ベルゼブブ、ベルフェゴール、そしてマンモンとレヴィアタンの悪あく魔まが対応している。

　いま七大罪セブン・ギルテイで残っている罪は強欲と嫉妬なので、小こ梅うめと月つき絵えでそれぞれどちらかを担当してもらうことになる。

「さすがはベルフェゴール先生。私としたことが、全まつたく考えておりませんでした」

　天音先輩が悩なやましげに腕うでを組んでいる。しかしそこはご安心を！

「ふっふっふ。この名めい軍ぐん師し、忠ちゆう太た。既すでに答えを決めております」

　僕は両りよう腕うでを組んだ格かつ好こう良いポーズで立ち上がった。そんな僕を見て月絵が冷たく嗤わらう。

「自称名軍師……ぷくく」

「だめよ月絵。笑ったらちゅーたが惨みじめでしょ。ただでさえへたれなんだから」

　うう、心が折れてはダメだ自称名軍師、忠太。

　幼い頃ころから二人をよく知ってる僕だからこそ、彼女たちに相応ふさわしい通り名が分かる。

「小梅は毎日僕に借金の返済を要求してくるので強欲があってると思います！　こう見えて、小梅はお金に関しては意い地じ汚きたないところがあるんですよ」

　ピクッ、と小梅の額ひたいに血管が浮かんだ気がした。

「そして月絵。彼女もおとなしそうに見えて意外と嫉妬深い怖こわいところがあるんですよねー。特に小梅関係のジェラシーでは彼女の右に出る者はいません！　月絵は嫉妬があってますよ！」

　ピクッ、と月絵の額に血管が浮かんだ気がした。

　なんだろう、汐川姉妹の笑顔の裏うらに不ふ眠みん王おうの圧倒的プレッシャーを感じる。

　しかし二人が悪魔のような冷れい酷こくな笑みを見せたのは一いつ瞬しゆんのみ、二人は天使のような清らかな笑顔で答えた。

「私は強欲で良いよ。特に二つ名にこだわりとかないし、他ならぬ大切な幼おさな馴な染じみ様の進しん言げんだものね」

「私も嫉妬で、構かまわないです。他ならぬ幼馴染さんの言葉ですし」

　後のちに僕は二人からくすぐりの刑けいに処しよされることとなる。

　こうして満まん場じよう一いつ致ちのもとに、小こ梅うめと月つき絵えは強ごう欲よくと嫉しつ妬とに決まった。

「なんか月絵ちゃんはレヴィアタンというよりも、レヴィアたんって感じだな」

　凄すご井い君のこの一言は正しかった。後に月絵は『七大罪セブン・ギルテイのレヴィアたん』としてアイドル的注目を集めるが、それはまた別の話だ。

「ほほう。マンモスの小梅君に、レバータンパク質の月絵君か」

　むぅ、相変わらず通り名を間ま違ちがえるベルフェゴール先生。もしかしてわざとボケてるんじゃないかと僕は最近本気で疑うたがっている……。しかし的まと外はずれなツッコミで先生を傷きずつけてしまうかもしれないと思うと僕にはできなかった。

　マンモス呼ばわりされた小梅が「ぐぬぬ」と悔くやしそうな声を出していた。

「君たちに渡すものがあるんじゃ」

　ベルフェゴール先生は腹はら巻まきの中に手を入れたかと思うと、そこから一台の携けい帯たい電でん話わを取り出した。あの腹巻きは四次元にでも繫つながっているのだろうか……。

「実はワロスを制作しているプロデューサーであるトウタクから、検けん証しよう用よう端たん末まつとして携帯電話を一台支給されているんじゃ」

「「な、なんだってー」」

　ワロスは携帯電話の固有ＩＤとプレイヤーが一対一で紐ひもづいていて、βベータテスト中はゲームオーバー後のコンティニューは一いつ切さい認められていない。せっかく入部した二人なのに、自分の携帯でワロスに参加できないというのはあまりにかわいそうだと僕らは懸け念ねんしていたのだ。

　当初は僕らの携帯を交代で使いあうかと話しあっていたのでありがたい話だ。

「もし良ければこれでワロスをプレイしてはどうかな。私用のためにメールや通話を使うことは禁止されているので注意じゃが、ゲームを無む課か金きんプレイする分には問題なしじゃ」

　なんという好条件だろうか。寧ね々ねは一も二もなく賛同したが、逆に凄井君は申もうし訳わけなさを感じたようだ。

「本当に大だい丈じようブヒ？　俺おれらはその、ゲームしてるだけなのに」

「勿もち論ろん条件はある。ワロスの感想や改善点のレポートを書いてもらうことになるが良いじゃろうか？」

　なるほど。ちゃんとワロス運営本部にもフィードバックがいくならば、お互いが得をする取引と言えるだろう。それだけで小梅たちとまたゲームを一緒にできるならお安いものだ。

　後こう継けい者しやゲームの主しゆ催さい者しやでもあるトウタクから渡された端末というのが何か引っかかる気もしたが、そんな疑ぎ問もんは小梅たちとまたゲームできる喜びの前に搔かき消きえた。

「あと、残念なことに検証用端末は一台しかもらえなくてのう。二人で一台の携帯を使ってもらうが良いじゃろうか？」

　二人で一台の携帯。その言葉を聞いて小梅と月絵は笑みを浮かべた。その笑みの意味を分かるのは僕と天あま音ね先せん輩ぱいだけだ。

「はい、むしろ好こう都つ合ごうです」

　小こ梅うめは笑顔で携けい帯たいを受け取った。

　日中は小梅がプレイし、夜間は月つき絵えがプレイする。絶たえることがない連続プレイ、不ふ眠みん王おう復活という訳わけだ。

　色々な懸け念ねん点てんがあったが、どうやら小梅と月絵の加入は問題がなく済すみそうだ。天音先輩も同じことを感じたのか、少し緊きん張ちようした面おも持もちで小梅に握あく手しゆを求めた。

「これで一緒にゲームができるな。その、よろしく小梅君」

　今までは司会役に徹てつしていた天音先輩と小梅が初めて一対一で話す瞬しゆん間かんだった。

（おお、ついに二人の間に友情が……！）

　僕は決定的瞬間を脳のう内ないフィルムに収めようと思わず立ち上がる。

　しかし、現実は無情だった。

　パシィン、と悲ひ痛つうな音が響ひびく。小梅は差し出された天音先輩の手を振ふり払はらったのだ。そして気まずい静せい寂じやくがやってくる。

　修しゆ羅ら場ばだ……。僕ら七大罪セブン・ギルテイは瞬時に昼ドラの空気になった。

「私はまだあなたに忠誠を誓ちかったわけじゃない。ちゅーたとは違う」

　その瞳ひとみに宿っていたのは明確な敵意だった。この表情は天てん真しん爛らん漫まんで無む垢くないつもの小梅ではない。全すべてを犠ぎ牲せいにしてゲームプレイをしていた、冷れい酷こくなる不眠王の表情だ。

「あなたが盟めい主しゆに相応ふさわしくないと判断したなら、私は反はん旗きを翻ひるがえす」

　小梅の真剣な表情はこれが本気の警けい告こくなのだと言げん外がいに語っていた。強い視線を受けて天音先輩は少し怯ひるんだが、すぐに強い目で返す。

「それで良い。偽いつわりの忠誠なんて私はいらない。もし私が盟主の器うつわではないと判断したならば、君の手で私を討うて」

　二人の間で火花がバチバチと散っている。七大罪セブン・ギルテイの他メンバーは誰だれも口を挟はさむことはできない。寧ね々ねが肘ひじで僕をつつく。

「お、おいへたれ軍ぐん師し。なんとかこの場をおさめる必殺のダジャレを頼む」

　無茶ぶりである。

「ええ！　無理だよ。これ以上空気が冷たくなったら凍とう死ししちゃうよ」

「道どう理りをひっくり返すのが軍師の役目だ。司し馬ば懿い仲ちゆう達たつは逆転不可能と言われた戦いくさで何度も策さく略りやくにより勝利をおさめて来たんだぞ！」

　むむ、司馬懿仲達の名前を出されては引き下がるわけにはいかないぞ。凄すご井い君も熱い視線で僕にエールを送る。ベルフェゴール先生もちゃっかり便びん乗じようする。

「芝しば居い君、君ならできる！　俺おれたちの桃色ピンクの誓ちかいを思い出すんだ！」

「頑がん張ばるんじゃー」

　七大罪セブン・ギルテイのみんながそこまで僕を信頼してくれるなんて……僕の心は熱く震ふるえた。

　この信頼に応こたえられないようでは……漢おとこじゃない。

　僕は立ち上がり、天あま音ね先せん輩ぱいと小こ梅うめの間にムーンウォークで割って入った。

「どうも。魏ぎの軍ぐん師し、司し馬ば懿い仲ちゆう達たつです」

　摑つかみはＯＫ。僕のハイレベルな司馬懿仲達の物もの真ま似ねに、二人は声が出ないようだ。

「僕はどんな芝しば居いも最後まで見たことないんですよね。え？　なんでかって？」

　圧倒的無反応。冷たい視線に耐たえながらも、僕は笑顔で言う。

「それは僕が芝居中立つからさ！」

　……死のような静けさだった。

　僕のアイデンティティーを賭かけたダジャレは不発に終わった。無力な僕の言葉は何も変えられない。僕の一言などなかったと言わんばかりに小梅と天音先輩の睨にらみあいは続く。寧ね々ねと凄すご井い君、ベルフェゴール先生は僕の劣れつ勢せいを察して既すでに退たい却きやくの準備を始めたようだった。

　でも僕は天音先輩と小梅、大好きな二人に仲良くしてほしかった。身勝手な願いだとは分かっていたけど、それでも僕は願わずにはいられなかった。だから……。

「友達に仕事は振れんどー」

　僕は何度でもチャレンジをするつもりだった。そんな僕を凄井君たちが必死で止めた。

「もう良い。もう戦わなくて良いんだ芝居君！」

「私がすまなかった……ちょっと無茶ぶりだったぜ」

「お茶がうまいのう」

　みんな……。戦ってるのは僕だけじゃなかったのだ。ベルフェゴール先生は相変わらずマイペースだったけど。

　振り返ると天音先輩と小梅に優やさしく肩かたをぽんと叩たたかれた。

「忠ちゆう太た君。場をやわらげるためとはいえ自みずからを切きり裂さくその刃やいば……さぞ辛つらかっただろう。これからは私と共に、ゼロからユーモアセンスを学び直そう」

　隣となりの小梅は目め尻じりに涙なみだを浮かべていた。

「ちゅーた、ごめんね。私だったら恥はずかしくて死んでも言えないことを……私のためにそこまでしてくれるなんて」

　彼女の慰なぐさめの言葉が結構ショックだった。

　僕への憐れん憫びん……共通の感情を手に入れた彼女たちは少しだけ距きよ離りを縮ちぢめたのかもしれない。なんか場の流れが僕を励はげます会みたいになったけど、これで場がおさまるなら悪くない。

　こうして僕は第一次修しゆ羅ら場ばをおさめた。

　僕はほっと胸むねを撫なで下おろす一方で、小梅への警けい戒かいを緩ゆるめられないでいた。小梅は一度やると決めたら確実に実行する強い心を持つ。彼女は天音先輩が盟めい主しゆに相応ふさわしくないと判断したら本気で反はん旗きを翻ひるがえすだろう。

　七大罪セブン・ギルテイは不ふ眠みん王おうという強力な力を手に入れる一方で、扱いを少し間ま違ちがえれば破は滅めつを招く爆ばく弾だんを手に入れてしまったのかもしれない。




　　　　＊＊＊




『目め指ざせ天てん下か統とう一いつ』

　黒板には天あま音ね先せん輩ぱいの綺き麗れいな文字でそう書かれていた。

　新入部員の歓かん迎げいも終わった僕らは、七大罪セブン・ギルテイのこれからの戦せん略りやくについて会かい議ぎを行う。

「ワロスの公式発表によれば、この二ヶ月でプレイヤー数は千から百に減ったそうだ」

　初心者は狩かり尽つくされ、上級者のみが残る世界。不眠王という歯止めを失い、まさにワロスは乱らん世せいへと突入しようとしているわけだ。

「ダーク・メランコリック・ポイズンと忘却されしオブリビアス・彷徨えるワンダリング・死神タナトス。天下統一のためにはこの二つの勢力を倒さなければならない」

　天音先輩が黒板に両勢力の名前を書く。

　ダーク・メランコリック・ポイズン。オブリビアス・ワンダリング・タナトス。なんかそれぞれ長い名前だ。特に携けい帯たいでそれらの名前を打つのはちょっと骨だ。

　その時、僕は愛馬のダメポ丸の顔が浮かんだ。

　それぞれ敵のチーム名の頭かしら文も字じを取ってみると……。

「略してダメポとオワタですね」

「「「！」」」

　僕の何なに気げない一言により敵対勢力はダメポとオワタと呼ばれることとなった。

　天音先輩は敵対勢力のデータを印刷した用紙をみんなに配る。

「勢力ランキング一位のダメポは闇やみの力を使うことも厭いとわない好戦的な集団と聞く」

　プリントに目を向けると、現時点で分かるダメポの情報が詳しよう細さいに分析されている。流石さすがは天音先輩……ハイ・ジン一歩手前に辿たどり着ついているだけのことはある。姿を確認できたダメポのアバターに関してはスクリーンショットまで撮とられている。

「みんな黒ずくめなんですね」

　ダメポのアバターは頭からつま先まで黒を基き調ちようとした服ふく装そうで統一されている。夜には闇に溶とけ込こむようで、真っ昼間にはとても目立っている。チームカラーなのだろうか？

「うむ。かっこいいな」

　キリッとした顔で天音先輩が言った。先輩ってこういうファッションが格かつ好こう良いと思っているのか……こんど全身黒ずくめの服で会いに行ってみようかな。中学の時に買った黒の革かわ手て袋ぶくろを有効活用する時が来たかもしれぬ。

「なるほど。黄こう巾きん賊ぞくならぬ黒こく巾きん賊ぞくって訳わけか」

　何がなるほどなのかさっぱり分からなかったが、寧ね々ねが嬉うれしそうに頷うなずいていた。

「次に二枚目のプリントを見てほしい。オワタに関しては一いつ切さいの情報が謎なぞだ。勢力ランキング二位にいるというのに、その情報が全然流れてこない」

　二枚目のプリントを見ると、オワタというタイトルの下には「アンノウン」の言葉と共に可か愛わいらしい猫のイラストが描かれていた。このプリントって、印刷する必要あったのだろうか？

　オワタの正体も気になるが、このイラストも非常に気になる。天あま音ね先せん輩ぱい、クールそうに見えてやはり可愛い動物が好きなのだろうか？

　この絵を可愛いと言うべきか否いなかで葛かつ藤とうしていたら先輩がオワタに関する説明を始める。

「噂うわさではオワタの盟めい主しゆのＩＤはゼロだったと聞くが、これも確たる証しよう拠こがあるわけでもない。特別なＩＤを持つアバター……気になるところだが情報が出るのを待とう。今は正体が明確なダメポを攻せめるべきだと思う」

　オワタの王はＩＤゼロ。これは一桁デイジツトナンバー、藤とう堂どうコーポレーションの後こう継けい者しや候こう補ほである証あかしだ。天音先輩が気にならないはずないだろう。本来ならばオワタの盟主の正体を突つき止とめることを最さい優ゆう先せんにしたいところを、彼女は天てん下か統とう一いつのために私情を捨ててくれているのだ。

　天音先輩はここで言葉を切り、みんなを一いち瞥べつする。異い論ろんを唱となえる者はいない。

　ならば軍ぐん師しのやるべきことは一つだ。僕は立ち上がり、右手を勢いきおい良く上げた。

「じゃあ、さっそくダメポを倒しに行きましょう！　えいえい、おー！」

「……」

　あれ？　誰だれも賛同してくれないぞ。僕は恥はずかしさと共に、振り上げた右手をそっと下ろした。

「忠ちゆう太た君。ワロスの世界はキャンディーのように甘あまくはない。舐なめてかかれば相そう応おうの痛みと後こう悔かいと共に挫ざ折せつを知ることになるだろう」

　天音先輩は答えづらそうに言った。

「七大罪セブン・ギルテイは今、重大な金欠に陥おちいっているんだ」

「な、なんだってー」

　そういえば僕らは大金を費ついやして築ちく城じようしたが、不ふ眠みん王おうを倒すためにその城も焼やき払はらってしまった。文字通り捨て身の特とつ攻こうだったからこそ辛しん勝しようをおさめたのだ。

　天音先輩は渋じゆう面めんを作り語る。

「城はなくなった。しかしローン支払いは残る……。ワロス内では七大罪セブン・ギルテイは最もつとも勢いのあるチームとして噂うわさされているが、その内情は破は算さん目前の貧びん乏ぼう同どう盟めいなのだ！」

　衝しよう撃げきの事実に僕は言葉を失う。不ふ況きようだ……。

　先の大戦で翔しよう子こ先輩からもらった一万ゴールドはアバターの格かつ好こういい髪かみ型がたを手に入れるために使ってしまった。僕のポケットマネーも空からっぽだ。

「七大罪セブン・ギルテイの急務は兵力回復。つまりは資金集めだ」

　ふむふむ。

　今の状況ではとても二つの勢力と戦う余裕はない。資金を集めてチームの国力を強化することが大事という訳わけだ。

　しかし、一点疑ぎ問もんが残る。僕は挙手をして質問をした。

「なんでダメポもオワタも七大罪セブン・ギルテイを攻こう撃げきしてこないんでしょうか？　七大罪セブン・ギルテイの兵力が落ちている今がチャンスなのに」

　もちろん七大罪セブン・ギルテイが金欠なのは敵てき陣じん営えいも知らない情報だろう。一分前までチームメンバーの僕も知らなかったくらいだし。

　しかしショコラ・アメールと不ふ眠みん王おうの二強と戦った後で、一時的に戦力がダウンしているのは火を見るより明らかだ。この好機に攻せめ込こまない理由は何か？

「天てん下か三さん分ぶんの計けいだよ」

　答えたのは小こ梅うめだった。

「点火三分クッキング？」

　僕が真ま顔がおでボケたが小梅は無視して続ける。ふっふっふ、最近のマイブームは女子にスルーされることだ。この冷たい空気、嫌きらいじゃない。

「三つの勢力が互いに牽せん制せいしあっていて均きん衡こうが取れているんだよ。例たとえばダメポが先に私たちと戦ったら、両軍が疲ひ弊へいした瞬しゆん間かんにオワタが襲おそいかかってきて勝利してしまう。先に手を出した方が損そんをするため、硬こう直ちよくしてどの国も動かないってことよ」

　なるほど。今は三さん国ごくの三すくみの状態になっているわけか。

　ワロスでは防ぼう御ぎよが有利な設計になっているため、先せん手て必ひつ敗ぱいという言葉が流行したと聞くがここでもその傾向が感じられる。

「じゃあ、この硬直状態は兵力回復のチャンスなわけですね！」

「うむ。というわけで七大罪セブン・ギルテイの今週のノルマは、一人三万ゴールドを集めることだ！」

「「はーい」」

　会議はこれで満まん場じよう一いつ致ちに思えたが、小梅が反対の意思と共に挙手をする。

「兵力に関しては、ショコラ・アメール解散によって大量の人材が溢あふれてるわ。同どう盟めいを失った彼らをこちらの戦力に迎むかえることが勝利の近道じゃない？」

　ふむふむ。僕らは兵力がほしいし、彼らは自分を庇ひ護ごしてくれる同盟がほしい。双そう方ほうにとって悪くない取引だ。何より頑がん張ばって三万ゴールド貯ためる必要がなくなりグータラできるのは大きい。

　しかし天あま音ね先せん輩ぱいは首を横に振った。

「尤もつともな意見だ。しかし、盟めい主しゆを失ったとは言え自分の主あるじを簡単に変えられる人間を私は信用できない。彼らは己おのれの身に危険が迫せまれば、喜んで私の首を差し出すだろう」

　なるほど。彼女は裏うら切ぎりのリスクを恐れているわけだ。

　ああ、修しゆ羅ら場ば再び……真っ向から意見が対立し、小こ梅うめと天あま音ね先せん輩ぱいはバチバチと睨にらみあっている。僕はオロオロとするしかない……もはやダジャレのネタは尽つきたのだ。

　しかし場の空気が凍こおり付つき始める前に、寧ね々ねが天音先輩に同意する。

「ショコラ・アメールはショコラが敗はい色しよく濃のう厚こうだと悟さとるや保身に走った。盟めい主しゆが破れる瞬しゆん間かんでさえも、身を挺ていして守る者は独ひとりもいなかったよ。私も奴やつらを信用できないな」

　そういえば寧々は翔しよう子こ先輩をゲームオーバーにしたのだな。翔子先輩のいきすぎた術じゆつ者しや殺ごろしなどを思えば明らかに自じ業ごう自じ得とくなのだが、その話を聞いて少しだけ彼女が気の毒に思えた。これが恐きよう怖ふ政治の末まつ路ろか。

　凄すご井い君も同意する。

「同どう盟めいに所属しない兵力を引き入れるという小梅ちゃんの案には同意だけど、俺おれもショコラ・アメールの人間は信用できないと思う。俺は一時的にショコラ・アメールに属していた人間だから分かるけど、誰だれも彼かれも自分の利り益えきしか考えない狡こう猾かつな人間が多かったよ」

　なるほど。同盟を増やすのは兵力増強の近道だけれど、同時に己おのれの首を絞しめる裏うら切ぎりのリスクも生むわけか。

　ワロスでは同盟を組んだ者同士では戦せん闘とうを行うことはできないが、兵力ポイントを大量に消費することで謀む反ほんコマンドを実行することができる。このゲームでは裏切りを運営側が認めているのだ。

「確かにそれもあるが」

　天音先輩はコホン、と咳せきを一つ付き少し照れくさそうに言った。

「何よりも私はこの七人で、この仲間で天てん下かを統とう一いつしたい」

　天音先輩の言葉に、僕はちょっと感動してしまった。これも天音先輩の名言集に付け加えておいても良いかもしれない。仲間と言われた小梅と月つき絵えもまんざらではない様子だった。

　自分の意見を反対された小梅だが、相手の言い分も認めたのだろう。「なら仕方ないわね」と潔いさぎよく引き下がってくれた。相手が正しいと判断すれば、意地を張らずに素直に相手を認めることができる。それも小梅の魅み力りよくの一つだ。なんとか修羅場には発展せずに済すんだ……。

「兵力回復かー。伝説のあのカードさえ手に入れば良いんブヒけどね」

　少し緊きん張ちようした空気をやわらげるためか、凄井君が気楽な口調で意い味み深しんなことを言う。

「伝説のあのカード？」

　そもそもワロスは伝説ができるほど昔のゲームじゃないのでは……。

「聞いたことないかい？　この世界に一枚だけ存在すると言われている究きゆう極きよくのカードの噂うわささ。ミラクルレアカードを超こえる究極にして伝説のカード、歴史を変える力を持つと言われているアルティメット・レジェンドカードのことさ！」

　全まつたくの初耳だ。

　一いつ般ぱん武ぶ将しようたちの魂たましいを封ふうじ込こめたと言われるコモンカード。

　一いつ騎き当とう千せんと言われる名めい将しようの魂たましいが封ふうじ込こめられたレアカード。

　入手困こん難なんの、神に匹ひつ敵てきすると言われているミラクルレアカード。

　その更さらに上には歴史を変える力を持つアルティメット・レジェンドカードがあるというのか。なんというインフレ……ゲーム開始時ではレアカードで大喜びしてたというのに。

　ワロスの戦せん闘とうはカードの相あい性しようが大きく戦局に左右する。どんな武将にも相性の悪い天敵は存在するし、いかに弱点を突つくかがこのゲームで大事と言える。最強のカードとはどんなものだろう？

「存在するかも全まつたく分からないんだけどね。そんなカードの噂うわさが一時期流れたんだブヒー」

　凄すご井い君の言葉を天あま音ね先せん輩ぱいは否ひ定ていする。

「オンラインゲームならその手の噂は絶たえないだろう。私も色々聞いたことがある。無限のゴールドが得えられる宝石、ミラクルレアカードを売ってくれる秘ひ密みつのお店、絶世美女のアバター、流れ星を見ながら願いをメッセージにすると叶かなうというジンクス、畑で稀まれに取れるという究きゆう極きよくのトマト」

　天音先輩、否ひ定ていしてる割にやけに噂に詳くわしいよな。もしかして先輩自身もそういった噂が好きで色々と調べていたのでは。寧ね々ねが思い出したように言う。

「そういえば、連日ワロスの夜空で流れ星に向けて『素直になりたいー』とか叫さけんでた恥はずかしいアバターがいたってネタ話の噂を聞いたことあるな。なんか聞いてて悲しくなったぜ」

「ま、全くだ。良い年して噂に踊おどらされるマリオネットじゃあるまいし……。みんなも騙だまされないよう、気をつけることだ」

　なぜか天音先輩はムキになって否定をした。先輩はこの話題を終わらせたさそうだったが、小こ梅うめがワロスの噂話のバトンを受うけ継つぐ。

「私もその手の噂なら聞いたことあるよ」

　不ふ眠みん王おうとして徹てつ底てい的てきな情報収集も行っていたため、小梅も様々な噂に精せい通つうしているようだ。

「不ふ慮りよの事故で亡なくなった女子高生の呪のろい。彼女は生前にプレイしていたソーシャルゲームで天てん下かを取れなかったことが心残りで成じよう仏ぶつできず、怨おん霊りようとなりワロスの世界を彷徨さまよっている。そのアバターはどんなに倒しても復活してプレイヤーを襲おそい続つづけるとか……」

　意外とホラーの話に僕はちょっとブルッと来た。隣となりでは寧々と凄井君が青ざめて震ふるえていた。

「ば、ばーろー。怨霊なんている訳わけないだろろろ」

「ブヒー、やめてくれブヒヒヒヒヒ！」

　二人とも明らかに呂ろ律れつが回っていない。寧々もスケバン風な外見からは想像できないが、意外とチキンハートなのかもしれない。

「か、勘かん違ちがいするなよ。ちょっと素す振ぶりして邪じや念ねんを捨てるけど、決して怖かったわけじゃないからな！」

　そして寧々は修しゆ羅らがごとき表情で「無心、無心、無心」と叫びながら素振りを始めた。霊れいより明らかにこの人の方が怖い……そう思うと僕はいくらか冷静になった。ちなみに一振りするごとに鈴すずが鳴なって結構うるさかった。

　一方、怯おびえる寧ね々ねとは対照的に月つき絵えは爛らん々らんと目を輝かせていた。そういえば月絵はオカルト的なものが大好きだったなぁ。

「私も怨おん霊りようアバターの噂うわさはネットで見ました。彼女はこの学校の生徒で、水泳の授業中に溺おぼれて亡なくなってしまった。今も生きて楽しそうにプレイしているゲーマーたちが憎にくくて、彼女にゲームオーバーにされた生徒は暗く深い水の底に引きずり込まれる……。夢破れしプレイヤーの断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいだけが、怨霊の無念を鎮しずめるレクイエム！」

　普ふ段だんはおとなしい月絵にしては珍めずらしく口数が多い。

「や、やめろー。やめてくれー」

　その瞬しゆん間かん、寧々の素す振ぶりは光速を超こえた。

（そういえば先せん輩ぱいは霊れいとかどうなんだろうか？）

　僕はチラッと横目で天あま音ね先輩の様子をうかがう。小こ梅うめ情報によるとチラ見は三回まではバレないらしい。

「ふっ、恐怖とは弱き心が見せる幻げん影えい。私は噂に踊おどらされるようなマリオネットではないよ」

　天音先輩はポーカーフェイスのまま、腕うでを組んで泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。おお、流石さすがは我われらが盟めい主しゆ。

　しかし携けい帯たい画面に映うつるムスメは「あうう。なんまいだー、なんまいだー」とか念ねん仏ぶつを唱となえながら布ふ団とんに丸まっていた……めちゃくちゃビビってるじゃないか。どんだけ素直じゃないんだ、天音先輩。

　七大罪セブン・ギルテイって意外と幽ゆう霊れいに弱い人多いんだな。僕も決してその手の話には強くないし。

　天音先輩はキリッとした表情で話題を強引に変えた。

「では、他に問題がなければ今日は解散とするが、何か意見がある者はいるか？」

「はい！」

　僕はへたれ挙手をした。

「ついに七大罪セブン・ギルテイが揃そろったのだし、円えん陣じんを組んでみましょう！」

「エンジン？」

　天音先輩が怪け訝げんな顔をした。青春に縁えんがなかった僕は、チーム全体で「えいえいおー」をするあの雰ふん囲い気きに憧あこがれを持っていた。天音先輩と小梅の確かく執しつもまだ消えていないけれど、いつかチームが一丸となることを目め指ざしたいのだ。

「別にしても良いけれど、その、かけ声は忠ちゆう太た君に頼んでも良いか？」

　天音先輩は照れてるのか少し頰ほおを赤らめていた。一方、体育系の寧々と小梅は抵抗ないようだ。既すでに手を中央にだし、重ねている。小梅もまだ天音先輩を認めてはいないけれど、歩み寄ろうとする気持ちはあるようだ。

　そんな二人を見て、凄すご井い君と月つき絵えもおずおずと手をだした。ベルフェゴール先生がプルプルと震ふるえながら手を重ね、最後に僕と天あま音ね先せん輩ぱいが手を重ねた。

　いま、僕たちの心は一つだった。僕は大声で叫さけぶ。

「僕たちの戦いはこれからだぁ！」

　いつか七大罪セブン・ギルテイの結束がワロスの天てん下かを統とう一いつすると信じて──。

　応おう援えんありがとうございました！　七大罪セブン・ギルテイの次の戦いにご期待ください！




　　　　＊＊＊




　月が綺き麗れいな夜だった。

　シンデレラの魔ま法ほうも解とける十二時。睡すい魔まという名の悪魔がこっそりと僕に忍び寄る。

　天音先輩が掲かかげた三万ゴールドという目標を忘れていたわけじゃないけれど、たまには休きゆう憩けいも必要だよね。

　僕はソファの上でゴロゴロと萌もえアニメを見ていた。すると携けい帯たいが振しん動どうする。

　画面を見たらそこにはポニーテールが特とく徴ちよう的てきな村むら娘むすめがいた。彼女は両手を腰こしに当てて頰ほおを膨ふくらませていた。

『領りよう主しゆさま。萌えアニメを見ながらゴロゴロしている場合ではありませんよ！』

　開口一番、彼女は僕の怠たい惰だを指摘する。

　なぜ僕の行動が……僕は思わず監かん視しカメラで盗とう撮さつでもされてるのかと疑うたがってしまう。

『もー、ダメじゃないですか領主さま。普ふ通つうにプレイしていてはせいぜい二、三千ゴールドが限界ですよ！』

　彼女が怒った時や呆あきれた時に出す「もー」の声が可か愛わいいと僕の脳のう内ないで話題になっている。

　正体が天音先輩のサブアカウントだとは今でも信じがたい。天音先輩の容よう姿しで今のセリフを言った光景はうまく想像できない。

『目標の三万ゴールドを余裕で超こえる勢いきおいで頑がん張ばらないと！　そのためには不眠でゲームをし続けるのです！』

　ムスメの高すぎるモチベーションがたまに悩なやみの種たねだったりする。

「うう、先輩。たまには休みも必要ですよ」

　急いで返信をしたため、思わずリアルでの呼び方をしてしまった。

『私は先輩じゃありません。ムスメです！　プンプン！』

　プンプンの効果音を自分で付けるとは……可愛いからこそ許される罪つみだな。

『領主さまはもっと自分の行動に計画性を持つべきです。ちゃんとしたビジョンがない行き当たりばったりの行動ではダメですよ！　めっ！』

　最後の「めっ」で僕は萌え死んだ。圧倒的な可愛さを前に男子は無力だ。
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「ふっ。美女の頼みを断れる術すべを知りたいものだな」

　僕はハードボイルドを気取りながらテレビの電源を消し、ニヤニヤしながらワロスのプレイに本ほん腰ごしを入れる。

　大事なのは自分をマネジメントすることですよ、と前置きした上でムスメは資し金きん稼かせぎの方法を進しん言げんしてくれる。

『ワロスでの資金稼ぎの選せん択たく肢しは沢たく山さんありますね。農業で地道に稼ぐも良し、戦争で他国から奪うばうも良し。あまりお勧めしませんが賭と場ばに行って一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらうのもアリです！』

　ふむふむ。この選択肢の多さ、プレイの自由度こそがワロスの醍だい醐ご味みとも言えるだろう。

　堅実に行くなら農業が一番だな。だが、すぐに楽してぐーたら稼ぎたいと思ってしまうのが僕だ。

「交易を使うのも悪くないよね。うまくいけば高値でカードが売れるし」

　お金を儲もうける最もつとも有効な手段がカード交こう換かんだ。プレイヤー間でいらなくなったカードをゴールドと交換することでお互いに利り益えきを得る。初めは作業に感じる交こう渉しようだったが、慣なれてくると存外楽しいのだ。『安く買って、高く売る』。中には商売を極きわめ巨きよ万まんの富とみを稼ぐプレイヤーもいたりする。人と関わる作業ほどゲーム内で得られる効果が高いのはソーシャルゲームの特とく徴ちようかもしれない。

『確かにそうですけど、交易はレアカード以上じゃなければそんなに高く売れませんよ？　領りよう主しゆさまは不要なレアカードを持ってましたっけ？』

「ふっふっふ。最近の僕は結構ついていてね、いくつか売れそうなレアカードがあるんだ」

　僕は司し馬ば懿い仲ちゆう達たつのカードを筆ひつ頭とうに魏ぎの軍ぐん勢ぜいでデッキを組んでいる。他の勢力のカードも捨てがたいが、同勢力ボーナスというものがほしいために敢あえて魏の武ぶ将しようで統とう一いつしている。そのため、僕にとっては蜀しよくや呉ごの武将カードは不要となる。

『では早さつ速そく市場に行きましょう！　ジャスティスは急げです！』

　ムスメ、相変わらずの行動力である。まあ、僕も可か愛わいい女の子に誘さそわれて悪い気はしない。

　今いる場所から市場までは長い一本道を通らなければならない。独ひとりでは退屈な道どう程ていだが、ムスメという会話相手がいれば楽しい道中になるだろう。

　平和ボケしていた僕はそう思っていた。

　おかげでムスメのふとももを凝ぎよう視しすることに夢中だった僕は他アバターの接近に気づかなかった。

『七大罪セブン・ギルテイのシヴァだな？』

　ムスメとの会話から我われに返ったのは割り込みのメッセージが急に目に飛び込んできた時だった。

　禍わざわいはいつだって前ぜん兆ちようなしに突とつ然ぜん現れる。運命は避さけられない。

　気がつけば僕の周りには覆ふく面めんをした集団が取り囲んでいた。

　プロフィール名の表示色は……敵を示す禍まが々まがしい赤、血を連想させるローズマダーの不吉の色だ。その色を見て僕は慌あわてて戦せん闘とう態たい勢せいを取る。

　どうやら敵対集団らしい。金きん銭せん目的の追いはぎだろうか？　それともダメポやオワタの刺し客かくだろうか？

　敵の正体がいずれであろうと、僕は応戦する覚かく悟ごを決めて叫さけぶ。

「僕がシヴァだ。だったらなんだ！」

　せっかくのムスメとのイチャイチャタイムを邪じや魔まされ、僕は憤ふん慨がいしていた。七大罪セブン・ギルテイで憤ふん怒ぬの二つ名を冠かんする僕の怒りが今、目め覚ざめようとしていた。

『賞金のためだ。悪く思うなよ』

　意味不明な一言を最後に、彼らは一いつ斉せいにカードを抜いた。僕は急いで敵のパラメータを確認する。数の不利はあるが、今までハイ・ジン一歩手前の人たちを相手にしてきたことを思えば強敵というほどではない。

『な、何者でしょうか領りよう主しゆさま。彼らは所属してる同どう盟めいもバラバラですね』

　できる村むら娘むすめであるムスメは既すでに敵全員のプロフィール確認を終えたようだ。

　彼女も天あま音ね先せん輩ぱいが操そう作さしているので中々の戦力だが、ムスメは戦闘よりも内政や農業などを得意とする。できるなら戦闘には参加させたくない。

（敵の正体は不明か。辺りの視界は開けているし、策さくを弄ろうする余地はなさそうだな）

　戦せん闘とうが行われる気け配はいを察知したら、まず地形を確認しろというのが天あま音ね先せん輩ぱいの教えだ。

　単独行動中を狙ねらわれたのは久しぶりだ。いつもは七大罪セブン・ギルテイの切り込み隊長である寧ね々ねがこの手の輩やからを相手するのだが。

（僕だっていつまでもへたれな初心者プレイヤーじゃない）

　七大罪セブン・ギルテイでは超ちよう人じんプレイヤーが多いため僕が一番の下したっ端ぱだ。けれど、僕だって天音先輩に褒ほめられたい下心で毎日長時間プレイをし続けた。強い仲間たちと隣となりを歩くために努力し続けてきたのだ。

　僕は懐ふところからレアカードを取り出す。勝利を願い、英雄の誕たん生じようを祈いのりながら天に叫さけぶ。

「我われに勝利をもたらせ、司し馬ば懿い仲ちゆう達たつ！」

　五ご芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんが現れ、美しいグラフィックの中から伝説の軍ぐん師しが召しよう喚かんされる。

『委い細さい承しよう知ち』

　彼は一言そう返事するや、疾しつ風ぷう迅じん雷らいの早さで敵の懐へと飛び込んだ。

　まるで軽快なアクション映画を観みているかのようだ。司馬懿さんの手元が動いたかと思うと、群れる敵が一いつ斉せいに吹ふき飛とぶ。一流の軍師にもなればオーラで敵を攻こう撃げきすることも、風を操あやつり真しん空くう波はを生じさせることも容易たやすいのだ。

　司馬懿仲達さんは一いつ騎き当とう千せんの働きで敵を蹴け散ちらしていく。なんて優ゆう秀しゆうな部下なんだ……僕は感動の涙なみだを流した。これで我わが社も安あん泰たいだー。

　謎なぞの襲しゆう撃げき者しやたちが一斉にメッセージを発する。

『こいつ、中々強いぞ。ウキの情報ではただのへたれだったはずなのに』

『腐くさっても王ということか！』

『大だい丈じよう夫ぶだ、数ではこっちが上だ。勝てるはずだ！』

　ウキ？

　思わず猿さるの鳴なき声ごえを出した訳わけではない。

　どうやらウキというプレイヤーが僕の情報を流したようだ。ウキという聞きき慣なれない名前に一いつ瞬しゆんだけ僕は硬こう直ちよくしてしまう。勝負の最中はたとえ刹せつ那なでも集中を切らしてはいけない、そう教わっていたはずなのに──。

『隙すきありだ！　敵を殴おう殺さつせよ、孫そん権けん！』

　鈍にぶい衝しよう撃げき音おんと、画面が揺ゆれる演出。一瞬の隙を付かれ司馬懿さんが背後から攻撃を受けてしまったようだ。僕は舌打ちしながら表示されるダメージを確認する。

　不幸なことにダメージ判定は低てい確かく率りつで起こるクリティカルヒットだ。その数値は司馬懿さんの兵力を僅わずかに上回っていた。

　司馬懿さんは格かつ好こう良く立ち上がり、おでこにできたタンコブをさすった。

『ふっ、この私に傷きずをつけるとは天あつ晴ぱれ。次に戦場で相あい見まみえる時を楽しみにしておきましょう』

　去さり際ぎわも格好良いことに定評がある司馬懿さんだった。ああ、司馬懿さんが戦闘不能に。

『りょ、領りよう主しゆさま！　これはピンチですよ！』

　ムスメもカードを取り出し応戦の準備をする。

「ふっふっふ。落ち着きたまえ、ムスメよ」

　まだまだ僕には切きり札ふだがある。それも神に匹ひつ敵てきすると言われるミラクルレアカードの司し馬ば懿い仲ちゆう達たつだ！　先ほどのレアカードと紛まぎらわしいので僕は彼をスーパー司馬懿さんと呼んでる。

「敵に破は滅めつをもたらせ、スーパー司馬懿さん！」

　ミラクルレアの召しよう喚かんを示す虹にじ色いろの六ろく芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんが表示される。鮮あざやかなＢＧＭと共に現れたのは、衣い装しようもより豪ごう華かになったスーパー司馬懿さんだ。

　さて、第二ラウンド開始だ……と思ったら、新たなメッセージダイアログが開かれる。

『うぇぇぇい！　見つけたぜ、七大罪セブン・ギルテイのシヴァだー』

『マジ逃がしちゃダメだぜブラザー』

『悪質プレイヤーとかリアル許せねえよ。俺おれら善良じゃん？』

　新あら手ての敵だ。しかもマジでチャラいじゃんこいつら。うう、チャラい言こと葉ば遣づかいが移りそうだ。

「まさか、敵の同どう盟めい？」

　しかし僕の言葉にムスメが首を振り、涙なみだ目めで言う。

『うう、なんてアンラッキーなのでしょう領主さま。プロフィール画面を見る限り全まつたく別の勢力です。不運なことに、同時に多数の勢力から喧けん嘩かを売られたのです』

　なんてことだ。今け朝さの星座占いで魚座は二位だったのに……。

　チャラい集団のリーダー格、Just Ice というハンドルネームのチャラい外見をしたアバターがチャラい啖たん呵かを切る。

『うぇぇぇい！　俺たち嫌きらいなんだよね、曲がったこと。ワロスの世界で不正を犯おかす奴やつは成せい敗ばいしてやるぜ』

　なんか濃こいキャラだ。

　不可解なことに先ほどの敵軍と違ちがい、今度の敵はチャラいけど彼らなりの信念を持って戦いを挑いどんできてるように見えるのだ。

　何も悪いことをしてないのだし、一応和平の話を持ちかけてみる。

「そ、そんな怒らずに。とりあえずお茶でも飲んで落ち着きましょうよ。う、うぇーい」

　僕は献けん上じようコマンドを実行してウーロン茶をさしだした。しかしJust Iceさんは聞く耳も持たず、さしだしたウーロン茶を断った。

『俺ら、こう見えて不正とかチョー嫌いなんだよね。茶を飲むのはダチとしかできないわ』

　そしてマジ交こう渉しようの言葉を交かわす間もなく、グンバツに早いタイミングで武ぶ将しよう召喚をして戦せん闘とう態たい勢せいに入ってきた。

『ヘイ、出番だぜ趙ちよう雲うん！』

　Just Iceのかけ声と共に出現する、虹色に輝く六芒星の魔法陣。

　これはミラクルレアの召しよう喚かんだ。僕は３・５インチの画面の向こうに強敵が放つプレッシャーを感じ取る。

「なんだか分からないけど、僕だって七大罪セブン・ギルテイの誇ほこりを背負って戦ってるんだ」

　僕が応戦しようとスーパー司し馬ば懿いさんに命令を出そうとすると、ムスメがそれを制した。

『領りよう主しゆさま。敵の力が未知数である以上ここは退ひいた方が良いのでは？　わざわざ自国から離はなれ援えん軍ぐんも得られない状況で戦うのは分ぶが悪いです』

　彼女の真剣な瞳ひとみに毒どつ気きを抜かれる。

　ムスメの言葉と、燃え上がった闘とう争そう心しんを秤はかりにかける。

　へたれ王のチキンランならば敗走で逃げ切れることはほぼ保証されている。しかしワロスにはノーリスクの裏うら技わざなど存在しない。敗走すればペナルティとして兵力の三分の一が失われるのだ。

（勝利しても得られるのは小さなプライド。失われた兵力は戻らないし、敵の底が見えない以上ゲームオーバーのリスクもある）

　僕は臆おく病びようからではなく、真の敵に勝つための勇気から敗走することを決意する。いま、僕が戦うべきはチャラ男ではない。ダメポとオワタなのだ。

『ふっふっふ。この軍ぐん師し、司馬懿仲ちゆう達たつの究きゆう極きよくの戦術をお見せしましょう。久々に……腕うでが鳴なります』

　召喚されたばかりでやる気満々のスーパー司馬懿さんには申もうし訳わけないけれど……僕はそっと敗走ボタンを押おした。その瞬しゆん間かん、僕のアバターは黄金のグラフィックに包まれる。

　逃げるとなれば、僕の右に出る者はいない。へたれ王の持つ世界唯ゆい一いつのスキル、チキンランだ。

　突とつ然ぜん背を向けた僕を、Just Iceが呆あつ気けに取られながらも臆病者と罵ののしる。

『へ、ヘイヘーイ。逃げるとかあり得えなくね？』

　侮ぶ辱じよくは甘んじて受けよう。今はまだ戦うべき時ではない。

　僕の兵力ゲージがガクンと下がり、敵との斥せき力りよくが発生したかのように猛もうスピードで距きよ離りが開く。その素早い加速に、あっと驚おどろく来らい襲しゆう者しやたち。

『は、早くね？　縮しゆく地ちかよ』

『賞金は山分けだ！　四散して逃げ道を塞ふさぐんだ！』

　鬼ごっこでなら必勝の自信がある。スーパー司馬懿さんはデッキに入れておくだけで移動スピードが僅わずかに上がるボーナスがあるし、加えてへたれ王の能力で敗走時のスピードは十倍になっているのだ。

『射い抜ぬけ。一いち撃げきでも当たれば足止めになるはずだ！』

　物ぶつ騒そうな声が聞こえてきたが、彼らが装そう備びを持ち替えている間にもかなりの距離を稼かせげた。また、猛スピードで動く的まとを射抜くのは弓の名手でもない限り不可能だ。数本の矢は無む駄だ撃うちに終わった。

　敵との距きよ離りはあっという間に開き、やがて襲しゆう撃げき者しやのメッセージダイアログも見えない距離になった。安全を確認すると、ムスメは歓かん声せいをあげた。

『凄すごいですよ領りよう主しゆさま。誰だれも領主さまを殺すことはできない。生存能力において、逃げることは最強の能力ですよ！』

　逃げるが勝ちとはよく言ったものだ。初めは失望しかなかったチキンランの能力だが、最近ではやっとこの能力の有用性を理解できるようになった。敗走により失われた兵力は痛いが、ここは大事に至いたらなかったことを喜ぶべきだろう。

　僕は過ぎ去る景色を見つめながら思考にふける。

（なんて不運な一日だろうか）

　一いつ斉せいにあれだけのプレイヤーに狙ねらわれたのは初めてだ。

　偶ぐう然ぜんだと思い込もうとしていた。ただのアンラッキーだと。

　おかげで僕は不幸の原因に対する考察を放ほう棄きした。真実が遠ざかったことにすら気づかない。

　悪意は足音もなく忍しのび寄より、気がつけばすぐそこにある。それを僕は大きな痛みと共に知ることになる。

　けれど、不運ばかりではない。

『少しピンチでしたけど、とても楽しかったですね』

　傍かたわらでムスメは悪戯いたずらがばれた子供のように、無む邪じや気きに笑った。

　数多くの不幸の中でも、この笑顔を見れたのはラッキーだったかもしれない。













　【第二章】　ジ・エンド・オブ・自演







　放課後のチャイムが鳴なると同時に、僕は学業の呪じゆ縛ばくから解放される。

　目指す場所は天てん下か統とう一いつ部ぶ。いつもなら「放課後だー」と叫さけびながらハイテンションで向かうのに、今日の僕の足取りは重かった。

　ふぅ、と思わずため息が出てしまう。携けい帯たいを見るとムスメも同様にため息をついていた。

『ふぅ、三千ゴールドしか貯たまりませんでしたね領りよう主しゆさま』

　いつも元気一いつ杯ぱいのムスメも今日ばかりはションボリモードだ。

　今週のノルマ三万ゴールド……僕にはその使命の僅わずか十パーセントほどしか達成できなかった。

『なんでこんなにもヘイトが高かったんでしょうね。まさかあれから毎日狙ねらわれ続つづけるだなんて……』

　ムスメは悔くやしそうにハンカチを嚙かんだ。ちなみにヘイトとは敵からの狙われやすさを示すゲーム用語だ。男子五人で会話をしてる時に「俺おれの元カノがさー」とか語りだしたら一気に上がるパラメータと説明すれば分かりやすいだろうか。

　確かにここ最近のヘイトの高まりは異常だ。市場など人が集まるところに行けば確実と言っても差さし支つかえない頻ひん度どで僕は命を狙われた。もしかしてダメポやオワタの手先かと思ったが、敵の所属勢力は全すべてバラバラだった。

　おかげで市場に近づくことさえできず、資し金きん稼かせぎは難なん航こうしていた。

「うーん、そんなに僕らは有名になってしまったのだろうか」

　不ふ眠みん王おうとショコラ・アメール。トップクラスの戦力二つを倒したことで、僕ら七大罪セブン・ギルテイの知名度は一気に上がっていた。

　噂うわさには尾ひれが付くものだ。へたれ王のチキンランは敗走時限定の、基本的に使いにくいスキルだ。しかしスキルの発動条件を知らない人たちにとって僕は自由に高速移動するスキルを持っているように見えるようだ。おかげで僕も『疾しつ風ぷうのシヴァ』だとか、『ワロス最速の男』と異い名みようで呼ばれるようになった。

『ノルマを達成できなかったのは残念ですけれど、今回は外的要因なので仕方ないですよ！』

　ムスメはいつも僕に優やさしい声をかけてくれる。ふぅ、先せん輩ぱいの役に立ちたかったのに逆に足を引っ張ってしまうなんて。楽にお金を稼ぐ方法でもあれば良いのだが。

（楽にお金を稼ぐ方法……そういえば闇やみの力を使うとどれくらい効こう率りつがいいんだろう）

　それは純じゆん粋すいな好奇心だった。闇の力を使うつもりなど毛頭なかったが、課か金きんメニューを開いてみる。ワロスの仕し様ようを少しでも知りたいという好奇心に勝つことはできなかった。

　僕は微かすかな罪ざい悪あく感かんと共に禁断の闇やみの扉とびらを開く……その先に見える眩まばゆい黄金の輝き。

「千ゴールドがたったの百円で買える？」

　まず目に飛び込んで来たのはリアルマネーとゲーム内通貨の換かん金きんシステムだった。あまりに破格な値段設定に驚おどろく。

　続いて通常プレイでは入手困こん難なんなアイテムがボタン一つで購入できることに驚く。減少した兵力ゲージを一いつ瞬しゆんで回復するアイテムである肉まん。一定時間限定でレアカード取しゆ得とく率りつや獲かく得とくゴールドを倍増するお守り。プレイ時間短たん縮しゆくに繫つながる各種移動手段。格かつ好こう良いアバター装そう飾しよく用ようのアクセサリー。得られる効果が高いものには求められる代だい償しようも少し上がっている。

（これが闇の力……使えばどれだけ効率的にプレイできるんだろうか）

　例たとえば僕が無限になくならないお小こ遣づかいを持っていたとして、闇の力を自由に使えたら……今週のゴールド集めのノルマなど容よう易いに達成できるだろう。仲間たちから羨せん望ぼうを受ける妄もう想そうに酔よっていたらムスメのメッセージに我われに返る。

『領りよう主しゆさま！　闇の力なんて見てはダメですよ』

　ムスメに叱しつ咤たされて僕は慌あわてて課か金きんメニューを閉じた。

　そもそも小こ梅うめに借金状態の僕では闇の力を使いたくても使えない。今回のノルマ不達成は残念だけど仕方ない。僕は禁断の闇の扉を閉じた。

　きっと僕以外の仲間が多めに稼かせいでくれているはず……そんな甘あまい考えでいた。

　それだけに、七大罪セブン・ギルテイの報告会かい議ぎでは衝しよう撃げきを受けた。

「ゴールド調達できたのは天あま音ね先せん輩ぱいと小梅だけだってー！」

　ションボリした顔で部室に顔を出したのは僕だけではなかったのだ。寧ね々ね、凄すご井い君が申もうし訳わけなさそうな表情で机つくえに座っていた。

　驚いたことに、七大罪セブン・ギルテイの資金達成ミッションは壊かい滅めつ的てきな成果だった。

「うう、なんかやたらヘイトが高くて、今週は狙ねらわれっぱなしでお金を貯ためる余裕がなかったんだ。ブ、ブヒィ……」

　どうやら凄井君も僕と同じだったようだ。普段はブヒー、とテンションが高い鳴なき声ごえも哀あい愁しゆうが漂ただよっている。悲しい時はブヒィ、普ふ通つうの時はブヒー、興こう奮ふんする時はブヒヒィ！　付き合いが長くなると相手の気持ちがよく分かるようになる。

　寧々も心から申し訳なさそうに謝しや罪ざいをする。

「私としたことが情けないぜ。くぅ、ぐぬぬ。この汚お名めいは……切せつ腹ぷくをすることで許してもらえないだろうか」

「いや、切腹とか良いから」

　本気で切腹しかねない寧々にツッコミを入れるが、悔くやしさのあまり聞こえないようだ。彼女が反応する言葉と言えば三さん国ごく志し用語か、ポテチだ。

「寧ね々ね、死ぬことは償つぐないじゃないぞ。恥はじは勝利で雪そそぐのだ！　死んだらポテチも食べれなくなるぞ！」

「そ、そうだった！　やるぞー、うおー」

　こうして寧々のモチベーションは復活した。

　どうやら凄すご井い君、寧々も今週は多くの敵に狙ねらわれていたようだ。天あま音ね先せん輩ぱいもかなり狙われていたようだが、それでも三万ゴールド稼かせげるのは流石さすがと言えるだろう。彼女は毎週何かしらのランキングにランクインしているのでそのボーナスの恩恵が大きいかもしれない。

　僕もランキング入りを目め指ざしたことはあるが、毎週ランキングの集計直前にみんな頑がん張ばるので途中までは順調でも最後の最後でランキング圏けん外がいということが多かった。

「へえ、みんなそんなに狙われてたんだ。私は特にヘイトも高くなかったんだけどな。月つき絵えも毎日平和だって言ってたし」

　小こ梅うめが不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。

　七大罪セブン・ギルテイのヘイトが高いのは偶ぐう然ぜんの一言では片付けられない気がする。僕は疑ぎ問もんを口にする。

「ダメポからの攻こう撃げきなんでしょうか？　でも、同どう盟めい無所属や他チームのプレイヤーたちも結構襲おそってきたんですよね」

　襲しゆう撃げき者しやの所属チームがバラバラというのが腑ふに落ちない。天音先輩も答えを出せずにいるようだ。

「うーむ、我われ々われもそれだけ天下に近づいたということだろうか。しかしいきなりノルマに大きな遅れをとるとは、誤ご算さんだな」

　天音先輩が憂うれいの表情を見せる。

「だがどんなに悔くやもうとも時の秒針を戻すことは誰だれにもできない。来週こそは……みんな本気を出すんだ！」

「「「はーい」」」

　来週こそは本気を出す。なんて慈じ愛あいに満みちた先輩らしい台詞せりふなのだろうか。ありがたや、ありがたや。その言葉を胸むねに僕らは今週も資金集めに専念することになった。

　異を唱となえたのは小梅だった。

「ねえ、ノルマを達成できなかった人たちには罰ばつとかないの？」

　無む邪じや気きな顔でとても物ぶつ騒そうなことを言う。罰という言葉に僕、寧々、凄井君はビクッとする。寧々に至いたっては身を盾たてにしてポテチを守っていた。

「なんて恐ろしいことを言うんだ小梅。罰なんて怖すぎるよ」

　小梅は七大罪セブン・ギルテイの規き律りつの緩ゆるさに驚おどろいているようだ。

「甘あまいのはちゅーたの方だよ。かつて諸しよ葛かつ亮りようは規律をやぶった愛まな弟で子しの馬ば謖しよくを泣きながら斬きったという逸いつ話わがあるんだよ。私もちゅーたを泣きながら斬らなきゃいけないんだよ！」

　小梅は諸葛亮スイッチが入ったのか、目め尻じりに涙なみだを浮かべていた。

「それにショコラ・アメールだってノルマを果たせなかった者には厳げん重じゆうな罰ばつを与えていたと噂うわさで聞いたよ。規き律りつは罰があるからこそ活いきるんだよ」

　さすがは翔しよう子こ先せん輩ぱい……。いつもニコニコしてるけど目は笑ってないしドＳっぽいもんなぁ。あの女王様オーラのある翔子先輩のおしおき……もはやご褒ほう美びじゃないか！

　ボンデージ姿の翔子先輩に鞭むち打うたれる光景を想像しニヤニヤしていたら、いつの間にか天てん下か統とう一いつ部ぶは修しゆ羅ら場ばに突入していた。

　天あま音ね先輩は頑かたくなな態度でノルマ不達成へのペナルティを反対する。

「私は恐怖で人を動かす気はない。歪いびつな鎖くさりで繫つながれた絆きずなは、やがてその身を滅ほろぼすだけだ」

　対して小こ梅うめにも譲ゆずれない信念があるのだろう。

「甘あまいよ。破ってもノーリスクのノルマにどんな意味があるの？　そんなんだから、ちゅーたはいつまで経たってもへたれなままなんだよ！」

「忠ちゆう太た君はへたれでも、スタイリッシュへたれだ！　私はありのままの彼でいてほしい」

「ちゅーたを真ま人にん間げんにしようとは思わないの？　このままじゃ変へん態たいニート道一直線だよ！」

　なんか論ろん点てんが少しズレている気もする。そしてなんか肩かた身みが狭せまい。

　小梅と天音先輩。どちらの言い分も一理ある。僕がへたれという共通認にん識しきも間違っていないし、僕にはどちらの意見が正しいか分からない……。

　その時、僕はムスメに「めっ！」とされて萌もえ死しんだことを思い出した。

　あれをリアル天音先輩がやってくれたら……その破は壊かい力りよくは天下統一レベルかもしれない。気がつけば僕は小梅側に立ち、土ど下げ座ざをして先輩に頼み込んでいた。

「先輩、僕を怒ってください！　この愚おろかな豚ぶためを罵ののしってください！」

「なっ……」

　予想外の伏ふく兵へいに、天音先輩は思わず絶句したようだ。愚かな豚という単語に凄すご井い君が「呼んだ？」と聞いてきたが、別に呼んでない。

　僕一人では押おしが弱いが、小梅の協力があれば……そう思い僕は小梅に目で合図を送る。しかし、小梅はムッとしたかと思うと、

「いや、やっぱりペナルティなしが良いや！　ちゅーたを真人間になんて無理だね」

「な、なんだってー」

　まさかの掌てのひら返がえしだった。決死の特とつ攻こうで援えん軍ぐんが得えられないとは……。

「このマッタリ感こそが七大罪セブン・ギルテイの魅み力りよくなんだね。なんか悟さとったよ」

「分かってくれたなら嬉うれしい。これからもよろしく頼むぞ……強欲マンモン」

　熱い議ぎ論ろんを交かわした天音先輩と小梅の間には徐々にだが友情が芽め生ばえているようにも思えた。

　僕はこっそりと土下座の姿勢から両りよう腕うでを組んだ格かつ好こういいポーズに戻した。

「現状の資金ではとてもダメポに攻せめ込こむことはできません。悔くやしいけれど、今週もまた資し金きん稼かせぎをするしかないですね」

　こうしている間にもダメポの戦せん闘とう準備ができて襲おそいかかってくるかもしれない。時間の猶ゆう予よはそう長く残されてはいない。

　募つのる焦しよう燥そう感かん。貯たまらないゴールド。

　時を刻きざみ続つづける秒針が、僕を不安にさせた。
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　部活も終わり空が暗くなり始めた頃ころ。

　家いえ路じを急いでいた僕だが、見知った声を聞いて思わず振り向いてしまった。

「もう一いつ杯ぱい、もう一杯ダージリンティーを持ってきて！」

　どうやら声は定食屋の中から聞こえてくるようだ。通つう称しようダルーイの酒場。僕らの学校の生徒が好んで憩いこいの場として使っているため、みんなからはそう呼ばれている。安い値段で飲のみ放ほう題だいなため僕もよく利用している。

「お客さん、これ以上の紅茶は体に毒ですよ」

　どうやらマスター──僕らはその渋しぶい貫かん禄ろくから店長をそう呼んでいる──も手を焼いているようだ。今日はいつも連れていた黒服の三人組はいないらしい。見かねて僕はお店に入った。

　改めてその容よう貌ぼうを見て人ひと違ちがいではないと確信する。

　ゆるふわのパーマに、化け粧しようの行き届いたフランス人形のような容貌。先の戦いで僕を苦しめたショコラ・アメールの盟めい主しゆである園その田だ翔しよう子こ先せん輩ぱいだ。

　彼女はどうやら敗北がショックでやけ酒ならぬやけダージリンティーをしているようだ。

　お店の雰ふん囲い気きに酔よっているのか、彼女は頰ほおを赤らめながら誰だれにともなく言う。

「私は支配力のある美少女として藤とう堂どうカンパニー後こう継けい者しやになるはずだったのに！　なのにショコラ・アメールは解散。私は全すべてを失った。支配力のない私なんて、ただのプリティーセレブ美少女じゃない！」

　むぅ、どうあっても美少女であることは残るらしい。まあ、否ひ定ていはできないけど。

「私は天あま音ねちゃんに負けたんじゃない……己おのれの慢まん心しんに負けたのよ！　不ふ眠みん王おうこそが最強の敵だと思い、先の敵を意い識しきするあまりに彼女を軽けい視ししていた」

　どうやら彼女は先の敗北を未いまだに認めていないようだ。

「翔子先輩、これ以上の紅茶は体によくないですよ。夜中にトイレに行きたくなっちゃいますよ」

　僕は紳しん士しの言葉と共に颯さつ爽そう登場する。しかし翔子先輩はこちらに見向きもしなかった。

「何か用かしら、へたれ王」

　やけダージリンティーに見かねて声をかけた、とは正直に言いにくい。沈ちん黙もくしていた僕に、彼女は刺とげのある言葉を紡つむぐ。

「敗者の私を嗤わらいにきたのかしら？　同情？　それとも、全すべてを失っても不ふ滅めつの輝きを持つゴールデン美少女の私を讃たたえにきたの？」

　問われて悩なやむ。僕は敗者を嗤ったりなんかしない……しかし、同情で声をかけたのかと言われたら首しゆ肯こうできない。不滅ゴールデン美少女と讃えにきたわけではないことだけは自信を持って言える。

「もし同情だと言うならば、それは大いなる筋すじ違ちがいよ。私から全てを奪うばったのはあなたたちなんだから」

　そういって翔しよう子こ先せん輩ぱいは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「後こう継けい者しや候こう補ほの資格を失った私はお母様から勘かん当どうを言い渡されたわ。今の私は何もない……ただの美少女よ」

　翔子先輩がそんな境きよう遇ぐうに陥おちいっていたのは初耳だった。

「奪うだなんて、僕らはそんなつもりじゃ」

「勝者の裏うらには敗者がいる。そして敗者は全てを失う」

　翔子先輩は紅茶を置いて、初めて僕をまっすぐに見て言った。

「歴史の裏側には常つねに無念に散った英雄たちがいたのよ。あなたたちが意い識しきをするしないに関わらず、あなたたちが栄光を摑つかむことで破は滅めつを迎むかえた人間もいる」

　悔くやしいけれど正せい論ろんだった。

　自分の考えが甘あまいことは分かってる。だけど天あま音ね先輩の本当の願いが翔子先輩や父であるトウタクとの和解だと僕は知ってる。だから僕の喉のど元もとからこんな言葉が出た。

「ゲームは勝ち負けだけが全てじゃないはずです。翔子先輩も、いつか僕らと一緒にゲームをしましょうよ」

「はぁ？　私にとってどんなメリットがあるのかしら」

　翔子先輩の表情が険けわしいものに一いつ瞬しゆんだけ変わる。どうやら天音先輩との仲直りへの道は遠そうだ。

　彼女は気分直しと言わんばかりに、ケーキとパフェ、新あらたなる紅茶を注文する。

「そんな平和ボケしてる場合かしら。一桁デイジツトナンバーの後継者ゲームは時間の猶ゆう予よがあるわけでもないのに」

　彼女は意い味み深しんな警けい告こくをしてきた。

「どういう意味ですか？　時間がないって」

「ワロス制作者の藤とう堂どう卓たく也やはまだ四十六歳。まだ充じゆう分ぶんに現げん役えきなのに何な故ぜ後継者ゲームなんて開かい催さいしたのかしら」

「むむ、言われてみれば何故でしょうか。充分なお金を稼かせいだから引退、とか？」

　翔子先輩はここで初めて表情に一瞬の陰かげりを見せた。注意していなければ見落としてしまうような、刹せつ那なだけ見えた彼女の本心だったのかもしれない。

「あの人は引きこもって仕事しかしないから私も詳くわしいことは知らないけれど、噂うわさでは病やまいを抱えてもう長くないとさえ言われてるわ」

「そんな……！」

　父親との再会を願い続ける天あま音ね先せん輩ぱいが脳のう裏りによぎる。その表情が悲しみに染まるのは見たくない。僕は今立つ足下が不安定に揺ゆれるのを感じた。そんな僕の深刻な表情を見て、翔しよう子こ先輩は悪戯いたずらっぽく笑った。

「ふふ。深刻な表情をしてるわね。たかが噂なのに翻ほん弄ろうされて滑こつ稽けいだわ」

　もしかして、今までの会話は全すべて噓うそでからかわれたのだろうか？　もしそうだとしたら縁えん起ぎでもない冗じよう談だんだ。翔子先輩の表情からは何も読み取れない。

　僕が恨うらみがましくジッと目力を込めて睨にらむが、彼女は悪びれる様子もなく運ばれて来たケーキに口をつける。運ばれた甘あまみを味わい、彼女は至福の表情を見せる。

「ふぅ、甘い」

　スィーツを口にしている時の彼女はまるで天使のようで、悔くやしいけれど魅み力りよく的てきだ。

「あなたも腐くさっても王なのだからもう少し危き機き感かんを持った方がよろしくてよ？」

「どういうことでしょうか」

　もしかして翔子先輩は僕を心配してくれているのだろうか。うへへ。

「ワロスの世界では同じ王は二人と存在しない仕し様ようになっているのよ。それだけに王は常つねに周りから狙ねらわれる危険性が生じる。つまり王はヘイトが高まるということよ」

「ふむ……分かるようでよく分かりません……」

　泣きそうな顔をする僕に、翔子先輩はゴミでも見るような優やさしげな微ほほ笑えみを浮かべてくれた。翔子先輩は大きなため息をつき、説明を始めた。

「最もつとも取しゆ得とく難なん易い度どが低い王の称しよう号ごうは、『沈ちん黙もくの王』。メッセージ機き能のうを一いつ切さい使わずに二百時間プレイすれば得えられる称号よ」

「なるほど。一人で黙もく々もくとプレイしていれば自然に取れそうな称号ですね」

　もちろんメッセージ機能を使えないということはプレイヤー間の交こう渉しようができないなどのデメリットはあるが、他の王の称号と比べれば格段に容易たやすいと言えるだろう。

「沈黙の王の称号条件を知った時、私は真っ先に二百時間の沈黙プレイを開始したわ。でも、どんなに時を経へても私が王の称号を取ることはなかった」

　翔子先輩は当時の記き憶おくを思い出したのか、口く惜やしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「検けん証しようしてみたところ、ワロスでは同じ称号の王は一人として存在しない。王の称号は早い者勝ちになっていて後から同じ条件をクリアしても称号は得られない仕様なのよ。新あらたに王となるためには、既き存ぞんの王を殺すしかない」

「そんな恐ろしいルールが王にはあったのですか……。だったら、へたれ王の能力をほしがる人間がいたら真っ先に僕を狙ってくる」

　レアリティが高い称しよう号ごうやアイテムを持ってるプレイヤーはヘイトが高まる。ソーシャルゲームのセオリーだと天あま音ね先せん輩ぱいが言ってた気がする。

「王とは常つねに周りから狙ねらわれる危険を持つ。逆にいえば降ふり掛かかる火の粉を払はらえなければ、その人間には王の資格はないのよ」

　王について語る時の翔しよう子こ先輩は驚おどろくほど真しん剣けんだった。前から思っていたことだが、彼女の王の称号や王殺しに対する執しゆう念ねんは異常だ。

　ワロスは一桁デイジツトナンバーによる、後こう継けい者しやを決めるためのゲーム。つまりは王を決めるゲームだ。翔子先輩は王を目め指ざすが故ゆえに、王の称号に並々ならぬこだわりを持っているのかもしれない。

「あなたの盟めい主しゆさまも王を目指す人間。彼女は信頼や友愛を謳うたうけれど、その内心ではあなたたちを駒こまのように思っているかもしれないわ。王には友など存在しないのよ」

「天音先輩はそんな人じゃありません」

　先輩を侮ぶ辱じよくされ僕は怒った。七大罪セブン・ギルテイの憤ふん怒ぬになってから僕は自分が怒るべきタイミングについて考えるようになった。今のは絶対に怒るべきタイミングだ。

「大した忠信っぷりね。強く信じるほど、裏うら切ぎられた時はどんな思いをするのかしらね」

　翔子先輩はあくまでも自分の意見を譲ゆずらないようだ。彼女には彼女の譲れないものがあるのだろう。

「私は藤とう堂どうコーポレーションの後継者として天音ちゃんを認めてはいない。あの子には大義のために犠ぎ牲せいを厭いとわない非情さが決定的に欠けているわ」

　まだ一桁デイジツトナンバーの後継者ゲームは終わっていないのだ。

　翔子先輩と天音先輩の仲直りは、まだ当分先かもしれない。

「僕ら七大罪セブン・ギルテイは天てん下かを取ってみせます。今まで打ち勝った人たち全すべての思いを背せ負おって、僕らに負けたんじゃ仕方ないと思わせてみせますよ」

「口だけは達たつ者しやになったようね。期待せずに待っているわ」

　翔子先輩は立ち上がると、そのまま優ゆう雅がに去って行った。「負けません！」と僕は遠ざかる彼女の背中に言った。

　あれ？　ちなみに翔子先輩は会計を払っていなかったぞ。もしかして翔子先輩の頼んだ紅茶やケーキの代金を払うのは……、

「お客さん、しめてこれだけの値段になります。チーン！」

　僕は涙なみだ声ごえで値切ろうとしたが、マスターは優やさしい微ほほ笑えみで「まけません！」と答えた。

　今夜もまた小こ梅うめに土ど下げ座ざをして借金をすることになりそうだ。
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　空は青から赤へ、そして黒い闇やみへと変わる。

　夕方遅くから雨が窓まどに降ふり注そそぎ、外の景色は何も見えない。

　いつもならばベッドの上で寝ね転ころがってワロスに集中する時間帯だ。しかし、今日の僕は思うことがあり、久しぶりにノートパソコンを起動した。

「目め覚ざめよ、パソ子！」

　パソ子というのは僕のノートパソコンの名前だ。命名者は小こ梅うめなので、ネーミングセンスに関する文句は彼女にお願いしたい。

　今日はワロスをプレイしない。そう思い携けい帯たいをテーブルの上に置いていたのだが、そんなことは許さぬと言わんばかりに携帯がバイブした。

『領りよう主しゆさま、今日もレッツ・ゲット・天てん下かですよ！　今度こそ大金をゲットしましょう！』

　携帯のディスプレイではムスメが待っている。後うしろ髪がみを引かれる思いだったが、僕は断だん腸ちようの思いでノーと言わなければならない。この窓を叩たたく雨音のように、僕の心にも悲しい雨が降っていた。

　先ほどの翔しよう子こ先せん輩ぱいとの邂かい逅こうを経へて僕には思うところがあった。ムスメもきっと僕の壮そう大だいな決意を察してくれるだろう。

「ムスメ、すまないけれど僕は情報収集の旅に出なければならないんだ。ネットサーフィンする僕を許してくれ」

『領主さま。エッチなサイトを見てないでちゃんとゲームしてください！』

　僕は思わず飲んでいたお茶を吹ふき出だす。

「な、何を言ってるんだね君ぃ」

　僕は思わず痛いところを突つかれた政治家のような返答をしてしまう。

　ＰＣで調べ物をしていると、いつの間にかエッチなサイトを開いているという怪現象が起きたことは何度かある。

「ムスメ、違ちがうんだ。ここ最近の異常なヘイトの高まりが気になってさ。一つ心当たりがあるから調べてみたいんだ」

『ほんとですかー？』

　ムスメがジト目で疑ぎ心しんの目を向ける。

「勿もち論ろんだとも！　僕に性欲なんてあるわけないじゃないかー」

　苦しい言いい訳わけをしながら、僕はワロスからログアウトした。

（僕も本当はムスメとゲームをしていたい。彼女と過ごす時間は僕の人生ベストスリーに入る素敵な時間だから）

　でもムスメと話していれば、その楽しさに僕は甘あまえてしまう。

　一緒にゴールドを稼かせごうと言ってくれたムスメには悪いことをしたが、ここ最近のヘイトの高まりについて心当たりがあるのは本当だ。

　翔子先輩は僕が王だからヘイトが高まるのだと言っていたが、それだけが原因とは考えがたい。そもそも『王になるためには既き存ぞんの王を殺さなければならない』という仕し様ようはある程度ワロスをやり込んだプレイヤーしか知らない事実のはずだ。さらにそれでは凄すご井い君や寧ね々ねのヘイトも上がる理由にはならない。

　前に僕を襲おそった謎なぞの集団たち。賞金だとか気になることを話していた。「ウキ」というプレイヤーの情報だとかなんとか言っていた。

　ウキ。もしかしてそれはプレイヤー名ではなくWikiのことではないか？

　ワロスでは攻こう略りやくWikiは存在しないと天あま音ね先せん輩ぱいは言っていたけれど、僕は調べずにはいられなかった。

　僕は大手サーチエンジンであるグータラに「ワロス　Wiki」と入力する。

　すると世の中の数多くの面白ネタまとめサイトがヒットした。そこには油断していると腹ふつ筋きんが崩ほう壊かいしそうになる貴き重ちようなネタが沢たく山さんあった。ワロスwwwって何をやっているんだ僕はっ！

「ワロスだとヒットする言葉が多すぎるな。正式名めい称しようで検けん索さくするか」

　僕は再び『ワールド・ロード・スリーキングダム　Wiki』で検索をかけてみる。一番上にヒットしたのはワロス公式ページだ。

　トウタクの制作者インタビューが載のっていたので、寄り道とは分かりながらもついつい流し見してしまう。

『ソーシャルゲームで大事なのはユーザー間の絆きずなです。本作では人の絆について問いかける場面をいくつか用意致いたしました。共通の敵という認にん識しきが味方意識を作り……（中略）……現在は私の母校でもある○×高校を対象にβベータテストを実じつ施し中ちゆうで、ユーザーからのフィードバックを集めています。皆さん、製せい品ひん版ばんリリースを楽しみにお待ちください』

　中々良いことが書いてある。確かにワロスではプレイヤーを紹しよう介かいすればボーナスがもらえるし、同どう盟めいを組むほどに得えられる恩恵も大きくなる。農業など一人で作業するものより、誰だれかと関わる作業の方が得られるボーナスが大きいのも協力プレイ推すい奨しようだからか。

　一方でプレイヤーに謀む反ほんなどの裏うら切ぎりの選せん択たく肢しを与えるあたり、高こう難なん易い度どで有名なトウタクらしいゲームと言えるかもしれない。

　興きよう味みを引くページだが、今は他に調べるべきことがある。僕はそっとブラウザバックした。

　ヒット作を連発している藤とう堂どう卓たく也や、通称トウタクの新作ソーシャルゲームということでいくつかのファンページが既すでにできているようだ。

（βテストという単語も検索キーワードに入れるか）

　僕は何度か面白ページへの誘ゆう惑わくに負けそうになりながらも、なんとか『にぃちゃん』という匿とく名めい掲けい示じ板ばんでワロスWikiの存在を目にした。

「あった、これだ！」

　どうやら最近できはじめたWikiで、ゲーム内のクチコミで徐々に認知度が広まっているらしい。僕は迷うことなく攻略WikiのURLをクリックする。数秒の通信時間の後に、画面のロードが完了する。

　ファーストビューで表示される情報量の多さに僕は驚おどろく。

「なんだこれは。けっこう情報が載のっているじゃないか」

　ダメージ計算式の考察から、基本的な称しよう号ごうの取得条件一覧、よくある質問など中々に情報が整理されている。

　基本戦術や最近流行の育成方針なども綺き麗れいにまとまっているし、これはワロスプレイヤーには垂すい涎ぜんのページだった。

　特に目を引いたのは『賞金首』と書かれていたページだった。Wikiの中でも目立つようにトップメニューの上部にNewマークと共に表示されていたのですぐに気づいた。

「これは──」

　僕は我わが目めを疑うたがった。





　七大罪セブン・ギルテイ[image: ][image: ]ワロスの世界に破は滅めつをもたらす集団。彼らは「ヒャッハー」と叫さけびながら破は壊かいの限りをしつくす暴ぼう徒とです。もしも彼らを討とう伐ばつしてくれましたら、有志で募つのったゴールドを差し上げたいと思います。






「なんだこれは。完全に僕らが悪人として書かれているじゃないか。しかもかなりＤＱＮぽいぞ」

　七大罪セブン・ギルテイに裏うら切ぎられてゲームオーバーになっただとか、毎日嫌いやがらせを受けただとか全まつたく身に覚おぼえのないことがいくつか書き込まれている。勝利のためには手段を選ばない狡こう猾かつな集団。僕の知っている七大罪セブン・ギルテイとだいぶ違う。

　僕は七大罪セブン・ギルテイのメンバー紹しよう介かいページを見てみる。





■賞金額　二十万ゴールド




　　　　　七大罪セブン・ギルテイ：　傲ごう慢まんのスカイメロディ

　　　　　説明：




　　　　　　　七大罪セブン・ギルテイの盟めい主しゆで一番の危険人物。眠ねむりの姫ひめ君ぎみの称号を所持。

　　　　　　　高いパラメータを持ち、隙すきもないので強敵。アバターかわゆす。






　天あま音ね先せん輩ぱいの情報だ。しかも二十万ゴールドというかなり破格な賞金額が設もうけられている。スカイメロディのスクリーンショットまで撮とられていて、情報募ぼ集しゆう中ちゆうと大きく表示されている。

　僕は急いで他の賞金首ページにも目を向ける。





■賞金額　十万ゴールド




　　　　　七大罪セブン・ギルテイ：　暴ぼう食しよくの†ベル†

　　　　　説明：




　　　　　　　好戦的で戦せん闘とう慣なれしている。鮮血の貴公子ブラツデイ・サイオンの称しよう号ごうを所持。

　　　　　　　日中は活動が盛さかんだが、夜はオフライン時間が長い。

　　　　　　　ショコラ・アメールの盟めい主しゆをゲームオーバーにした人物。

　　　　　　　動くたびになる鈴すずの音ねがうるさい。チリーンチリーン！







■賞金額　八万ゴールド




　　　　　七大罪セブン・ギルテイ：　色しき欲よくの河童かつぱ惇とん

　　　　　説明：




　　　　　　　『エロ河童がつぱ』の称号を持つエロ河童。右目に眼がん帯たいをしている。

　　　　　　　美少女兵団を率ひきいている。使うカードも美女だらけのハーレム野郎。

　　　　　　　女性アバターに対しては隙すきだらけ。

　　　　　　　男性アバターに対してはかなり用心深いので注意。

　　　　　　　よく武器屋に出しゆつ没ぼつするという噂うわさがある。武器マニア？






　Wikiを読み進めていくうちに疑ぎ惑わくが確信へと変わる。

（僕らのヘイトが高かった理由はこれか！）

　まだWikiができたばかりなのか情報の精度は甘あまい。河童惇が武器屋に顔を出すのは武器ではなく看かん板ばん娘むすめちゃんが目的だとは判明していないようだ。

（そうだ、僕は一体どんな風に書かれているんだろうか）

　僕は『賞金首　シヴァ』でWiki内に検けん索さくをかける。





■賞金額　五万ゴールド




　　　　　七大罪セブン・ギルテイ：　憤ふん怒ぬのシヴァ

　　　　　説明：




　　　　　　　『へたれ王』の称号を持つへたれ。素人しろうとのような行動が目立つ。

　　　　　　　移動速度が異常に早い（へたれ王の能力）ため、捕まえるのは困こん難なん。

　　　　　　　いつも村娘の尻しりを追いかけてる変へん態たいという噂あり（検けん証しよう求む）。






「僕だけ賞金額が低いぞ！」

　なんだか寂さびしさを感じてしまう。しかも村娘の尻を追いかけてる変態って、すごい誤ご解かいだぞ。そりゃ、尻を全まつたく見ていないと言ったら噓うそになるけどさ。動く時はわざと彼女の後ろ側になるようにしてるけどさ。とんだ言いがかりじゃないか！

　僕はWikiの更こう新しん者しやの名前を見てみる。Sunk hoodoos A。見み覚おぼえのない名前だ。直ちよく訳やくすると『沈しずめられた疫やく病びよう神がみＡ』。

　よく意味の分からない単語が出てきた。沈む、Ａ。その二つの単語が僕に月つき絵えの言葉をリフレインさせた。

　──水泳の授業中に死んだ、少女Ａの噂うわさ。

　──彼女にゲームオーバーにされた生徒は暗く深い水の底に引きずり込まれる……。

　脳のう裏りに嫌いやな想像が浮かぶ。プレイヤーを暗い水の底へと沈めようとする少女Ａ。

　深い水の底、生気のない瞳ひとみが僕を見つめている。お前もこちらに来い、と囁ささやいてくるかのようだ。

　思わず身の毛がよだち、鳥とり肌はだが立つ。僕は首を振り、嫌な想像を頭から追おい払はらった。

（亡ぼう霊れいがWikiを更こう新しん？　そんなことあるはずがない）

　どうやらこのWikiは深い調査が必要なようだ。今日のネットサーフィンは激はげしい波乗りになりそうだ。

　やるぞー、うおー。カタカタカタカタカタカタ……ッターン！

　……。

　ああ、運命の悪戯いたずらだろうか……気がつけば僕のＰＣ画面では巨きよ乳にゆうのグラビアアイドルが女め豹ひようのポーズを取っていた。

　こんな時に、こんな時に怪現象が起きてしまうなんて！　悔くやしい、けれど見てしまう自分が情けない。いやあ、自分も健全な男子高校生ですから、うっしっし。

　彼女は現代に現れた貂ちよう蟬せんと異い名みようを持つ踊おどれるグラビアアイドル、貂ちよう蟬せん子こちゃんだ。年上のお姉さんでありながらロリ顔という究きゆう極きよくのスペック。彼女が舞まうたびにその大きな胸むねがたゆん、たゆんと揺ゆれるのだ。ガン見せざるを得えない。

　僕は何な故ぜか天あま音ね先せん輩ぱいとムスメ、小こ梅うめに許しを乞こいながら、サイトの閲えつ覧らんを楽しんだ。

　もう時間は深夜の二時になろうとしている。予想外の夜よ更ふかし……明日の朝はかなり厳きびしそうだ。ふぅ……気がつけば僕のＰＣには大量の貂蟬子ちゃんのベストショットが保存されていた。

　僕はパソ子を閉じると、ベッドの上で横になる。

（この大発見を伝えれば、先輩は喜んでくれるだろうか）

　その期待を思えば、この夜更かしの後こう悔かいも少しは薄うすれるというものだ。瞼まぶたを閉じ、僕は暗い闇やみの中へと落ちていく。

　夢を見ることもできない、深い深い眠ねむりの底へと。
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　ジリリリリリ。

　目め覚ざまし時計の喧やかましいベルの音が僕を眠ねむりから覚さます。

　気け怠だるい体を起こしながら、重い瞼まぶたをこする僕。微睡まどろんだ思考で今日すべきことをぼんやりと考える。

　そんな僕の眠気は、携けい帯たい電でん話わの画面を見て一いつ瞬しゆんで消え去ることになる。

「なんだ、これ」

　ディスプレイに映うつし出だされたのは画面を覆おおい尽つくすほどのワロスのアラート履り歴れきだった。深夜の三時から三十分間かん隔かくでアラートが発生していたようだ。

「最悪だ」

　ワロスの携帯アラートでさえ全まつたく起きないほどの深い眠りに落ちていたのだ。僕は舌打ちしながらゲーム中のログに目を通す。

　僕は自分の甘あまさを呪のろった。賞金首にかけられ、ヘイトが高まっていると知っていたはずなのに大した防ぼう衛えい策さくも取らずに深い眠りに落ちていたのだ。

（まさか、ゲームオーバーになっていないよな？）

　嫌いやな予感を早く消したかった。寝ねている間に全すべてが終わっているだなんて悪夢だ。僕は祈いのるような気持ちでワロスを起動する。

　まずは僕の分身となるシヴァのパラメータを見てみる。兵力がかなり減少しているが、ゲームオーバーには至いたらなかったようだ。

　とりあえず最悪な事態は免まぬかれていたようなので安あん堵どに胸むねを撫なで下おろす。ゲームのメッセージログを追うほどに、昨夜の出来事がだんだんと鮮せん明めいに再現されていく。

　夜や襲しゆうをかけられ、自動ＡＩで応戦するシヴァ。しかしＡＩには限界がある。すぐに劣れつ勢せいへと陥おちいり、僕の兵力は減少の一途を辿たどる。

　しかし、ゲームオーバー直前に独ひとりのプレイヤーが援えん軍ぐんとして駆かけつける。その名前は──

「天あま音ね先せん輩ぱい」

　ログには勇ゆう敢かんに戦うスカイメロディの名前があった。

　チームの同どう盟めいに所属していれば、同盟者のアラート通知を受ける設定ができる。今回は彼女が僕のアラートも検知する設定にしていたおかげで九死に一生を得えたわけだ。

（先輩は僕のために、寝ないで戦い続けてくれたんだ）

　深い感かん謝しやと同時に、どうしようもない罪ざい悪あく感かんが胸を締しめ付つける。僕は彼女の刃やいばであり盾たてでなければならないのに、彼女の手を煩わずらわせてしまうなんて。

「僕のせいだ……」

　未み熟じゆくな己おのれを呪いたくなる。僕は思わず強く拳こぶしを握にぎりしめた。

　パソ子のディスプレイには肌はだ色いろ率りつの高い貂ちよう蟬せん子こちゃんがいた。おのれ……これはハニートラップだ、既すでにパソコンの電源を入れた瞬間から敵の策さく略りやくは始まっていたに違ちがいない！

　僕の心は怒りの炎ほのおでムラムラと……じゃなくてメラメラと燃え上がった。

　もう少しで深い闇やみに染まりそうな僕に、携けい帯たいが新着メッセージを表す光が目に入った。見るとムスメが疲ひ労ろうの顔文字と共にメッセージを送っていた。

『領りよう主しゆさま……よくぞご無事で』

「ムスメ。僕なんかのために徹てつ夜やしなくて良かったのに」

『領主さま……あなたが無事で良かった。少し疲つかれてしまいました……暫しばし眠ねむることをお許しください』

　そういってムスメはゆっくりと目を閉じた。

「ムスメェ──────」

　僕は叫さけんだ。

　力がほしい。愛する人を守れるだけの力が。

「もし、もし僕にもっと力があれば君を守ることができたのに」

　もし僕に鋼はがねの精神があれば、こぼれ落ちそうなバストにも心が揺ゆれることもなかったのに！　揺れてるのは胸むねだけだったのに、たゆんたゆん。

　力がほしい……この世界の全すべてから彼女を守れるだけの力が。まずは色いろ仕じ掛かけに耐たい性せいをつけるため、このパソ子の画面を凝ぎよう視ししても心が揺れないよう修しゆ行ぎようをしよう。そうしよう。

　僕は集中し、賢けん者じやのポーズでパソ子の画面を見つめた。集中しすぎたために、忍しのび寄よる幼おさな馴な染じみの足音に気づかなかったのは誤ご算さんだった。

　小こ梅うめは幼馴染の特権で芝しば居い家の合あい鍵かぎも持っているし、いつでも気軽に僕の部屋を訪れることができる。

　三回のノックと共に、聞きき慣なれた小梅の声が扉とびらの向こうに聞こえる。

「ちゅーた？　入っても良い？」

　ちょうどそのタイミングで、僕は貂ちよう蟬せん子こちゃんのベストショットを眺ながめていた。気分はプロカメラマンだった。

「良いよー。良いよー」

　その言葉を受けて小梅が扉を開ける。不幸中の幸さいわいは、勢いきおい良く開いた扉が僕に当たり、我われに返ったことだ。

「ちゅーた。そろそろ支し度たくしないと遅ち刻こくしちゃうよ？」

「わっしょーい！」

　僕は急いでパソ子を閉じた。危あやうく一生モノの弱みを握にぎられるところだった。

「ん？　何してたのちゅーた？」

「いや、ちょっと三さん国ごく志しの歴史について勉強をね。一流の軍ぐん師しへの道は遠いねー」

「ふーん。早く学校行こうよ」

　彼女は手にボクシンググローブをはめると、威い嚇かくするようにシュッシュッとシャドーボクシングを始めた。ふぅ、どうやら貂蟬子ちゃんの姿は見られないで済すんだようだ。もし見られてたら今いま頃ごろ僕はサンドバッグになってただろう。

「ほら、すぐ着替える。時間がないから上も下も同時に脱ぬいで！」

「そんな無茶な……着替えるから部屋出てよ」

　苦笑しながらも、気心の知れた彼女との会話は心地ここちよかった。

　小こ梅うめの無茶な発言に、僕はいつも振り回されてばかりだ。

　この関係は変わらない。小学生の時に出会ってから、高校生になった今もずっと。
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　二年生の教室に訪れるのも慣なれてきた。

　僕はヒョコヒョコとへたれ歩きで天あま音ね先せん輩ぱいの教室へと向かった。先輩のブロンドの髪かみはよく目立つので、遠くからでもその姿を確認できる。

　昨夜は寝ねていなかったのだろう。少し体調が悪そうに見えた。

「せんぱーい」

　僕は彼女が心配でついつい声を大きくして駆かけ寄よる。周囲の人間が数名振り向いたが、今は先輩以外僕の瞳ひとみには映うつらない。

「昨夜はすいませんでした……深夜のあんな時間に無理をさせてしまって」

　周囲の生徒が『なんだと！』と立ち上がった気がした。

「ふふっ。大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない」

　先輩はそう答えたが、とても弱々しく全然大丈夫そうには見えなかった。

「良いんだよ。私も覚かく悟ごの上だった……眠ねむれなかったが、たまにはあんなプレイも悪くはない」

『プレイだってー！』とか悲ひ鳴めいが聞こえた気もするが、ゲームをプレイして何が無ぶ礼れいだと言うんだ！　プンプン！

　なんか多くの視線を感じる。羨せん望ぼう、好奇心、怨おん念ねん……。

　特に天音先輩の隣となりに座っている、いかにも真ま面じ目めそうなおさげ女子の反応は凄すごかった。

「す、周防すおうさん！　このへたれそうな生徒と昨夜は何を……？」

　後で知るが彼女は生徒会の書記のようだ。会長である天音先輩に心しん酔すいしている様子がうかがえる。どうやら僕を心良く思っていないらしい。

「ああ。昨夜は彼がオフライン状態だったからな。私がずっと傍そばにいて守っていたんだ」

「昨夜はお風ふ呂ろイン上体ですって！」

　書記さんは口をパクパクとしながら、僕を指差して言った。

「いけません！　そんなの学生の本分じゃありませんよ！」

　むっ。子供にゲームは悪あく影えい響きようという教育を彼女は受けて育ったのだろうか。だとしたら嘆なげかわしいことだ。

「僕たちのプレイを馬ば鹿かにしないでください！」

　僕はソーシャルゲームの楽しさを彼女にも知ってもらいたかった。だからニッコリと微ほほ笑えみかけた。

「なんだったら、あなたも一緒にやってみませんか？　初めてでも安心してください。僕が色々教えてあげますから」

「ひぃ！」

　書記さんは顔を赤くして自分の身を守るよう両手を胸むねに当てる。シャイな人だなぁ。僕はこの件で『セクハラ王』の称しよう号ごうをリアルで得えることになる。

「周防すおうさん。次の授業の準備があるから行きましょう！　彼は不ふ潔けつです！」

　不潔だなんて……僕はへたれなのに。

　僕が言葉を投げる間もなく、多くの取り巻きが先せん輩ぱいに押おし寄よせる。そしてみんなに誘さそわれるがまま、天あま音ね先輩は次の授業の教室へと向かってしまった。去さり際ぎわに一度だけ振り向き、申もうし訳わけなさそうにお辞じ儀ぎをしてくれたのがちょっと嬉うれしかった。

　遠ざかって行く先輩の姿を見ながら、僕は時間に置き去りにされたかのように突つっ立たっていた。

　取り巻きたちの会話はもう遠く聞こえないが、どうやら天音先輩の体調を気き遣づかっているようだ。天音先輩は丁てい寧ねいに首を振っていた。「心配ない」と気き丈じように答える彼女の声が聞こえるかのようだった。

　天音先輩は微かすかにだが笑っていた。

（先輩、クラスの人と話すようになったんだ）

　すぐ追いかければ先輩に話しかけることができるのに、なのに僕の足はまるで廊ろう下かに吸すい付つけられたかのように一歩を踏ふみ出だすことができなかった。

「最近、また会長さんの人気が上がってるらしいな」

　動けないでいる僕に、忍にん者じやのように突とつ然ぜん現れた凄すご井い君が語りかけてきた。

「す、凄井君！　いつの間に」

「二年生の美女勢力図は基本的に翔しよう子こ先輩と会長さんの二強だった。二人は元々親友だったけれど、対立して以来は翔子先輩の一強になった。ショコラ・アメールは敵対勢力とリアルでも話しあうことを固く禁じていたからね」

　ふむふむ。ショコラ・アメールの圧力を受け、教室で独ひとり座っている先輩の姿は見たことがある。彼女に寂さびしい思いをさせないためにも、僕ら七大罪セブン・ギルテイは存在するのだと思っていた。

　翔子先輩は自分の勝利のために天音先輩の携けい帯たいを壊こわした。二人が元親友だと聞いても、僕には未いまだにピンと来ない。

　凄井君はイケメンフェイスのまま説明を続ける。

「でも最近になってショコラ・アメールも解散し圧力は消えた。さらに、会長さんは今まで人を寄せ付けない刃やいばの鎧よろいに身を包んだようなオーラがあったけれど最近はいくらか物もの腰ごしが柔やわらかくなった。おかげで日に日に彼女のファンは急増しているというわけさ」

「へぇー。凄すご井い君はやけに噂うわさに詳くわしいんだな」

　僕は内心の動どう揺ようを悟さとられないように、平静を装よそおった返事をする。なぜ自分が動揺しているのか、よく分からなかった。

「ははっ。女子はその手の話題が好きだからね。自然と耳に入ってくるじゃないか」

「あー、分かる分かる」

　調子良く相づちを打ったは良いが、何が分かるというのか僕よ……。僕はそっと青空を見て泣いた。

　遠くから様子を見ているうちに、天あま音ね先せん輩ぱいは次の授業の教室へと去ってしまった。今の彼女には体調を気き遣づかってくれるクラスメイトがいる。僕の励はげましなんて必要ない。

「そっか。先輩が独ひとりぼっちじゃなくなって、良かった」

　しかし自分が発した言葉とは裏うら腹はらに、僕の心は晴れなかった。

「凄井君、僕らも戻ろうか」

　ワロス攻こう略りやくWikiの報告は放課後にすれば良いだろう。

　トボトボと悲しい足音を立てて僕は去る。なんでもないふりをしても、僕の心に無視できない空白が広がっていく。

　慣なれ親したしんだ教室に戻った後も、僕は完全に放心状態だった。

「先輩が幸せならそれで嬉うれしいはずなのに、この心にかかったモヤモヤした霧きりのようなものはなんだろう。この胸むねに去きよ来らいする感情はなんなのだろう」

　天音先輩は気き丈じようで、それ故ゆえにどこか近寄りがたい雰ふん囲い気きを時として周りに与えてしまうことがあるのかもしれない。でも彼女の持ち前の優やさしさはきっと周りにも伝わるだろう。いつか七大罪セブン・ギルテイのように信頼できる仲間も、クラスメイトからできるかもしれない。

「芝しば居い君、君のその胸を焦こがしてるのはジェラシーじゃないかい」

「えっ」

　なんですと！　ジェラシーというと、好きな子に他の人が近づいた時にお餅もちが焼けるというあのジェラシーか。

「僕はそんな気持ち抱いてないよ。純じゆん粋すいに臣しん下かとして盟めい主しゆさまの心配をうんぬんかんぬん」

　得意の白しら々ジエラしー言いい訳わけスキルをいくつも挙あげた後に、親友にそんな取とり繕つくろった言葉を言っても仕方ないと悟さとった。

　目をそらし続けたこの感情を言葉にするのは初めてだった。

「いや、勿もち論ろん全まつたくそんな気持ちがないかと言われれば僕も男。先輩は綺き麗れいで可か愛わいいし良い匂においがするから……くんかくんか。でもへたれな僕が、伝説の生徒会長さんに恋心だなんて恐れ多いというか大たい罪ざいというか、傲ごう慢まんというか色しき欲よくというか」

　話しているとなんだか恥はずかしくなり饒じよう舌ぜつになってしまう。これ以上よけいなことを言わないように沈ちん黙もくしなければ……そう思っていた時には全すべてが遅かった。既すでに大いなる危険は僕らの背後に迫せまっていたのだ──凶きよう兆ちようの鈴すずの音ねと共に。

「お前たち……もしかしてコイバナをしていたか？」

　振り返るとそこには狂きよう気きの光を目に宿し、竹刀しないを肩かたに乗せた寧ね々ねがいた。悪あつ鬼き羅ら刹せつ……僕と凄すご井い君は恐怖と共にその単語を思い浮かべた。

　その鋭するどい瞳ひとみは、対応を誤あやまれば即座に一いつ刀とう両りよう断だんされかねない迫力を持っていた。僕と凄井君は金魚のように口をパクパクしながら頷うなずくことしかできない。

「屋上に来いお前らぁ！」

　ひょえええ。

　何を血迷ったのか、寧々は今にも襲おそいかかってきそうな高いテンションだ。うう、まさか恋愛など軟なん弱じやくなものをする人間は七大罪セブン・ギルテイにはいらないというのだろうか。僕と凄井君はナチュラルに死の覚かく悟ごをした。

「た、大変よ……凄井君がスケ番に攫さらわれちゃうわ」

「きっと屋上で大変なことに……じゅるっ」

「ああ、凄井君が同人誌みたいな展開に！」

　凄井君を心配する多くの女子は胸むねを痛めていた。ちなみに僕を心配する声は……あれ、どこにもいないぞ。僕は誰だれも自分を心配する女子がいないことに胸を痛めていた。

　屋上に辿たどり着つく頃ころには僕も凄井君も悟さとりの境きよう地ちに至いたっていた。死を受け入れることで僕らは己おのれの小ささを知った。ああ、命がこんなにも儚はかないものならば、せめてこの想おもいを先せん輩ぱいに伝えておけば……。

「芝しば居い、お前は先ほどコイバナをしていたな。そのことを詳くわしく話してみろ！」

　この時、寧々は間ま違ちがいなく武ぶ将しようの持つ圧倒的オーラを発していた。言葉を偽いつわれば命はない……僕は直感でそれを理解した。

「うう、実は……好きな人が他の生徒と仲良くしてるのを見るとなんか複ふく雑ざつな心境で」

「なんだって！　まさかさっき私が田た中なかと話したことか……ええ。うそ、そういうことなのか！　しかし、そう考えれば全て辻つじ褄つまがあう」

　寧々はブツブツと呪じゆ文もんのような言葉を発するが何も聞き取れない。恐ろしい、呪じゆ詛そでもかけようと言うのだろうか。

　そして呪文が終わったかと思うと、今度はペシペシと竹刀で地面を叩たたきながら言う。

「このへたれ！　好きならさっさと言えば良いじゃねえか！　相手はずっとお前の言葉を待ってるかもしれないんだぞ！」

　なんかテンション高く怒られた。告白しろと簡単に言われても、僕も言いい訳わけくらいさせてもらう。

「この世界は基本的に『美女とリア充じゆう』。綺き麗れいな子はリア充っぽい人と結ばれるのが世よの理ことわりじゃないか。自信を持てないよ」

　高たか嶺ねの花だなんてことは僕自身が一番分かっている。

　しかしそんな僕の肩かたにポンと寧ね々ねは手を置く。

「安心しな。私は下げ克こく上じようの話が大好きなんだ。この私が協力してやるからには、一いつ騎き当とう千せんの恋愛力を手に入れたと思いな！」

「もしかして、寧々って恋愛経験が豊富なの？」

　女子という協力者がいるのはかなり大きいかもしれない。なんだか寧々が大きく見える。

「ああ、こう見えて少女漫まん画がは片かたっ端ぱしから読んでるぜ！」

　……一騎当千（笑）といったところか。

「で、へたれ魔ま人じん。お前はこの恋愛にどんなプランやビジョンを持っているんだ？」

「うーん。ずっと一緒にいたら急に告白されちゃったりとか、卒業式に桜さくらの木の下に呼び出されるとか……うへへ」

「この馬ば鹿かももんがー！」

　寧々の竹刀しないが地面にめり込む。

「女子は……女子はいつだって待っているんだよ！　赤せき兎と馬ばに乗った王子様が現れるのを！」

　うう、初耳すぎる。

「告白は男の仕事だと戦国時代から決まっとるだろうがぁ！　その……こっちから告白とか恥はずかしいし」

　なんか寧々の変なスイッチを入れてしまったらしい。彼女の前でコイバナをしたことは文字通り命取りだったかもしれない。

　このままじゃ恋愛相談の名の下にやられる……僕は凄すご井い君と協力してこの場を逃げることを決意した。

　僕はアイコンタクトで彼と相談を取ろうとしたが、意外なことに彼は寧々の側に立った。

「芝しば居い君、俺おれも寧々の意見には賛成だよ。自分の気持ちが確信できたならすぐにでも告白に行くべきだ」

　凄井君のあまりにシリアスな表情に、僕と寧々は思わず沈ちん黙もくしてしまう。彼の青空を見つめる瞳ひとみは、どこか遠くを見ているかのようだった。

「愛する人がいつも永遠に傍そばにいるとは限らない。出会いの後にはいつか必ず別れがくるんだ」

　なんか悟さとっている……僕と寧々は彼の恋愛レベルが高すぎて正視できない。

　もしかして凄井君は愛する人との別れを経験したことがあるのだろうか。その切なげな瞳……深い、深すぎるぜ凄井君。

「芝居君。自分の気持ちに確信が持てるまで焦あせらないことは大事だよ。けれど、時間が永遠にあるだなんて思わないでくれよ。後こう悔かいしてからじゃ……遅いからさ」

　そこまで言った後で、凄すご井い君はハッとして我われに返る。

「すまない。上から目線でのアドバイスだなんてダサいな、俺おれって。ちょっと頭を冷やしてくるよ」

　それだけ言って凄井君は去って行った。イケメンすぎる……。

　いつもブヒブヒ言ってるから変へん態たいのイメージが強いが、よく考えてみれば凄井君は女子から激げきモテのスーパーイケメンなのだ。恋愛の相談相手としてこれ以上の適てき任にんはいないかもしれない。

　去って行くその背せ中なかには深い哀あい愁しゆうが感じられる。彼がどんな辛つらい過去を抱えているのか、僕は知らない。

　もしかしたら日ひ頃ごろの彼のブヒブヒ言う叫さけびは、悲しみを抑おさえる切なき獣けものの咆ほう哮こうだったのかもしれない。ブ、ブヒィ……。
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　退たい屈くつな授業は終わり、勝負の放課後がやってくる。

　基本的にワロスで本格的な戦争が始まるのは放課後からだ。授業中や休み時間もプレイしている生徒は少なくないが、その場合は農業や兵士の訓くん練れんなどの単調作業が多い。戦争を起こすともなれば腰こしを下ろし、じっくりとプレイをする必要があるのだ。放課後を告げるチャイムは、僕らソーシャルゲーマーに開戦を告げるゴング。

（みんなに攻こう略りやくWikiの存在を知らせないと）

　そう思い、僕は今日の天てん下か統とう一いつ部ぶの活動場所を自宅にしてもらった。これからの対たい策さくは月つき絵えも含ふくめ、七大罪セブン・ギルテイ全員で話すべきだと判断したのだ。

「こうしてへたれ魔ま人じんの家に来るのも二度目だな」

　寧ね々ねが竹刀しないを肩かたにかけながら言う。彼女の提案により、途中でコンビニに寄ることになる。寧々は慣なれた手つきで食料を籠かごに入れる。ポテチとか、ポテチとか、ポテチとか。

　月絵には既すでにメールをしていたので、彼女は僕の家で待っていてくれた。僕が玄関の扉とびらを開けると、月絵が出で迎むかえてくれた。

「あ、ちゅーた。……お帰り」

　おお、これはまるで兄の帰りを待っていた妹みたいだ。

「ただいま。我わが妹よ」

　僕は両手を広げて『この胸むねに飛び込んでおいで』のアピールをしたがガン無視された。小こ梅うめの姿を確認した月絵が満面の笑みを浮かべる。

「お帰り、お姉ちゃん！　ずっと待ってた！」

　うっ、なんて眩まぶしい笑顔。僕の時と百倍は輝きが違う。

「ただいま月つき絵え。今日は体の調子は大だい丈じよう夫ぶ？」

　小こ梅うめが月絵の髪かみを愛いとおしそうに撫なでる。なんて美しい姉妹愛……。しかし今は感動に浸ひたっている場合ではない。僕はみんなを自室へと通す。

「今日はみんなに見せたいものがあるんです」

　僕の真剣な表情に、七大罪セブン・ギルテイのみんなはただごとじゃないと察する。そうだ、今日の僕らは遊びに来たのではない。無限の悪意に終しゆう止し符ふを打つために集まったのだ。

　ベルフェゴール先生だけが、マイペースにお茶をすすっていた。

　僕は机つくえに置かれていたノートパソコンを開く。

「これを見てください！」

　僕が開いた画面を見て、みんなは「おおっ」と驚おどろきの声をあげた。

　みんな衝しよう撃げきで固まっているようだ。

　特に天あま音ね先せん輩ぱいはもぎたてのリンゴのように顔を真っ赤にした。そして何な故ぜか画面を正視しようとせず、あさっての方向へと目が泳いでいる。

（先輩は自分の作ったチームの悪評が書かれていたページを見るのは辛つらいのかな……）

　いつも澄すました表情の彼女が顔を真っ赤にして怒るだなんて珍めずらしい。

　でも、僕は誰だれよりも天音先輩にこの大発見を見てもらいたかったので叫さけんだ。

「先輩、画面から目をそらさないでください！　ちゃんとよく見てください！」

「え、いや。そう言われても……」

　彼女には現実から目をそらしてほしくなかった。だから僕は酷こくだと思いながらも退ひく訳わけにはいかない。

「感想を言ってください。お願いします！」

　僕は執しつ拗ように目を背そむける先輩に画面をグイグイと近づけた。先輩は消え入りそうな声で答えた。

「え……あ……。柔やわらかそうだな、と」

　柔らかい？　一体先輩は何を言っているんだろうか。ハテナが頭上に現れた僕を見て、月絵がボソリと言った。

「へんたい……」

　あれ、またお兄ちゃんの愛あい称しようから遠ざかったような……。

　月絵だけではない。小梅も凄すごいジト目で僕を見ている。

　寧ね々ねに関しては「な、なるほど。こういうポーズが良いのか……」と画面に目が釘くぎ付づけでメモまでとる始末だ。

　凄すご井い君が苦笑しながらそっと教えてくれた。

「芝しば居い君。人に見せる前に、ちゃんと画面は確認しておいた方が良いよ」

　そう言われて画面を見てみたら、そこには女め豹ひようポーズを取った貂ちよう蟬せん子こちゃんが微ほほ笑えみかけていた。圧倒的な肌はだ色いろ率りつ。圧倒的な色気。
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「うあああああ」

　馬ば鹿かな、そんな馬鹿な！　僕は悪夢でも見ているというのか？　まさかの二重の罠わな！　ハニートラップはまだ終わっていなかったのだ。

　やってしまった……もはや僕に笑いかけてくれるのは貂ちよう蟬せん子こちゃんだけだ。だが、そのあどけないプロの笑顔が僕に「勇気を出せ」と言ってくれているかのようだった。どんなに辛つらい時でも、人は立ち上がらなければならないのだとその赤い水着が教えてくれた。

「さて、これより七大罪セブン・ギルテイの会かい議ぎを始めたいと思います。キリッ」

　僕は何事もなかったかのような顔で、会議を始めることにした。

「そうだね。会議を始めようか、エロちゅーた」

　小こ梅うめが応じるが、その口調は不ふ眠みん王おうのように冷れい淡たんだった。うう、男は辛いよ。というか僕が辛いよ。

　僕は天あま音ね先せん輩ぱいのダイヤモンドの精神を見習い、攻こう略りやくWikiのページを開いた。

「これを見てください！」

　僕が開いた画面を見て、みんなは「おおっ」と驚おどろきの声をあげた。

　みんな衝しよう撃げきで固まっているようだ。

　特に天音先輩は食い入るように画面を見つめ、サイトURLを覚おぽえると手持ちの携けい帯たいで早さつ速そくアクセスをした。

「僕ら七大罪セブン・ギルテイが狙ねらわれていた原因は、攻こう略りやくWikiの存在だったんです！」

「ふぅん」

　月つき絵えの変へん質しつ者しやを見るような視線に耐たえながら僕は続けた。へへっ。こんな状じよう況きようだってのに、なんだかワクワクしてきたぞ。いつかこの冷たい視線を快楽だと言える日も来るかもしれない。それはまた、別のお話。

　幸さいわいなことに天あま音ね先せん輩ぱいの頭は既すでにワロス天てん下か統とう一いつで占しめられているようだった。

「なるほど。まさかこんなWikiができていたとはな。今までもWiki作成の話は出ていたんだが、結局ライバルを強くしてしまいデメリットにしかならないという理由で情報を書き込むプレイヤーが少なかった。いったいどうやって短期間でこれだけのWikiを完成させたのだろうな」

　天音先輩はブツブツ呟つぶやきながらも、さっそくWikiを隅すみ々ずみまでチェックしている。

「なるほどな。このWikiは誰だれでも編集可能。さらに攻略情報を書き込むたびに、それが有ゆう益えきと判断されれば管理者からゴールドが報ほう酬しゆうとして支し払はらわれる仕組みになっているようだ。だからこそ短期間で爆ばく発はつ的てきに情報量が増えたのか」

「なるほどなー。道どう理りで最近やたらとヘイトが高かったのか」

　寧ね々ねも自前の携けい帯たい電でん話わで攻略Wikiの賞金首ページを見つけたようだ。この調子で先ほどのグラビア動画事件は忘れてほしい。

　ベルフェゴール先生はお茶を飲み終えたかと思うと一句思いついたようだ。マジックペンを取り出し、僕の背せ中なかにキュッキュと書く。

「揺ゆれる乳ちち、たゆんたゆんと、ガン見する」

　ちょっ、僕のＴシャツが。しかもその話題はどうか忘れてくださいベルフェゴール先生……。久しぶりに俳はい人じんとしての彼を見た気がした。

　背中に変な俳句を書かれ、ますますセクハラ的存在となった僕。

　そんな僕を無視して寧々がWikiの掲けい示じ板ばんを見て渋じゆう面めんを作る。そこには七大罪セブン・ギルテイに対して痛つう烈れつなコメントの数々があった。『ワロスの恥はじさらし』、『マジ消えてほしい』、『痛い奴やつら』……読んでいるだけで心が痛む。

「事実も確かめないで好き勝手に叩たたきやがって……私たちは太たい鼓こじゃねえ！」

　ネット上での匿とく名めい性せいが悪意をむきだしにする。

「ひどいよ……」

　小こ梅うめが悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめる。卑ひ怯きような手を嫌きらう彼女は、ネット上で悪口を書くという手口が許せないのだろう。ネット上では匿名だからこそ、歯はに衣きぬを着せぬ厳はげしい口調の物言いが多い。むきだしになった悪意は、まるで鋭えい利りな刃は物もののように僕らを傷きずつける。

　天音先輩も辛つらかったはずなのに、彼女はポーカーフェイスのまま冷静に現状を分析する。

「ネガティブキャンペーン……通つう称しようネガキャンと呼ばれる戦せん略りやくだ。悪い噂うわさをバラまくことでチームのイメージダウンを行うことができる」

「単純な手法だけど、効果的ブヒね。これだけ悪評が広まれば、俺おれたちと同どう盟めいを組もうという人も少なくなる。賞金にかけられても同情の余地はなく、むしろ正義のために喜んで狩かろうとするプレイヤーが増えるわけだ」

　凄すご井い君も口調こそは穏おだやかだが、その目は怒りに燃えていた。

　以前に僕らを襲おそった集団の中には賞金目当ての者もいれば、チャラいけど正義感で襲って来た Just Iceのような人たちもいた。彼らにとって僕は悪わる者ものなのだ。

　誰だれよりも危き機き感かんを強く示したのは小こ梅うめだった。

「どうするつもり？　いわゆるこれは『見えない敵』よ。ワロスの世界中のプレイヤーが敵になったと言っても過言ではないわ」

「見えない敵、か。襲いかかってくる奴やつ全員を倒せば良いんじゃねーか？」

　寧ね々ねは吞のん気きにポテチを食べる。しかしそんな寧々からポテチを取り上げて小梅は言う。「ああっ」と寧々が切ない悲ひ鳴めいをあげた。

「ポテチを食べてる場合じゃないわ。ゴールドがほしいプレイヤーなんていくらでもいる。目の前に現れる敵を倒しても、次から次へと無限に敵が現れてくるんだよ。賞金首制度だなんて、実体がないから倒しようがない」

　そこでようやく僕や寧々もことの重大さを理解した。このヘイトの高まりは一時的なものではなく、今後もずっと続くかもしれないのだ。常つねに敵から狙ねらわれていては資金を稼かせぐこともままならない。

「うーん。Wiki編集者の沈しずめられた疫やく病びよう神がみＡ。こいつを倒せばWikiも潰つぶせるってことか？」

　寧々が腕うでを組みながら言う。彼女もポテチを食べるため、知恵を総そう動どう員いんしているのだろう。

「どうやって見つけるブヒ？　そもそもWikiでの編集名とワロスでのアバター名が同じとは限らないブッヒッヒー。それに更こう新しん者しやを倒したところで、このWikiがなくなるわけでもないブヒヒィィィ、ブヒィィィ！」

　凄井君……聞こえるよ、君の心からの怒りの声が。でもちょっとうるさいかもしれない。

　イケメンの問いかけに誰だれもが沈ちん黙もくしてしまう。小梅が言う通り、状じよう況きようは危き険けんだ。なのに打だ開かい策さくが思いつかないという最悪な状況だった。

　口を開いたのは天あま音ね先せん輩ぱいだった。

「沈められた疫病神か。中々に効果的な手段だな」

　彼女の背後に後光が差して見える……名言タイムだ。こんな時、僕はいつも眩まぶしくて彼女を正視できない。

「本来ならワロスの世界中のプレイヤーに協力を要よう請せいするには多大な資金が必要だ。しかし成せい功こう報ほう酬しゆう型がたにすることで、最低限の労力で世界中のプレイヤーの協力を得えたわけだ」

「ふむふむ。一万ゴールドあげるから七大罪セブン・ギルテイを襲えと十人に頼むより、七大罪セブン・ギルテイを倒した人には十万ゴールドあげると広く宣せん伝でんした方が十人以上の人間を操あやつれるわけですね」

　十万ゴールドは決して安い額ではないが、それでワロスの世界中のプレイヤーを操れるというならば割の合う投資と言えるだろう。何よりも成功者が現れるまで、賞金を出した人間には一ゴールドの損そんもないのだ。リスクヘッジが万全な安あん全ぜん策さくだ。

「しかもいきなり莫ばく大だいな賞金首ページを作っても信しん憑ぴよう性せいがなかったことだろう。一いつ般ぱんの攻こう略りやく情報に対しても微び量りようながら報ほう酬しゆうを出すことで、ユーザーの信頼も得えている。さらに七大罪セブン・ギルテイをネガキャンして悪人にした上で賞金首の制度を導どう入にゆうしている点も抜け目がないな」

　ほほう。攻略情報を投とう稿こうすると僅わずかながらゴールドが報酬として貰もらえるのか。短時間でWikiが急成長した理由はこれだったのだ。恐ろしきはゴールドの力。

「このWikiを作った人はかなりの策さく略りやく家かですね……」

「案ずるな。トリックさえ分かれば対応できる。目には目を、歯には歯を、情報戦には情報戦を、だ」

　天あま音ね先せん輩ぱいは不敵に笑い、スマートフォンに表示されたWikiページをみんなに見せる。

「調べてみたところ、この攻略Wikiは会員登とう録ろくなしで誰だれでも書き込めるようだ。管理者の承しよう認にん制せいにしなかったのは情報の精度よりも早さを優ゆう先せんしたのだろう」

「そうね。誰でも書き込めるからこそ、短期間でここまでの情報が集まったんだわ」

　小こ梅うめが天音先輩の言葉を受けて返事をする。

「ならば、私たちもWikiを使えば良いのさ。例たとえば、スカイメロディの項こう目もくで」

　彼女は僕のパソ子の前に座ると、指先で素早くキーを叩たたく。秒間に七十五回はキーを打つというプレイヤースキル、刹せつ那なだ。どうやらこのスキルは携けい帯たいだけではなくパソコンのタイピングにも応用できるようだ。

「は、早い！」

　画面を見ると既すでに次のようなコメントが書き込まれていた。





　眠ねむりの姫ひめ君ぎみのスキルは超ちようチート級だ。近づいたら謎なぞのワンターンキルをされた。ソースは俺おれだ。

　ゲームオーバーになりたくなければスカイメロディに近寄らない方が良い。あいつは[image: ][image: ]あいつは解とき放はなたれた恐怖そのものだ！　うわあああん　ブルブル。






　先輩は自分の書き込みにご満足のようだ。何度か見直し、うむうむと頷うなずく。

「書き込み完了。今度はこの偽にせ情報に彼らが踊おどるターンだ……マリオネットのように」

「先輩、最近マリオネットって言葉が大好きですよね」

　僕らは天音先輩の書き込みを覗のぞいてみる。最後の文はちょっと過か剰じような演出の気もしたが、スカイメロディの能力が恐ろしいものとして書かれている。

　眠りの姫君の能力はオフライン状態のプレイヤーを一いち撃げきでゲームオーバーにするというものだ。しかしこの書き込みを見ただけではそれ以上の能力に見える。

　そこまで考えたところで僕は天あま音ね先せん輩ぱいの意い図とすることを理解した。

「そうか！　噓うその情報を書き込むことで敵を攪かく乱らんできるんですね！」

「そうだ。噓の能力情報を与えることで少しは抑よく止し力りよくになるだろう。このWikiを使っている者たちは強固な絆きずなで繫つながっているわけでもない。コンティニュー不可のこのゲームでは、自みずからが進んで実験台になるのはさぞ勇気がいることだろう」

　なるほど。情報が露ろ出しゆつするのは悪いことだけではない。時に抑止力として機き能のうすることもある訳わけだ。

　寧ね々ねも早さつ速そくノリノリで噓の能力を書き込む。

「ほほう。私も書き込むぜ。ダガーベルの鈴すずの音ねには気をつけろ。あの美しい鈴の音を聞いただけであらゆるパラメータが減少してしまった。奴やつこそは古いにしえの名めい将しよう、甘かん寧ねいの生まれ変わりに違ちがいない！」

　凄すご井い君も書き込みが待ちきれないようだ。彼の鋭するどい瞳ひとみに解とき放はなたれた獣けもののオーラが宿る。

「俺おれも書き込むブヒヒングー。河童かつぱ惇とんは実は武器屋の看かん板ばん娘むすめちゃんと両思いという噂うわさがある！　二人の出会い、それは前世から約束されし宿命であった……」

　なんか凄井君の二に次じ創そう作さく魂だましいにスイッチが入ったようだ。次々と七大罪セブン・ギルテイに噓情報が追加されていく。

「あの、私たちも何か書き込んだりした方が良いでしょうか？」

　月つき絵えが小こ梅うめの陰かげに隠かくれながら聞いてくる。まだ七大罪セブン・ギルテイに入って日が浅い小梅と月絵はWikiに情報が載のっていない。

「そうだな。七大罪セブン・ギルテイ発見の噓の位置情報を書き込んだり、情報を提供したのに報ほう酬しゆうがもらえなかったなどの苦情を書き込むのも効果的だろう。荒あらしと判定されようとも、一向に構かまわぬ！」

　ネットの情報は信しん憑ぴよう性せいが大事だ。少しでも揺ゆらぎを見せられればこっちのものというわけだ。

「りょ、了りよう解かいです。ネットを荒らすのは、得意です」

　月絵の瞳ひとみがキラリと光った気がするけどきっと気のせいだろう。

　さて、おとなしい月絵も頑がん張ばっているのだ、僕が頑張らないわけにはいかない。僕は上着を格かつ好こう良く脱ぬぎ捨すてた。

「さてと、そろそろ僕の出番だな」

　格好付けたけど誰だれも聞いてなかった。ずこー。

　しかし今は一人でずっこけている場合ではない。シヴァを最強の戦士としてプロデュースしなければ。コメントには魂たましいを込めんとなぁ、とニヤニヤしながら情報を書き込もうとしたところを、天音先輩が制した。

「いや。君は編集する必要はない」

「そ、そんな」

　僕はショックで石せつ化かした。もしかしたらこれは先ほどのセクハラ罪ざいに対する罰ばつなのだろうか？　うう、願わくは彼女が僕を許してくれますように。

　天あま音ね先せん輩ぱいはみんなに向けて的確に指示を送る。

「同一ＩＰからの連続編集をすれば怪あやしまれるだろう。一定時間ごとに携けい帯たいでアクセスしたり、プロキシを経けい由ゆしてアクセスをするんだ」

　さすが天音先輩だ……彼女はプロ棋き士しとのコネもあるのか。僕は彼女の凄すごさにハートを王手される寸前だった。先輩はみんなの中央に立ち、腕うでを組みながら格かつ好こう良く決めた。

「これぞプレイヤースキル、操りスピリチユアル・人形のテイム・涙マジツク！」

「略してステマですね」

　こうして僕以外の賞金首情報が大おお幅はばにパワーアップされた新生Wikiが登場した。新七大罪セブン・ギルテイのメンバーはみんなが好き勝手に情報を加えたのでとても強そうに見える。

　ただ一人……僕だけがへたれ戦士のままだったんだ。しょんぼり。

　気落ちしていたら携帯がバイブする。画面に映うつるムスメの姿。

『領りよう主しゆさま。ここは七大罪セブン・ギルテイのため、どうか耐たえてください』

　どうやら他のメンバーには聞かれたくないことのようだ。

『短時間で七大罪セブン・ギルテイ全員に有ゆう益えきな情報が更こう新しんされれば情報操そう作さを疑うたがう人も出てくるでしょう。ここは敢あえて領主さまが囮おとりになることで、敵の目を欺あざむく必要があるのです』

「な、なんと。そんな崇すう高こうな思おも惑わくが……！」

　確かにいきなり狙ねらえる賞金首がいなくなったら不ふ審しんに思うプレイヤーも出てくるかもしれない。

『領主さまならばどんなに命を狙われようともチキンランで生いき延のびることができるでしょう。逃げる能力が活いかせるチャンスなのです』

　ふむふむ。逃げるというとネガティブなイメージがあるが、こと生存においては僕のチキンランはかなり有効だ。ムスメに、というか先輩に頼られているというのはかなり僕を有う頂ちよう天てんにした。

「ふっ、任まかせてください。この忠ちゆう太た、逃げて逃げて逃げまくってみせます！」

　我われらが同どう盟めいのため、喜んで泥どろ仕し事ごとを任されようではないか。

　僕は大いなる決意に無限の勇気がわいてきそうだった……ムスメの最後の一言を見るまでは。

『エッチなサイトを見るのは程ほど々ほどにしてくださいね』

　寛かん容ようさに定評のあるムスメにまでジト目で見られてしまうとは。

「彼女、やるわね」

　ふと横を見ると小こ梅うめが悔くやしそうな面おも持もちで天音先輩を見ていた。

「沈しずめられた疫やく病びよう神がみＡの賞金首による戦術も見事だった。けれど彼女は戦うことなく見えない敵を倒した。悔しいけど、私には思いつかない戦術よ」

　どうやら小こ梅うめも少しは天あま音ね先せん輩ぱいを認めつつあるようだ。なんだか僕は自分のことのように嬉うれしくなってしまう。

「当たり前じゃないか。だって彼女は僕らの盟めい主しゆさまなんだから」

　まだ時間はかかるかもしれないけど、僕ら七大罪セブン・ギルテイはゆっくりと一つのチームになろうとしている。

　小梅と天音先輩。二人の間にはとても辛つらい過去があったかもしれない。過去を変えることはできないかもしれないけれど、過去を受け入れることで人はより輝く未来を手に入れることができるのだ。大切なのは……ナウだから。

（僕も過去を受け入れよう。たとえどんなに辛い過去だとしても、過去を含ふくめて全部が自分なのだから）

　感かん傷しように浸ひたっていると、小梅が自分の胸むな元もとをおさえながら聞いてくる。

「ちゅーたはさ、ああいう巨きよ乳にゆうの子が好きなの？」

　うう、過去を変えたい……。僕は過去を受け入れることを放ほう棄きしたぜナウ。







「さて、これで暫しばらくすれば噓うそ情報が浸しん透とうしヘイトも低くなるだろう。見えない敵との戦いは今日が正しよう念ねん場ばだぞ」

　天音先輩が綺き麗れいにまとめ、みんな頷うなずく。

　ここからは暫しばらく会話もない、ひたすらプレイする時間だ。天てん下か統とう一いつ部ぶでは初めに作戦会かい議ぎをして、あとは黙もく々もくとプレイというのが基本的な流れだ。

　戦争などが始まればゲーム内のコミュニケーションツールより口こう頭とうでの情報伝達の方が早いので賑にぎやかになるが、今日のようにみんながお金を貯ためようと別行動している時は静かだ。

　七人の人間が一つの部屋に集まって、黙々と携けい帯たいをいじっている。何も知らない人がこの光景を見たらビックリするかもしれない。

　静かで穏おだやかな時間は一時間ほど続いた。

　携帯画面を凝ぎよう視ししていると、不意にふんわりと柔やわらかい何かが頰ほおをかすめた。すぐにそれが天音先輩のブロンドの柔らかい髪かみだと気づく。

　左ひだり肩かたに何かが乗ったと思い振り返ると、間近に天音先輩の顔が見えてドキリとする。

　瞳ひとみは閉じたままだ。眠ねむっているのだろうか。彼女は僕の肩を枕まくら代がわりにして、スヤスヤと気持ちの良さそうな寝ね息いきを立てている。

（う、動けない）

　少しでも動いてしまえば、彼女の安らかな眠りを妨さまたげてしまうかもしれない。しかしすぐそこに先輩がいると思うと、僕の鼓こ動どうは早はや鐘がねを打つ。

　今の僕にできるのは石になることだ。心を無にしなければ……。

　昨日僕を助けるためにほぼ不ふ眠みんでプレイをしてくれたのだ。今になって眠ねむくなっても全まつたく不ふ思し議ぎではない。しかし、それでも彼女がプレイ中に寝落ちしたのを見るのは初めてだった。いま、敵がスカイメロディを襲おそってきたらどうしようか、起こすべきなのだろうか？

　右手でかろうじて携けい帯たい画面を見ると、そこにはムスメからのメッセージで「あとは任まかせました。おやすみです。スヤスヤ」とだけ書かれていた。

　それを見た瞬しゆん間かん、僕の心に忘れかけていた情熱の炎ほのおが灯ともった。滅めつ多たに弱みを見せない彼女が、任せると言ったのだ。

（僕が先せん輩ぱいを守る）

　臣しん下かとしての最大の義務、それは盟めい主しゆをあらゆる外敵から守ることだ。その命令を受けられたことを僕は光栄に思う。

　僕らに出会う前、彼女はずっと独ひとりで戦い続けてきたのだ。いつ誰だれに襲われるかもしれない殺さつ伐ばつとしたワロスの世界で、彼女は安らかに眠ることも許されなかっただろう。

　でも今は違ちがう。彼女の傍かたわらには僕らがいる。もう二度と独りになんかさせたりはしない。仲間がいるから、彼女は安らかに眠れるのだ。

「ふっふっふ。眠ねむりの姫ひめ君ぎみを見守るは七つの罪つみ……」

「ちゅーた、なんかさっきからブツブツとキモいよ」

　感かん極きわまってポエムを口ずさんでいた僕を小こ梅うめが白い目で見ていた。天あま音ね先輩が僕に肩かた枕まくらをして以来、なんか小梅がやたらこちらをチラチラ見ている気がする。

「やっぱり、ちゅーたの心にいるのは……」

　小梅は何かを決断し、そのまま黙だまってしまった。しかし彼女が沈ちん黙もくを破ったのをきっかけに、寧ね々ねが誰だれにともなく問いかける。

「しかし、一体誰があの攻こう略りやくWikiを作ったんだろうな」

　確かに、誰があのWikiを作ったのか僕も気になっていた。

「沈しずめられた疫やく病びよう神がみＡ……なんかあの怨おん霊りようアバターの少女みたい」

　月つき絵えのボソリとした発言に、寧々は一いつ瞬しゆんにして青ざめる。

「ブヒィ。七大罪セブン・ギルテイを賞金首にするとは、何か強い恨うらみでもあるんだろうか」

　凄すご井い君が震ふるえながら呟つぶやく。

「一桁デイジツトナンバー」

　小梅がボソリと呟く。その言葉に僕もハッとする。

　藤とう堂どうコーポレーションの後こう継けい者しや候こう補ほである一桁デイジツトナンバー……彼らにとっては莫ばく大だいな資産がかかっているのであらゆる妨害工作をしてきてもおかしくない。卑ひ劣れつな手も辞さない恐ろしいプレイヤーがまだ何人も残っているのだ。ワロスの世界でもリアルの世界でも、いつだってゴールドの持つ輝きは人の心を狂くるわせる。

　僕は自分が知ってる一桁デイジツトナンバーの情報を整理してみる。


　　１　翔しよう子こ先せん輩ぱいの兄

　　２　翔子先輩（ゲームオーバー）

　　３　知らない人。既すでに天あま音ね先輩が倒した（ゲームオーバー）

　　４　不明

　　５　知らない人。既に天音先輩が倒した（ゲームオーバー）

　　６　不明

　　７　小こ梅うめ（ゲームオーバー）

　　８　知らない人。ここ数日で一いつ般ぱんプレイヤーにやられてゲームオーバーになったらしい

　　９　天音先輩

　　０　正体不明。オワタの盟めい主しゆという噂うわさあり



　まだゲームオーバーになっていないナンバーは五つ。それまで油断はできない。

　僕は先輩の横顔をそっと見ながら、必ずや彼女を脅きよう威いから守ってみせると誓ちかう。気持ち良さそうに眠ねむる彼女の夢を誰だれにも脅おびやかさせてはならない。いつか『眠ねむりの姫ひめ君ぎみ』の称しよう号ごうが、本当に似合う日が来るまで。

（この穏おだやかな時間が、ずっと続けば良いのに）

　時間は永遠には流れない。僕らはいつまでも同じ場所にはいられない。

　僕は先輩の横顔をそっと見つめた。

　いつも澄すましている天音先輩。天てん真しん爛らん漫まんで元気いっぱいのムスメ。一体どちらが先輩の本当の素す顔がおなのだろう。その碧へき眼がんが見つめているのは誰だろう？

　今の僕ではとても彼女の横には並べない。いつも守られてばかりだ。

──愛する人が永遠に傍そばにいるとは限らないんだよ。

　親友の忠告がリフレインする。

　このまま眺ながめているだけでは僕の願いは何も叶かなわないことは分かっていた。

　でも思いを告げても受け入れてもらえなければ、僕は今の関係さえも失ってしまう。僕はそれが怖い。

　いつか自信が持てるようになれば、僕も彼女にこの思いを伝えることができるのだろうか。




　　　　＊＊＊




　黄昏たそがれが空をオレンジ色に染め上げた時、僕らはまばらに解散した。

　みんなでワイワイと騒さわいでいただけに、人がいなくなった後は静せい寂じやくを感じる。今、僕の家にいるのは後あと片かた付づけを手伝ってくれている小梅と僕だけだ。月つき絵えは遊あそび疲つかれたのか、解散後にすぐ寝ねてしまった。

　最近は帰り道も常つねに一緒だし、同じ部活に入ってからは小梅と過ごす時間がとても長くなった。今もこうして二人で並んで食器を洗っていると、二人で仲良く遊んでいた子供時代を思い出す。

「久しぶりに小こ梅うめや月つき絵えとゲームができて嬉うれしいよ」

「そうだね。私もちょっと楽しかった。不ふ眠みん王おうとして天てん下か統とう一いつを狙ねらってた頃ころは、目的のために淡たん々たんと携けい帯たいを操そう作さしている感じだったから。作業プレイは辛つらかったよ」

　小梅も少しずつだが七大罪セブン・ギルテイに居場所を感じ始めているのかもしれない。きっと月絵も一緒の気持ちで、僕らは昔のようにまた楽しく遊べるんだ。

「このゲームで良いところを見せて、月絵に必ずやお兄ちゃんと呼ばれてみせるぞ！」

　僕は新あらたな決意にモチベーション急きゆう上じよう昇しよう中ちゆうだった。

「えー、無理じゃないの。月絵の方がずっとワロス上手だし」

　悪戯いたずらっぽく笑う小梅に何も反はん論ろんできない。ハイ・ジン一歩手前までやりこんだ二人の姉妹に勝てる自信が全まつたくない……。

「どうしても月絵にお兄ちゃんって呼ばれたいならさ、一つだけ方法があるよ」

「なぬ？」

　聞き捨てならないセリフに僕は食いつく。

「少し考えてみればちゅーたでも分かることだよ。この世界で一つだけ、合法的に月絵からお兄ちゃんと呼ばれる方法」

　考えてみて、と言われてみたがさっぱり分からない。あの月絵が僕をお兄ちゃんと呼ぶ……そんなことが本当に可能なのだろうか？　最近では変へん態たいとしか呼ばれてない気がする。

　僕がギブアップすると、小梅は悪戯っぽく笑いながら答えた。

「私と結けつ婚こんすれば良いんだよ」

　予想外の答えに、僕は思わずドキリとする。

「そうすればちゅーたは月絵の義ぎ兄けいになって、合法的にお兄ちゃんと呼ばれる」

「なるほど。その手があったかー」

　僕は小梅から目をそらしながら、平静を装よそおいながら冗じよう談だんぽく答える。一体どんな意い図とがあって小梅はこんな話題を振って来たのだろうか？　いつもの彼女の悪戯に決まってる。ならば動どう揺ようをするのはとても恥はずかしく思えた。

「ワロスではゴールドが貯たまらなくて参るよな。その、どうすれば良いんだろうね」

　かなり強引な気もしたが、けっきょく照れくさくなって話題を変えてしまう。しかし小梅の前でゴールドの話をしたのは間ま違ちがいだった。

「ゴールドと言えばさ、ちゅーたは今週も私の借金の利り子しを払はらってないよね？」

　痛いところをついてくる。

「もし足りないようだったら良心的な小梅利子でまたお金を貸してあげようか？」

　借金を返すためにさらに小梅から借金をする。何かがおかしいような気がする……このままじゃ僕は一生小こ梅うめの奴ど隷れい確定じゃないか。

「私、ちゅーたが心配だよ。このまま上がり続ける利り子しの無限ループが、不ふ死し鳥ちようの借金となってちゅーたを追いつめるんじゃないかって」

　どこかで聞いたような究きゆう極きよく戦術の借金だ。さすがは七大罪セブン・ギルテイが強ごう欲よく。

「ちゅーたはさ、なんで私から借金をすることになったか覚おぼえてる？」

　問われて、今までの小梅との借金生活の思い出が走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえる……辛つらい。

「子供の頃ころ、私はお父さんがいなくて寂さびしくてよく泣いてた。性格も暗くて、友達ができなかった」

「確かに出会った頃は、おとなしい女の子だなって思ったよ」

　何を話しかけてもひたすらスルーされていた気がする。そう、今の僕と月つき絵えの関係みたいに。

「そんな私にさ、ちゅーたがクリスマスプレゼントを買ってくれたんだよ」

　今にして思えば、プレゼントをあげる人からプレゼントを買うための借金をするだなんておかしな話だ。でもあの頃の僕は必死に家の手伝いもして、お小こ遣づかいを前借りしてもそれでも小梅がほしがってた人形を買うお金が足りなかった。隣となりの家に引っ越して来た同い年の女の子の笑顔を一度でも見たくて、僕は必死だった。

「小梅から借金せずにプレゼントを買えれば美び談だんだったのにね。あの頃から僕はへたれの道を歩いてる」

「そんなことないよ。私さ、すごく嬉うれしかったんだ。クリスマスはいつも寂しいものだと思ってたから、あんなに嬉しかったクリスマスはきっとこれから先も来ないよ」

　満面の笑みでそう言われ、ちょっと照れる。そこまで嬉しかったならこちらもプレゼントをあげた甲か斐いがあるというものだ。

「借金返済もローン支し払はらいにすれば、その数だけちゅーたがまた会いに来てくれるって、そう思った」

「そんなことを思っていたのか……」

「この絆きずなを失いたくなくて、でも借金の返済が終わってしまえばこの繫つながりもなくなってしまうと思って、だから金きん融ゆう工こう学がくを学んでギリギリレベルの高額利り子しの設定方法を知ったんだ」

「へえ。そうだったんだ」

　まさか自分の借金地じ獄ごくが計算され尽つくしていたものだとは思わなんだ。

　小梅がそんなことを思っていたのは意外だった。幼い頃、小梅はたまに父親がいないことで寂しくて泣いた。そのたびに僕は気が利きいた言葉も言えず、ただ彼女の傍そばで立っていることしかできない自分に無力感を抱いていたのだ。

「僕は大事な幼おさな馴な染じみに何もしてあげられなくて悔くやしかった。少しでも役に立てたなら良かったよ」

「ちゅーたは知らないだけで、私はとても救われたんだよ」

　小こ梅うめは頰ほおを赤らめ、少しモジモジした顔で言う。

「だからさ、ずっと私からお金を借りっぱなしで良いよ。これからもずっと、借金を取り立てに行くからさ」

「な、なんて恐ろしい……」

　僕は小梅の強ごう欲よくっぷりに無限の恐怖を感じた。僕から一生搾さく取しゆし続けるというのか。

「違ちがうよ。そういう意味じゃなくてさ」

　彼女はまっすぐに僕を見て言った。

「私がちゅーたを好きだから、これからもずっと一緒にいたいってことだよ」

　今度は茶化すことができなかった。小梅のつぶらな瞳ひとみが僕を見つめている。

「私はお父さんに会えなくて寂さびしかったけど、今はもうそんなに思おもい詰つめてないよ。だって今の私には、月つき絵えとちゅーたが傍そばにいてくれればそれで良いと確信を持って言えるから」

　次第に彼女の言葉が実感を伴ともない、僕は耳の裏うらまで赤くなるのを感じた。

「ワロスの世界では先せん手て必ひつ敗ぱいだけど、恋愛の世界では先手必勝だよね。私さ、ワロスでは会長さんに負けたけれど、恋愛では負けたくないよ」

　天あま音ね先せん輩ぱいの名前が出て、思わず僕は身み構がまえてしまう。

　小梅は知っている。僕が天音先輩に抱いている思いを。

「小梅、僕は」

　僕の第一声はそこで途切れた。

　あまりに突然すぎて、なんと答えて良いか分からない。様さま々ざまな言葉が浮かんでは消える。

　洗い物を終えた小梅は水道を止めると、いつもの落ち着いた表情で言った。

「返事はすぐじゃなくて良いよ」

　そして返事をできないでいる僕に向かって、照てれ隠かくすように「えへへ」と笑った。

「だけど、あんまし待たされるのも嫌いやだよ」

　それだけ言い残すと、小梅はもう僕に背を向けていた。その耳が赤いのはオレンジ色の夕日に照らされたからではないのを僕は知っていた。

　玄関の靴くつを履はきながら、一度だけこちらを振り返って笑ってみせる。

「じゃーね。その、また明日」

　こんな時でも小梅の声は明るい。いつだって彼女はまっすぐだ。

　僕は去り行く背中をただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　初めて女子に告白をされた。

　僕は何も考えられず案か山か子しのように突つっ立たっていた。

　小梅の爆ばく弾だん発言に、僕はいつも振り回されてばかりだ。

　この関係は変わらない。小学生の時に出会ってから、高校生になった今もずっと。













　【第三章】　神様はダイスが大好き







　昨夜は一秒も眠ねむれなかった。

　油断すれば甘あまい妄もう想そうに心を奪うばわれそうになり、耳まで熱くなるのを感じた。

　女子から告白されるなんて初めてで嬉うれしかった。小こ梅うめのような可か愛わいい女の子から好きだと言われるなんて、この先の人生でもきっとない。

　でも甘かん美びな痛みだけに酔ようことも僕にはできなかった。小梅を愛いとおしく思うほど、僕の胸むねは茨いばらが刺ささったかのようにチクチクと痛む。

　その度たびに脳のう裏りによぎるのは天あま音ね先せん輩ぱいの面おも影かげだった。

　そうやってずっと小梅と天音先輩、二人の面影が浮かんでは消えた。その幻まぼろしは手を伸のばせば届きそうなのに決して触れられはしない。

　宝石を散りばめたような星空も、夜を照らす優やさしい月明りも、問いかけても答えは返ってこない。言葉は意味を持たず、この胸の痛みだけが真実。切なくて……ピュア。

「ハッ。いつの間に謎なぞポエムを！　しかもピュアってなんだピュアって！」

　この夜だけで傑けつ作さくポエムを十個は作ってしまった。そのたびにノリツッコミをしては我われに返った。

　恋愛経験のない自分には告白なんて未知のものだった。どう返事をすれば良いのか分からない。もっと言えば明日どんな顔で小梅に話しかければ良いかも分からない。

　そして答えは出ないまま、僕は寝ね不ぶ足そくのまま学校で過ごした。

　授業は殆ほとんど頭に入らないし、友達との会話も上うわの空そらだ。放課後に至いたるまでどんな会話をしたかもろくに思い出せなかった。

　もうすぐ部活が始まって、僕は小梅と会うことになる。しかも今日は金きん曜よう日びだから、このまま僕の家で合宿して長時間プレイが待っているのだ。

（今は、今この瞬しゆん間かんだけは恋愛のことは忘れてワロスのことだけを考えよう。落ち着かなければ見えるものも見えなくなりそうだ）

　大切なのは平へい常じよう心しん。平常心だ！

　そんな決意をして顔をベチーンベチーンと叩たたいてたら、いつの間にか小梅が近くにいた。

「ちゅーた。早く行こうよ」

「こ、小梅わっしょーい。今日も良い天気じゃらほーい」

　平常心なんて言葉は一瞬で消え去った。急せかすような鼓こ動どうが聞こえてくる。

「どうしたのちゅーた？　なんかおかしいよ」

　僕の平へい常じよう心しんを一いつ瞬しゆんで破は壊かいした当の本人は不ふ思し議ぎそうな表情で上うわ目め使づかいに僕の顔色を窺うかがってくる。人の気も知らないで……小こ梅うめが平然としていられるのが僕には信じられなかった。

「緊きん張ちようしすぎだよ、ちゅーたは」

　僕のリアクションが面白かったのか小梅は声を出して笑う。ほんといつも通りだ。

　告白をしたら世界が変わるかのように、今までの関係ではいられなくなるものだと思ってた。それも僕の考えすぎだったのかもしれない。

　小梅は七大罪セブン・ギルテイのみんなと会ってからも平常そのものだった。いつも通りの笑顔、いつも通りの明るい口調。僕はそんな彼女を見てどこか安心した。

　我わが家やに向かう電車に七大罪セブン・ギルテイみんなで乗る。僕は寝ね不ぶ足そくの疲つかれが出たのか、席に座るとウトウトしてきたのでぼんやりと考え事をした。

　ガタン、ゴトン。電車は揺ゆれる。

　過ぎ去る景色を見つめながら、今日の出で来き事ごとを思った。

　Wikiに偽にせ情報を流して以来、目に見えてヘイトは下がった。

　賞金狙ねらいのプレイヤーが皆かい無むと言うことは決してないが、以前と比べて明らかにその頻ひん度どは少なくなった。僕らのステマ作戦は成功したのだ。

　七大罪セブン・ギルテイの資金集めはまだ完了していないが、そろそろ進しん撃げきの準備もしなければならない。拠きよ点てんとなるべき砦とりでの調査のため、僕らは遠えん征せいをすることにしたのだ。

　戦争を始めるには戦力不足ではないか、そんな不安の声もあったが小梅が次のように主張した。

「資金集めが難なん航こうしてても、戦力が揃そろえば問題ないんでしょ？　私と月つき絵えがゲームを始めてからもうすぐ二百時間が経たつ……そしたら不ふ眠みん王おうの称しよう号ごうをゲットできるわ！」

　ふふん、とドヤ顔で小梅が言った。

　いつもは何なに気げない彼女の仕し草ぐさも、告白の後だと妙に可か愛わいく見えてしまうから困る。

　僕はかなり小梅を意い識しきしてしまっている。今まで幼おさな馴な染じみという間あいだ柄がらか彼女を異性として見ることを意識的に避さけていたのかもしれない。一度意識しだすと急に彼女の女の子らしさが見えてくる。

「ゲームを始めてから最速で不眠王の称号を取りに行くとはな……見事だ」

　天あま音ね先せん輩ぱいも小梅と月絵のプレイに感心したように頷うなずく。一流プレイヤー同士、お互い認めあってる関係って良いな。

　僕は束つかの間まの安息に安あん堵どしていた。小梅は天音先輩とも普ふ通つうに会話していたので、このまま告白のことは二人だけの秘密として守って行くのだと思っていた。

　小梅は天音先輩を見つめると、何かを思い出したかのようにあっさりと言った。

「そういえば私、ちゅーたに告白したから」

　突然の爆ばく弾だん発言に七大罪セブン・ギルテイは凍こおり付ついた。

　誰だれもが携けい帯たいから目を離はなし小こ梅うめを凝ぎよう視しする中、彼女だけはマイペースに携帯をいじっていた。

「こ、こここ」

　寧ね々ねが言葉にならない声を出す。ニワトリの物もの真ま似ねだろうか？

「告白だと！」

　目を見開いて問いかける寧々に対し、小梅は「そうだよ？」と普ふ通つうに返した。

　忘れていた。小梅はいつだって正々堂々、裏うら表おもてのなさこそが彼女の魅み力りよくなのだ。

　再び寧々が動どう揺ようしながら聞く。

「このへたれのどこが良いんだ？」

　僕は彼女たちの会話に一言も口を挟はさめないまま、会話のキャッチボールは続く。

「私はちゅーたとずっと一緒に育ったから、彼の良いところを沢たく山さん知ってるよ」

　ここで初めて彼女は照れてみせた。不覚にもその仕し草ぐさが少し可か愛わいく感じてしまう。

「私が一つの目的しか見えなくなって、辛つらい思いでゲームをしてた時も彼は本気で心配してくれたんだ。情けないし優ゆう柔じゆう不ふ断だんなところもあるけど、なんだかんだで優やさしいちゅーたが私は好きだよ」

　改めて好きと言われ、僕は顔から火が出そうなほど熱くなるのを感じた。誰の顔も見れず、下を向いて固まってしまう。

　そして自信を持てないネガティブな自分が言う。僕は小梅が思ってるような優しい人間じゃない、と。

「若いのう。ラブラブじゃのう。リア充じゆうめ」

　フリーズしてる僕の背せ中なかに、ベルフェゴール先生が新あらたな短歌を書く。そういえばベルフェゴール先生は独どく身しん貴き族ぞくであらした。最後の一筆は熱い思いが込められていた気がした。

「芝しば居い君はどう返事したんだい？　もし良かったら聞きたいな」

　凄すご井い君は寧々と違いテンパらず冷静そのものだった。さすがはイケメン。

「それは、その……」

　話を振られても僕はうまく答えられなかった。代わりに、小梅が答える。

「まだ返事は保留中。ワロスのβベータテストが終わる頃ころには返事がほしいかな」

　堂々としている小梅に対し、僕は肩かた身みを狭せまくしていた。彼女を待たせている罪ざい悪あく感かんと、自分への自信のなさ。先せん輩ぱいへの罪悪感……グルグルと多くの気持ちが僕の胸むねに疼うずく。

　不意に携帯が振しん動どうしたので画面を見たら、ムスメからメッセージが来ていた。

『領りよう主しゆさま。モテモテで良かったですね』

　丁てい寧ねいに描びよう写しやされた笑顔のグラフィックからは、その裏にある感情は読めない。

　慌あわてて天あま音ね先輩の表情を覗のぞき見みたが、そのポーカーフェイスからは何も読み取ることができなかった。

「ふっ。命は短い。乙おと女めが恋することを私は止めたりはしないよ」

　先せん輩ぱいの謎なぞのコメント。少し声が上ずって聞こえたのは気のせいだろう。クールな天あま音ね先輩が動どう揺ようなんてするはずがない。

　先輩は僕が小こ梅うめに告白されてどう思ったのだろう。それとも、何も感じなかったのだろうか。僕には彼女の心も、自分の心もよく見えない。

　それからはずっと告白の返事がどうだの、あらゆる質しつ問もん攻ぜめにあっていた。だが僕が黙もく秘ひ権けんを行使していたこともあって、次し第だいに話題はコイバナからワロスへと戻った。

　しかし、プレイ中に何度か小梅の爆ばく弾だん発言でコイバナに戻ることも少なくなかった。僕たちがダメポ領りようへと遠えん征せいに行く時も小梅はパラメータアップのために留る守す番ばんをしていたのだが、

「ちゅーた。早く戻って来てね」

　ゲーム内で少し離はなれるだけなのに殊しゆ勝しような一言を付け加えてくれたりもする。

　そんな様子を見て凄すご井い君がヒューヒューと口くち笛ぶえを吹ふいた。

　しかし僕らがダメポ領の国こつ境きようへと近づくと、さすがにワロスに集中するべきと判断したのか会話はワロス中心になった。

　僕らはワロス世界の東の果てであるマップに訪れた。この国境地帯はまだ誰だれの勢せい力りよく圏けんでもない。罠わななどは自分の領地でなければ仕し掛かけられないため、比較的安全な場所と言える。しかし、勿もち論ろん油断をして良い理由にはならない。

「ここがダメポ領との国境か。すごい自然だな」

　寧ね々ねが携けい帯たい画面に表示された美び麗れいな森林のグラフィックを誉ほめ称たたえる。

　そんな彼女を天音先輩が鋭するどい顔で戒いましめる。

「どこから弓兵が狙ねらってるか分からない。注意を怠おこたるなよ」

「勿論だ。私たちはピクニックに来たんじゃない、戦争をしに来たんだからな！」

　彼女たちの物ぶつ騒そうな会話に、電車に乗ってる周囲の人が怪け訝げんな顔をしていた。

　天音先輩はダメポ領地との国境付近の地図を見つめる。

「ここら辺は近きん隣りんに村もないし、砦とりでも一から作る必要があるな」

　先輩はこれからの大戦に備そなえ、如い何かに地の利を活いかせる場所に砦を築きずくか、そのことで頭が一いつ杯ぱいのように見える。僕のことなんて彼女にとっては取るに足らない小さなことで、僕が誰とつきあおうとも無関心なのかもしれない。そう思うと悲しかった。

　僕は心のどこかで、先輩が動揺してくれないかと期待していた。自分の気持ちに自信を持てなくて、いつだって誰かの顔色を気にしてしまう自分が嫌いやになる。

　大切なのは自分の気持ちのはずなのに、今では自分の気持ちも分からなくなってしまいそうだ。情けない、なんて情けないんだ自分。

　だから僕は一つの決意をした。

　脱へたれ。

　告白をするのも、告白の返事をするのも今の僕では無理だ。僕はここから一歩を踏ふみ出だす勇気がほしい。だから僕は脱へたれの修しゆ行ぎようを開始した。

　今も携けい帯たいのディスプレイの中には僕が理想とする男子像であるダガーベルさんがいた。

　一いつ切さいの迷いがない鋭するどい目に精せい悍かんな顔つき。鍛きたえ上あげられた鋼はがねの肉体は愛する人をどんな脅きよう威いからも守れるだろう。操そう作さしているプレイヤーも寧ね々ねなので男らしさには定てい評ひようがある。

「ダガーベルさん……今日もイケメンだなぁ」

　僕が憧あこがれるワイルドなイケメンアバターだ。僕は密ひそかに彼をリスペクトしていた。しかし、現実は非情だった。

『さあ。行くわよ』

　なんとダガーベルさんが内うち股またでオカマ口調で話しだしたのだ。

　イケメンのダガーベルさんがネカマに？

「寧々、その口調は一体……」

　僕は恐る恐る彼女に問いかける。すると寧々は少し頰ほおを赤らめて言った。

「いや、私も色々思うことがあってよ。もしかしたら、今まで少し女子力が足りなかったかなと思ってさ」

「少し？」

　僕は彼女の危き機き意い識しきの少なさに驚きよう愕がくを覚おぼえた。

「とにかく、今のままじゃダメだと気づいたんだ……このままじゃ小こ梅うめに負けちゃうし」
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　どうやら寧ね々ねも小こ梅うめのコイバナに影えい響きようを受けたようだ。小梅の爆ばく弾だん発言の影えい響きようがジワジワと七大罪セブン・ギルテイに波は紋もんを広げていく。

「だからさ、変わりたいと思ったんだ。いきなりリアルでは無理かもしれないけど、ゲームの中くらいは女子らしくしようと思ったんだ」

「へー、それは凄すごく前向きなことだね！」

　変わりたいと思う気持ちは僕も同じだ。彼女を応おう援えんしたいと思う。

　しかしワロスではアバター作成後に肌はだと瞳ひとみの色、性別は変へん更こうできない仕し様ようだ。運命は皮肉なことにもダガーベルというイケメンアバターをネカマにしてしまったのだ。

　屈くつ強きような肉体を持つ戦士、ダガーベルは野の太ぶとい声で言う。

『さあ行くわよ、あなたたち！』

「お、おー」

　マッチョなワイルド武ぶ将しようのネカマかけ声に、僕らは半なかば萎なえた。

　ダガーベルはスキップをしながら、道ばたに咲さくタンポポに話しかけた。

『うふふ。お花さんこんにちは。今日も素敵な戦争ができそうだわ』

　圧倒的女子力……僕らは沈ちん黙もくするしかなかった。







『領りよう主しゆさま、辺りが暗くなってきましたね』

　ワロスの黒く染まりゆく空を見ながら、ムスメが心配そうに顔をしかめた。ちなみにリアルではまだ太陽が空にあり明るい。

　ワロスの世界は十八時間で一日になっている。そのため現実の時間とはずれがある。いま、ワロスの世界内では静せい寂じやくの闇やみが辺りを包もうとしていた。

　夜闇の中では矢の命中判定が低くなるし、視界が悪くなり索さく敵てきが難むずかしくなる。一方で奇き襲しゆうが成功しやすいなどのメリットもあるので夜という環かん境きようを活いかすも殺すもプレイヤーの腕うで次し第だいと言えるだろう。

　僕は先せん輩ぱいに話しかける。小梅の爆弾発言の後で話しかけるのは初めてだった。

「たまにゲーム内イベントで『深夜三時に○○地点に行け』とか、『二日後にまた来てくれ』とかの時間イベントは面倒だからやめてほしいですよね」

「そうだな。ユーザーを手放さない施し策さくなのかもしれないが、待ち時間が発生するのは悔くやしいな」

「ゲーム開始時はリアルタイムの深夜三時のことを言ってるのかと思って、意味ない夜よ更ふかしをしてしまいましたよ」

「ふふっ……私もだ」

　他た愛あいない会話でも、彼女と話すと僕の心は弾はずんだ。

　敵てき陣じんに踏ふみ込こむにあたり、最もつとも士気が高かったのは寧ね々ねだった。ダガーベルはダンディな声で七大罪セブン・ギルテイに注意を促うながす。

『ここからはいつ敵が襲おそってくるかも分からないわ！　良い、あなたたち？　ダンスを踊おどるように軽かろやかなステップで……隠おん密みつ行動を心がけるのよ』

　いまだにダガーベル氏のおねえ言葉には違い和わ感かんバリバリだが、言ってる内容には全面的に賛成だ。

　この暗くら闇やみと密林だ。ダガーベルが言う通り音を立てなければそうそう見つかることはないだろう。僕らは抜き足、差し足、忍しのび足でこっそりと歩いた。

『良いわね。絶対に音を立てちゃダメよ。シーッ』

　ダガーベルのアニキはそう言って人差し指を口元に当てるポーズを取った。うう、なんか見ていて辛つらい。僕らはダガーベルの言葉通り、抜き足差し足でこっそりと歩く。落ち葉を踏んで音を立てないよう、足下には細心の注意を払はらう。

　チリーン、チリーン。

　静かな夜だった。音と言えばダガーベルさんが腰こしにかけてる鈴すずがリンリンうるさい以外は一いつ切さいの音がしない……風ふう鈴りんの音ね色いろは風流だねぇ。

「って、メチャクチャ鈴の音が鳴なってるじゃないかー！」

　僕がツッコミを入れた瞬しゆん間かんに、ダメポ軍の警けい報ほうが鳴なり響ひびく。

『敵てき襲しゆう！　敵襲だー！』

　どうやら敵に気づかれてしまったようだ。

『なんてことなの！　もう、どうして静かにできないのよ、シヴァのバカ！』

　ダガーベルが悲ひ愴そうな声をあげた。あれ、僕のせい？

　天あま音ね先せん輩ぱいも残念そうな顔で僕を戒いましめる。

「忠ちゆう太た君。ツッコミのタイミングは次からわきまえることだ。戦場での判断ミスは文字通り命取りだぞ」

「す、すいません」

　なんか腑ふに落ちないが、それでも頭を下げなければいけない時はある。サラリーマンは大変だなぁ。
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　警報が鳴り響き、凄すごい勢いきおいでダメポの兵士たちが集まってくる。

　中立地域とは言え、僕らはこの地域に初めて足を踏み入れたばかりだ。地の利はダメポにあると感じた。ここは不利だし、一度退ひくべきだろう。

「ぶひひぃぃぃぃ」

　しかし退たい却きやくは容よう易いではなかった。凄すご井い君が断だん末まつ魔まならぬ断末豚とんの悲ひ鳴めいをあげた。

　携けい帯たい画面を見ると凄井君が操あやつる河童かつぱ惇とんが黒ずくめの人物に矢を撃うたれていた。

「ど、毒を使ってきたブヒィ。体が痺しびれるぅ」

　そう言って凄井君の操る河童惇はダウンしてしまった。そしてプレイに感情移入していた凄井君も倒れ込む……ちょっと周囲の目が気になる。

「大だい丈じよう夫ぶか凄井君！　凄井くーーん！」

　どうやら黒ずくめの襲しゆう撃げき者しやは武器に神経毒を塗ぬっているようだ。神経毒は敵を麻ま痺ひさせ時間と共に体力を奪うばう強力な攻こう撃げき手段だが、武器を用意する費用が高いために使うプレイヤーは少ない。しかしマイナー故ゆえに、対たい策さく手段があまり用意されていない厄やつ介かいな攻撃手段とも言えるだろう。

「みんな落ち着け！　これは戦争だ、冷静さを欠かいた者から命を落とすぞ」

　天あま音ね先せん輩ぱいの喝かつを受けて、僕らは我われに返る。そうだ、これは戦場なのだ……一いつ瞬しゆんの判断ミスが文字通り命取りになる。一瞬たりとも集中を切らすわけにはいかない！

「ちぇー、楽しそうで良いな」

　一方、リアルでは一緒の場所にいながらもワロス内で別行動をしている小こ梅うめは寂さびしそうに口を尖とがらせた。彼女も僕らと一緒に戦いたいのだと思うと、なんか嬉うれしい。

　天音先輩は冷静に、僕らに的確な指示を出す。

「味方同士で背を預あずけ合あい死角を消すんだ。敵アバターは全身黒ずくめの服ふく装そうに身を包んでいるようだ。おかげで闇やみに溶とけ込こんでいてかなり視認しにくい……警けい戒かいを怠おこたるなよ」

　全身黒ずくめの敵……もしかしたら。

『音を立てちゃダメよ。ジッとしてまず相手の位置を割り出すのよ！』

　寧ね々ねの言う通りだ。闇と密林で視界が見えにくい戦いでは位置補足が大事となる。

　この闇の向こうで襲撃者が息を殺しながら僕らを見張っているかと思うと緊きん張ちようで空気が凍こおり付つくかのようだ。

　長い静せい寂じやくだった。自みずからの音を殺し、敵の音を探さぐる。僕は携帯画面を凝ぎよう視しし一いつ切さいを見み逃のがさないよう注意した。

（襲撃者は一いち撃げきを入れたことで満足してもう退たい散さんしたのではないか？）

　長い硬こう直ちよく時間に、そんな疑ぎ念ねんが頭をよぎる。それほどに静かだった。

　聞こえてくるのは微かすかな風の音と、ダガーベルの風ふう鈴りんの音だけだった。リーンリーン！

「って、何度同じツッコミをさせんねん！」

　僕は怒りと共にスーパーツッコミのアクションを押おした。手を水平に突き出し、勢いきおいをつけた絶妙なツッコミだった！

　べしっ！

　うーん。良い効果音だ。ツッコミが安定して決まった時、自分はボケ側ではなく理性あるツッコミ側の人間だと実感できる。

　しかしよく見たら突つき出だしたツッコミの先にいたのはダガーベルではなかった。黒ずくめの人が痛そうに胸むねを抑おさえ、しゃがみこんでいた。

『ぐぬぬ……完全に気け配はいを消していたはずなのに……見事』

　どうやら絶妙なタイミングでツッコミ位置にいたらしい。すかさず天あま音ね先せん輩ぱいが僕を褒ほめる。

「見事だ忠ちゆう太た君。敵の気配を察知し、ツッコミと見せかけてチョップで攻こう撃げきを仕し掛かけるとはな！　先ほどのツッコミのミス……ツッコミスは布ふ石せきだった訳わけか」

「いえ、これくらい僕の心しん眼がんがあれば余裕ですよ」

　敵がダメージを受けて僅わずかな硬こう直ちよくが発生している間に僕は索さく敵てきコマンドを実行する。画面に表示された敵の名前は──






　　　　　プロフィール名　Sunk hoodoos A

　　　　　所属チーム　　　ダーク・メランコリック・ポイズン








　パラメータはどれも平へい均きん以上で中々に高い。しかし何よりも目を引いたのはプロフィール名と所属チーム名だった。

「天音先輩、こいつはWikiの編集者ですよ！　しかもダメポの一員です！」

　敵が黒ずくめと聞いた時からダメポの刺し客かくを予想していたが、まさかワロス攻こう略りやくWikiの作者だったとは予想外だった。

　こいつからは色々と聞きたいことがある。何な故ぜWikiまで作って僕たちを執しつ拗ように狙ねらうのか。そのためにはコミュニケーションだ！

「一応、話しあってみましょう。何か情報が得えられるかもしれません！」

　ついに僕のコミュ力が発はつ揮きされる時が来たのだ。先輩も凄すご井い君も「えっ？」と驚おどろいた顔をした。

　僕は勇気を振ふり絞しぼり、笑顔のアクションと共に話しかけた。

「はろー？」

『氏ね』

　うっ、なんかいきなり凄すごいコミュニケーションが進んだ予感。ワロスでは『死』とかその他過か激げきな表現はＮＧワードに設定され、メッセージに流すことを禁じられている。

　なので「死ね」という強きよう烈れつなメッセージを送る時は「氏ね」などわざと誤ご変へん換かんして送るパターンが多い。

　それは僕がこのゲームを通して出会った、初めての悪意だった。

『氏ね氏ね氏ね師しね氏ね師ね氏ね』

　呪じゆ詛そのような言葉が次々と送られてくる。僕は思わず携けい帯たい画面から目を背そむけた。

「どうやら話しあいの余地はなさそうだな。私たちが交かわすべきは言葉ではなく刃やいば……七大罪セブン・ギルテイを貶おとしめた罪つみはその命で償つぐなってもらうとしよう」

　天あま音ね先せん輩ぱいがスカイメロディを巧たくみに操そう作さし、沈しずめられた疫やく病びよう神がみとの間合いを徐々に詰つめる。

「見たところ、かなり攻こう撃げきに偏かたよったパラメータをしているな。攻撃レベルだけならばトップクラスだ。バトルロワイヤル形式のこのゲームで攻撃特とつ化かは珍めずらしいスタイルだな」

　早く武ぶ将しようを召しよう喚かんしたいが、召喚を行うタイミングこそがワロスでは重要だ。召喚をする瞬しゆん間かんは最もつとも大きな隙すきが生じるため、相手の隙を突つく必要がある。

　沈められた疫病神が前方のスカイメロディに注意を向けているその瞬間、背後からムスメが細剣を片手に突とつ撃げきする。

『隙ありです！』

　完全に隙を突いた……はずだったのにかけ声をしたがために気づかれてしまった。ムスメは剣をはじかれると『あうう』と萌もえ声ごえを発して涙なみだ目めになってしまった。

　一見失敗に見えた奇き襲しゆうだが、スカイメロディが召喚のチャンスを生むことは見事に成功していた。全すべては先輩の目もく論ろ見み通りだ。

『敵に永遠の眠ねむりを、曹そう操そう！』

　ミラクルレア召喚の魔ま法ほう陣じんと共に、威い厳げんに満みちた魏ぎ軍ぐんの総そう大だい将しようが出現する。

「さすが天音先輩だ……二台の携けい帯たいを完かん璧ぺきに扱っている。完璧な二刀流ダブル・ハーツだ！」

　解説役となった僕は拳こぶしを握にぎる。

　曹操が左手をかざすと、なんと空から隕いん石せきが降ふってくるではないか。凄すごいな……三さん国ごく志しの総大将ともなるとこんなことまでできるのか。

　あまりに広大な攻撃範はん囲いに、襲しゆう撃げき者しやは身動きもできない。そのスカスカな防ぼう御ぎよ力りよくでは致ち死しダメージは免まぬかれないだろう。

　勝負はついた。誰だれもがそう思っていた。

　これで尋じん常じようならざるダメージを受け、沈められた疫病神は退たい却きやくするはずだ。こちらも深追いをする必要性はないし、これで決着。そう思っていた──しかし悪意は痛みでは止められない。

　不意に画面が捻ねじれ、闇やみが生じる。その黒い霧きりの中から現れたのは……肉まんだった。

　アバターが妖あやしく光ったかと思うと急速に兵力ゲージが回復していく。初めて見る……闇の力だ。回復用レアアイテムである肉まんを購入したのだ。

『敵を悪意の海に沈めろ……太たい史し慈じ！』

　沈められた疫病神Ａは全まつたく攻撃をかわす素そ振ぶりも見せず、多くの傷きずを負いながらも太史慈を召喚し突進してくる。

　深ふか手でを負おい血をまき散らしながらまっすぐに向かってくるその姿は、突とつ撃げきしてくる狂きよう気きの塊かたまりのようだった。

「馬ば鹿かな！　コンティニュー不可能のこのゲームで特とつ攻こうだなんて」

　思わず天あま音ね先せん輩ぱいも声をあげる。

　スカイメロディの右みぎ肩かたに凶きよう刃じんが振り下ろされる。動けなかったのは心理的な死角を突つかれたからではない。死を恐れぬその精神に、心が恐怖して萎い縮しゆくしたのだ。

　決死の一いち撃げき、さらに刃やいばに塗ぬられた毒からスカイメロディの兵力ゲージがガクッと下がる。

「先輩！」

　僕は解説役になって戦せん闘とうを傍ぼう観かんしていたことを後こう悔かいした。

『お前たちも、深い悪意の海底に沈しずめば良い』

　呪じゆ詛そのような捨すて台詞ぜりふを残し、闇やみ夜よの襲しゆう撃げき者しやはゲームオーバーとなって消えた。

　勝利のファンファーレが鳴なり響ひびくが、受けた手て傷きずや呪のろわしい言葉を思い出すだけで胸むねが痛む。こんなにも後あと味あじの悪い勝利は初めてだった。

「おかしい。あの戦い方はまるで保身を考えない特とつ攻こうそのものだ。あんな戦い方で天てん下かを取れるはずがない」

　本来ならば、常つねに次の戦いを見み据すえながら戦闘を行うのがセオリーだ。目の前の戦いで辛しん勝しようして全すべての兵力を使い果たしてしまえば、次の戦いで簡単に負けてしまうということもある。

　なので敗はい色しよく濃のう厚こうだと悟さとったら深入りはせずに潔いさぎよく退ひくのが正しいし、コンティニュー不可のこのゲームではゲームオーバー覚かく悟ごの特攻なんてするプレイヤーはいないと思っていた。

「もしあんな特攻を仕し掛かけてくるプレイヤーが何人もいるのだとしたら脅きよう威いだな。彼らの攻こう撃げき力は目に見えるパラメータ以上のものだと思った方が良さそうだ」

　ごくり、と思わず僕は生なま唾つばを飲む。

「毒は根性プレイでは入手が困こん難なんだが、闇の力では容よう易いに手に入る武器だ。ダメポが闇の力を使う集団という噂うわさは信しん憑ぴよう性せいが高そうだな。まさにダーク・メランコリック・ポイズン。名前が示す通り毒を得意とする集団なのかもしれないな」

　死を恐れぬ覚悟に、闇の力。恐るべしダメポ。

　悪意に満ちたメッセージが頭から離はなれない。Wikiを使って噓うその情報を流したり、心ない言葉で僕らの動どう揺ようを誘さそったり、彼らは勝つためにどんなことでもするのだろうか。

　だとしたら絶対に負けたくない。




　　　　＊＊＊




　戦いの終わりと電車が目的地に着いたのは同時だった。

　もう少し戦いが長引いていたら乗り過ごしていたかもしれない。ソーシャルゲーマーになってからというもの、気がついたら駅を乗り過ごすことなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。

　駅から僕の家まで少し距きよ離りがあるが、歩きながらでもゲームはできる。常に僕らは携けい帯たい電でん話わをいじりながら会話に興きようじる。

「脅きよう威いは去った。俺おれは武器屋も近いし、看かん板ばん娘むすめちゃんに会ってくよ」

　戦せん闘とうが終わり緊きん張ちようも抜けた頃ころ、凄すご井い君は僕らからの別行動を申し出た。

「さっきは毒で攻こう撃げきされ、不覚にもゲームオーバーを覚かく悟ごしたよ。死ぬかもしれない、そう思った時に俺の脳のう裏りに浮かんだのは看板娘ちゃんの笑顔だった。会いたいんだ……」

　死しに際ぎわに会いたいのがゲームキャラって、それってどうなの？　と思ったけど口にはしなかった。彼の悲しげな瞳ひとみを見ているととても口にできなかったのだ。

　その瞳は、以前に彼が愛した人について語った時の目に似ていた。それを見て僕はピンと来た。

「もしかして看板娘ちゃんて、凄井君の元カノとかに似てるのかい？」

　どうやら僕の勘かんは正解だったようだ。

「ああ、看板娘ちゃんは俺の初恋の人に似てるんだ」

　初恋。その言葉を聞いて僕の心にあるフレーズが浮かんだ。初恋は叶かなわない──有名なジンクスだ。

　愛する人は永遠にはそこにいないと語った時の悲しげな瞳、あの姿を思うと恋の行方ゆくえが良かったとは思えない。だけど──。

「その子は今、どうしているの？」

　踏ふみ込こんだ質問だとは思ったが、それでも僕は聞かずにいられなかった。ふと横を見ると、天あま音ね先せん輩ぱいと小こ梅うめもこの話題が気になるのかチラチラとこちらを見ていた。寧ね々ねなんて目を見開き呼吸を荒あらくしながら聞き入っている……どんだけコイバナが好きなんだ、女子って。

　凄井君はそんな女じよ性せい陣じんの視線を気にせずに、イケメンフェイスで答えてくれた。

「今はもう会えないんだ。一緒にいられたのは去年の秋と冬だけさ」

　やっぱり！

　凄井君のようなイケメンが二次元の女性に入れ込むのは何か理由があると思っていた。彼は愛する人の面おも影かげを、看板娘ちゃんに重ねていたのかもしれない。

　凄井君の毎日の変へん態たいとも言える看板娘ちゃんへの執しつ拗ようなアプローチ、あれは愛する人の幻影フアントムを追い続ける悲しい吟ぎん遊ゆう詩し人じんの姿だったのかもしれない。そう思うと切ない。

　しかし運命とは皮肉なものだ。

『おめでとうございます、レアカードが沢たく山さん入ってましたよ！』

　残念ながら看板娘ちゃんの笑顔は凄井君ではなく、レカアードをゲットした僕に向けられていた。

『凄すごいですね領りよう主しゆさま。ここ最近レアカードばかりゲットしてるじゃないですか！』

　ムスメも祝福の声をくれる。

　確かに最近のレアカード率りつは異常だ。最もつとも賞金稼かせぎに狙ねらわれていた僕でさえそこそこのお金を稼げたのは、必要のないレアカードを高額で売ることに成功させていたからに他ならない。

　ここ最近は敗走ばかりしていたのに、本当にツイていると感じる。

「もしかして、敗戦後はレカアードが出やすかったりして」

　何なに気げなく口ずさんだ言葉だったが、天あま音ね先せん輩ぱいが食いつく。

「ふむ、あり得えるな。勝負に負けて低下したプレイヤーのモチベーションを回復するため、レアカードの出しゆつ現げん率りつを高くする……そんな調整をしていても不ふ思し議ぎではない」

　あまり考えて口にした訳わけではないが、天音先輩は僕の言ったことをかなり真剣に検けん討とうしてくれているようだ。

　今にして思えば、初めて司し馬ば懿い仲ちゆう達たつのミラクルレアカードを手に入れた時も呂りよ布ふの時期イベントバトルで不ふ眠みん王おうから敗走した後だった。

　僕はチキンランのスキルを使うため、敗走することが非常に多い。それ故ゆえに気づけた仕し様ようと言えよう。天音先輩や小こ梅うめは用意周しゆう到とうなため、そもそも兵力減少に繫つながる敗走を選択しない。それ故に二人には見つけられなかった隠かくし仕様という訳だ。

「ちゅーた、凄すごい発見かもしれないよ！」

　小梅がテンションを高くして飛びついてくる。彼女は気軽にスキンシップをしてくるけど、僕としてはそのたびに少しドキドキしたりする。特に告白後は今までの百倍は意い識しきしてしまう。

　そんな僕らの間に天音先輩が割って入る。

「忠ちゆう太た君、試してみる価値はあるぞ。しかも確かく率りつボーナスがレアカードだけでなく、ミラクルレアカードの確率も上がるならば一いつ攫かく千せん金きんも夢ではない」

　こうして始まったレアカードハント。

　同じ同どう盟めいに所属してる者には戦せん闘とうを挑いどめないので、ここで役に立ったのがムスメだ。ムスメは七大罪セブン・ギルテイのチームに属していないので、僕にいくらでも戦闘を申し込むことができる。

　ムスメは戦闘勝利ボーナスを得ることができるし、僕は敗走で兵力にペナルティを受けるが代わりにレアカードゲットの確率をあげられるわけだ。

　作戦実行前、小梅が一つの疑ぎ問もんを投げかける。

「ねえ、そういえばいつもシヴァと一緒にいるムスメって誰だれなの？」

　天音先輩曰いわく、ムスメの正体は僕と先輩だけの秘ひ密みつとのことだ。僕は口くち笛ぶえを吹ふきながら、

「ぼ、僕のファンかな。いやー、ファンが近くにいないと不安だからねぇ」

「ええ？　そんなの世界中のどの時代にも存在しないよ」

　小梅が明らかに疑ぎ惑わくに満みちた目を向ける。僕の言いい訳わけは時空単位で否ひ定ていされてしまった。このままではムスメの正体がばれてしまう。

「ふっ。ばれてしまっては仕方がない。ムスメの正体は……ムスメの正体はだね……とりあえず犯はん人にんをＸとしてみようか」

「Ｘとか良いから。勿もつ体たいつけてないでさっさと教えてよ」

　僕は脳のう内ないをフル回転した。

「それはだね……クラスメイトの田た中なか君に頼んでファンの振りをしてもらってるんだよ！」

「ええ、なんでそんなことを」

　小こ梅うめは少しドン引きした表情を見せる。

「モチベーションのためだよ。可か愛わいい女の子に応おう援えんされてると思うとやる気出るからね！」

「……田中君、男でしょ」

「ネカマでも癒いやされるんだよ！　最近流行の男おとこの娘こってやつだよ！」

　なんか田中君の名めい誉よまで傷きずつけている気がするが、もう後にはひけぬ。これも全すべては先せん輩ぱいのためだ。先輩を守るためと思うと、僕の眠ねむれる情熱の炎ほのおがメラメラと燃える。

「ムスメを近くにはべらしてるのは僕の趣しゆ味みだ！　この思いは誰だれにも否ひ定ていはさせない！」

「ちゅーた……それって寂さびしくならないの？　そんなに寂しかったなら、言ってくれれば良かったのに」

　小梅はとても悲しそうな目で僕を見つめていた。うう、何か大切なものを失ってしまったような。

　過ぎた時は戻らない。汚お名めいを返上するにはレアカードを大量に取って見直してもらうしかない。うおー、やるぞー。

『では、いきますよ領りよう主しゆさま』

「ばちこーい！」

　僕は泣きながら返事をした。ムスメの笑顔を守れたのだ、後こう悔かいはない。

　レアカードハント大作戦の行動パターンは次の通りだ。



① ムスメが戦せん闘とうを申し込み、瞬しゆん時じにムスメのプロフィール名が禍まが々まがしい赤色に変わる

② それを見た瞬間に僕は敗走コマンドを押おす

③ そのまま武器屋に直行しカードを大量購入

④ レアカードは仲間に預あずけ、交易をしてお金を稼かせぐ

⑤ 以下、①に戻りループ





　これは賭かけだ。

　確かく率りつなんて目には見えにくい。敗走後のレアカード取しゆ得とく率りつアップなんて幻げん想そうで、たまたま最近僕がついててレアカードを大量にゲットできていただけかもしれない。

　もし幻想だった場合、戦闘を繰くり返かえせば両軍の合計兵力は減っていく。大きな赤字を出してこの作戦は終了なのだ。

『うう、レアカード出ませんでしたね』

　一セット目ではレアカードを手に入れることはできなかった。もしかしたら僕の勘かん違ちがいかもしれない……そんな不安を感じながらも僕らは二セット目の試行を行う。

『戦闘を申し込みました！』

　ムスメが言い終わる頃ころには、既すでに僕は敗走ボタンを選択していた。へたれ王になってから僕は敗走を繰くり返かえしてきた。おかげで瞬しゆん時じに『逃げる』を選択することに関しては天あま音ね先せん輩ぱいにひけを取らない高速の操そう作さができるようになったと自負している。僕も『逃げる』限定でプレイヤースキル・刹せつ那なを使えるのだ。

『おめでとうございます、レアカードが沢たく山さん入ってましたよ！』

　看かん板ばん娘むすめちゃんのおなじみのセリフが表示される。もうちょっと店員さんのメッセージにバリエーションを付けても良いかなと思う。そう感じるのは自分が頻ひん繁ぱんにレアカードをゲットしているからだろうか。

　今回も十五枚パックの中に二枚のレアカードが入っていた。五パックにつき一枚のレアカードが入っているかどうかと言われているので、やはりレアカードが多い気がする。

「幸さい先さきが良いな。二回のデータでは信用できないので、このセットを十回試行してデータを取ってみよう。色欲アスモデウスと暴食ベルゼブブは不必要なカードを市場に出す準備を頼む」

　天音先輩はメモ帳アプリを起動し、試行結果をメモり始める。かなり本格的な分析にかかっているようだ。

　この後もムスメに戦闘を仕し掛かけられては敗走するという、なんか新あら手てのＳＭプレイのような行動をひたすら繰り返した。

　十回の試行を終える時には、天音先輩の瞳ひとみがレアカードになっていた。

「こ、これは凄すごいぞ。大いなる力がこうも簡単に手に入るとは……ふふ、ふふふふふ」

　天音先輩に喜んでもらえて僕も嬉うれしい。

「あまりにレアカードを取りすぎると、ワロス運営に確かく率りつを調ちよう整せいされてしまう可能性がある。ここは変へん更こうが来る前に、大量にレアカードをゲットしておくのだ！」

「仕し様よう変更までに大おお儲もうけだ！　バブルを告げる鈴すずの音ねが聞こえてきたぜー」

　寧ね々ねもノリノリで同意する。

　どうやら天音先輩は持っている財産のほぼ全すべてをこの作戦に投資する気のようだ。一度自分が信じた戦術には全てを投資できる……その覚かく悟ごの強さこそが先輩の最大の武器なのかもしれない。

　そこから先はレアカード祭りだった。

「レアカードゲットしました。今回は丁てい奉ほう、凌りよう統とうの二枚です！」

　装そう飾しよく豊かなレアカードが面白いように手に入る。僕らは狂きよう喜き乱らん舞ぶした。今まで何時間もかけて得えていたものが数分で大量に手に入るのだ。

「さらにゲットです！　姜きよう維いに呂りよ蒙もう、黄こう蓋がいです！」

「やったー」

「ばんざいブヒー！　ばんざいブヒー！」

『領りよう主しゆさま、今夜は宴うたげですよ！　今夜は焼き肉パーティーですよ！』

　増え続けるレアカード、上がり続けるテンション。

　既すでにノルマの目標金額は余裕で超こしていたが、それでも僕らはレアカードハントをやめない。稼かせげる時には稼ぎまくる、これぞ金かね儲もうけの鉄則。

「ふっふっふ。いける、いけるぞー！　これは億おく万まん長ちよう者じやも夢じゃないぞ！」

　しかし、ボーナスタイムはそう長くは続かない。

　ちょうど凄すご井い君たちが市場に買い出しに行っていて、僕とムスメだけが場に残っていたその時だった。

　レアカードを吟ぎん味みすることに夢中になってた僕らは、近づいてくるそのアバターに気づかなかった。そして突とつ然ぜん黒のメッセージウィンドウに画面を覆おおわれる。

『この世界の裏うらの理ことわりに気づくとは見事だ。しかし、お遊びが過ぎたな』

　どうやらプレイヤーが近づいてきたようだ。

　全身を煌きらびやかな黄金の鎧よろいで包んでいる。巨きよ大だいな兜かぶとを付けているために表情は見えない。一見して鉄の塊かたまりに見えるその風ふう貌ぼうは、かの不ふ眠みん王おうを連想させた。ただ、不眠王は返り血で紅くれないに染そまっていたのに対し、目の前のアバターは最高級の金属であるオリハルコンやダイヤモンドで身を包んでいるようだ。

　僕はその表示名を見て愕がく然ぜんとした。表示されたその名前は……

「乙おつ・エロだって……」

　僕はあまりに卑ひ猥わいな名前に戦せん慄りつを覚おぼえた。

「先せん輩ぱい、見てはいけません！」

　乙・エロ。名前が示す通りなら十八禁の変へん態たいアバターかもしれない。先輩に見せてはいけない……もしかしたらあの鎧の下は全ぜん裸らで、ソーシャルゲーム内にたまに現れるというソーシャル痴ち漢かんかもしれない。

　僕はムスメの視界を隠かくすように立ちはだかった。

「な、なんだ忠ちゆう太た君。そんな前に立たれると画面が見えないぞ」

　僕は何が何でも先輩を変態の手から守ろうと決意した。たとえ嫌きらわれようとも、先輩を痴漢の手から守ってみせる！

　痴漢疑ぎ惑わくのある乙・エロは次のメッセージを紡つむぐ。

『敗戦後のレアカードの確かく率りつを高めていたことに気づいたのは見事だ』

　僕はその言葉を聞いて驚おどろく。この男は、ただの変態ではない。ワロスの仕し様ようを知しり尽つくした変態のようだ。

『意い識しき的てきにレアカードをゲットするために使われたのはこちらの作り込みが甘あまかった。敗走を重ねるへたれ王と相あい性しようが良すぎる仕様だったのは反省だな』

　僕は乙・エロの言葉に大きな違い和わ感かんを抱いた。言葉の端はし々ばしから、まるで自分がこのゲームを作ったかのような態たい度どが見え隠れしている。

『神の骰子ダイスロール』

　乙おつ・エロが詠えい唱しようと共に手をかざす。その人差し指の指輪がミッドナイトパープルに妖あやしく光る。見たことがない光こう彩さいだが、武ぶ将しようなどが使う必殺技発動前のグラフィックと似ている。僕は思わず身み構がまえる。

　空間が捻ねじれるように歪ゆがみ、乙・エロの人差し指が一層強く光り輝いたかと思うと、死のような静せい寂じやくが辺りを支配し空間は元に戻った。一体、何が起きたのだろうか？　周囲を見回すが、僕もムスメも兵力ゲージが減ってはいない。

『さらばだ。先の大戦で勝ち抜いた英えい雄ゆう、へたれの王よ』

　僕の頭上にはハテナが増ぞう殖しよくし続けている。どうやら乙・エロは目的を果たして去るつもりのようだ。

「待ってくれ！」

　叫さけんだのは市場から帰ってきた隻せき眼がんの河童かつぱアバター、凄すご井い君が操あやつる河童かつぱ惇とんだった。どうやら乙・エロは凄井君と因いん縁ねんのある人物のようだ。

「お前を見てると右目が疼うずく……お前に傷きずつけられた、この右目が」

　ワロス内では河童惇が怒りのアクションと共に震ふるえている。リアルでは凄井君も右目を抑おさえプルプルと震えていた。いや、右目に眼がん帯たいをしているのは彼の操るアバターであって、リアルの凄井君自身の右目は健けん康こうそのもののはずなんだけどね。さすが一流のソーシャルゲーマー、ゲームとリアルの区別がついていない。

「あ、黄金鎧よろいの奴やつならもう行っちゃったけど？」

　ちょっと言いにくかったけど、僕は彼に真実を伝えてあげた。

「なんてことだ……やっと見つけた因いん縁ねんのアバターだったのに」

　凄井君が右目を抑えてプルプルしてる間に乙・エロはもう何ど処こかに行ってしまった。

　凄井君と乙・エロの因縁は気になったけど、今の僕はなんとか変へん態たいの手から先せん輩ぱいを守った……その大いなる達成感を感じていた。

「忠ちゆう太た君、一体なんだったんだ」

　ずっと携けい帯たいの画面を隠かくしてたので、天あま音ね先輩はちょっと憤ふん慨がい気ぎ味みだ。口を尖とがらせてプンプンしてる……あまり見ない珍めずらしい表情だ。

　彼女の質問には凄井君が答えてくれた。

「あれはゲームマスター。俺おれの右目に傷をつけた男。俺を河童の姿へと変えた男だ」

「ゲームマスター？」

　その単語自体は聞いたことがある。ワロス攻こう略りやくWikiでＧＭという言葉がやたらと出て来て初めは意味不明だったが、親切なコメントがゲームマスターの略だと教えてくれた。

「ゲームマスターって、運営者側が操そう作さするプレイヤーの事ですか？」

「ああ。悪質なプレイヤーがいないかパトロールしたり、ユーザーからの要望を受け付けたり質問に答えるなど仕事は多た岐きに渡る。中には初心者の面倒を見ることが専門のゲームマスターもいる」

　そうだったのか。ゲームマスターさん、痴ち漢かん扱いして心から申もうし訳わけない。

　天あま音ね先せん輩ぱいが唇くちびるを人差し指でなぞりながら思し案あんに暮くれる。

「謎なぞの技、『神の骰子ダイスロール』か。ダイスは確かく率りつを象しよう徴ちようするな……あくまでも想像だが、レアカードの出現確率が修正された可能性がある」

　しかし強ごう欲よくの名を冠かんする小こ梅うめは諦あきらめなかった。

「そんなにすぐに確率変へん更こうが反映されるものなのかな？　ゲームマスターが運用担当の人に確率変更の依頼を出すまで、まだワンチャンあるんじゃない？」

　実は僕も小梅と同意見で、あと少しだけレアカードハントを挑ちよう戦せんしたいと考えていた。あのカードが持つ輝きは僕らの心を狂くるわせる。それは闇やみの力の誘ゆう惑わくと似ていた。あと少しだけ、あと少しだけ……。

　しかし天音先輩は冷静だった。

「ソーシャルゲームは生きたゲームだ。時じ々じ刻こく々こくと変化する状じよう況きようを見み極きわめ、対応できた者が勝つ。もしこのままレアカードが出ると信じて投資を続けたら、手痛い損そん害がいを受けるかもしれない。欲望の怪物に魅み入いられる前に見切りをつけることだ」

　彼女の言葉に我われに返る。『あと少し』という言葉はとても曖あい昧まいで罠わながある。欲望の怪物は輝くカードの向こう側で僕らと目が合うのをずっと待っているのだ。

「未練は断ち切らなければならない。あと五分だけ……そういって八時間ぶっ続けでプレイしてしまった私のようにはなるな」

「せ、先輩……」

　僕らはその言葉に感かん銘めいを受け、レアカードハントの中止を決定した。大切なのは得することではなく損そんしないこと。

　念のために三回だけと決めてカードパックの購入を行いデータを取ることにしたが、結果レアカードがめっきり出なくなった。ゲームマスターにより確率は操そう作さされていた可能性が高い。

「あれが、ゲームマスター」

　ワロスの確率を操作する、神のような存在……。その圧倒的な力の片へん鱗りんを見た気がした。
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「七大罪セブン・ギルテイの資金集め達成に、乾かん杯ぱい！」

　僕が音おん頭どを取ると、みんなも笑顔で「乾杯」と返してくれた。コップが重なりあい、心地ここちいい音が響ひびく。

　僕の部屋は七人で入ると少し狭せまく感じる。そのため、自然とみんなが定位置をポジショニングするようになった。僕のベッドの上では汐しお川かわ姉妹が寄より添そうように座ってる。僕は勉べん強きよう机づくえ（勉強したことはないけど）に腰こし掛かけ、その近くに座ざ布ぶ団とんを敷しいて凄すご井い君があぐらをかいている。余ったスペースのテーブルに天あま音ね先せん輩ぱいと寧ね々ね、ベルフェゴール先生が座る感じだ。

　ああ、おいしいオレンジジュース。ごくごく……ぷはぁ。

「いやぁ、この一いつ杯ぱいがあるから労働できるんですな」

　とかサラリーマンぶるのは、高校生なら誰だれもが一度は通る道だと思う。

　途中でゲームマスターである乙おつ・エロさんの確かく率りつ操そう作さという問題はあったものの、それまでにレアカードを大量にゲットした。

　七大罪セブン・ギルテイはついに資し金きん難なんを乗り越え、本格的な戦争の準備を整ととのえたのだ。

　短時間で大量のお金を稼かせいだ僕らに、月つき絵えは不ふ思し議ぎそうにいくつも質問を投げてきた。僕は武ぶ勇ゆう伝でんのように鼻を伸のばして説明したりした。

　久しぶりに僕が主役と言える宴うたげだった。先輩も微ほほ笑えみながら、僕とグラスを交かわす。

「今回のレアカードハントは君のおかげだよ。見事だった」

「いえ。その……いつも逃げてばかりのへたれプレイだからこそ発見できることもあるんですね。まぐれでも嬉うれしいです」

　褒ほめられることに慣なれてない僕はただ慌あわてた。でも思わず拳こぶしを強く握にぎりしめてしまうほどに、先輩の言葉は嬉しかった。

　僕だってこのチームの役に立てたんだ。

　みんなゲームが上う手ますぎるから、僕だけが足を引っ張ってるんじゃないかって不安に思うこともあった。まだまだ僕はハイ・ジンまでの道は遠いけど、それでも今日くらいは自分を誇ほこっても良いかもしれない。

　暫しばらくは宴を続けていたが、僕は凄井君と乙・エロの因いん縁ねんが気になったので問いかけてみる。

「ふっ。あれは忘れもしない……ついこの間のことだ」

　普ふ段だんはあまり自分について語らない凄井君が、既すでに語りモードに入っていた。乾かん杯ぱいの空気が僕らの口を軽くしているのかもしれない。

　どうやら回想シーン突とつ入にゆうらしい。

「俺おれはワロスをプレイし始めた頃ころ、あらゆる女性アバターにアプローチを仕し掛かけていた。愛する女性を失った悲しみを、何かで埋うめたくて必死だったのだろうな」

　そういえば出会った頃の凄井君の称号は『エロ河童がつぱ』だったことを思い出す。たまにゲームの世界で執しつ拗ようにナンパをする人がいると聞いたけど、それが凄井君だったのは衝しよう撃げきの事実だ。

「当時の俺はイケメンのアバターでナンパの成功率が高かった。そしてそれを良く思わない連中から、違い反はん申しん告こくをされてしまったんだ」

「な、なんと」

　身近でプレイしてた人が違反申告されていたというのはさらに衝撃的な事実だった。ＮＧワードを連発するだけじゃなく、俗ぞくにいう出会い厨ちゆうやセクハラ発言連発のプレイヤーも違反申告されるわけだ。

「そして百一回目のナンパの時、乙おつ・エロは現れたんだ。奴やつは言った」

──ワロスを汚けがす愚おろかなる者よ。その消えぬ傷きず跡あとと共に、己おのが業ごうの深さを思い知るが良い。

「全すべては一いつ瞬しゆんだった。奴がカードを取り出して夏か侯こう惇とんを召しよう喚かんしたかと思うと、俺おれの右目は召喚された武ぶ将しようによって消えない傷きずを負おった」

　なんと、乙・エロさんは僕らが操あやつるアバターと同じように武将召喚をできるのは少し意外だった。プレイヤーに襲おそいかかってくるゲームマスターって怖い。僕は恐怖でブルッとした。

「修しゆう復ふく不可能の傷をつけるだなんて、そんな事は可能なの？」

「勿もち論ろん一いつ般ぱんプレイヤーにはそんな芸当不可能さ」

　どうやらゲームマスターの特とく殊しゆ権限のようだ。自分の分身ともなるアバターの姿を勝手に変えられてしまうだなんて想像するだけで恐ろしい。

「アバターを強制的に河童かつぱに変へん更こうされた俺は、その後二度とモテることはなくなった訳わけさ。知らなかったよ、女性にモテないことがこんなにも辛つらいことだなんて……」

「だ、だよねー。その気持ちすげーよく分かるよ」

　僕は苦しい相づちを打った。相づちを打つのがこんなにも辛かったなんて……。

　この瞬間だけを除のぞけば、宴うたげはとても楽しかった。僕らはこれから待つ激げき戦せんのことを忘れ、暫しばし談だん笑しようの中で身を休める。

　小こ梅うめと月つき絵えもまだ表情が硬かたいが天あま音ね先せん輩ぱいと会話を楽しんでいるようだ。寧ね々ねはベルフェゴール先生と恋愛に関する激げき論ろんを交かわしていた。

　そしてこんな光景を見ながら、僕はいつものように思う。

（こんな時間がずっと続けば良いのに）

　だが、夢のような時間はいつまでも続かない。どんなに強く願っても夢はいつか覚さめる。

　時計の秒針が分針と重なり、十二時を知らせる鐘かねが鳴なり響ひびく。

　天音先輩はみんなの前に立ち、激げき励れいをする。

「戦いの火ひ蓋ぶたは切られた！　これから先は一いつ瞬しゆんの油断も許されぬ戦場だ。もし死を恐れ戦いから身を引くというならば、私は止めはしない」

　天音先輩の言葉を受けて、七大罪セブン・ギルテイのみんなは己おのれに覚かく悟ごを問いかける。

　退ひく者はいなかった。みんな、同じ気持ちだった。

「良い覚悟だ。私は誇ほこり高たかき仲間を得たことを幸運に思う。これより我われ々われは歴史に七大罪セブン・ギルテイの名を刻きざむのだ！」

　恐怖がないわけではない。しかし意義ある戦いを前に、僕らは血ち湧わき肉にく踊おどる。

　天音先輩は僕らを見渡し、言った。

「しかし、今日はもう遅いので寝ねようと思う！」

「「はーい」」

　みんな、同じ気持ちだった。僕らはレアカード祭りで騒さわぎすぎて疲つかれてしまったのである。

　今までなら僕の家で全員泊とまっていたのだが、それに異いを唱となえたのは寧ね々ねだった。

「ふっふっふ。今日は私たち女子四人は小こ梅うめの家に泊まろうぜ」

　寧々はニヤリと笑ったかと思うと、

「女子が集まったらすることは決まってる……女子会だ！」

「「！」」

　女子会……その言葉に天あま音ね先せん輩ぱい、小梅と月つき絵えの目が輝くのを僕は見た。女子たちは一いつ斉せいに立ち上がり、

「七大罪セブン・ギルテイの盟めい主しゆとして常つねに意い識しき高い女性でいなければ……すまないが私は行かねばならぬ」

「私もたまにはガールズトークに花を咲さかせないとね。シュッシュッ！」

「女子会……凄すごく良いと思います」

「お茶がおいしいのう」

　ベルフェゴール先生の相づちは無視しておいて、とても女子たちを止められる空気ではなかった。女子たちはあっという間に支し度たくをして、キャイキャイ言いながら汐しお川かわ家へと行ってしまった。

　残された僕らは寧々が食べ終えたポテチの袋ふくろを片かた付づけたり、乾かん杯ぱいのグラスを洗面所に運んだりした。なんか寂さびしい。

「さて、ワシらも寝ねる用意をするかのう」

　残されたのはベルフェゴール先生、凄すご井い君の男だん子し陣じんだ。おお、なんて華はながないんだ。

　その時、僕はこの世界の真しん理りに気づいた。気づいてしまった。

「まさか、先輩たちは今いま頃ごろキャッキャウフフなパジャマパーティーをしているのか！　それだけじゃない……もしかしたらお風ふ呂ろで洗いっこをしてるかもしれないぞ！」

　今夜は僕の頭の中で数多くの同どう人じん誌しが完成しそうだ。

　小一時間ほど悶もん々もんとしてたところで僕は現実に帰き還かんした。「あ、もう終わった？」と言う凄井君の声で我われに返る。

　気がつけば凄井君が寝るスペースを確保し始めていた。

　たまにはボーイズトークで一夜を明かすのも悪くないか。

「いやぁ、愛用の枕まくらがないと眠ねむれなくてね」

　凄井君はそう言って自分の鞄かばんの中をあさり始めた。へぇ、枕が変わったら眠れないだなんてデリケートな部分があるんだなぁ。

　凄井君はアニメキャラがプリントされた抱き枕を取り出した。

「……」

　抱き枕でしたか、そうでしたか。

　照れた表情の女の子がプリントされている。その肌はだ色いろ率りつの高さに思わず凝ぎよう視ししてしまうのは男子にかけられた呪のろいとも言えるだろう。

「若いのう」

　ふと我われに返るとベルフェゴール先生がニヤニヤしていた。カァー！　って鴉からすみたいな照れ方をしてしまった。

　だが凝ぎよう視ししていたのは下心からだけではない。抱だき枕まくらにプリントされていた女の子の面おも影かげは、とても看かん板ばん娘むすめちゃんと似ていたのだ。

「その子、看板娘ちゃんに似てるね」

「当たり前さ！　同じ絵え師しさんが描いたキャラだからね」

　もしや凄すご井い君の元カノとは……。

「彼女は去年の秋から冬に放送された『俺おれと幼おさな馴な染じみと先せん輩ぱいが三さん国ごく志し状態』のメインヒロインだったのさ。あんなにも強く愛していたのに……最終回を迎むかえた時は悲しかったよ」

　もう会えないって、そういう事か……。今、凄井君の過去話の真相が明らかになった。凄井君が二次元の女性を好きなのは、単に彼が萌もえ豚ぶただったからなのだ。

　今まで凄井君のコイバナに抱いてた感動は何だったのだろう。この残ざん酷こくな真実は女子たちには秘ひ密みつにしておこう……。







　体は疲つかれていたはずなのに、何な故ぜか横になった途と端たんに僕らはボーイズトークに花を咲さかせていた。

　修しゆう学がく旅りよ行こうとかの深夜に覚かく醒せいする謎なぞのパワーはなんなのだろうね。

「そこでワシは言ってやったんじゃ。お前のハートに、チェックメイトとな」

「おおっ、流石さすがはベルフェゴール先生！」

「かっこいいブヒー！」

　僕らはベルフェゴール先生のエッチな話で盛り上がっていた。人の数だけ歴史は存在する。長く生きれば経けい験けんしたロマンの数も多い。僕らは退たい屈くつすることなくいつまでも話し込んでいた。

　このままずっと話していたかったが、不意に携けい帯たいがアラートを発した。深夜だったこともあり、音は大きく響ひびいた。

「うーん、良いところだったのに。敵てき襲しゆうかな」

　どうやら悪い予感は的中したようだ。何者かから奇き襲しゆうを受けたようだ。

　僕は舌打ちし、索さく敵てきを試みる。表示された敵の名前を見て、思わず目を見開いてしまう。

「馬ば鹿かな……」

　恐怖で心しん臓ぞうがドクン、と大きく鼓こ動どうする。

「こいつは、確かにゲームオーバーになったはず」

『Sunk hoodoos A』

　昨日と全まつたく同じ外見のアバター。全身を黒い闇やみで染めたかのような、漆しつ黒こくのアバター。その両手には毒の刃やいばが握にぎられている。

　僕は悪夢でも見ている気持ちになった。

「どうしてお前が、ここに」

　僕は震ふるえる手でメッセージを送る。返ってきたのは、呪じゆ詛そのような禍まが々まがしい言葉だった。

『氏ね師しね氏ね師ね氏ね師ね』

　ただの文字のはずなのに、そこから果てしなき憎ぞう悪おを感じて僕は総そう毛け立だつ。

　志こころざし半なかばで死んだ女性ソーシャルゲーマーの呪のろいが、生きたプレイヤーをゲームオーバーへと引きずり込む……あるはずもない考えが膨ふくらんでいく。

　倒しても、倒しても、倒しても復活して襲おそいかかってくる敵。まるで悪夢の迷めい宮きゆうに迷い込んでしまったようだ。













　【第四章】　亡霊に一ひと目め惚ぼぅれい







「大変です、大変ですよ！」

　僕は寝ね間ま着き姿すがたのままだったが慌あわてて汐しお川かわ家に押おし掛かけた。

　恐怖で冷静な判断力を失いそうだからこそ、ここは先せん輩ぱいの意見を聞くべきだ。

　いや、言いい訳わけはよそう。背せ筋すじも凍こおり付つくような恐怖を感じた時、一番会いたいと思ったのは天あま音ね先輩だった。彼女の言葉を聞けば、彼女の笑顔を見ればこの不安な心も安らげる気がした。

　階かい段だんを一段飛ばしにかけあがり、辿たどり着ついた小こ梅うめの部屋は……花はな園ぞのだった。

　そこにあったのはパジャマだった。ただ、パジャマだけがあった。

「どうしたんだ忠ちゆう太た君、夜分遅くに」

　まず目に入ったのはピンク色のジャージに身を包んだ天音先輩だ。どうやら彼女の寝間着はジャージのようだ。うむ、うむ。良いよー、ディ・モールト良いよー。

「何かあったのか！　ポテチはやらないぞ」

　続いて目に入ったのが寧ね々ねだ。パジャマ自体は色気がない無地のＴシャツだ。しかし、薄うす着ぎ故ゆえにボディラインがくっきりと浮かび上がり彼女最大の武器である巨きよ乳にゆうが最大限に強調されている。うむ、うむ。

「ちゅーた、聞いてるの？」

　怪け訝げんそうな声で聞き返す小梅。彼女は少し子供っぽいクマさんの絵え柄がらがプリントされたパジャマに身を包んでいる。健けん康こう的てきな可か愛わいらしさというのだろうか。うむ、うむ。

「ちゅーた……ド変へん態たいな目をしてる」

　むむ、月つき絵えはネグリジェか。ほほう、この四人の中で一番女子力があるのは案外月絵なのかもしれない。うむ、うむ。

　思わぬ眼がん福ぷくに感動していたら、携けい帯たい画面の中でシヴァが八やつ裂ざきにされていたことに気づきハッとする。３・５インチの画面の向こう側で司し馬ば懿い仲ちゆう達たつさんも『領りよう主しゆ殿どの、援えん軍ぐんはまだか！』と叫さけんでいる。うう、ごめんよ。

「へ、変態です！　いや、違う。変態は僕だ！」

　焦あせってうまく頭が回らない。そんな僕に、先輩は優やさしく微ほほ笑えむ。

「落ち着くんだ忠太君。平へい常じよう心しんを見失えば代だい償しようとしてその命を落とすことになるぞ」

　先輩の言う通りだ。ここは深しん呼こ吸きゆうをして落ち着こう。すぅー、はぁー。くんかくんか……女子たちの良い匂においだ……ふっふっふ、興こう奮ふんして来たぞ！

　って興奮してどうするんだ！　落ち着け、落ち着くんだ僕よ。ここは深呼吸をして落ち着こう。すぅー、はぁー。くんかくんか……ああ、良い匂においで興こう奮ふんして来たぞ。
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『領りよう主しゆ殿どの！　早く援えん軍ぐんをー！』

　司し馬ば懿いさんの叫さけびが再び携けい帯たいのバイブレーションとなり、僕は思わずハッとする。忠実なスーパー司馬懿さんはまだ目に希望を残していた。

『耐たえるのだ！　我われらが領主は今いま頃ごろ全力で援軍を呼びに東とう奔ほん西せい走そうしているはずだ。主あるじを信じて待つのが臣しん下かの務つとめだ』

　うう、すいません司馬懿さん、スーパー司馬懿さん。僕は匂いをかがないようにと「ハァハァ」と口くち呼こ吸きゆうしながら天あま音ね先せん輩ぱいに助けを求める。

「大変なんです！　亡ぼう霊れいが出たんです！　ハァハァ」

「亡霊……だと」

「はい。つい先ほどのことなんですけどね。ハァハァ」

　クールになった僕を月つき絵えがおぞましいものを見るような目で言った。

「ちゅーた、変へん質しつ者しやみたいで怖い」

　誤ご解かいを解ときたいが、今は司馬懿さんを助けることが先だ。僕がかいつまんで先ほどの出で来き事ごとを報告すると、天音先輩と寧ね々ねが青ざめた。

「倒したはずのアバターが再び僕の前に現れたんです。前と全まつたく同じ外見のアバターで」

　思い出しただけでも身み震ぶるいする。

　攻こう撃げき力りよくに偏へん重ちようしたパラメータ、自みずからを顧かえりみない特とつ攻こうスタイルのプレイ。

　寧ね々ねと天あま音ね先せん輩ぱいが僕の話に猛もう反はん対たいする。

「ば、ばーろー。この科学が発達した乱らん世せいに亡ぼう霊れいなんているわけないだろー」

「そうだぞ忠ちゆう太た君。亡霊なんて弱き心が作り出した幻影フアントムのうんたらかんたら……なんまいだ」

　そんな時、タイミングよく沈しずめられた疫やく病びよう神がみＡからメッセージが届く。

『お前の……心しん臓ぞうをよこせ』

「ぎゃー、でたー！」

　寧々は持ってた枕まくらを放り投げた。携けい帯たいを見るとムスメがキリッとした表情で腕うでを組んでいた。

『ふふっ。落ち着くんだ忠太君。死しに神がみは恐怖にかられた人間の背はい後ごを好むぞ』

　やけにクールなムスメだ。不ふ思し議ぎに思って天音先輩を見ると、彼女は涙なみだ目めで震ふるえていた。

「うう、領りよう主しゆさま。なんとかしてください」

　先輩……混乱しているせいかムスメと逆になってますよ。

　寧々と天音先輩の二人は抱きしめあい震えている……背景には美しい百ゆ合りの花が咲さき乱みだれるかのようだ。なんて、なんて美しい光景だろうか。ありがとう、怨おん霊りようさん。

　もしかしたらあの怨霊さんは、僕にこの素敵な光景を見せるために出てきた天使だったのかもしれない。『氏ね』とか言われたけど。

　しかしいつまでも百合なる光景に見とれてはいられない。沈められた疫病神Ａは僕一人では荷が重い相手だ。幸さいわいというか、恐怖に怯おびえる二人を見て僕は冷静さを取り戻す。なんか「僕がしっかりしなくちゃ」と思うと勇気がわいてくるものだ。

「天音先輩、寧々！　援えん軍ぐんに来てください！」

「ええー」

　寧々が心底嫌いやそうな声を出す。しかし、このままではゲームオーバーになってしまうと説得すると重い腰こしを動かしてくれた。

「今からチキンランで逃げて、敵を南の地点におびき出そうと思います。そこを二人で夾きよう撃げきしてください！」

「わ、分かった」

　僕がチキンランで敵をおびき出し、七大罪セブン・ギルテイみんなでボコる。これが七大罪セブン・ギルテイの最近の必勝パターンだ。

「追ってこい、亡霊よ！　この生きた心しん臓ぞうがほしければな」

　怯えてる天音先輩や寧々の手前、ちょっとは頼りがいのある男にならなければと思った。

　僕はここ数日、ずっと逃げ続けて来た。おかげで逃げるコツをかなり覚おぼえたと思う。

　僕は右と左のキー操そう作さを織おり交まぜながら敗走コマンドを押おす。直線距きよ離りで逃げると弓を扱う敵などに射い抜ぬかれるし、逃走経けい路ろを敵に悟さとられ待まち伏ぶせされる可能性がある。なのでジグザグに、ランダムな動きを混ぜて敗走するよう僕のチキンランは進化していた。

（ふっふっふ、このまま逃げ切ってやるぞ）

　しかし格かつ好こう良く決めるべき時、そんな時に高こう確かく率りつで失敗するのが僕だ。

「あれれ。なんかシヴァが画面から動かないぞ」

　なんかシヴァのアバターの右半分が画面から表示されていない……まるで見えない世界の壁かべに挟はさまってしまったかのようだ。

　なぜだ、方向キーを押おしてもびくともしない……。あらゆる行動を試してみたが、シヴァの座ざ標ひようは一ピクセルも移動しない。

「忠ちゆう太た君、これはマップはまりのバグだぞ！」

「そ、そんな」

　ワロスはβベータテスト。時々バグでマップにはまってしまい動けなくなるプレイヤーもいる。まさか、このタイミングでバグに引っかかってしまうなんて。

　僕が移動を止めている間、沈しずめられた疫やく病びよう神がみＡは猛もうスピードで距きよ離りを詰つめてくる。

「先せん輩ぱい、一体どうすれば……」

「ムスメの攻こう撃げきで吹ふっ飛とばしてみればなんとか出れるかもしれない。しかし、震ふるえてちょっと操そう作さが狂くるう……すまないが待っていてくれ」

　ああ……このままでは怨おん霊りようアバターにやられてしまう。

　全すべてに絶望しかけた……そんな時だった。急に辺りが真っ暗な闇やみに支配される。どうやら誰だれかが部屋の電でん灯とうを消したようだ。

　そしてパッとスポットライトを当てられたところに小こ梅うめが立っていた。

「ふっふっふ、私の力が必要なようね、ちゅーた」

　頼りがいのあるオーラをまとって出て来たのは小梅だった。ふと横を見ると、キラキラとした目で小梅を見つめる月つき絵えが懐かい中ちゆう電灯を当てていた。

「ちゅーたが年上の女性がタイプなのは、へたれコンプレックスからだよ！　ちゅーたは無む意い識しきのうちに自分を守ってくれる強いお姉さんに惹ひかれていたのよ！」

「な、何を言ってるんだね君ぃ！」

　年上好きという属性を暴ばく露ろされ僕は慌あわてた。

「私も頼りがいのある女子だと証明してみせるわ！　見てて。あと十秒で私は不ふ眠みん王おうの称しよう号ごうを手に入れるわ。そしたらそんな怨霊、一いち撃げきで粉ふん砕さいよ！」

　おお、なんて心強い。

　不眠王の称号獲かく得とくは連続プレイ二百時間。それがまさにこの瞬しゆん間かん、達成されようと言うのだ。

「これなら怨霊もイチコロだー！」

「不眠王ばんざーい！」

　僕らは一丸となってカウントダウンを始めた。

「３！　２！　１！　……ゼロー！」

　……シーン。

　称しよう号ごう獲かく得とくのファンファーレを期待していたが、場には気まずい静せい寂じやくが流れた。

　小こ梅うめの称号は『努力マン』のままだった。

「あ、あれ？　おかしいな。プレイ時間は今でちょうど二百時間のはずなのに」

　僕らは瞬しゆん間かん的てきにジト目になった。ノリノリでカウントダウンをしてちょっと恥はずかしかった。

「途中で居い眠ねむりでもしてしまったんじゃないか」

「そんなはずはないよ。最速で不ふ眠みん王おうの称号を取れるよう注意してプレイしてたんだから！」

　僕の指し摘てきを小梅は全力で否ひ定ていする。その様子から彼女が如い何かに慎しん重ちように不眠王の称号獲得を目め指ざしてプレイしていたかが窺うかがえる。だとしたら考えられる可能性は、

「うーん。アップデートで称号獲得の条件が微び妙みように変わったのだろうか」

　なんてついていないんだ……かわいそうな小梅。

「うー、恥ずかしい。恥ずかしい！」

　小梅は赤面しながら枕まくらに顔を埋うめバタ足した。その様子を見て月つき絵えが、

「頑がん張ばって、お姉ちゃん」

　と拳こぶしを握にぎりながら見守っていた。

　まさか小梅まで心が折れてしまうとは……七大罪セブン・ギルテイの女子は全ぜん滅めつだ！

　僕は携けい帯たい画面を見ながら焦あせる。僕の操あやつるシヴァは敗走を繰くり返かえしたため、兵力ゲージは常つねに低い。マップはまりで動けない状じよう況きようを敵にボコられれば……ゲームオーバーまでそう長くはない。

　一直線に僕めがけて突進してくる怨おん霊りようアバターに、僕は限りない恐怖を感じた。女子たち三人の中で一番心が復活できそうなのは……。

　僕は小梅の肩かたにポンと手を置く。そしてスマイルと共に親指を立てて言った。

「どんまい！」

　僕ら幼おさな馴な染じみの絆きずながあればきっと逆ぎやつ境きようも乗り越えられるはず。

　へたれの励はげまし……それは小梅のプライドに刺し激げきを与えたようだ。

「ちゅーたに励まされるなんて」

　小梅はボソリと呟つぶやくと、プルプルと怒りで震ふるえながら立ち上がった。どうやら恥ずかしさを沈しずめられた疫やく病びよう神がみにぶつける事にしたようだ。なんか期待してた効果と違ちがうけれど、小梅が復活してくれたのは大助かりだ。

「全すべてこいつのせい……。二百時間パンチ！　二百時間キック！」

　不眠王の称号はなくとも、二百時間を連続プレイした小梅の力は偉い大だいだった。襲しゆう撃げき者しやはフルボッコだ。

　怨霊を連想させる黒のアバターが呪じゆ詛そのようなメッセージを発する。

『お前の……心しん臓ぞうを……』

「うるさいわね！」

　小こ梅うめの指が高速で動く。プレイヤースキル刹せつ那なだ。天あま音ね先せん輩ぱいに勝まさるとも劣おとらない高速の携けい帯たい操そう作さ。小梅は戦せん闘とう時じ、敵に一いつ切さいの慈じ悲ひをかけない冷れい徹てつな心を持っている。淡たん々たんと敵の急所に向けて攻こう撃げきを繰くり返かえしていく。

『強い……こんな人物が七大罪セブン・ギルテイにいるとは』

　小梅の存在はワロスWikiにも書かれていなかった。どうやら敵にとって完全に予想外の勢力だったようだ。しかし、敵はあくまでも不敵に嗤わらった。ゲームオーバーのその瞬しゆん間かんさえも。

『時は稼かせげた。次に闇やみが訪れる時、お前たちの破は滅めつだ』

　最後の最後まで死を恐れることなく、僕らに不吉な予言を残して敵はゲームオーバーとなった。僕はそれをマップに挟はさまったまま、じっと見ていた。

「忠ちゆう太た君、敵はゲームオーバーになったか？」

　ふと声がした方を振り向くと、扉とびらから顔だけ出してこちらを覗のぞいている天音先輩と寧ね々ねがいた。

「はい。小梅の二百時間パンチで快勝でした！」

「そ、そうか」

　敵がゲームオーバーになったのを確認するや、天音先輩と寧々は堂々としたポーズで立ち上がった。キリッとした顔で天音先輩が腕うでを組みながら言う。

「ふっ。所しよ詮せんは堕おちた魂たましい。歪ゆがんだ激げき情じようでは私たちを滅ほろぼすことなんて、できはしない」

　寧々も澄すました顔でポーズをとる。

「何度も復活するというならば、そのたびに倒すまで。この鈴すずの音ねが死者へのレクイエムだ」

　この二人……けっこう調子いいなぁ。

「うーん。厄やつ介かいな敵ですね、沈しずめられた疫やく病びよう神がみＡ」

「よ、よせ。その名前は恐怖を伴ともなう」

　天音先輩は慌あわてて僕を止めた。

「これからは奴やつのことは……沈められた疫病神の頭二文字を取って、シズちゃんと呼ぼう」

　シズちゃん？　なんか怨おん霊りようアバターが急に萌もえキャラっぽくなった気がするぞ。僕は脳のう内ないでシズちゃんをカチューシャが似合う三みつ編あみメガネのおとなしい女子に置ち換かんした。ふむ……悪くない。

　今までは黒い覆ふく面めんで呪じゆ詛そのような言葉を刻きざんでいた沈められた疫病神。

『氏ね氏ね氏ね氏ね氏ね』

　これをシズちゃんと呼ぶことで脳内で次のように変へん換かんされる。

『もうっ、シヴァ君。ちゃんと氏んでくれなきゃダメだぞ。めっ！』

　うひょー。喜んで命を捧ささげちゃうよ。どうやらこのイメージは寧々にも伝わったらしい。

「さ、賛成だ！　さすがは私たちの盟めい主しゆ、凄すごい発想だぜぇ！」

　寧ね々ねが天あま音ね先せん輩ぱいを賞しよう賛さんする。彼女が天音先輩に忠誠を誓ちかった瞬しゆん間かんだった。

「その凄すさまじい知ち略りやく。私の主あるじに相応ふさわしい。この鈴すずの音ねは、あなたの勝利のために鳴ならすことを誓うぜ」

　おお、なんか名シーンに立ち会わせることができたようだ。

　小こ梅うめもその様子を見ながら真剣な表情で頷うなずく。

「やるわね、彼女。敵を萌もえキャラのような名前で呼ぶことで、恐怖をやわらげてる。悔くやしいけれど、私には想像もつかない戦術だわ」

　どうやら小梅も天音先輩を認めつつあるようだ。

　戦術的にも敵を倒せるイメージに持ってくことは大事だな。軍ぐん師しとして覚おぼえておこう。

「でも、今度の敵は不死。倒しても倒しても復活するような敵に、どう対抗すれば良いの？」

　小梅の懸け念ねんはもっともだ。今回の勝利も目前の脅きよう威いを退しりぞけたに過ぎない。ダメポの不死の軍ぐん勢ぜいは今も僕らを滅ほろぼぼそうと暗あん躍やくしているかもしれないのだ。

「案ずるな。シズちゃんの正体はだいたい見当がついている」

　亡ぼう霊れいがいなくなったことを確認した天音先輩は、完全にいつもの格かつ好こう良い天音先輩だった。

「ワロスでは誰だれかと同じアバター名は登とう録ろくできない。でもゲームオーバーになったアバター名は重ちよう複ふく判定されない。なので我われ々われがシズちゃんを倒した後で、また同名のアバターを作ることは可能だ」

　なるほど。それならば同名のアバター復活にも納得できる。

「しかし、不死のトリックの正体が別ＩＤでのリスタートだとしたらよくあんなにも短期間で全すべてのパラメータを高くできましたね。あのパラメータは熟じゆく練れんの戦士という感じでした」

　前にシズちゃんを倒してから一日くらいしか経たっていない。だとしたらプレイを始めてから僅わずか一日以内で、僕らを襲おそえるほどに鍛きたえ上あげたということになる。果たしてそんな短時間でのレベルアップが可能なのだろうか？

「考えられるとしたら……闇やみの力だ」

　天音先輩はどこか悔しそうな表情で言った。




　　　　＊＊＊




「そういえば七大罪セブン・ギルテイは絶対に課か金きんをしないポリシーを貫つらぬいてるけど、何か理由でもあるの？」

　小梅が僕に聞いてくるが、実は僕も理由を知らないので答えられない。

　返事をできないでいると寧々が自みずからのポリシーを語ってくれた。

「私はリアルマネーに頼ってレベルを上げるなんて性しように合わないからな。パラメータの底上げにお金を使うくらいなら、ポテチを買うぜ」

「それは単に寧々がポテチを好きなだけでは……」

　僕がツッコミを入れると寧ね々ねに睨にらまれたので「いえ、なんでもないです」と引き下がった。

　天あま音ね先せん輩ぱいは問いかける小こ梅うめの目をまっすぐ見つめ、答える。

「もともと闇やみの力は時間のない社会人がプレイ時間を補おぎなうために導どう入にゆうされたシステムだ。ゲームをする時間が沢たく山さんある子供と、時間はないけれど闇の力を沢山使える大人が同じ土ど俵ひようで勝負できるゲーム。これこそがソーシャルゲームの理想だった」

　ふむふむ。今まで課か金きんイコール闇の力と教えられてきたので課金は悪質な印象があった。

「なんだかその話を聞くと課金も悪くないことのように思えますね」

「本来ならば闇の力のターゲットユーザーは学生ではなく社会人だ。故ゆえに我われ々われが闇の力を使うことは禁きん忌きとしていたのだ」

　なるほど。そんな深い思おも惑わくがあったとは。

「でも、どうしてソーシャルゲームは課金ばかり発生するんでしょうか？」

「サーバーの維い持じ費ひがかかるからさ。ソーシャルゲームは生きたゲーム故に、コストを維い持じするためには定期的に収入を得る必要があるのだ」

　常つねに進化し続けるゲームだからこそ、月額会員制などの定期的な収入モデルが必ひつ須すなわけだ。

「ソーシャルゲームの闇の力は本当に恐ろしい。私は闇に染まって抜け出せなくなった者を今まで何人も見て来た。私には彼らを、救えなかった」

　天音先輩は辛つらい過去を思い出したのか、一いつ瞬しゆんだけ悲しい表情を見せた。

「ワロスはかなり優ゆう良りようなゲームだと思う。課金限定アイテムもないし、根こん性じようさえあれば課金ゼロでも全すべてが手に入る親切設計だ。だから、できるなら課金で溺おぼれてしまうプレイヤーなどを見たくないんだ」

　そうだ、僕にはお金はなくても根性が……いや、根性もないか。

　頑がん張ばって先輩に褒ほめられたいという下心がある限り、僕は闇の力に頼らないでも頑張れる。

「私は闇の力への依い存ぞん度どを次のようにランクで分けた」

　先輩はそういって僕らに次のような表を見せた。






　光の勇者　[image: ][image: ]一いつ切さいの闇の力に頼らず、根性で頑張るプレイヤーたち。




　闇の手先　[image: ][image: ]ピンチになった時など、特定のシチュエーション限定で闇の力を使う。




　黒の騎士ブラツク・ナイト　[image: ][image: ]他プレイヤーより優ゆう位いに立ちたくて、積せつ極きよく的てきに闇の力を使い始める。

　　　　　　　　でも闇の力を使いすぎると凹へこんじゃう。




　悪夢の戦士ナイトメア・ソルジヤー[image: ][image: ]圧倒的な闇の力で無課金ユーザーを葬ほうむるのに快楽を覚おぼえる。

　　　　　　　　重課金兵、廃課金兵とも言う。




　限界突破ノー・リミツト　[image: ][image: ]自分がいくらの闇やみの力を使ったかを考えない。

　　　　　　　　息を吸すうように闇の力を使う。闇の力の禁きん断だん症しよう状じように苦しむ。








　恐ろしいランク分けだ。特に黒の騎士ブラツク・ナイト以上になると非常に強力な敵になりそうだ。シズちゃんは今、どのランクに属するんだろうか？

「もしシズちゃんが闇の力に頼ったプレイをしているというならば、私は彼女が闇の深しん淵えんに溺おぼれる前にその息の根を止める。闇に染まりすぎた者の末まつ路ろは……常つねに絶望だ」

　先せん輩ぱいは敵を倒すためではなく、敵を救うために戦おうというのだ。新あらたな悲しみを生むためではなく、悲しみの連れん鎖さを断たつために……。

「さすが先輩、この命捧ささげます！」

　先輩が愛したワロスの世界を、僕も守りたい。憎にくしみに憎しみで対抗してはならない。敵に対しては慈じ愛あいの精神を持って挑いどむべきなのだ。

　けれど僕は知らなかった。

　闇はどこまでも暗く、手を差さし伸のべるには遠すぎる場所だということを。













　【第五章】　スタイリッシュ課金







　亡ぼう霊れい騒そう動どうの後、興こう奮ふんが冷さめるや眠ねむ気けが襲おそって来た。

　ダメポへの本格的な戦いが明日は待っているのだ。僕らは就しゆう寝しんして疲つかれを癒いやすことにした。

　瞼まぶたを閉じれば世界は遮しや断だんされ、深い闇やみがやってくる。静せい寂じやくに身を委ゆだねている内に、僕はゆっくりと夢の中へと落ちていった。

　心地ここち良よい眠ねむりだった。夢から覚さめてもみんなとまたゲームができると思うと、明日が来るのが待ち遠しかった。先せん輩ぱいと出会う前の、夢の中で幸福を探し続けていた自分が今ではとても遠く感じる。

　……そんな訳わけで寝ね坊ぼうしちゃいました。

「ちゅーた、ちゅーた起きて」

　聞きき慣なれた小こ梅うめの声。数秒後、ペチペチと優やさしく頰ほおを叩たたいてくる。だがしかし！　僕はまだ布ふ団とんの中で丸まっていたいのだ。オネムなのである。

「うう、あと五分……」

　どんな痛みが来ても僕は布団を出ない！　僕は壮そう大だいな決意を固めた。小梅は僕の体を揺ゆすったり耳に息を吹ふきかけてきたりしたが、僕の鋼こう鉄てつの意志は屈しない。

「へたれのちゅーた、寝過ぎ」

　むむ、今度の刺し客かくは月つき絵えか！　でも僕はお兄ちゃんと呼んでくれない限り、断固として彼女の願いは聞かないぞ！　まろは眠いでおじゃるー。

　すると今度は寧ね々ねの声が聞こえてくる。

「起きろー、この鈴すずの音ねが聞こえるかー」

　うう、耳元で鈴がうるさい。さすがにこれは厳きびしいので起きるか……二分後に。

　しかし次の刺客は強敵だった。僕の盟めい主しゆは念じるように、たった一言。

「目め覚ざめるのだ……憤怒サタンよ」

　僕はガバッと起き上がった。盟主さまの命令は絶対だー。

「ふっ、僕はいつでも目覚めてますよ」

　その様子を見て小梅が面白くなさそうにジト目で見つめていた。

　あたりを見回すとみんな携けい帯たいを見つめ指先を高速で動かしている。どうやら僕以外はみんな既すでに起床してワロスをプレイしているようだ。

「忠ちゆう太た君。安らかな夢を見るのは終わりだ。君の支し度たくが整ととのい次し第だい、これからダメポに攻せめ込こむ」

「あいあいさー！」

　僕は急いで顔を洗い寝ね癖ぐせを整ととのえた。

　ワロスを起動するとムスメが作戦を説明してくれる。

『領りよう主しゆさま。私たちは手始めに東にあるダメポ軍の砦とりでを攻せめ込こむことにしましょう』

　僕らは行こう軍ぐんを開始する。これから戦争が始まるのだ……ごくり。

　しかし途中で、見知ったアバター名を見つけて僕は思わず歩あゆみを止めた。

　黄金に輝く甲かつ冑ちゆうに身を包んだ人物……乙おつ・エロさんだ。

　親しい間あいだ柄がらではないので普ふ段だんならスルーしてたところだが、今回は一つの用事があった。

　例のマップはまりのバグだ。

　僕は仲間がいたからなんとか抜けられたが、ソロプレイの人がうっかりハマったらかなり悲ひ惨さんなことになる。マップ座ざ標ひようをワロス運営に知らせるのが発見者の義ぎ務むというものだろう。

　βベータテストは本来このようなバグ取りが目的なのだし。もしかしたら報ほう酬しゆうでゴールドとかもらえるかもしれない。うっしっし。

「乙・エロさーん！」

　僕が叫さけぶ。しかし向こうは気づかずにそのまま進んで行く。自分の名前を呼ばれても振り向かないだなんて、なんて失礼な人だろうか！

「乙・エロだって……」

　反応したのは凄すご井い君だった。彼は「右目が疼うずく……奴やつだ、間ま違ちがいない」と呟つぶやいたかと思うと、重要メッセージを発していた。重要メッセージは一日に三回しか使えない代わりに目立つ赤色枠わくで表示され、メッセージの届く範はん囲いも大きい。

「ゲームマスターよ！」

　彼の呼びかけに、乙・エロさんはピタリと足を止める。

「この世界の神である力を持ったあなたならば、摂せつ理りをねじ曲げることもできるはずだ。どうか俺おれの願いを叶かなえてほしい！」

　まさか凄井君がこのような行動に出るとは思わなかった。近くにいた僕と天あま音ね先せん輩ぱいはドキドキしながら様子を窺うかがう。

『ど、どうなるんでしょう領主さま！　私のじゃじゃ馬根こん性じようが爆ばく発はつしそうです！』

　じゃじゃ馬根性じゃなくて野や次じ馬うま根性では？　と思ったけど可か愛わいいのでツッコミなんて野や暮ぼな真ま似ねはしない。可愛い子の天然は全すべてを許されるのだ。ちなみに僕が天然ぶっても許されたことは一度もない。

　ソーシャル痴ち漢かんの疑ぎ惑わくがある乙・エロさんを天音先輩に見せるのは気が引けたので、僕は盗ぬすみ聞ぎきの役を買って出た。

　乙・エロは凄井君のアバターを値ね踏ぶみするように観かん察さつする。

『ほほう。そなたはセクハラの罪つみで人間の姿を奪うばわれし、河童かつぱ惇とんか。我われの初めての処しよ罰ばつ者しや、よく覚おぼえているぞ』

　乙おつ・エロさんは凄すご井い君を見つめ、言う。その表情は仮か面めんのようで何も読み取れない。

『隠かくしパラメータである善ぜん行こうポイントがそれなりに貯たまっているな。あれ以来、素そ行こうは良くなったようだな』

　隠しパラメータ？　初めて聞く単語だ。そんな僕の疑ぎ問もんを察して、ムスメが『えっへん』と萌もえる擬ぎ音おんを付けながら説明をしてくれる。

『隠しパラメータとはプレイヤーからは見えない秘ひ密みつのパラメータのことです。どうやら管理者からしか見えない善行ポイントなるものが、ワロスでは設定されてるようですね』

「へー、そんなものが設定されてたのか」

　自分の善行ポイントがいくらなのか気になる。

　乙・エロは凄井君の改心を認めたようだ。

『良いだろう。改心を誓ちかいこれからもワロスの世界に貢こう献けんすると誓うならば、汝なんじを人間の姿に戻してやろう』

　神の慈じ悲ひ深ぶかき情け。しかし意外なことに凄井君はその提案を断った。

「違う！　俺の願いはそんなものじゃない。イケメンの姿を失い、醜みにくい二頭身の河童かつぱの姿になったからこそ見えたものだってある」

　僕と天あま音ね先せん輩ぱいは思わず顔を見合わせる。凄井君は人間の姿に戻るために乙・エロさんを探していたのではないのか？

『人間の姿に未練はないと言うか。ならば問おう！　汝の真なる願いとは何ぞや！』

「看かん板ばん娘むすめちゃんの抱だき枕まくらを販売してくれ！　運営サイドのあなたならば、せめて企画を提案する事くらいできるはずだ！」

　そういって凄井君はワロスの世界では滅めつ多たに見られない土ど下げ座ざのアクションをした。

『……』

　神さえも絶句させるとはさすがは七大罪セブン・ギルテイの色しき欲よく。

　場には死のような重苦しい静せい寂じやくが流れた。そして数秒の後、神は深い熟じゆつ考こうの果てにその沈ちん黙もくを破った。

『善ぜん処しよしておこう』

　ワロスの神は政治家の苦くるし紛まぎれの言いい訳わけのような言葉を残し、去って行った。

「よろしくお願いします！　肌はだ色いろ率りつは高めでお願いします！」

　凄井君は乙・エロさんが画面から見えなくなるまでずっと頭を下げ続けていた。

　……なんということだ。あまりに急な展開すぎてマップはまりのバグについて報告する暇ひまもなかったぞ。

　まあ。良いか。後でカスタマーサポートに連絡しておこう。色々なユーザーの要望を背せ負おって、乙・エロさんも大変だなぁ。

　これで凄井君の暴ぼう走そうも終わったかと思ったが、彼はまだ強きよう烈れつな一いち撃げきを残していた。

「盟めい主しゆよ、俺おれは看かん板ばん娘むすめちゃんに告白して来ようと思うのです。暫しばし作戦を抜けることをお許しください！」

　どうやら決戦を前に彼は看板娘ちゃんに告白する決意を固めたようだ。乙おつ・エロさんに抱だき枕まくらの要望を出し、気持ちを抑おさえられなくなったのかもしれない。

（しかし大事な決戦の前だ。もし失恋でもしたら凄すご井い君のモチベーションが低下しかねない）

　僕は七大罪セブン・ギルテイの軍ぐん師しとしてこの要望を却きやつ下かするべきか迷っていた。しかし小こ梅うめが、

「良いんじゃない？　告白する勇気を出した人を止めるなんて、野や暮ぼだよ」

　そういって僕を意い味み深しんに見つめてくる。うっ、そろそろ返事がほしいということだろうか。見つめられた恥はずかしさと、返事を保留にしてる罪ざい悪あく感かんから僕は慌あわてて目をそらす。

　天あま音ね先せん輩ぱいも凄井君の提案を快かい諾だくする。

「良いだろう。決戦の前だ、己おのれの心の霧きりは払はらっておけ」

「ありがとうブッヒッヒー」

　この語ご尾びが凄井君なりの最上級の敬語なのだろう。天音先輩が許可するなら、僕に口を挟はさむ権利はない。

「凄井君の告白か。ちょっと気になりますね」

「ふふっ、詮せん索さくは野暮というものだよ。彼の幸福を祈いのろうじゃないか」

　天音先輩は澄すましたようにそう言った。しかし携けい帯たい画面の中では、

『領りよう主しゆさま、領主さま！　これは熱いドラマの予感ですよ！　さっそく覗のぞきに……いえ、見守りに行きましょう！』

　ムスメ、ノリノリである。まさかコイバナ見たさのために告白を許可したのだろうか……ま、盟主さまの命令じゃ仕方ないよね！　僕らは凄井君に尾び行こうコマンドを用いることにした。

『なんだかワクワクしますね。これから恋愛映画でも観みるみたい』

　ムスメが活いき活いきとした口調で話す。そっとプレイヤーである天音先輩の表情を覗き見ると、彼女の口元にも少し笑みが浮かんでるように見えた。思わずドキリとしてしまう。

　澄ましてる先輩も綺き麗れいだけれど、やっぱり女子は笑った顔が一番可か愛わいいと思う。

　先ほどのムスメの言葉が頭をよぎる。

（なんか二人で恋愛映画を観てるみたいだな）

　僕と先輩はいつもワロスばかりしている。けれど、もし僕が違ちがう遊びに誘さそったら彼女はどんな表情をするのだろう。いつもは見えない表情も見れるのだろうか。

『ゲーム内での恋愛を見るのは私も初めてです！　ソーシャルゲームでたまにあるらしいですねー。美女アバターに大量に貢みついでしまうことも珍めずらしくないとか』

「顔も名前も知らない相手に恋するんですか？」

　少し意外な気もした。

『文通で恋が芽め生ばえることもあるんだから、何も不ふ思し議ぎなことはないですよ。ただ、たまに恋した人がネカマだったという悲ひ劇げきを聞きますけどね』

　看かん板ばん娘むすめちゃんはその点は心配なさそうだ。一番の問題はＡＩということだけど。

　主しゆ演えん男だん優ゆう、河童かつぱ惇とん。主演女優、看板娘ちゃん。二人のラブストーリーが始まる。

「看板娘ちゃん、聞いてくれ！」

　凄すご井い君はクレーマーかと誤ご解かいされかねない大ボリュームで叫さけぶ。どうやらいきなりクライマックスのようだ。

　僕とムスメは彼のメッセージを一いち言ごん一いつ句く逃のがさないよう注ちゆう視しする。一度で送れるメッセージは百文字までなので、彼は何度かメッセージを区切る。

「醜みにくい河童かつぱとなったこの俺おれを見て多くの人は嘲あざけり嗤わらった。こんな姿になって初めて気づいたんだ、一番大切なのは外見なんかじゃなくて人の心だって」

　名シーンの予感に、天あま音ね先せん輩ぱいはうっとりとした目で画面を見つめている。僕はそんな彼女が気になり、横目でチラチラと彼女の表情をチェックする。

「誰だれもが俺を蔑さげすむ中、君だけは春の木こ漏もれ日びのような明るい微ほほ笑えみをくれた。あの日、誰よりも孤こ独どくな気持ちで世界を彷徨さまよっていた俺に君は笑顔で言ってくれたんだ。いらっしゃいませー、と」

　僕の知っている凄井君はいつもイケメンであるが故ゆえの余裕を見せていた。そんな彼の見せるなりふり構かまわない必死の告白。いつからか僕と先輩は二人のやり取りに見入ってしまった。

「俺はもうイケメンじゃない。今はもう何の力もない、ただの醜い河童だ。でも、君を思う気持ちは世界中の誰にも負けない。たとえ神が万ばん物ぶつを支配できるとしても、この気持ちだけは消せはしない。俺は君を愛しているんだ！」

　もしも一人の恋する男がＡＩの心を動かすなら……ありもしない奇き跡せきをいつからか僕も先輩も期待してしまった。

　プログラミングされたその表情が、誰も見た事もない笑顔を見せてくれるなら。どうか今、たった一度だけでも微笑んでほしい。そう強く願った。

　看板娘は暫しばしの静せい寂じやくの後に、明るい口調で言った。

「いらっしゃいませー。お客様、今日の注文はなんでしょうか？」

　凄井君終了のお知らせだった。

　彼はショックで石せつ化かしたまま数分動かなくなった。

　僕と天音先輩も見ていられず、思わず凄井君から目をそらしてしまう。大戦を前に告白を許可したのは失敗だったかもしれぬ。

　しかし、イケメンの強きよう靭じんなメンタル──通称イケメンタルにより彼は不ふ死し鳥ちようが如ごとく復活した。

「ふふっ、俺と君は客と店員にすぎない。それが君の出した答えなんだね」

　凄井君は優やさしい目をしたまま言った。拒きよ絶ぜつされてもなお、彼は看板娘ちゃんのことを……。

「ありがとう、看板娘ちゃん。君は俺に人を愛する喜びを教えてくれた」

　それだけ言うと、凄すご井い君は男泣きの表情で店を後にした。彼は涙なみだがこぼれ落ちないようにと、空を向いて歩いた。

　店内に響ひびく看かん板ばん娘むすめちゃんの、

「ありがとうございましたー。またお越し下さいね」

　という萌もえ声ごえが木霊こだまするのが切なかった。

　漢おとこだ、漢だぜ凄井君……。

　全僕と全先せん輩ぱいが泣いた。




　　　　＊＊＊




『凄井君を励はげます会』は盛せい大だいに行われた。

　僕らは再びコンビニに寄ってスナック菓が子しを補ほ充じゆうし、彼の悲しみが少しでも紛まぎれるようにと笑顔を作り続けた。

「これ……やるよ」

　寧ね々ねも自分の二番目に好きなのり塩のポテチを凄井君に差し出すほどだった。一番好きなうす塩は大事に保管してるあたりちゃっかりしてる。

「失恋は、誰だれもが通る、メシマズじゃ」

　ベルフェゴール先生もわざわざ凄井君のために俳はい句くまで作ってくれた。せ、先生……。

　みんな仲間思いの良いメンバーだった。僕は改めて七大罪セブン・ギルテイというチームに入れて良かったと思った。

　ああ、もし叶かなうならこの時間がいつまでも……。

「って、昨日から宴うたげばかりで全然プレイが進んでないじゃないですかー！」

　事じ態たいの深しん刻こくさに気づいたきっかけは僕のノリツッコミだった。

「みんな、パーティーは終了だ！　すぐに戦争の準備をするんだー」

「「えー」」

　みんな嫌いやそうな顔をするが、あえて憎にくまれ役やくを買うのも軍ぐん師しの役目だ。

「くそー、パーティーが終わるならせめて今のうちにポテチを食べまくってやるー！」

　寧々が最後の抵抗で猛もう烈れつな勢いきおいでポテチを食べあさる。そんな彼女を放っておいて、僕らは後あと片かた付づけをした。

「さて、宴は終わりだ。私が愛した罪つみたちよ、安らぎに別れを告げる準備はできたかい？」

　気持ちの切り替えに定評のある天あま音ね先輩がキリッとした表情でみんなを見つめる。

「思わぬ妨害にあったが、今こそがダメポに攻せめ込こむ好こう機き！」

　彼女の言葉に、僕はこれから決戦が始まるのだと感じた。

　みんなが高いモチベーションで戦いに挑いどもうとしている。だが、僕は一つの懸け念ねんについて進しん言げんせずにいられなかった。

「しかし問題があります。ダメポの戦力は未知数ですが、あの特とつ攻こうスタイルが何人かいると思うと今日中にダメポを落とすのは困こん難なんです……平日にまで戦争が続く恐れがあります」

　今までパーティーをして全然攻せめ込こまなかったことが悔くやまれる。

　しかし七大罪セブン・ギルテイのみんなが一いつ斉せいに言う。

「いやー、きっと大だい丈じようブヒー。俺おれらが速攻すれば楽勝楽勝！」

「私が鈴すずを鳴ならせば城なんて一日で落とせるぜ！」

「ちゅーたは心配性だなぁ。私がいれば千人力だよ。シュッ、シュッ！」

「ちゅーた、臆おく病びようすぎ」

「忠ちゆう太た君。この私を誰だれだと思っている？　この私が本気を出せば、落とせない城などないよ」

「お茶がうまいのう」

　うっ、みんなの眩まぶしく見えるほどの自信。

　そうか。僕の考え過ぎだったか……。確かに言われてみれば、この七大罪セブン・ギルテイが本気を出せば不可能なんてない気がしてきた。

　このメンツなら、なんでもできそうな気がするぞ！







「ブ、ブヒィ。まさかダメポが防ぼう御ぎよに徹てつするとこんなにも強かったなんて」

「鈴の音ねが……聞こえない。ポテチも尽つきてしまったぜ」

「うー、不ふ眠みん王おうの力さえあれば！」

「ちゅーたが頑がん張ばらないから……」

「ふふっ。明日からそろそろ本気を出さなくてはな。ふふふっ」

「お茶が上う手まいのう」

　このメンツならなんでもできませんでした。

　もう夜も遅い時間だ……。時計を見ると時針は二十一時を指している。そろそろ解散をしなくちゃ。悔くやしいけれどダメポとの戦争は平日に持ち越しだ。

　軽い絶望を感じていたら、とつぜんインターホンの音が鳴なり響ひびく。

　ピンポーン。

　夜の闇やみ、静せい寂じやくの中に突然鳴り響いたので僕は思わず恐怖でビクッとする。

「なんだ、鈴の音が聞こえたぞ！」

　ガバッと寧ね々ねが起き上がる。彼女の能のう天てん気きさが羨うらやましい。

（こんな時間に誰だれだろうか？）

　僕は玄関に行き、覗のぞき穴あなからゆっくりと来訪者を観かん察さつする。まずは下から……おお、肉付きの良い太もも。スカートをはいているし、どうやら女子のようだ！　うひょひょ。

　続いて視線を上げて行くと、膨ふくらみのある大きな胸むねが……良い、ディ・モールト良いよー。

　眼がん福ぷくを楽しんでいたら、再び苛いら立だたしげにインターホンが鳴なる。うう、もっと眺ながめていたいが早く出た方が良さそうだ。

「芝しば居いです。何か御ご用ようでも……って、翔しよう子こ先せん輩ぱいじゃないですかー」

　意外な来訪者に僕は思わず声をあげる。

　彼女は装そう飾しよく豊かで華はなやかな服ふく装そうと、不ふ釣つり合あいな大きなトランクを持っている。

「どうしたんですかこんな夜分に。まさか、寂さびしさを感じて僕の元に家出を……くっ、こんな時どうすれば良いんだろうか」

　翔子先輩はいつもの冷たい目で僕を一いち瞥べつすると、そのまま家に入り込んだ。

「勝利宣言をしに来たのよ。あなたたち愚おろかな七大罪セブン・ギルテイに」

　彼女はスタスタと茶の間に行く。七大罪セブン・ギルテイは彼女の姿を確認するや、驚おどろきの表情を見せた。

「翔子。どうしてここに」

「天あま音ねちゃん。残念ながらワロスでの勝負は私の勝ちよ」

　彼女はニッコリと笑った。その表情だけを見るととても優やさしそうなお姉さんに見える。しかし騙だまされてはいけない。彼女は勝利のためなら裏うら切ぎりでも何でもする狡こう猾かつな人間なのだ。

「この土日があなたたちが私に勝つ唯ゆい一いつのチャンスだった。これから先、あなたたちは真の闇やみの力に屈くつすることになる」

「あの、話が見えません。翔子先輩はゲームオーバーになったはずじゃないですか」

　僕の質問に、翔子先輩はドヤ顔で笑った。

「ふっふっふ。なぜなら私が、ダーク・メランコリック・ポイズンの盟めい主しゆだからよ」

「「な、なんだってー！」」

　僕らに電でん撃げきが走る。その様子を見て翔子先輩は心底嬉うれしそうだった。

「驚いてるわね。何なら証しよう拠こを見せてあげるわ」

　彼女はマジックペンを取り出したかと思うと、壁かべにキュッキュと書き出した。ちょっ、掃そう除じするの僕ですよ翔子先輩……と思ったがシリアスな雰ふん囲い気きなので黙だまっていた。

　書かれたのはシズちゃんのスペルだ。




　SUNKHOODOOSA




　続いて翔子先輩はその下に新あらたな文字を書く。どうやらアナグラムのようだ。




　SONODASHOUKO




「こ、これは！　園その田だ翔子になった！」

　驚きよう愕がくと共に僕は叫さけぶ。汐しお川かわ姉妹が、

「「すごーい」」

　とハモって驚おどろいたのを見るや、翔しよう子こ先せん輩ぱいは満足げに「ふふん」と笑った。

　ワロス攻こう略りやくWikiを作って賞金制度を用もちいて僕たちを襲おそったのも、ダメポの軍ぐん勢ぜいを用いて僕らを襲ってきたのも全すべて彼女だったのだ。

　しかし僕にとって最もつとも意外だったのは──。

「翔子先輩がシズちゃんだったなんて。あの清せい純じゆんでメガネ萌もえのシズちゃんが……おとなしくて優やさしいシズちゃんが凶きよう暴ぼう極きわまりないツンツンお嬢じよう様さまの翔子先輩だったなんて！」

　天あま音ね先輩も珍めずらしく驚愕でポーカーフェイスを崩くずす。

「凄すごい戦術だ。自分と全まつたくイメージの異なる天使のようなキャラを演じるとは……普ふ段だんの翔子の悪あく魔まじみた性格もトリックの演出だったということか。敵ながら天あつ晴ぱれ！」

「な、なによ。シズちゃんて誰だれよっ」

　正しよう体たい不ふ明めいの萌えキャラの名前に、翔子先輩は怪け訝げんそうな顔をした。だがすぐに髪かみをかき上げ、自信満々に胸むねを張る。

「天音ちゃん。あなたは私の掌てのひらの上で踊おどらされていたのよ」

　反はん論ろんしたのは天音先輩ではなく、小こ梅うめだった。

「何よ。ナンバーツーはもうゲームオーバーになったはずなのに、なんでゲームしてるのよ！」

　小梅が自分のことを限りなく棚たなにあげて突つっかかる。

「嫌いやだわ。今の私はナンバーツーじゃない。ナンバーワンよ」

　僕には翔子先輩が言わんとすることが分からなかった。

「どういうことですか？　ナンバーワンの携けい帯たいは翔子先輩のお兄さんの携帯だったはず」

「兄は訳わけあって別ゲームの制作で忙いそがしいのよ。兄は私ならば確実に天てん下かを取れると信じ、この携帯を私に託たくしたのよ」

　翔子先輩の言葉に若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚おぼえる。後こう継けい者しやゲームより優ゆう先せんするべきゲーム制作など、一桁デイジツトナンバーにあるのだろうか？

　しかしその疑ぎ問もんに考える余地も与えず、翔子先輩は説明を続ける。

「兄の携帯で天下統とう一いつすれば兄が後継者に選ばれる。私は天下統一をした暁あかつきには藤とう堂どうコーポレーションのナンバーツーのポジションを得ることを契けい約やくに、この携帯を譲ゆずり受うけたのよ。いわゆる代理プレイね」

「そんな裏うら技わざがあったなんて……」

　手段を選ばない翔子先輩らしいやり方だ。彼女は一度のゲームオーバーで諦あきらめるような人間ではなかったのだ。

「私の使い捨てのアカウントを二体倒したくらいで良い気にならないでね。アルファベットはＡからＺまであるのよ」

　そういって彼女はトランクを開けた。そこにあったものは──携けい帯たい、携帯、携帯。

　赤、青、白……色とりどりの携帯がビッシリとトランクに詰つめられている。それぞれの携帯には名な札ふだが貼はられている。沈しずめられた疫やく病びよう神がみＢ、沈められた疫病神Ｃ……二十六の携帯だ。

（まさか、この機き種しゆ一つ一つに高レベルまで鍛きたえたデータが眠ねむっているのか）

　一体彼女はどれだけのお金をワロスへと費ついやしたのだろうか。ゾッとする。

「これが私の力。二十六の刃やいばが常つねにあなたたちを襲おそい続つづける！」

　二十六刀とう流りゆう……。しかも何度倒しても彼女は携帯電話を補ほ充じゆうできるのだ。圧倒的な財力と、それだけの投資をできる覚かく悟ごがあるからこそできる戦術だ。

　何度倒しても蘇よみがえる怨おん霊りよう……その姿を彼女は体現しているかのようだった。

　口を開いたのは天あま音ね先せん輩ぱいだった。

「翔しよう子こ。そこまで闇やみに染まっていたんだな」

　その言葉はどこか悲しみを帯おびているように聞こえた。元親友に対する憐れん憫びんの情だろうか。

「悪いことじゃないわ。私のような廃はい課か金きん者しやは全ユーザーの三パーセントにも満みたない。でもワロスの貴き重ちような収入源は私のような廃課金ユーザーだと忘れないで。無課金の雑ざ魚こユーザーなんて、廃課金ユーザーの優ゆう越えつ感かんを満たすためだけに存在する駒こまに過ぎないのよ」

　翔子先輩は悪びれることもなく、自分の闇の力を誇ほこる。だが天音先輩は鋭するどい表情で彼女を糺きゆう弾だんする。

「ただの闇の力じゃない。あれだけのパラメータのアバターを量産するためにはＲＭＴ業者も雇やとったな」

「あーるえむてぃー？」

　知らない単語についつい僕は質問をしてしまう。新あら手てのアイドルグループＲＭＴ48だろうか？　と思ったら全然違ちがった。

「ＲＭＴ。リアル・マネー・トレーディングの略だよ」

　小こ梅うめがこっそりと説明してくれたが、その口調は忌いまわしいものを口にするようだった。

「ゲーム内の硬こう貨かとリアルマネーでの取引のことで、最近では現金をもらう代わりにレベル上げ代行やレアアイテム交換などを行う業者全ぜん般ぱんを差すんだ。一般にゲーム運営企業の定めた利用規き約やくに違反した不ふ正せい行こう為いだよ！」

　小梅の告発に翔子先輩は悪びれた様子もなく笑った。

「不正行為だなんて人聞きが悪いわ。ＲＭＴはもともと時間のない社会人がお金でプレイ時間を買った行為から始まった、需じゆ要ようと供きよう給きゆうが個人間で成立した正当な商売よ。実際、ゲーム内の課金よりも遥はるかに良心的な値ね段だんだったわ。たった一万円を払はらって二十時間待つだけでレアカードが山ほど手に入るわ」

　携帯の機種を買い、ＲＭＴ業者に育成を頼んで……彼女が使った膨ぼう大だいな闇の力を思うと僕は恐怖で震ふるえ上あがる。

　天あま音ね先せん輩ぱいは翔しよう子こ先輩をまっすぐに見つめ、ＲＭＴを否ひ定ていする。

「ＲＭＴで支し払はらわれたお金はワロス運営側には還かん元げんされない。そんなことを繰くり返かえしてれば、ワロスのサービスは成長しないぞ」

「ワロスのサービスなんてどうでも良いわ。私はゲームを楽しみたいんじゃない。ゲームに勝ちたいのよ」

　翔子先輩は感情を込めない冷たい口調で天音先輩の言葉を遮さえぎった。

「天音ちゃん。私は本当にあなたに感かん謝しやしているのよ。あなたのおかげで私は完かん璧ぺきになれた。強敵なあなたは、いつも私を成長させてくれる」

　翔子先輩と天音先輩。互いを認めながらも憎にくみあう、奇妙な関係だ。

「長く勝利し続けることで忘れていたこの世界の根こん本ぽん原げん理り、敗者は全すべてを失う。私は慢まん心しんしていた。勝負に対する認にん識しきの甘あまさを思い知ったわ。あの時、私は負けてどれだけ惨みじめな気持ちになったことか。後こう継けい者しや候こう補ほの資格を失った私は、心しん臓ぞうを止めた死者も同じよ」

　彼女が不死者を模もした軍ぐん勢ぜいを作ったのは、僕らに恐怖心を植うえ付つけるためだけではなく自分への戒いましめなのかもしれない。

「もう私は慢心しない。負けない、勝って私の心臓を取り戻す！」

　彼女はいつもどこか余裕を感じさせ優ゆう雅がに振ふる舞まっていた。しかし今の彼女は違う。翔子先輩は今までにない凄すごみがある。強い執しゆう念ねんのようなものを感じる。

　先の敗北が彼女を根本的に変えたのだ。天音先輩は変わり果てた彼女を見て、悲しそうに言った。

「あの頃ころからずっと、今も一人で戦い続けているんだな。誰だれよりも大きな同どう盟めいを組んだ時も仲間を駒こまとしか見なかった。私のことも……」

「王には寄より添そう人間など不要。私たち一桁デイジツトナンバーは常つねに孤こ独どく。隣となりあう数字なんていらないのよ！」

　今の翔子先輩にはどんな言葉も届かなかった。狂きよう気きと執念に突き動かされるアンデッドを僕は連想した。

「それは違ちがうよ」

　誰もが答えられずに沈ちん黙もくしている中、静せい寂じやくを破ったのは小こ梅うめだった。

「私もずっとゲームは勝つことが全てだと思ってた。自分以外はみんな敵で、負けたら何の意味もないんだって」

　元一桁デイジツトナンバーだからこそ、小梅には翔子先輩の気持ちが分かるのかもしれない。

「でも、今のみんなでゲームをしている方がずっと楽しい。あなたは勝利を求めるあまりゲームの本質を見失ってる」

　僕は不ふ眠みん王おうとしての小梅を知っていただけに、彼女の口から楽しいという言葉を聞けて胸むねの奥おくが熱くなるのを感じた。

　でも翔しよう子こ先せん輩ぱいは興きよう味みなさそうに小こ梅うめを見下ろす。

「何も背せ負おってないあなたに、一桁デイジツトナンバーの気持ちは分からないわ」

「分かるよ」

　小梅は強い言葉と共に翔子先輩の言葉を遮さえぎった。

「私は元一桁デイジツトナンバー。ナンバーセブン、不ふ眠みん王おう」

　その告白に翔子先輩の目が大きく見開かれる。不眠王は勝利のために徹てつ底ていして正体を隠かくして来た。情報収集に長たけた翔子先輩でさえも、その正体を摑つかむことはできなかったのだろう。

「あなたが……」

　全すべてをゲームに賭かけてプレイする翔子先輩の姿は、嘗かつて勝利のために不眠で戦い続けた王の姿を彷ほう彿ふつさせる。小梅はそんな過去の自分を翔子先輩に重ねているからこそ、届けたい想おもいがあるのかもしれない。

「勝利だけを目め指ざして全てを犠ぎ牲せいにするプレイは辛つらいよ。起きているのにずっと悪い夢を見ているかのように、いつだって安らげはしない。あなただって、独ひとりでずっと勝つためにゲームをプレイして本当は辛いはずだよ」

　翔子先輩の表情が一いつ瞬しゆんだけ曇くもるのを僕は見み逃のがさなかった。同じ立場の小梅の言葉だったからこそ、その言葉は確かに彼女へと届いたのだ。

　翔子先輩はとても冷たい目で誰だれにともなく呟つぶやくように言った。嘆なげきの声が喉のど元もとから漏もれたかのようだった。

「辛さなんてとっくの昔に忘れたわ」

　そして表情に強い敵意が戻る。手を差さし伸のべた小梅に対する明確な拒きよ絶ぜつだった。

「私は不眠王をそれなりに認めていたのに、ガッカリだわ。負けてあなたに何が残ったというの？　私はあなたのような負け犬にはならない」

　負け犬と侮ぶ辱じよくされたが、小梅は反はん論ろんしなかった。翔子先輩はもう言葉では止まらないことを察したのだろう。

　翔子先輩は壊こわれた人形のように笑いながら言いきった。

「私はこの心しん臓ぞうが止まるまで、さらなる計けい略りやくでいずれあなたを追いつめる。天てん下か統とう一いつの悲願を果たすまで、無限に戦い続けるわ」

　一いつ切さいの迷いのないその表情を見ながら僕は悟さとった。真しんに恐ろしいのは課か金きんに費ついやせる財力でも、知ち略りやくに長たけた戦術でもない。その恐ろしい執しゆう念ねんだ。

　なんという覚かく悟ごだろうか。

　僕にはそれだけの覚悟がない……。

　翔子先輩と天あま音ね先輩は睨にらみあったまま一歩も動かない。お互いに本気だ。

　このままでは本当にどちらかが破は滅めつするまで戦い続けることになってしまう。元々は親友だった二人がこんなにも争うだなんて、そんなのあんまりだ。

　無力な僕は二人の間に割って入ることはできない。でも、僕にもできることは何かがあるはずだ。きっと、何かが。




　　　　＊＊＊




「嫌いやだわ。少し興こう奮ふんしすぎてしまったわ」

　長く喋しやべったことで疲つかれたのか、彼女はソファに座って一息ついた。表情は気品に満みちた穏おだやかなお姉さんスマイルに戻っている。

「あ、お茶をどうぞ」

　僕は来客をもてなすよう、ウーロン茶を入れた。いま、僕にできること……それはお茶を出すことだ。

　翔しよう子こ先せん輩ぱいは今までの昂たかぶりをおさめ、優やさしいお姉さんの口調で語りかける。

「さて、本題を言うとね。あなたたちには負けを認めてほしいのよ。私の戦術もお金がかかるわ。できるなら、無む駄だなコストを支し払はらうことなく勝利をしたいじゃない？」

　その優しい口調を聞いていると、その提案を吞のんだ方が良いような錯さつ覚かくを覚おぼえてしまうから怖い。

　まさに飴あめと鞭むち。この緩かん急きゆうこそが彼女の得意の交こう渉しよう術じゆつなのかもしれない。

「このまま勝ち目のない戦いを続けてお互い疲ひ弊へいするよりは、素直に負けを認めてくれた方がお互いにメリットがあると思うのよ」

　僕はここに来て彼女がわざわざ自分の戦せん略りやくを説明した意い図とを理解した。翔子先輩がどんなに大きな戦力を得ても、七大罪セブン・ギルテイとの戦争が始まれば彼女も戦力が消しよう耗もうされる。彼女は圧倒的な勝利のビジョンを見せることで、無血勝利をしようと言うのだ。

　天あま音ね先輩は冷たく言い放つ。

「まだ負けが決まった訳わけじゃない。数と兵力の圧倒的な差は、戦術で覆くつがえすことだって可能だ」

　しかし言葉とは裏うら腹はらに表情には余裕が感じられない。誰だれよりも先を見通せる彼女だからこそ、状況が良くないことを理解しているのだろう。証しよう拠こに携けい帯たいの中のムスメは、

『あうう、どうしましょうか領りよう主しゆさま。絶体絶命すぎますー』

　と涙なみだ目めだった。

「そうね。いきなりこんな話をされても感情的にも納得しづらいわよね。返事はすぐにじゃなくて良いわ」

　彼女はニッコリと笑った後に、鋭するどい目で天音先輩を睨にらんだ。

「どうしてこの土日があなたたちが勝つ最後のチャンスだったかは明日になれば分かる。真しんの闇やみの力は平日の日中にこそ活いきる。光が強ければ強いほど、闇は濃こくなるのよ」

　意い味み深しんな警けい告こくだった。闇の力を操あやつる彼女にしか思いつかない戦術でもあるのだろうか？

　彼女はその言葉だけを残し去って行った。夜の闇やみへと溶とけ込こむように、遠ざかる彼女を引き止められる者はいなかった。
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　翔しよう子こ先せん輩ぱいの圧倒的な戦術と勝利宣言にテンションを下げられた僕らはすぐに解散した。

　みんな、それぞれ考えたいことがあったのだろう。

　翔子先輩は目的を果たすまで、それこそ怨おん念ねんに取とり憑つかれた死者のように無限に戦い続けるだろう。なんて厄やつ介かいな敵だろうか。

　翌日。僕らはダーク・メランコリック・ポイズンのお茶会へと参加していた。

　翔子先輩から誘さそいを受けていたのだ。彼女は自分の力を示して僕らの敗北を促うながそうというのだろう。

「敗北を認める気はさらさらないが、これも敵を知る良いチャンスだ。朝早いのが辛つらいが……」

　ダーク・メランコリック・ポイズンのお茶会は始業三十分前に翔子先輩の教室で行われるようだ。

　常つねに寝ね不ぶ足そくで深夜ギリギリまでワロスをプレイする僕らにとって、朝早くに登校するという発想はなかったので盲もう点てんだった。

　久しぶりの早起きで、重たい瞼まぶたをこすりながら僕らはお茶会の場へと行った。どうやら教室には既すでにダメポのメンバーが集まっているようだ。そのメンツを見て凄すご井い君がコメントする。

「あれは……貴き族ぞくと呼ばれているグループだ。自分の家いえ柄がらにプライドを持ったいけ好かない集団さ」

　どうやらあまり良い印象を持っていないようだ。貴族と呼ばれた彼らは身だしなみもしっかりしていて、礼れい儀ぎ作さ法ほうなども大変しっかりしているようだ。

　僕らはお茶会に加わるのも気が引けたので、周囲に座ってお茶会の様子を見学することにする。ほどなく、お茶会の開始時間と共に翔子先輩がやってきた。

「おお、我われらが盟めい主しゆ。今日も麗うるわしい。ダンケシェーン」

「さすがは翔子様。一流のレディだわ。オ・ルヴォワール」

　なんか上品な挨あい拶さつが行いき交かっている。翔子先輩はそんな彼らを満足げに一いち瞥べつする。

「皆さん。先週は多くの侵しん略りやくをありがとうございます。おかげで今週の勢力ランキングでは我々ダーク・メランコリック・ポイズンがダントツの一位です」

　彼女の言葉に歓かん声せいがあがる。メガネをかけてる者は例外なく手でクイッとした。

「さて、今週の成果をお聞きしましょうか」

　翔子先輩の言葉を受けて、一番端はしに座っていた男が起立する。

「ふっ。ミーは今週は二つのチームを残ざん滅めつしました。消費した闇の力は、これです」

　彼はそういって三本指を立てた。その指を見て、ダメポのメンツは歓かん声せいをあげる。

「おお、そんなに！」

「ふふっ。今週は沢たく山さんお金を使ってしまって困りますよ。ほんと困ります。ふふっ」

　しかし言葉とは裏うら腹はらにちっとも苦しそうではないのだ。僕は中間テスト間近で「いやー、オレ三時間しか寝ねてねーわー」とか誇ほこらしげに語るクラスメイトを連想した。

　ダメポが順調なのは悔くやしいが、バトルロワイヤル形式のこのゲームで他勢力を削けずってくれるのはありがたくもある。しかし天あま音ね先せん輩ぱいが気にしたのは残ざん滅めつした勢力ではなく、彼らが立てた三本指の方だった。彼女は険けわしい表情で見つめ言う。

「危険な状じよう態たいだ。恐らくあれは……課か金きん額がくを自じ慢まんしているんだ！」

「な、なんだってー！」

　闇やみの力を禁きん忌きとしている僕には理解できない発想だった。

「彼らにとって費ついやした闇の力はステータスに過ぎないんだ。見ろ、彼らの優ゆう越えつ感かんに満みちた恍こう惚こつとした表情を！」

　ダメポはみんな課金額を競きそいあっているように見える。お互いを褒ほめあいながらも、内心では自分の方が上だと主張したくて仕方ないようだ。そんな彼らを束たばねる翔しよう子こ先輩は、圧倒的な闇の力を示していた。

「翔子先輩は……ええ！　まさか、そんなにも」

「さすがは課金王。我われ々われとは文字通り桁けたが違う」

　翔子先輩の課金額をダメポのメンバーは一いつ斉せいに誉ほめ称たたえる。ワロスのシステム上には存在しない称しよう号ごうだが、どうやら彼女は課金王と呼ばれ敬うやまわれているようだ。

「いやあ。翔子さんにはとても素敵なゲームを紹しよう介かいしていただいて感かん謝しやの言葉もありません。平民たちの努力を闇の力で蹴け散ちらす快感……ワロスは僕らの優越感を満たしてくれる」

「少しレアリティのあるアクセサリーをアバターにつければ簡単に羨せん望ぼうを得えられる……自分たちのステータスを示すには格かつ好こうの場だわ」

　なんだか僕の知ってるワロスと違ちがうゲームみたいだ。

「どうやらダメポは費やした闇の力に応じて階級を与えているようだな。闇の力を使うほどに羨望が得られる……彼らは自分のプライドを満たすために喜んで課金をするわけだ」

　翔子先輩は貴き族ぞくたちのプライドをうまく利用してグループを作り上げたようだ。

「ダーク・メランコリック・ポイズン……彼らは毒を使う集団じゃない。闇の力に毒された者たち……課金中毒者たちの集まりだ」

　僕は以前に天音先輩がランク分けした課金者のリストを思い出した。ダメポのメンバーはみんなが悪夢の戦士ナイトメア・ソルジヤー以上。翔子先輩に至いたっては限界突破ノー・リミツトに至った可能性すらある。

　ダメポのみんなが紅茶を飲み終えた時、翔子先輩は指し令れいを下す。

「今週の標ひよう的てきは七大罪セブン・ギルテイ。一いつ切さいの課金を使わず根こん性じようや戦せん略りやくだけで乗り切ろうとする集団よ。彼らに闇やみの力こそが最強という現実を、教えて差し上げましょう」

　彼女の言葉を受けてダメポに歓かん声せいがあがる。どうやら士気は上々のようだ。

　話を聞く限り今までダメポはあらゆる勢力に侵しん略りやくを仕し掛かけていたようだ。それが今週、七大罪セブン・ギルテイに標ひよう的てきを絞しぼり襲おそいかかってくる。多くの闇の力に染まりし者が次々と挑いどんでくるのだ……絶望に顔を曇くもらせる僕らに、翔しよう子こ先せん輩ぱいは愉ゆ悦えつに満みちた表情でやってくる。

「ふふっ。どう天あま音ねちゃん？　これが私の新あらたなる力。ダーク・メランコリック・ポイズンよ。少しは降こう参さんする気になったかしら？」

「闇の力に頼りきったプレイヤーになんか負けない。私たちは長年の修しゆ行ぎようで得たプレイヤースキルがある」

　長年の修行……僕がソーシャルゲームをやり始めたのは先月からなのでちょっと肩かた身みが狭せまい。心しん眼がんは使えるようになったけど、刹せつ那なはまだ使えないし。

　翔子先輩は天音先輩の反はん論ろんにも余裕の表情で答える。

「確かに彼らは心眼も刹那も使えない素人しろうとたちよ。けれどね、あなたたちもプレイヤースキルが使えなくなれば条件は一緒になるわ。これから私の新たなるプレイヤースキル、心眼封ふうじを見せてあげるわ」







　僕らがプレイヤースキル心眼封じの脅きよう威いを知ったのは朝のホームルームだった。

「ホームルームを始めるぞー」

　担たん任にんの金きん髪ぱつ先生の言葉と共にホームルームが始まる。出欠が終われば休み時間だ……と思っていたが今日はどうやら連絡事じ項こうがあるらしい。

　金髪先生は黒板に「愛」という字をデカデカと書いていた。「愛という字はー」の言葉から説教が始まる。

「実はとある生徒からタレコミがあってな。近ちか頃ごろは授業中に携けい帯たいゲームをいじっている不届き者が多いらしい」

　ドキリ、と思わず動どう揺ようが表情に出てしまう。

「片手をポケットか机つくえの中に入れて携帯を操そう作さする手口だそうだ。すまないがこれからそういった生徒を見かけたら携帯を操作していないか確認させてもらう」

　これが心眼封じ……。まさか学校中のソーシャルゲーマーを巻まき込こんだ作戦に出るとは意外だった。

　翔子先輩は普ふ段だんは猫をかぶってるので素そ行こうが良さそうだ。優ゆう等とう生せいの密みつ告こくなのだから教きよう師したちはすぐに信じたことだろう。

　ホームルームが終わるや、凄すご井い君と寧ね々ねが寄ってくる。

「まずいぜ。これが心眼封じ。これじゃ私たちは授業中にワロスをプレイできないぞ」

　放課後までパラメータ上げを一いつ切さいできないとなると中々に痛い。

「それだけじゃないブヒー。敵は闇やみの力、それもＲＭＴ業者を使ってる。たとえ平日の授業中でも代理プレイを頼めば、俺おれたちが身動きできない間も全力で戦えるわけブッヒヒー！」

「あっー！　そういうことか……大ピンチじゃないか！」

　僕は思わず絶望的な悲ひ鳴めいをあげた。

　翔しよう子こ先せん輩ぱいが言っていた真しんの闇の力。僕らが授業中に身動きできない間も、彼女は全力で僕らを攻こう撃げきすることができるのだ。

「先輩に相談しないと」

　僕が携けい帯たいを取りメールを打とうとしたまさにその時、携帯が強くバイブする。

　天あま音ね先輩からだろうか？　そう思い画面を見たが表示された文字を見て思わず表情が曇くもる。

　それはワロスからのアラートだった。





　敵軍が近づいています！　到着まであと十五分です。






　ダメポの襲しゆう撃げきだ。

　敵軍の規き模ぼはどのくらいだろうか？　兵力の構成は？　何よりも敵が所持しているカードが気になる。

　武ぶ将しよう召しよう喚かんして応戦しようと携帯を操そう作さする。しかしそんな僕を寧ね々ねが制する。

「芝しば居い。もうすぐ先生が来る。ここは悔くやしいけれど、携帯をしまうんだ」

「でも！」

　反はん論ろんの言を紡つむごうとしたら首元を冷たい風が撫なでる。刹せつ那なの出で来き事ごとで目にも留とまらなかったが、僕の首元には竹刀しないが当てられていた。

「携帯を奪うばわれたら私たちは終わりだ」

　寧々の言葉に冷静になる。彼女の言う通り、悔しいがここは携帯をしまって授業を受けるしかない。悔しいのは僕だけじゃない。寧々も凄すご井い君も歯がゆい思いをしているのだ。

　授業中の五十分。僕らは一方的に攻撃を受け続ける。

　どれだけ戦力が削けずられるか想像もつかない。最悪、ゲームオーバーもあるかもしれない。
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　僕ら七大罪セブン・ギルテイは緊きん急きゆう会かい議ぎを開くことになった。

「このままじゃ負けちゃうブヒー。せめて看かん板ばん娘むすめちゃんだけでも避ひ難なんさせないと」

　凄井君の中に眠る野や生せい豚ぶたの勘かんも、この状じよう況きようがいかに危険であるかを察知しているかのようだ。

「このままじゃそう長く持たないよ。うーん、どうすれば」

　小こ梅うめが唸うなりながらシャドウボクシングをする。僕はパンチが被ひ弾だんしないようにと身を伏ふせた。

「なにか、なにか良いアイデアはないだろうか」

　今度は寧ね々ねが唸りながら竹刀しないで素す振ぶりを始める。僕は斬ざん殺さつされないよう必死に転ころがりながら避さけた。この部室……安全地帯が少なすぎる。

　僕がゲームだけでなくリアルでもゲームオーバーになりかけていた時、口を開いたのは天あま音ね先せん輩ぱいだった。

「こうなったら、まだ開発段だん階かいだが新あらたなるプレイヤースキルを使うしかないな」

　どうやら彼女には秘ひ策さくがあるようだ。

「禁きん断だんのプレイヤースキル、死神の許可証ライセンス・オブ・デスだ」

「おお、なんか凄すごく強そうで格かつ好こう良い技名です！」

　僕の歓かん声せいに天音先輩は少しだけ口元が緩ゆるんだように見えた。しかし照てれ隠かくしなのか、彼女はすぐに澄すました表情に戻す。

「この技を使えば授業中でも画面を見ながらワロスをプレイすることができる」

「「おお！」」

　心しん眼がんのさらに上位のプレイヤースキルだ。授業中も常つねに画面を見れるとなれば、四六時中戦うことができるじゃないか！　それはハイ・ジンを目め指ざす僕らにとって垂すい涎ぜん必ひつ至しの夢のような技だった。

「強力な技ゆえに、リスクも大きい。失敗すれば……我われ々われの命とも言える携けい帯たい電でん話わを教きよう師しに没ぼつ収しゆうされる恐れがある」

「「な、なんだってー」」

　教師に携帯を取られること。それはソーシャルゲーマーにとって死に限りなく近い絶望だ。

「死神の許可証ライセンス・オブ・デスはリスクも多い。内ない申しん点てんが下がり、下へ手たすれば痛い拳げん骨こつを食らうリスクもある……その覚かく悟ごがある者にだけ、このプレイヤースキルを授さずけようと思う」

　あまりにも恐ろしいリスクに、僕らはみんな己おのれの心に覚悟を問いかけた。

　一番初めに返事をしたのは小梅だった。

「私はその技を習得したい。不ふ眠みん王おうの称しよう号ごうも得られず、非ひ力りきな自分を私は許せない」

　そして彼女の言葉を皮切りに、僕らは次々と技の習得をする意思表明をした。みんな、同じ気持ちだった。

「私は良い仲間を持った。死神の許可証ライセンス・オブ・デスに必要なのは……これだ！」

　彼女が取り出したのは一冊の教科書だった。

「もしかして、許きよ可か証しようと教科書をかけてるんですか？」

　僕の疑ぎ問もんをスルーして先輩は続けた。

「この教科書に挟はさむようにして携帯を持つのだ。そうすれば、授業中でもワロスをプレイし放ほう題だいだ！」

「「おお、その手があったか！」」

　なんてシンプルな……。たまに授業中、教科書にマンガを挟はさんで熟じゆく読どくしてる勇者がいるけれどそれをソーシャルゲームに応用しようと言うわけか。

「大切なのは意い識しきの半分を常つねにリアルにも向けることだ。教きよう師しが近づいて来たら、急いで他のページで携けい帯たい電でん話わを隠かくすのだ」

「これが心しん眼がんを超こえるプレイヤースキル……ふふっ、死しに神がみの名を冠かんするだけあって恐ろしい技ね」

　小こ梅うめも感心しているようで何よりだ。

「では、これより放課後までは死神の許可証ライセンス・オブ・デスで乗り切るぞ！　解散！」

「「はーい」」
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　次の休み時間。僕らは再び七大罪セブン・ギルテイ緊きん急きゆう会かい議ぎを開くことになった。

「うまくいくと、思ったんだけどね」

　ボソリと凄すご井い君が言った。

　禁きん断だんのプレイヤースキル、死神の許可証ライセンス・オブ・デスには致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあった。それは実じつ践せんをしてみて初めて気づくことだった。

「ああ、全まつたく授業が耳に入らないんだ」

　いつ教師に携帯を見つかるかもしれないという恐怖。ワロスでの戦せん闘とうの複ふく雑ざつな指示をしながら授業も同時に聞くのはほぼ不可能に近かった。

「無念だが死神の許可証ライセンス・オブ・デスは封ふう印いんをしよう。我われ々われソーシャルゲーマーは文ぶん武ぶ両りよう道どうを貫つらぬくべきだ」

　天あま音ね先せん輩ぱいは苦く渋じゆうの決断をくだした。自分だけならばともかく、僕らの成せい績せきまで下げてしまうことはしのびなかったのだろう。

　敗北が近づいているのを感じ、誰だれもが辛つらそうにゲームをプレイしていた。

　心が折れそうになる僕らに、我らが盟めい主しゆが激げき励れいをする。

「今は防戦して耐たえるしかない。それにダメポにとってはオワタの第三勢力も決して無視できないはずだ。彼らも三さん国ごくのパワーバランスが崩くずれる瞬しゆん間かんを静せい観かんしているだけとは考えにくい」

「なるほど。長く粘ねばることで、想定外の『何か』が起こるかもしれないわけですね」

　しかし、今は見えない『何か』を期待すること。それは現状を打開する策さくがないことを示していた。僕らはゲームオーバーのギリギリまで追いつめられていた。

　第三勢力のオワタに関しては依い然ぜんとして正体が摑つかめない。大きな力を持っていながらも、その姿を見た者が誰もいないのはどういうことだろうか？

　結局何の代だい替たい案あんも思いつかないまま会議は終了になってしまった。次の授業中もずっと攻こう撃げきを受け続けるかと思うと僕らの足取りは重かった。ゆっくりとだが確実に、闇やみの力が僕らを蝕むしばんでいる。

　本格的な戦争になって気づいたことがある。自分がいかに戦力外かということだ。

　チキンランで逃げ回っていた僕は兵力が一向に上がらない。僕より後に始めた小こ梅うめとも大きく戦力で差をつけられている。この激げき戦せんで僕にできることはとても少ないのだ。

　トボトボとした歩調で教室を出ようとした時、僕を呼び止めたのはベルフェゴール先生だった。

「フンドシの忠ちゆう太た君よ」

　彼は相変わらず僕を憤ふん怒ぬではなくフンドシだと思い込んでいる……本当に天然なのだろうか？

「君に話があるのじゃ」

　そう言って彼は腹はら巻まきの中をモゾモゾといじりだした。ああ、相変わらず暖あたたかそうなお手て……と見守っていたら、腹巻きから携けい帯たい電でん話わが出てきてビックリした。

「ま、まさか先生はずっと腹巻きの中に携帯を隠かくしてプレイしていたのですか！」

　盲もう点てんだった。いつもぼーっとしているように見えて、先生はずっとワロスをプレイしていたのだ。

「ふっふっふ。これぞプレイヤースキル、腹巻きじゃ！」

　腹巻き！　……凄すごく、そのまんまだ。

　何度か彼をハイ・ジンではなくただの俳はい人じんではないかと疑うたがっていたが、もしかしてこの御お方かたは本当にハイ・ジンなのかもしれない。ベルフェゴール先生……いや、ベルフェゴール老ろう師しとこれからは呼ぶべきかもしれない。

「四六時中ゲームをプレイしたおかげで、ワシも王の称しよう号ごうを手に入れたぞい。その名も……畑王じゃ！」

「畑王！」

　ノリで大きなリアクションを取ったが……なんとも言えない王だ。へたれ王が言っても説得力はないかもしれないけど。

「二百時間を農業だけに費ついやした農業マニアが得えられる称号じゃ」

　なんと……ほんとベルフェゴール先生はずっと農業ばかりやっていたのか。

「残念ながらスキルは非ひ戦せん闘とう向け。農業で神クラスの野菜を作り出せるだけの能力じゃ。究きゆう極きよくのトマトを作り出せるのは、畑王の称号を持つワシだけじゃ」

　そう言ってベルフェゴール老師はドヤ顔でチラチラと僕のリアクションを窺うかがっていた。

　資金面の充じゆう実じつは非常にありがたいが、残念ながら戦闘で役立つとは言いがたい。僕のへたれ王の称号と同じように、外はずれの部類に入る使いにくい称号なのかもしれない。

　ゲームオーバーの危き機きにある今、トマトを作ってる場合ではないのだ。

「正直に言えば……ちょっと使いにくい称しよう号ごうですね」

「じゃが、こんな王の称号でも使い道はある」

　ベルフェゴール先生の目がキラリと真剣な光を宿す。どうやらここからが話の本ほん題だいらしい。空も空気を読んだのか、急に暗雲が立ちこめて辺りが暗くなる。予よ報ほう外はずれの雨のようだ。

「君のアバター、シヴァでワシのアバターを殺すのじゃ」

　絶妙なタイミングでピカッ、と稲いな光びかりが部屋を照らす。

　先生の言葉に僕は我わが耳を疑うたがった。

「何を、言ってるんですか？」

「どんなに扱いにくい能力だとしても、王は王。ワシを殺せば『王殺し』の称号が得えられるじゃろう」

　僕はベルフェゴール先生の言わんとすることをやっと理解した。王殺し……それは翔しよう子こ先せん輩ぱいが心から欲していた強力な称号だ。

「王殺しの称号を得れば全能力が上じよう昇しようし、さらに王に対してクリティカルなダメージを与える特性を手に入れる事ができる。今後の激げき化かする戦争で大きな役に立つじゃろう」

　先生は得られる強大な力について丁てい寧ねいに説明をする。でも、僕にはその半分の言葉も頭に入らない。

　これは今までベルフェゴール先生が注そそいでくれたお茶の中でも最もつとも苦にがいお茶だ。そう、そのお茶の名前は……。

「無茶ですよ！　僕にはそんなことできません！」

　僕はちゃぶ台をひっくり返す勢いきおいで反対する。

「遠えん慮りよはいらない。味方を殺すことに心理的な抵てい抗こうがあるかもしれんが、ワシ自身がこの命を差し出すと言っているのじゃ。これは裏うら切ぎりではない」

　そう言ってベルフェゴール先生は優やさしく微ほほ笑えんだ。

「何よりも、ワシの力ではダメポには勝てぬ。今のままでは敵に王殺しの称号が渡ってしまうリスクがあるのじゃ。足手まといにはなりたくないのう」

　先生から頼みごとをされるなんて初めてだ。僕は先生のために、その望みを叶かなえてあげるべきなんだろうか。

　足手まといになりたくない。その気持ちは痛いほど分かった。

　だけど僕の答えは決まっていた。

「僕にはできません」

　今度の答えは苦くるし紛まぎれの逃とう避ひではない。ちゃんと考えた上で出した答えだった。

　それは己おのれの手を汚よごすことができない弱さかもしれない。例たとえそうだとしても、僕の心にもう迷いはない。

「戦争では勝つことが全すべてだと翔子先輩は言ってました。確かに負けてしまえばどんな正義も主張できないかもしれません。人を救うには、まず何よりも先に勝利をしなければいけない」

　けれど何かがおかしい。僕はそんな疑ぎ念ねんを抱かずにはいられない。

「でも、こうやって犠ぎ牲せいを積つみ重かさねて得えた天てん下かで本当に人は笑って暮くらせるのでしょうか？　僕は手に入れたモノの大きさよりもなくしたモノの大きさが気になってしまいます」

　それに、僕が先生を手にかけるのを躊ちゆう躇ちよした理由は至いたってシンプルだ。

「僕はまだ先生とも一緒にゲームをしたいんです。せっかく仲良くなれたのに、もう一緒にゲームができないなんて嫌いやですよ」

　言うべきことは言った。自分の提案を却きやつ下かした僕を、ベルフェゴール先生は怒るだろうか？

　ベルフェゴール先生は僕の表情をじっくりと観かん察さつする。

「ワシの提案を、園その田だ翔しよう子こ君なら何の迷いもなく引き受けただろう。彼女は目的のために全すべてを犠牲にする覚かく悟ごを持ってる」

　彼女にはその力がある。でも、僕にはない。

「そしてワロスのゲームプロデューサーであるトウタクもまた、同じく己おのれの手を何の迷いもなく血に染めただろう」

　トウタクという言葉に思わず反応する。彼は天あま音ね先せん輩ぱいや小こ梅うめの父親だ。

「彼は夢を叶かなえるためならばどんな犠牲も積み上げた。その犠牲が、汐しお川かわ姉妹や天音君だ」

　ベルフェゴール先生はまるでトウタクの人ひと柄がらを知っているかのような口調だった。

「彼を、トウタクを知っているのですか？」

「トウタクは……藤とう堂どう卓たく也や君はワシが教きよう師しを務つとめて初めての教え子だった。非常に優ゆう秀しゆうな子で、当時から既すでにプログラミングが好きでいくつかのゲームを作っていた」

　そういえばワロス公式ページのインタビューでトウタクは母校の生徒を対象にβベータテストを実じつ施ししていると言ってたのを思い出した。まさかベルフェゴール先生と面めん識しきがあったとは驚おどろきだ。

「休み時間中も誰だれとも話さず、一人でゲームをするか本を読んでいたような、孤こ独どくな生徒だったよ」

　そういってベルフェゴール先生は遠い過去を見るような目をした。

「若かりしイケメンでガッツに溢あふれてモテモテだったワシは、なんとか彼の心を孤独から救いたいと思った。ゲームは一人でするものじゃない、皆で楽しくするものだと伝えたかった」

　ベルフェゴール先生の過去は相当うさん臭くさいけれど、トウタクの過去については聞く価値がありそうだ。

「教えてくださいベルフェゴール先生！　トウタクの正体に関することを！」

「うむ。あれは今から二十年も前のことじゃ……」

　天音先輩がずっと会いたがっていた父親の正体が分かる……僕は思わずゴクリと唾つばを飲んだ。

「二十年……それはあまりにも長い年月じゃった。時間はワシから若さを奪うばい、時代を変えた」

　先生は二十年という時の長さを嚙かみ締しめているようだ。まだ十六年しか生きてない僕には想像もできない時間の長さだ。

「二十年前！　一体その時に何があったんですか！」

「二十年前……全すべてはそこから始まったと言えよう」

　僕は緊きん張ちようとともに生なま唾つばを飲む。ベルフェゴール先生は沈ちん黙もくの果てに、重い口を開いた。

「しかし二十年も昔のことなので、ぶっちゃけ覚おぼえておらんのじゃ」

　あ、そうですか。

「ワシは二十年前、孤こ独どくな彼の心を救うことはできなかった。もし今も彼が孤独の中にいるというならば、ワシは彼を救ってあげたいのじゃ」

　そう言うベルフェゴール先生の瞳ひとみに、僕は確かに彼がトウタクを思う絆きずなのようなものを感じた。

（ベルフェゴール先生はトウタクから個人的に検けん証しよう用よう端たん末まつをもらったと言っていた。今にして思えば『個人的に』という点は気になる。やはり、この二人の間には今も繫つながりがあるのだろうか……）

　思し案あんに暮くれる僕に、先生は優やさしく言った。

「今は劣れつ勢せいかもしれないが、信じれば奇き跡せきは起きる。この言葉を決して忘れぬことじゃ」

　彼の確信に満みちた言葉が何な故ぜか印象に残った。今の僕に奇跡を信じることはできないけれど、彼には何かが見えているのだろうか。







　そして奇跡も起きないまま、僕らは昼休みを迎むかえた。

　部室に集まったみんなの表情からも希望は見えない。まだ悪夢は続いているようだった。

　僕らは兵力を何度も削けずられ、かなりションボリしていた。だが、戦局を挽ばん回かいするチャンスは長時間プレイできる昼休みくらいしかない。僕らはやる気を出して天てん下か統とう一いつ部ぶに集合しプレイをしていた。

　しかしそんな僕らをあざ笑うように、高笑いと共に部室の扉とびらが開いた。

「おーっほっほっほ。ほっほーい。いい加減諦あきらめたらどうかしら、天あま音ねちゃん」

　勝利を確信した翔しよう子こ先せん輩ぱいだった。

　悔くやしいけれど何も言い返せない。課か金きんを最大限まで使った翔子先輩とダメポの力は圧倒的だった。正直、これが土日で正々堂々と戦える状じよう況きようであっても勝てるかは疑ぎ問もんだった。

　翔子先輩は寧ね々ねを見るや、歪いびつな笑みを浮かべた。

「そういえばあなたにはゲームオーバーにされた借りがあったわね。復ふく讐しゆうだなんて考えは非生産的で好きじゃないけれど、ついでだから雪せつ辱じよくは果たしておこうかしら」

「ぐぬぬ……まだ私たちは負けたわけじゃない」

　寧々も悔しそうにハンカチを嚙かむ。

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね。ならば素直に負けを認められるように、もう一いち段だん階かい課か金きんをさせてもらうわ」

　翔しよう子こ先せん輩ぱいは多くの携けい帯たいを取り出すと、両手を合わせ闇やみに祈いのりを捧ささげる。

「闇の力よ……今、代だい償しようを捧げん。敵を殘せん滅めつする剣けんの力を、脅きよう威いから身を守れる盾たての力を我われに与えたまえ」

　課金をするにはこんな儀ぎ式しきが必要なのだろうか？

「課金スイッチ、オーン！」

　彼女は声こわ高だかに宣言すると、多くの携帯を順にポチポチとボタンを押おし始はじめた。意外と地味な作業だ。

　だが、その瞬しゆん間かんだった。

　この場にいる誰だれも、翔子先輩さえも信じられぬことが起きた。それは僕らがずっと待ち続けていた『何か』が起こった瞬間だった。

　しかもそれは奇き跡せきと呼ぶにはあまりに禍まが々まがしく、希望より凶きよう兆ちようを予感させるものだった。

　突とつ然ぜん鳴なり響ひびく、耳を劈つんざく様々な電子音。

　その場にある全すべての携帯が振しん動どうしたのだ。

　僕、天あま音ね先輩、寧ね々ね、凄すご井い君、そして翔子先輩が持つ複数の携帯。

　あまりに突然の出で来き事ごとに、僕らは一言も発することができず固まってしまう。

（プレイヤー全共通の特とく殊しゆイベントでも起きたんだろうか。今はそれどころじゃないのに）

　僕らは嫌いやな予感を振ふり払はらおうと、画面に目を向ける。





　時期イベントが発生しました！




　イベント名　『蒼そう天てん　已すでに死す』

　ワロス世界の悪行ポイントが限界ポイントを超こえてしまいました。

　この世界はワロスの神によりリセットされます。





ワロス運営本部








「なんだこれ。イベントの終了条件や、達成報ほう酬しゆうが一いつ切さい書かれていないじゃないか」

　僕は思わず疑ぎ問もんの声をあげる。

　イベント開始の通知があったは良いが、これから何をすべきか一切の指示がないのは不親切に感じた。

「そもそもイベント名がよく分からないぞ……」

「蒼天已に死す、これは三さん国ごく志しの始まりの戦いとも言われる黄こう巾きんの乱らんで有名なセリフだ。平和な蒼あおい天は乱みだれに乱れ死んだも同然だ、という意味だ」

　寧ね々ねが解説をする。

「ワロスの世界をリセットする？　どういうことだ」

　僕がシリアスな顔でコメントをすると、天あま音ね先せん輩ぱいも乗ってくれた。

「これは緊きん急きゆうの作戦会かい議ぎの必要があるな！　みんな、今から図書館に調査しに行くぞ！」

「「「おー！」」」

　僕らは一いつ致ち団だん結けつし、みんなで夕日へ向かってダッシュをしかけたが──。

「お待ちなさい」

　呼び止めたのは翔しよう子こ先輩だった。

「興きようをそがれたけれど、まずは私たちの決着を付けるわよ。今は特とく殊しゆイベントなんてどうでも良いのよ」

　うう、ごまかせなかった。

　翔子先輩の操あやつるシズちゃんたちが剣けんを抜く。どうやら翔子先輩は意味不明な時期イベントは無視して、僕らを倒すことを決意したようだ。

　こうなったら応戦するしかない……この昼休み中に、少しでも敵の戦力を削けずってやる。

「我われに勝利をもたらせ……司し馬ば懿い仲ちゆう達たつ！」

　僕が決めポーズと共に召しよう喚かんの台詞せりふを言った、まさにその時だった。

　僕と翔子先輩の間に割って入るように、中央に魔ま法ほう陣じんが現れた。それは今までの武ぶ将しよう召喚で描かれる魔法陣よりも、ふた周りほど大きな陣を形成しているようだった。何よりも武将召喚は派は手でな虹にじ色いろのグラフィックなのに対し、これは闇やみのように黒い魔法陣だ。

「なんだこれ、武将召喚か？」

　誰だれかが呟つぶやく。

　僕の指はまだ召喚の最終確認のダイアログでＯＫを押おしていない。僕の召喚ではない。

「凄すごいよちゅーた！　まさかこんな秘密兵器を隠かくし持もってたなんて！」

　小こ梅うめが歓かん声せいをあげる。なので僕も次し第だいに自分が召喚をしたような気になってきた。

「いやあ、それほどでも。切きり札ふだを最後まで取っておくのは軍ぐん師しとして常じよう識しきかな」

　魔法陣の周辺に雷かみなりが打たれ、周囲には荒あれ狂くるう風が生じる。

「芝しば居い君……ちょっとやり過ぎじゃないか？」

　凄すご井い君が控ひかえめに咎とがめる。

　天音先輩だけは冷静に事象を観かん察さつしていたようだ。

「おかしい。ノーマルとレア武将の召喚は五ご芒ぼう星せい、ミラクルレアは六ろく芒ぼう星せいの魔法陣のはずだ。この魔法陣は……見たこともない七しち芒ぼう星せいだ」

　見たこともないグラフィック。

　その魔法陣の中心から現れたのは──。













　【第六章】　ゼロの希望







　魔ま法ほう陣じんから現れたのは黄金の甲かつ冑ちゆうを身にまとったアバターだった。

　プレイヤー名 Zero 。おお、ワロス運営本部の方か。いつも運営ご苦労様です。

「乙おつ・エロさんちぃーっす！」

「こんにちブヒー。乙・エロさん！」

　僕と凄すご井い君が愛あい想そ良く挨あい拶さつしたつもりだったが、乙・エロさんは不ふ愉ゆ快かいのアクションをした。な、何か気に障さわる事を言ってしまったのだろうか。

　隣となりを見ると天あま音ね先せん輩ぱいが表情を硬かたくしていた。

「忠ちゆう太た君。君は誤ご解かいしてる……君が乙だと思っているのはＺ。奴やつのプレイヤー名はゼロだ」

　いつも僕は乙・エロという衝しよう撃げき的てきな名前に気を取られていた。その真横にあるＩＤと称しよう号ごうに初めて目を向けてみる。

　称号は虚きよ無むの王、プレイヤーＩＤは虚無を示すゼロ。所属同どう盟めいは忘却されしオブリビアス・彷徨うワンダリング・死神タナトス。

「ま、まさか……」

「そ、そんなブヒィ」

　僕と凄井君は意外すぎる真実に驚きよう愕がくを隠かくせなかった。

「まさかあなたの名前は乙・エロさんじゃなくて、ゼロさんだったのか！」

「エロさんだなんて呼んですまないブヒィ！」

　僕らはダブル土ど下げ座ざのアクションで平へい身しん低てい頭とうして謝しや罪ざいした。冷静に考えてみればワロス運営者の方が公こう衆しゆう猥わい褻せつ罪ざいみたいな名前で世界を徘はい徊かいしているはずがなかったのだ。しかし、しかし日ひ頃ごろからエッチなことばかり考えていた僕らにはその発想はできなかった。答えが分かってみれば実に単たん純じゆんな心理トリックだ。

「違ちがうぞ忠太君。名前なんてどうでも良い……大切なのはＩＤがゼロだということだ」

　天音先輩が冷静に僕らにビシッとツッコミをいれた。流石さすがは先輩。芸人顔負けの完かん璧ぺきなツッコミだった。

　冷静になった頭でもう一度、敵の情報を見てみる。

「ゼロの一桁デイジツトナンバー！　まさか彼がオワタの盟めい主しゆ」

　今まで彼をソーシャル痴ち漢かんと思って先輩の視界から隠かくすことに必死で気づかなかった。僕らが倒すべき第三の勢力は常つねに近くにいたのだ。

『我われは忘却されしオブリビアス・彷徨うワンダリング・死神タナトスの盟主にして虚無の王。ゼロ』

　アバター名が乙・エロではなくZeroだと知ると、急に言葉に威い厳げんが感じられる。

「馬ば鹿かな、ゲームマスターが、オワタの盟めい主しゆだと。ゲームマスターが天下取りに参加するというのか！」

　乙おつ・エロ改め虚きよ無むの王は圧倒的な存在感で僕らの間に立ちはだかった。

「これはこれは。正しよう体たい不ふ明めいの一桁デイジツトナンバーさんが自みずからやってきてくれるだなんて光栄だわ」

　僕らはただビビるだけだったが、圧倒的な力を得えた翔しよう子こ先せん輩ぱいにはまだ心の余裕があるようだった。使い捨てのアカウントだからこそリスクもなく強気になれるのかもしれない。

「忘却されしオブリビアス・彷徨うワンダリング・死神タナトスはあなたのソロチームなのね。どうりで目もく撃げき情報が極きよく端たんに少ないわけだわ」

　彼女は虚無の王を冷静に観かん察さつする。

「一桁デイジツトナンバーは私の前に姿を現した時点でジ・エンドよ。とりあえずゲームオーバーになってもらおうかしら」

　携けい帯たいをいじる翔子先輩の両手の指先が高速に動く。プレイヤースキル刹せつ那なだ。彼女の命令に応じて、忠実なダメポの軍ぐん勢ぜいが虚無の王へと襲おそいかかる。

　課か金きんで得た闇やみの力は圧倒的だった。僕らが何十時間もかけて得られるパラメータを彼女はボタン一つで手に入れてしまうのだ。

　しかし虚無の王は余裕に満みちた動作で右手をかざす。

『凍いてつけ……時よ』

　中指がアッシュグレイに光ったかと思うと、翔子先輩のアバターは一いつ切さいの動きを停止する。

　まるでそのアバターの周囲の時間が凍とう結けつされたかのように、一切の動きを見せない。

「う、動けない。操そう作さが効きかない」

　翔子先輩が必死で携帯を操作するが、アバターは１ピクセルも動かなかった。

　彼女の表情から徐々に余裕が消えていく。まだ誰だれも見たことがない神の能力を前に、僕らは成なす術すべがなく傍ぼう観かんすることしかできなかった。

『今の貴き様さまはメッセージ送信以外の一切の機き能のうは停止している』

　それは信じられない光景だった。目の前に脅きよう威いが迫せまっているというのに翔子先輩のアバターは微び動どうだにしないのだ。その様さまはまるで神の罰ばつを甘あまんじて受ける殉じゆん教きよう者しやのようで……。

『ダーク・メランコリック・ポイズン。お前は闇の力を使いすぎた。この場より消えるが良い。強制転移』

　親指のクリスタルの指輪がエメラルドグリーンに光ったかと思うと、翔子先輩のアバターが光に包まれる。武ぶ将しよう召しよう喚かんと色いろ違ちがいのエフェクトだ。

「あーれー」

　翔子先輩が悲ひ鳴めいをあげ光が一層強くなったと思った次の刹那、彼女のアバターは跡あと形かたもなく消えていた。

　初めは何が起きたのか分からなかった。しかし何度目を凝こらしても、周囲に翔子先輩の姿は見えない。

　僕はリアルで翔しよう子こ先せん輩ぱいの方に視線を向けた。彼女は震ふるえながら、信じられない光景を見るかのように携けい帯たいを凝ぎよう視ししている。

「ありえない……ありえないわ……」

　一体彼女の画面には何が映うつっているというのだろうか。そちらも気になったが、僕は自分の携帯画面に映る虚きよ無むの王のメッセージからも目が離はなせない。

『お前たちはワールド・ロード・スリーキングダムの世界を憎にくしみで汚けがした。これより世界を浄じよう化かする』

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすダメポの一員を一人ずつ、虚無の王は消失させていく。魔ま法ほう陣じんに包まれたかと思うと、その存在が目の前から消えていく……異常なその光景が目に焼き付いて離はなれない。消えてしまった彼らはどうなったのだろうか？

　僕らはまるで地面に足を吸すい付つけられたかのように動けない。これは恐怖。未知のものに対する根こん源げんたる畏おそれだ。

　しかしダメポの最後の一員が消失し、次は僕らの番かもしれないと思うと堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。怒りが恐怖に勝った瞬しゆん間かんだった。

「そんな馬ば鹿かな。ゲームマスターがプレイヤー間の争いに干かん渉しようするというのか！　ブーブー！」

「そうだそうだ、ブーヒーブーヒー！」

　僕と凄すご井い君は苦情を言う。

『我われはワロスの神だ。神に逆らうことは何なん人ぴとにもできぬ。凍いてつけ……時よ』

　再び虚無の王の中指が妖あやしく光る。魔法陣が出現したのは──スカイメロディの足下だった。

「操そう作さが効きかない。メッセージ機き能のう以外は一いつ切さいの反応なしだ」

　天あま音ね先輩が珍めずらしく取り乱す。

　まさか、また時を止めたというのか。危険を察さつ知ちし、ムスメが叫さけぶ。

『領りよう主しゆさま、逃げてください。敵の正体が分からないうちに動くのは危険です』

　僕は気がつけば飛び出していた。相手がどんな能力を持っていたとしても、奇き襲しゆうによって能力発動の隙すきさえ与えなければ勝機はある。

「うおおお」

　気合いを入れるためにかけ声をいれたのは完全に逆効果だった。せっかくの奇襲が台だい無なしだ。

「僕に勝利をもたらせ、司し馬ば懿い仲ちゆう達たつ！」

『凍てつけ……時よ』

　虚無の王の中指がアッシュグレイに輝き、例のアバター操作不能の光が生じる。しかし、僕は操作不能にはならず、代わりにムスメの動きが止まる。

『領主さま……！』

　一体どういうことだろうか？　とにかくチャンスには変わりない。僕は恐怖に負けそうになる足に喝かつを入れ、再び虚きよ無むの王のもとへと攻こう撃げきを仕し掛かける。

　全力を込めた一いつ閃せん。しかし手て応ごたえは弱い。司し馬ば懿い仲ちゆう達たつの剣けんは僅わずかに奴やつの頰ほおに擦かすっただけだった。敵の兵力ゲージは１ピクセル減ったかどうかという程度の減少だった。

「ちっ」

　虚無の王は舌打ちし、胸むな元もとを探さぐる。

『神に傷きずをつける不届き者め。貴き様さまには絶望を刻きざみ付つけてから殺す』

　そして表情の見えない仮か面めんが、ニヤリと嘲あざけり嗤わらったように見えた。

『司馬懿仲達を使いこなせるのはお前だけだと思っていたか？』

　虚無の王は真っ白なカードを取り出す。不ふ思し議ぎなことにカード名も、カードＩＤも能力も全すべてが空白になっている。本来は古いにしえの武ぶ将しようが描かれるべきイラスト欄らんは空白だ。

　カード周辺に砂すな嵐あらしが現れ、グラフィックが変化していく……インクが滲にじみ出でるようにテキストとイラストが現れ、瞬またたく間まに司馬懿仲達のカードになった。

「そんな、馬ば鹿かな……」

　もう一人の司馬懿仲達。それも全てのパラメータが圧倒的に僕よりも上だ。

　黒い禍まが々まがしいオーラに覆おおわれている。名前もダーク司馬懿仲達と表記されている。

「あの白いカードは……まさかアルティメット・レジェンドカード」

　凄すご井い君が信じられないものを見たような目で言う。

『御ご名めい答とう。どんなカードもそこに個性がある限り弱点が存在し究きゆう極きよくの存在となり得えない。真しんに究極のカードとは形や名前を持たないこと』

　そう言って虚無の王はアルティメット・レジェンドのテキストとイラストを瞬しゆん時じに変へん更こうさせていく。たった数秒のロード時間でイベント限定のレアカードや、入手確かく率りつが限りなく低い強カードへと姿を変えていく。まさに弱点が存在しない無敵のジョーカーだ。

『我われに勝利をもたらせ、ダーク司馬懿仲達！』

　漆しつ黒こくの魔ま法ほう陣じんが現れたかと思うと、中心から黒い影が浮かび上がる。

　僕の持つ司馬懿仲達のカードより全てのパラメータが上の司馬懿仲達。勝算ゼロという絶望の現実。

　それは勝負というにはあまりにも一方的だった。

　黒の司馬懿仲達の手元が動いたかと思うと、剣けんが舞まい鮮血が地を染める。ダメージの数値を視認するよりも速く、武将は地に伏ふせた。このゲームで初めて見たワンターンキルだった。

　武将を失い丸まる腰ごしになった僕に虚無の王はゆっくりと近づいた。這はい寄よる死しに神がみの足音。

　あまりに早い展開に僕にはゲームオーバーの実感さえも湧わかない。

　まるで蜘く蛛もが巣すに絡からめとられた蝶ちようの羽根をゆっくりと捥もぐように……虚無の王は恐怖で動けないシヴァの首へと手を伸のばした。

『やめて！』

　叫さけんだのはムスメだった。彼女は一いつ切さいの操そう作さを封ふうじられ動くこと叶かなわない。しかし声の限り必死に叫ぶ。

『私はどうなっても良い。領りよう主しゆさまの命を助けて！』

　そんな必死の彼女を見て、誰だれもが言葉を吞のむ。信じられない光景がそこにあった。

　ムスメの瞳ひとみから一筋の雫しずくが零こぼれる。

「そんな……涙なみだのアクションなんてないはずなのに」

　それは見た事もないグラフィックだった。プログラムが涙を流している。ムスメの頰ほおを一筋の涙が伝う。

　ワロスではコメディタッチの泣き顔や涙目のアクションはあるが、いま目の前にあるのはどこまでもリアルな涙だ。

『裏うらパラメータ信頼度が高いプレイヤーが近くにいて、且かつ片方のプレイヤーがゲームオーバー確定の状じよう況きようになるとアバターは涙を流す。このタイミングでレアイベントが起きるとは中々に素晴らしい演出ではないか』

　虚きよ無むの王は愉ゆ快かいそうに笑った。

『この涙に免めんじ、チャンスをやろう。今から一週間、それまでに悔くい改あらためワロスに貢こう献けんするか、あくまでも神に抗あらがうかを選ぶが良い』

　絶対的な立場からの逆らえない二に択たく。僕らの命はいま、神の掌てのひらの上で弄もてあそばれている。

『このムスメは人ひと質じちだ。約束を破ればこのアバターの首をはねる』

　残ざん酷こくな予告に僕は思わず言葉を失う。

『七日後の満月の夜、長ちよう江こうの赤せき壁へきで貴き様さまらを待つ』

　圧倒的な力を前に誰もが動けなかった。逆らえば一いつ瞬しゆんにしてゲームオーバーにされかねない絶対的な恐怖。携けい帯たいを操作する僕の指は震ふるえていた。

　でも僕はムスメの涙が心に焼き付いて離はなれなかった。彼女の涙で滲にじんだその瞳が、か細く震えた助けを求める声なき声が僕を呼んでいる。

　たとえ敵が強大であろうとも立ち上がらなければならない。僕に大たい罪ざいの憤ふん怒ぬを司つかさどる資格があるならば、この恐怖に打ち勝ち灼しやく熱ねつの怒りをもって敵に鉄てつ槌ついを下さなければならない。

「待て！」

　気がつけば僕は緊きん急きゆうメッセージを発していた。

「ムスメを返せ」

　再び戦おうと、剣けんを正せい眼がんに構かまえる。

　しかし、僕のちっぽけな勇気なんて神の力の前では全すべてが無力だった。虚無の王の親指がエメラルドグリーンに光る。

『強制転移』

　その瞬しゆん間かん、世界が歪ゆがんだ。お前は無力だ、と世界が嘲あざ笑わらうかのように。

　一いつ切さいが闇やみに包まれ何も見えなくなる。新あらたなる景色をローディングする待ち時間が発生し、数秒待つと視界が晴れて来る。そして、信じられない光景を目まの当あたりにする。

　見渡す限りの新緑。澄すんだ湖みずうみに野花が咲さき乱みだれている……ここは幾いく度どもの争いで殺さつ伐ばつとした国こつ境きよう地帯の景色ではない。僕らが見み慣なれた七大罪セブン・ギルテイのアジトの場所だった。

　僕は地図座ざ標ひようを見て愕がく然ぜんとする。

　一いつ瞬しゆんにして遥はるか彼方かなたにある地へと飛ばされたのだ。

　あの決戦の場から今いる場所まで相当な距きよ離りがあったはずなのだ……物理法則を捩ねじ曲まげでもしない限り無理だ。

「本当に、神なのか」

　敵がゲーム制作者では勝てるはずもない。相手の気分次し第だいで、僕らのデータなんて簡かん単たんに消す事だってできるのだ。

　隣となりにいた翔しよう子こ先せん輩ぱいは自分の携けい帯たい画面を見せながら言う。そこには僕が見たこともない地方の景色が広がっていた。

「あなたは七大罪セブン・ギルテイのアジトへと飛ばされたようね。私はあなたとは遥か遠い、ダメポの本ほん拠きよ地ちに飛ばされたわ」

　あまりにも大きな絶望に呆ぼう然ぜんとしていたら、一人、また一人と七大罪セブン・ギルテイのメンバーが転送されてくる。何もない空間から突とつ然ぜん味方のアバターが現れる光景は異常としか表現のしようがなかった。

　しかし、どんなに待ってもムスメの姿は現れなかった。彼女は虚きよ無むの王に連れ去られてしまったのだろうか。最後に見た彼女の涙なみだが僕の胸むねを締しめ付つける。

「ムスメ！」

　僕はたまらず叫さけんだ。

「ムスメ、いたら返事をしてくれ！」

　返事がないと分かっていても叫ばずにはいられなかった。

　そんな僕の様子を痛々しく思ったのか、小こ梅うめが申もうし訳わけなさそうに言う。

「ちゅーた、落ち着いて。どうしてあのアバターに拘こだわるの？」

　真剣に問いかける小梅を見て、もう自分の気持ちから逃げ続ける訳にはいかないと僕は悟さとった。彼女の目をまっすぐに見つめ、僕は本心のままに言葉を紡つむいだ。

「あのアバターは……僕の大事な人が操そう作さしているんだ」

　小梅と天あま音ね先輩の瞳ひとみが驚おどろきと共に見開かれる。しかし小梅の瞳はそのままジト目となった。

「ちゅーた、そんなに田た中なか君のことが好きだったの？」

　なんか誤ご解かいが発生した気がしないでもないが、今の僕はムスメの安あん否ぴが気がかりで誤解を解といている余裕はなかった。

　そんな冷静さを欠いた僕を天音先輩と小梅が戒いましめる。

「忠ちゆう太た君。落ち着くんだ。焦あせっても事じ態たいは好転しない。己おのれの首をしめるだけだぞ」

「そうだよ。田た中なか君が心配なのは分かるけど、ちょっと頭を冷ひやしなよ」

　女子二人から諭さとされ、僕も幾いく分ぶん落ち着きを取り戻す。

「色々なことが起きすぎた。いったん情報を整せい理りしようじゃないか」

　天あま音ね先せん輩ぱいは部員のみんなに座るように促うながす。翔しよう子こ先輩もちゃっかりお誕たん生じよう日び席せきに座った。

「まず、虚きよ無むの王はワロス制作者側の人間が操そう作さしている可能性が高い。彼がゲームマスターとして活かつ躍やくしていたことは色欲アスモデウスが目もく撃げきしている」

　誰だれも反はん論ろんする者はいない。なので僕は質問を一つ投げかける。

「制作者自身がゲームをプレイするなんて、あり得えるんでしょうか」

「決して不ふ思し議ぎなことではないよ。むしろ、サービスを作った者は率そつ先せんして自分の作ったサービスに関わるべきだと私は思ってる」

　どうやら僕が知らないだけで、スタッフ自身がゲームをプレイすることは珍めずらしいことではないようだ。

「制作者自身がヘビーユーザーであればいち早くバグに気づく事もできるし、ユーザー視点での要望も見えてくるだろう。何よりもサービス愛あってこそ良ゲームが生まれるものだからな」

　なるほど。そういわれてみると制作者が自分の作ったサービスを利用することはそうおかしなことではなさそうだ。

「勿もち論ろん、開発者は一いつ般ぱんプレイヤーが知り得ない仕し様ようも知っているので、ランキング争いなどに参加する場合はフェアかアンフェアかが問われるところではある。今回のように特とく殊しゆ権限を持って参戦するなんて、アンフェアだと私は思う」

　アンフェア。

　そうだ、これは不ふ条理じようりな力との戦いなのだ。

　見たことも聞いたこともない能力。ゲーム内の物理法則も全すべて無視したトンデモ能力を使うアバターとの戦い。果たして勝機はあるのだろうか？

　天音先輩はコホン、と咳せき払ばらいを一つする。話を続けるようだ。

「虚無の王が戦せん闘とうモードになったのは、例の特殊イベントのせいだろう。文面を見る限り、全プレイヤーの悪行ポイントが一定値を超こえたから神が世界をリセットするために破は壊かい神しんへと姿を変えたと言ったところか」

　みんながジト目で翔子先輩を見る。課か金きんという闇やみの力をあんなに使うから……裏うらパラメータで悪行ポイントが見えないのが残念だが、彼女は一人で悪行ロードを独走しているように思えた。

　そもそもあの特殊イベントが起きたのは彼女が連続課金を始めた時だったし……。

「な、何よ。私のせいだって言うの？　この華か麗れいなる課金厨ちゆうである私のせい？」

　翔子先輩はみんなの視線を集めながら悪びれる様子もなく言い返す。

「私の至高の桃もも色いろ頭ず脳のうによれば、これはワロスβベータテスト終了を表す強制終了イベントよ。あなたたちだって経けい験けんがあるはずよ。ＲＰＧなどでどんなにパラメータを上げても勝利できない敗北イベント」

　確かに経験がある。ストーリー上で避さけては通れない敗北シーンがあるため、どんなに頑がん張ばっても勝てないバトル。

「虚きよ無むの王にはそもそもバトルで勝てないように設定されている可能性が高いのよ。私は神に挑いどもうだなんて無む謀ぼうなことはしないわ」

　どうやら翔しよう子こ先せん輩ぱいは神に挑む気はないようだ。

　勝ち目がない戦いくさはしない。翔子先輩らしい合理的な結けつ論ろんと言えよう。

　対して僕らの盟めい主しゆさまは、目的のためならば道理さえもひっくり返そうとするところが素敵だ。

「神を倒すことは可能か、不可能か。それを決めるのは私たちの心だ」

　天あま音ね先輩が腕うでを組みながら言う。

「忠ちゆう太た君の攻こう撃げきで僅わずかにだが、虚無の王の兵力ゲージは減少した。ほんっと僅かだが」

「私も確認した！　ちゅーたの攻撃力がへたれだからかもしれないけど、凄すごくちっこくゲージが減少してたよ！」

「ブヒー。芝しば居い君がもうちょっと攻撃力が高かったら虚無の王の防ぼう御ぎよ力りよくも推すい測そくできたんだけどな」

　先輩の発言に小こ梅うめ、凄すご井い君が勢いきおい良く同意する。

　なんかまた僕が批ひ判はんされる流れに。しょんぼり……落ち込んでいるとベルフェゴール先生が肩かたをポンと叩たたき、「ドンマイけるじゃ」と慰なぐさめてくれた。せ、先生……！

「兵力ゲージを減らせるなら、虚無の王をゲームオーバーにすることも可能かもしれない」

　天音先輩は人差し指で唇くちびるをなぞる。彼女が集中して考えごとする時の仕し草ぐさだ。いま、彼女の中では神を殺す算さん段だんが練ねられているのだろう。

「でも相手はプレイヤーを操そう作さ不能にしたり、強制転送で別座ざ標ひように飛ばしたりできるブヒ」

　凄井君がションボリした顔で言う。

「このままじゃ看かん板ばん娘むすめちゃんのいる世界が滅ほろんでしまうブヒィ」

　いつもは弱よわ音ねを吐はいた者に鋭するどいツッコミを入れることに定評のある寧ね々ねだったが、今回ばかりはツッコミも入れずに押おし黙だまっている。

　みんな、虚無の王の圧倒的な力を前に絶望していた。

　まだ瞳ひとみに情熱の炎ほのおを宿しているのは天音先輩のみのようだ。天音先輩は立ち上がり言う。

「私はこの七日間で神攻こう略りやくの戦術を考える。もし神が天てん下か統とう一いつを阻はばむというならば、神を殺すまでだ」

　僕もムスメを人ひと質じちに取られている以上、退ひくという選せん択たく肢しはない。

「翔子。神に勝つためにはお前の協力が必要だ。私と一緒に来ないか」

　天あま音ね先せん輩ぱいは翔しよう子こ先輩に手を差さし伸のべる。いつも通りのポーカーフェイスだが、僕には先輩がとても緊きん張ちようしているのが分かった。ずっと彼女を見て来た僕だからこそ、その表情の裏うらにある感情も読み取れる。

　しかし翔子先輩は差し伸べられた手に見向きもせず、出口へと向かった。

「勘かん違ちがいしないでよね、天音ちゃん。私がその気になればいつでもあなたの首を落とせることを忘れないで」

　彼女の信しん条じようはあくまでも独力で上りつめることにあるようだ。

「あなたは私に協力をする振りをして、その寝ね首くびをかこうとしているのかもしれない。特にあなたのスキルは不ふ意い打うちで絶大なる力を持つものね。後こう継けい者しやテストは結果だけでなくプロセスまで評価されている可能性もあるし、余計な減げん点てんはごめんだわ」

　それだけ言い残し、翔子先輩は去って行った。

　彼女は神を殺すことではなく、いかに自分が後継者になるかしか頭にないようだった。天音先輩と神を戦わせ、両者が疲ひ弊へいした瞬しゆん間かんに漁ぎよ父ふの利りを得えようとする可能性さえ充じゆう分ぶんにありそうだ。

　天音先輩は自信に満みちた瞳ひとみでみんなに語りかける。

「神の力は確かに強大だ。しかし神ならば、こちらの軍ぐん勢ぜいにもいる」

「なんと！　そんな秘ひ密みつ兵へい器きが七大罪セブン・ギルテイにはあったのですか！」

「君だよ」

　キョトンとする僕を、信しん頼らいに満ちた目で天音先輩が見つめていた。

「忘れたかい？　シヴァはヒンドゥー教の最高神の一ひと柱はしらだ。大いなる暗黒の異い名みようを持つ凄すごい神様なんだ」

　忘れるはずがない。彼女が僕にくれた名前。僕はこの名前に恥はじない誇ほこり高たかい戦士になりたいと誓ちかったのだ。間の抜けた顔をした僕を見て、みんなも笑う。

「こんなへたれでも神様を名乗れるなら、案外神も大したことないかもね」

　小こ梅うめがへらず口を叩たたきながら、参戦の意を表明する。

「考えてみれば神殺しってロマンだよな。やってやろうぜ！」

　寧ね々ねの闘とう争そう心しんにも火がついたようだ。次し第だいに七大罪セブン・ギルテイにも勝利を渇かつ望ぼうする熱が伝染して行く。

　絶望が希望を全すべて塗ぬりつぶしていく。それでも、先輩の碧へき眼がんだけはまだ光を失っていない。僕らはその光に希望を見る。

　神殺し、限りなく不可能に近いその難なん題だいに僕らは挑いどむ。













　【第七章】　おかしなお菓子な想い







　そして神の信しん仰こうならぬ、神の侵しん攻こうが始まった。

　──ワロスでは一いつ切さいの争いを禁じる。

　その宣言を元に、争いを起こすあらゆるプレイヤーの前に現れては圧倒的力で服ふく従じゆうを強しいた。

　大いなる力の前では誰だれもが無力だった。あらゆるランキングの一位は次々と虚きよ無むの王の名で埋うめ尽つくされていく。

　ワロスの世界は今、絶望的な神に支配されつつあった。

「プレイヤー同士が争った方が運営は儲もうかるはずなのに、謎なぞだな。いったい神の目的は何だ？」

　争いのないソーシャルゲーム。

　確かにこれならばプレイヤー間で憎にくしみは生じないかもしれない。競きそいあって闇やみの力に染まることもないだろう。

　でも、奪うばわれる恐怖も、競いあう喜びもないゲームからは以前のワクワク感が消えた気がした。ゲームの楽しさの重要なファクターであるスリルが決定的に欠けていた。

　ゲームの中でさえ大人に縛しばられているという不自由感。神の力に絶望する一方で、神への不満は確かに芽め吹ぶいていた。




　　　　＊＊＊




　土曜日。

　気分転てん換かんもかねて、きたるべき決戦に向けて僕は天あま音ね先せん輩ぱいと買い物をしていた。

　オロカナルＣなどの寝ね不ぶ足そくのお供は決戦前に必ひつ須すと言えよう。これから決戦までは寝不足必ひつ至しで兵力増強の作業が必要なのだ……オロカナルＣはあといくつあっても足りないくらいだ。一流のソーシャルゲーマーは常つねに戦っているのだ……寝不足と。

「忠ちゆう太た君、君は虚無の王にかすり傷きずを負おわせることができた。神は決して万能ではない、どこかに付け入る隙すきがあるはずなのだ」

　先輩はワロスの神攻こう略りやくのことで頭がいっぱいのようだ。

「うーん、不意を突ついたからでしょうかね。実際、かすり傷を負わせた数秒後には僕も時間凍とう結けつしましたし」

「不意を突く、か。それも一つの突とつ破ぱ口こうかもしれないな。しかしあの時、何か違い和わ感かんを感じたのだが」

　そういって天あま音ね先せん輩ぱいはブツブツ言いながらまた思考にふけってしまう。

「そういえばあの時、なぜか僕ではなくムスメが先に操そう作さ不能になってましたよね。神の操作ミスでしょうか？」

　操作ミス。たとえアバターが神の能力を持っていたとしてもそれを操作するプレイヤーは人間だ。そこには必ずヒューマンエラーが存在する。僕の言葉に天音先輩がハッとする。

「もしかして、凍いてつく時はプレイヤーアバターのＩＤ番号の入力が必要なのではないか」

「ＩＤって、僕らのプレイヤーＩＤのことですか？」

「ムスメは忠ちゆう太た君のプレイ開始時に一緒の場所からスタートできるように、同じタイミングでゲームスタートをしてＩＤが一つ違ちがいだ。突とつ然ぜんの忠太君の奇き襲しゆうに、ゼロはＩＤ指定を１だけ間ま違ちがえた可能性がある」

　なるほど。辻つじ褄つまはあう気がした。急いでＩＤを入力しようとすれば、数字を一つ間違えることもあるだろう。

「確かにそれならば、僕らをいっぺんに操作不能にせず一人ずつ行動不能にしていったのも頷うなずけますね。てっきり捉とらえた蝶ちようの羽をゆっくり剝はいでくような加か虐ぎやく趣しゆ味みでもあるのかと疑うたがっちゃいましたよ」

「もちろんその可能性は否ひ定ていできない。全すべては仮か説せつさ」

　こうして先輩と話していると、無敵に思えた神の能力も少しずつだが解明できていく気がするから不ふ思し議ぎだ。

　しかし相手のスキルのからくりが判明したところで、その対たい策さくまで思いつかなければ意味はない。僕も天音先輩も対たい処しよ法ほうについて考えたが解かいは見つからず、お互いに沈ちん黙もくしてしまう。

　あまり思おもい詰つめるのも良くないよな。クイズの答えって机つくえの上でずっと頭を捻ひねってても答えが出ないのに、別の事をしていた瞬しゆん間かんに急に回答が浮かぶこともあるし。

「あ、ここの公園」

　僕は見み覚おぼえのある風景に足を止める。

「昔、小こ梅うめと月つき絵えと一緒によく遊んだんです。鬼おにごっこをしたり、隠かくれんぼをしたりして」

　他にもママゴトしたり、ボクシングごっこしたり……数えきれない沢たく山さんの思い出を僕は小梅と月絵と築きずいてきた。

「思い出か。うらやましいな……私は子供の頃ころは一人でゲームをしていた記き憶おくしかない」

「その頃からゲーマーの資質を身につけてたんですね」

　ミニサイズのロリ天音先輩を想像する。子供特有のあどけなさを持った金きん髪ぱつの可か愛わいらしい女の子。悪くないイメージだ。

「大人はあまり良い顔をしなかったよ、ゲームは悪あく影えい響きようだからと、プレイも一日一時間に制限された」

「それはひどいですね。ちゃんと子供への影響も考えてCEROの倫りん理り審しん査さまであるのに！」

　僕はCEROという言葉をC-EROというエッチな単語かと勘かん違ちがいし、必死に調べたことがある。ソーシャルゲームも最近はJASGAが発ほつ足そくしたというし、少しずつだけどゲームは健けん全ぜん化かの道を辿たどってると思う。

「私は限られた一時間でどこまでも効こう率りつよくプレイするため、自作で攻こう略りやく本ぼんを作り頑がん張ばっていたのだ。一度に同時に二つのゲームをできるよう、二刀流ダブル・ハーツの練習を始めたのだ」

「なんと……」

　末すえ恐おそろしいな、ロリ天あま音ね先せん輩ぱい。子供の頃ころから二つのゲームを同時にできていたのか。

「私の話よりも、今は忠ちゆう太た君の話が聞きたい」

　それは照てれ隠かくしかもしれないし、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんから来る話題の変へん更こうだったのかもしれない。

　僕は先ほど少ししたように、子供の頃は汐しお川かわ姉妹とあらゆる遊びをしていたことを話す。会話下べ手たの僕の話なんて退たい屈くつじゃないかと懸け念ねんしたが、先輩は興きよう味み深そうに聞いてくれた。

　僕のへたれメモリー。思い出ぽろぽろというよりも、思い出ぼろぼろだけど。

「缶かん蹴けりでは小こ梅うめ無む双そうでしたよ。彼女は反はん射しや神しん経けいも目も良いので、どんな特とつ攻こうをかけても瞬しゆん時じに名前を呼ばれて負けちゃいました」

　あの頃から小梅は名めい将しようとしての才能を開花させつつあったのかもしれない。

「懐なつかしいなぁ。不ふ意い打うちをしようとしてボディブローで反はん撃げきをくらったり、小梅の缶蹴りを防ごうと身を挺ていしてガードしたらアッパーカットで吹ふっ飛とばされたりもしました」

　なんか素敵な思い出と言うよりトラウマな気もして来たけど、細かいことは気にしないのが僕のポリシーだ。

「名前を指定すれば勝てるゲーム、か。何かヒントになる気がする」

　天音先輩は缶蹴りの話にどうやら興味を持ったようだ。

「君は、小梅君に勝つことは一度もなかったのかい？　正せい攻こう法ほうでは無理だったとしても、戦せん略りやくによっては彼女に一いつ矢し報むくいたこともあったんじゃないだろうか？」

　そう聞かれてみて、必死に思い出してみる。記き憶おくの中……たった一度だけ悔くやしそうにシャドーボクシングをする小梅の姿がリフレインする。

「一度だけありますよ。卑ひ怯きようとも言える方法なので、今後は禁きんじ手てにされてしまいましたけど」

　小梅を倒してみようと、月つき絵えがあみだした秘ひ策さくだ。あの頃から僕の存在は空気化コースを順調に歩あゆみ始はじめていたのだ。

　僕は先輩に缶蹴りの秘策を教えた。

「なるほど。その方法を応用すれば、神殺しも可能かもしれない」

　どうやら先輩はそこに虚きよ無むの王攻略のヒントを得たようだ。

「推すい測そくでは虚無の王は右手のそれぞれの指の数だけ能力を持っている可能性がある。今分かっているだけでも……」

　彼女はそういってノートに虚無の王の能力をリストアップした。






　　　親指　　　「強制ワープ」。プレイヤーを任意の座ざ標ひようへと強制的に飛ばす。

　　　人差し指　「神の骰子ダイスロール」。ゲーム内の確かく率りつ判定式を変化させる。

　　　中指　　　「凍いてつく時」。プレイヤーの動きを止める。

　　　薬指　　　　？

　　　小指　　　　？








「あと二つ、未知の能力がありそうだな」

　なんと。得え体たいのしれない能力が二つあるというのはかなりの不安要素だ。

「薬指はなんとなく想像がつかないでもないが、小指があまり想像できないな」

「技を使う時も小指だけピンと立てて光るっていうのも、なんか絵的に恥はずかしいですよね」

　まるで恋人がほしいアピールみたいだ。

「小指と言えば……子供の頃ころに指切りげんまんの約束をしたことがある」

　天あま音ね先せん輩ぱいは僕とは全まつたく違う連想をしたようだ。

「幼い頃。いつかもう一度ゲームで会おうと、ハイ・ジンと約束したのだ」

　僕はロリ天音先輩と大切な約束をしたという人間にちょっとした嫉しつ妬とを覚おぼえた。

「彼はあらゆるパラメータがカンストしていて、まさに私の憧あこがれだった。弱きを助け、悪をくじく。その生いき様ざまに私は心から憧れた」

　もしかしたら天音先輩がハイ・ジンを目め指ざすのは幼い頃の思い出の影えい響きようがあるのかもしれない。

「向こうは私にあわせて、座りながら指切りをした。確かな根こん拠きよがある訳わけではないが、私はあれが父だったのではないかと思っている」

「それは……とても大切な思い出じゃないですか。その人の顔とか、思い出せないんですか？」

　彼女は記き憶おくを辿たどるように頭に手を当てるが、うまくいかないようだ。

「指切りすれば思い出せるかもしれない」

　天音先輩は突とつ然ぜんそんなことを言いだす。

「前に約束してくれたじゃないか。私を必ず父に会わせてくれると。正式な契けい約やくにしたい」

　そういわれたら僕は逃げることはできない。先輩の差し出した小指に、僕は自分の小指を絡からめた。その細く白い指先から、微かすかな体温が伝わってくる。なんだか指先がくすぐったく感じられるような恥ずかしさだった。握あく手しゆより恥ずかしいかもしれない。

　僕はあの時の誓ちかいの言葉を思い出しながら、心を込めて言う。

「僕は必ず先輩をお父さんに会わせて見せます。だから、もう悲しい涙なみだは流さないでくださいね」

　先輩の涙はいつだって目には見えない。だから僕は何度もそのサインを見み逃のがしそうになってしまう。

　僕らは少し童どう心しんに戻ったつもりで、約束の呪じゆ文もんを唱となえる。

「指切りげんまん、噓うそついたら針千本、吞のます」

　そして指切った、の言葉と共に絡からめていた指を離はなした。

「思い出せましたか？」

　僕が尋たずねると、天あま音ね先せん輩ぱいは首を横に振った。

「いいや。無理なようだ。幼い頃ころの記き憶おくは容よう易いには蘇よみがえらないものだな」

　しかし言葉とは裏うら腹はらに、天音先輩はちっとも残念そうではなかった。

「代わりに大切な思い出ができたから良い」
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「ここからは国同士の争いではない。人と神との戦いだ」

　天音先輩は集まった七大罪セブン・ギルテイに向けて指し令れいを出す。

「まずはプレイヤー間の意思を統とう一いつすることが最さい優ゆう先せんとなるだろう」

　どうやら彼女はワロスの全プレイヤーが一丸とならなければ神に勝てないと判断したらしい。嘗かつてない規き模ぼの戦いだ……僕たちはこれから為なすべきことの重さを感じた。

「あらゆるプレイヤーに密書を送るんだ。これは……赤せき壁へきの戦いだ」

「赤壁？」

　三さん国ごく志しに素人しろうとな僕は思わず鸚鵡おうむ返がえしする。

「三国志で最もつとも大きな戦いだ。圧倒的な力を持つ魏ぎに対し、呉ごと蜀しよくが手を組んで戦術により逆転するんだ。今のこの状じよう況きように通じるものがある。三国志好きならば赤壁と聞けば涎よだれを垂たらして踊おどり狂くるうだろう」

「うーん。でも全ワロスプレイヤーの協力なんて得えられるかな」

　小こ梅うめが腕うでを組み唸うなる。

「ゲーマーならば、クリア前にゲームをやめるなんてできない。強敵だからこそ倒したくなるのはソーシャルゲーマーの矜きよう持じだ」

　天音先輩が断言する。

「なんか良い情報伝達の手段はないだろうか」

　ワロス全プレイヤーに意思を伝えるとなるとクチコミだけでは難むずかしそうだ。ちょうどグラビアアイドルについて思いをはせていた僕は、ネットサーフィンして辿たどり着ついたあのサイトのことを思い出す。

「ワロス攻こう略りやくWikiを使うなんてどうでしょうか」

「「「それだ！」」」

　最近では情報も完備され、ワロス攻こう略りやくWikiの認知度はかなり上がっていた。誰だれでも編集可能なので、ここを伝言板代わりに利用するプレイヤーも少なくない。

　学校にいる全プレイヤーへの呼びかけ文章は小こ梅うめが担当することになった。

「えーと、全プレイヤーの皆様へ。このままではワロスは悪あしき神に支配されてしまいます。今こそ全プレイヤーで協力をして、神を打ち倒そうではありませんか、かなぁ。うー、どんな文章にしようか迷うよ」

　小梅は一文書いては二文消しのスランプ状じよう態たいのラノベ作家のような状態に陥おちいっているようだ。暫しばらくは作業に集中させてあげるのが良いだろう。

「校内にポスターを貼はったりして呼びかけを行おう。他にもクチコミでの勧かん誘ゆうをお願いしたい……色欲アスモデウス、女子への勧かん誘ゆうを頼めるだろうか」

「お、了りよう解かいブヒー」

　女子への勧誘を凄すご井い君に頼むあたり、天あま音ね先せん輩ぱいのマネジメントは流石さすがと言えるだろう。凄井君のイケメンパワーならば、全校生徒の女子を味方にすることだって不可能ではないはずだ。

　先輩は寧ね々ねへと次の指示を出す。

「今回の決戦で必要なのは矢だ。各自、可能な限り矢を集めてほしい。そうだな、数は……十万本の矢を集めるんだ」

「なるほどな」

　寧々が合が点てんしたように頷うなずく。僕には分からないが、何かの三さん国ごく志しネタだろうか。彼女のモチベーションに火がついたようだ。

「矢を持ってくるぞ。うおおおお！」

　こうして寧々は矢を大量に仕入れる旅へと出た。

「そして忠ちゆう太た君。君には……翔しよう子この説せつ得とくを頼みたい」

「翔子先輩の説得？」

　あのツンツンした翔子先輩がデレデレになって僕らに協力する……想像もできない未来だった。

「神を殺すにはどうしてもプレイヤーの数が必要となる。翔子ならば解散したショコラ・アメールの人間を集めることも、ダメポの協力を得えることも可能だ。そのためにも、翔子と協力する必要がある」

　天音先輩は口には出さないけれど、彼女は翔子先輩と仲直りしたがっている。僕は彼女の、言葉にはできない命令を察さつする。

「私には彼女を説得する言葉が思いつかない。でも、君ならば……常つねに私とは違ちがうものが見えていた君ならば違う答えを出せるかもしれない」

　それは非常に難なん題だいだった。

　でも、彼女が初めて僕に期待をしてくれているかと思うと、自然と心が躍おどった。いつも自信を持てない僕でさえ、こんな調子の良い返事をしてしまうほどに。

「僕に任まかせてください……必ず翔しよう子こ先せん輩ぱいの協力を得えてみせます！」
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　教室の喧けん噪そうの中、彼女は一人座っていた。

　誰だれも彼女に話しかけようとする生徒はいない。彼女自身も誰とも話そうとしない。まるで机つくえの上に置かれたフランス人形のように、誰も気にせず彼女の周囲を通り過ぎていく。

　翔子先輩は机に高級ハンカチを広げティータイムを楽しんでいた。昔は黒服たちが二メートルほどの距きよ離りを取って彼女を見守っていたが、今は彼らの姿は見えない。ゆっくりと彼女の形の良い唇くちびるに紅茶が運ばれる。

「ふぅ、甘あまい」

　その天使のような笑顔も、僕の姿を見つけるや一いつ瞬しゆんで消えた。

「翔子先輩」

　僕は名を呼びながら、彼女の元へと足を運ぶ。

　今なら分かる。彼女はずっと独ひとりだ。誰かを何かで支配して自分の下につけても、彼女が微ほほ笑えみながら紅茶を交かわす相手はいない。僕は彼女の本当の笑顔を見たことがない。

　もしも彼女が今まで友と言える人がいたとするなら、それはきっと天あま音ね先輩だけだ。天音先輩は計算で誰かとつきあうような人じゃない。

「あら、何かしらへたれ王さん」

　翔子先輩はこちらに目を向けることもなく紅茶を飲む。僕如ごときでは視線を向ける価値もないというわけか。

　狡こう猾かつさではまるで勝てる気がしない。彼女には噓うそも通用しないだろうと思い、正直に用件を告げる。

「神殺しのため、協力をしてほしいんです。神に勝つためには翔子先輩の力が必要なんです」

「地球が逆回転しても嫌いやよ」

　うう、全まつたく取り付く島しまもない。

　しかし劉りゆう備びはかつて諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいをスカウトする時に、ストーカーが如く三回訪れてやっと仲間にしたと小こ梅うめから聞いた。僕もその精神にのっとり諦あきらめない。

　翔子先輩の性格に有効なのは懇こん願がんではなく挑ちよう発はつだと言うのが結けつ論ろんだった。

「翔子先輩、僕と勝負してください。敗者は勝者の言うことを何でも聞くと言うルールでどうでしょうか？」

　勝負という言葉に翔子先輩は反応する。まだ釣つり針ばりに食いついてはいないが、差し出した餌えさに興きよう味みは示したようだ。

「一いつ騎き打うちです。あらゆる援えん軍ぐんは使わず、純じゆん粋すいにアバターとカード同士の対決で勝敗を決めましょう。たまには自分ルールで勝負をするのも、ゲームの醍だい醐ご味みでしょう？」

　古来より三さん国ごく志しでも武を尊とうとぶ精神があり、実際に一騎打ちで決着を付けることもあったという。誇ほこり高たかい彼女は完全なる勝利を望むはずだ。そこに付け入る隙すきがあるはず。

「そんな誘さそいに私が応じるとでも思っているの？　あなたの命令を聞く義理なんて、私には何もないわ」

「この勝負は先せん輩ぱいにとっても悪い取引じゃないはずです」

　僕はここ数日、彼女の行動について考え抜いた。なので分かる。ダメポと七大罪セブン・ギルテイの戦いは、僕らが思うほど劣れつ勢せいではないのだ。

　僕は切きり札ふだである交こう渉しよう材料の一つを切る。

「先輩は自分の軍は何度倒しても蘇よみがえる無限の力だと宣言しました。でもそれは誇こ張ちよう表現ですよね。その力の源みなもとが財力である限り、その力は有限です」

　自分の力を大きく見せるための話わ術じゆつ。敵の言葉を鵜う吞のみにするのは軍ぐん師しとして最もつとも愚おろかなことだったかもしれない。

「黒服のボディーガード三人はどうしたんですか？　やけダージリンティーをしていた時も、お店の中で安い紅茶を選んでいた。日ひ頃ごろの食事も制限してる。僕には翔しよう子こ先輩に金銭的余裕があるとは思えません。ダメポの前で威い厳げんを保つためには今後も最大限の課か金きんをしなければならない。僕らを追いつめているように見えて、案外追いつめられているのは翔子先輩なのではないですか？」

　どうやら図ず星ぼしのようだ。翔子先輩は表情こそ変えないが、内側で激げき情じようがメラメラと燃え上がるのが感じられた。

「時間の無む駄だだわ」

　翔子先輩は冷たい声で言い放つ。それは全すべてを受け入れない拒きよ絶ぜつの声だった。

　ダメだったか──どんなに策さくを用意したところで、戦えなければ何の意味も持たない。悔くやしいけれど次の策を考えて出直すしかない。僕は諦あきらめて席を立とうとする。

　そんな紙かみ一重ひとえのタイミングで、初めて彼女は僕をまっすぐに見み据すえた。

「と言いたいところだけれど、勝算が僅わずかにでもあると思っているならばそれは大いなる幻げん想そうよ」

　食いついた！

　翔子先輩は王の誇り故ゆえに、決して退ひいたりはしないだろう。今までのストーカー行為に終しゆう止し符ふを打ちたいという思いも背景にあったかもしれない。

「身の程ほどをわきまえない人間には格の違ちがいを見せる必要がありそうね。安い挑ちよう発はつに乗ってあげるわ」

　彼女の目が吊つり上あがり、残ざん虐ぎやくな表情に変わる。僕を敵として認にん識しきした冷たい目だ。

「負けたら何でも言うことを聞くと言ったけれど、あなたは私が二階から飛とび降おりろと言ったら飛び降りるのかしら？　一生奴ど隷れいになれと言ったら奴隷になるのかしら？」

　彼女の残ざん酷こくな言葉に恐怖がわき上がる。脅おどしなどではなく、本当に実行しそうな凄すごみが彼女にはある。翔しよう子こ先せん輩ぱいに鞭むち打うたれながら必死で労ろう働どうする奴隷ビジョンが一いつ瞬しゆん浮かぶ。

　僕は震ふるえそうな自分を必死で抑おさえ、毅き然ぜんとした態たい度どを心がける。いつも高こう貴きに振ふる舞まう天あま音ね先輩のダイヤモンドのような強い心を思った。

「敗者は全すべてを失う。僕にだってソーシャルゲーマーの矜きよう持じがあります」

「その覚かく悟ごだけは認めてあげるわ。私も負けたらあなたの奴隷にでも何にでもなってあげるわ」

　どうやら彼女は僕に負けるリスクを微み塵じんも恐れていないようだ。

「勝負のルールを説明しなさい」

　彼女はゲームを了りよう承しようした。第一の関門を突とつ破ぱしたことで、僕は内心ガッツポーズをする。

　しかしまだまだクリアするべき課か題だいは多い。僕は気をひきしめる。

　なるべく相手においしい提案だと思われるよう、言葉を選んで喋しやべる。

「まず、僕は七大罪セブン・ギルテイの援えん軍ぐんは用もちいません。なので翔子先輩も二十六の携けい帯たいは用いずに、メイン携帯の単身で勝負ということでどうでしょうか？　勝負にかける時間は短い方がお互い得でしょう？」

「異い論ろんはないわ。私もこんな茶番は早く終わらせたいもの」

　僕は落ち着くよう自分に言い聞かす。こちらの目もく論ろ見みを悟さとられないように、しかし公正にルールをちゃんと伝えるべく必死に言葉を選ぶ。

　翔子先輩の目がずっと僕を見つめていて恐ろしかった。彼女が僕を観かん察さつしている……表情や仕し草ぐさから虚きよ実じつを見み極きわめようとしているのだ。

「勝利の条件は敵がギブアップを宣言するか、ゲームオーバーになるまでです」

「異論はないわ。すぐにゲームオーバーにしてあげる」

　彼女の承しよう認にんの言葉を受け、僕は内心そっと胸むねを撫なで下おろす。一つ目のトリックは完了だ。

　敗走は敗北に含ふくまれない。これはチキンランを使う上で最重要なルールだ。僕はこの一いつ騎き打うちで何度もチキンランを使う必要があった。

「あと、術じゆつ者しや殺ごろしは禁止です。さすがに暴ぼう力りよくで僕を屈くつ服ぷくさせたところで、翔子先輩のプライドは満足しないでしょう？」

「色々と保険をかけるのね。条件さえ整ととのえば私に勝てると思っているのが気に入らないわ」

　少しずつ彼女の口調に苛いら立だちが混じっているのを感じる。能のう書がきは良いから勝負を始めろ、とでも言いたげだ。

　焦あせりは冷静さを失なくすので好こう都つ合ごうだが、機き嫌げんを損そこねて決けつ闘とうを反ほ故ごにされても困る。

「決闘の場所は以前に僕らが戦った国こつ境きよう地点でどうですか？　あそこならお互いに罠わなを張れないし公平です」

　僕の言葉に少しだけ翔しよう子こ先せん輩ぱいが疑うたがいを向ける。おいしすぎる話は却かえって警けい戒かいを生んだようだ。

「意外ね。てっきり勝負の場所を自国の領りよう地ちに持ち込んで、大量の罠わなを用もちいて地の利をもって戦いに挑いどんでくるのかと思ってたわ」

　彼女は思し案あんしている。僕の指示する環かん境きようで戦って良いものか、悪いものか。僕は平静を装よそおっていたが、内心は緊きん張ちようで己おのれの鼓こ動どうが大きく聞こえていた。

　僕らは互いに観かん察さつしあうように目と目で探さぐりあう。

（ここが僕と翔子先輩の一番の勝しよう負ぶ所どころだ。もしも戦う場所を他に指定されたら、かなり分ぶが悪くなる）

　だが、互いに罠を仕し掛かける余地がない場所。これは翔子先輩にとっても悪くない提案のはずだ。公平な勝負を期す場所として、不自然な場所でないはず。

　僕はもう一ひと押おしする。決戦の場所を国境付近に指定することを不自然に思われないよう、言葉を選ぶ。

「あの時付けられなかった決着を付けるとしたらあの場所以上に相応ふさわしい場所はありません。僕はこの勝負に、七大罪セブン・ギルテイの誇ほこりも賭かけましょう」

　宿敵である天あま音ね先輩の誇りを賭ける……その言葉が格かつ好こうの餌えさとなった。選択の天てん秤びんは僕の望んだ側に傾かたむいた。

　知ち略りやくに長たけた天音先輩よりも、僕の方が遥はるかに倒しやすい。そう判断したんだろう。

「良いわ。その勝負を引き受けるわ。己おのれの器うつわをわきまえない軽けい率そつな行動を、破は滅めつの代だい償しようをもって知りなさい」
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　翔子先輩との決着は昼休み、喧けん噪そうを避さけるために天てん下か統とう一いつ部ぶで付けることになった。

「汚きたない部室ね。さっさと勝負を終わらせてこんな所出たいわ」

　翔子先輩は面倒そうな表情で椅い子すに座る。勝負前に彼女は自前のティーセットで優ゆう雅がに紅茶を口に運ぶ。今日の紅茶のパートナーは甘あまいドーナツだ。

「ふぅ。甘い」

　彼女なりのリラックス法なのだろうか。紅茶を飲み終えた翔子先輩の表情からは笑みが消えていた。

「始めましょう。紅茶が冷さめるまでに勝負を終わらせてあげるわ」

　その言葉が試合開始の合図となった。僕は急いで携けい帯たいを操そう作さする。

　ダメポの国境。ここはまだ未み開かい拓たくな地で自然が生おい茂しげっている。身を隠かくす場所には困らない。

　勝負に集中すると、次第に廊ろう下かから聞こえる喧噪も遠ざかっていく。僕の意い識しきはワロスの中へと、シヴァとシンクロしていく。

（まずは翔しよう子こ先せん輩ぱいの情報を知らなくては。以前は孫そん尚しよう香こうを使っていたが、今も彼女を使っているのだろうか？）

　あの長ちよう距きよ離り射しや程ていの弓攻こう撃げきは厄やつ介かいだ。逃げることを得意とする僕にとっては天敵と言っても良い。僕はシヴァを操そう作さし、巧たくみに茂しげみの中へと身を隠かくす。

「勝負を誘さそっておきながらいきなり身を隠すとは、滑こつ稽けいな話ね」

　一方、翔子先輩は姿を隠そうともせず、堂々と整せい備びされた一本道を歩いている。

　まだ彼女は傲ごう慢まんさを捨てきれていない。格下と侮あなどる僕に、本気で挑いどむことにプライドがブレーキをかけている。そこに付け入る隙すきはある。

　僕は索さく敵てきを開始する。月光に照らし出されたそのアバターは容よう易いに索敵を可能にした。

　ＩＤ．１。真ショコラ。

　表示された名前に僕は驚おどろきを隠せない……凄すごいネーミングセンスだ。

　一桁デイジツトナンバーである事は事前の情報で既すでに分かっていたので驚かない。何よりも驚いたのは彼女がつけていた称しよう号ごうだった。

「その称号は……！」

　僕は思わず声をあげてしまう。翔子先輩は勝利を確信したのか、残ざん忍にんな笑みを浮かべる。

　ダメポの盟めい主しゆにして、二十六の携けい帯たいの使用者。その本体は──。

　不ふ眠みん王おう。

　僕は小こ梅うめが不眠王の称号を得えられなかった理由を理り解かいした。王の称号は早い者勝ち。王になるためには、古き王を殺さなければならない。

　小梅たちよりも先に連続プレイ二百時間を達成し、不眠王の称号を得たプレイヤーがいたのだ。ＲＭＴの代理プレイならば、二百時間の連続プレイは容易だろう。

「不眠王の力は私のものよ。この力がある限り、私はもう誰だれにも負けない！」

　闇やみの力の他に、不眠王という切きり札ふだを持っていたのは想定外だった。数発の攻撃ならば受けても無事だと楽らつ観かんしていたが、不眠王の力を前にすれば一いち撃げきでゲームオーバーの危険すらあり得る。

　一いつ瞬しゆんの油断が全すべてを失うことになるのだ。

「不眠王と闇の力がある限り私の力は無限よ！　これだけの力がありながらも本体は姿を隠し、忠実なサブアカを動かし続ける。これこそがこのゲームの必勝法」

　彼女は携帯を高速で操あやつり、武ぶ将しようを召しよう喚かんする。

「全てを血で染め上げなさい、龐ほう統とう！」

　ミラクルレアの召喚を表す六ろく芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんが出現し、中から顔を隠した謎なぞの武将が現れる。

　その瞬間、忍にん者じやのように寧ね々ねが解説として現れる。

「これは……蜀しよくの名めい軍ぐん師し、龐統！　伏ふく龍りゆうと称された諸しよ葛かつ亮りように対して鳳ほう雛すうの二つ名を与えられた名軍師だ！」

　三さん国ごくスイッチが入った寧ね々ねは止まらない。

「醜みにくい外見故ゆえに過小評価を受けて育った人物だ。早そう逝せいのために情報が少なく謎なぞが多いが、軍ぐん師しとしての才能は諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいに勝まさるとも言われている。ふふっ、この決戦で龐ほう統とうを使うとは、中々分かっているじゃないか」

　それだけ言うと、寧々は満足げに去って行った。僕は彼女がどこから現れたかを解説してほしい……。

　解説を聞くに恐ろしい人物だ。僕は召しよう喚かんされし龐統を注意深く観かん察さつする。

　幾いく多たもの戦場を駆かけ抜ぬけてできた無数の傷きず跡あとを持つ屈くつ強きような肉体、修しゆ羅らに身を落とした冷れい酷こくな瞳ひとみが覆ふく面めんの下に覗のぞいている。まるで翔しよう子こ先せん輩ぱいの本ほん性しようが具現化されたかのようだ。

　僕は音を立てないように茂しげみの中を進む。なんとか彼女をあの地点までおびきよせる必要がある。

　僕は茂みを抜け、川に出る。この川はやがて巨きよ大だいな滝たきへと繫つながっている。この暗がりで翔子先輩が僕めがけて突とつ進しんしようとすれば、闇やみで方向を見失い滝に落ちることになるだろう。

　あまり弓は得意ではないが、僕は翔子先輩めがけて弓を放はなつ。

「当たれ！」

　闇夜の命中低下ペナルティと、翔子先輩の圧倒的なステータス。放たれた矢は龐統にかすり傷きずを負おわせただけだった。

「中ちゆう途と半はん端ぱな攻こう撃げきね。本気で殺すつもりなら、携けい帯たいを通して殺意が感じられるものよ」

　一流のソーシャルゲーマーになると画面を通して殺気を感じることができるのか……初耳だ。

　翔子先輩は僅わずかに減った兵力ゲージを見て妖あやしく笑った。

「回復しないと……これなら、闇の力を使っても仕方ないわよね」

　そしてまるで何者かに操あやつられるかのように、そのボタンを押おす。

　辺りを闇が支配し、天空から肉まんが落ちてくる。そのレアアイテムに触れると、真ショコラの兵力ゲージは見る見る回復していく。微び量りようのダメージに対して、明らかに過か剰じような回復量だ。

　完全に闇に魅み入いられている。翔子先輩の恍こう惚こつとした表情と、一方でか細く震ふるえる指先。

（闇の力に酔よいながらも、彼女も心の何ど処こかでは闇が恐ろしいんだ）

　巧たくみに携帯を操る彼女が、まるで携帯に操られているかのような錯さつ覚かくを一いつ瞬しゆん覚おぼえる。僕は彼女を救わなければならない。

　翔子先輩への同情からか、ワロスへの集中か。リアルから意い識しきを離はなしていたのはミスだった。

「あらやだ」

　翔子先輩が何かを叫さけんだかと思うと、喧やかましい食器の落ちる音が鳴なり響ひびく。反射的にリアルに意識を向けると、テーブルの上で紅茶が零こぼれ、床に滴したたろうとしている。

　僕は無意識にテーブルを拭ふこうとティッシュに手を伸のばしたところで、これが彼女の策さく略りやくだと気づく。少し意識を外はずしたその瞬間に、翔子先輩はシヴァの位置を特定したようだ。

　そして獲え物ものを見つけた獣けもののように、彼女は残ざん忍にんに嗤わらった。

「卑ひ怯きようです！　リアルでの妨害行動をしてくるなんて」

「嫌いやだわ。私が故意に紅茶を落とした証しよう拠こでもあるのかしら？」

　翔しよう子こ先せん輩ぱいは悪びれる様子もなく笑う。改めて思い出す。彼女は証拠さえ残らなければ何でもありな、目的のためには手段を選ばない人なのだ。さすがは証拠を求めし者、翔子先輩。

「ファイナル美少女である私を侮ぶ辱じよくしたことを死ぬまで後こう悔かいし続けるが良いわ！」

　不ふ眠みん王おうのカンストされたスピードで、見る見る間に距きよ離りを──

「なーんてね」

　詰つめるかと思ったが、彼女は急ブレーキをかけた。そしてクスクスと上品に微ほほ笑えんだ。

「嫌だわ。私がそんな見え見えの挑ちよう発はつに引っかかると思っているのかしら？　私はもう慢まん心しんしない。百ひゃく獣じゆうの王は兎うさぎを狩かるのにも全力を尽つくすのよ」

「そ、そんな」

　翔子先輩は冷静だった。以前のように圧倒的な力に任まかせて杜ず撰さんなプレイはしない。

　彼女は真ショコラとシヴァの間に流れる川を発見して言う。

「嫌だわ。暗い闇やみに覆おおわれてるけれど、猛もうスピードに頼って距離を詰めていたら滝たきに落とされるところじゃない。目の前に敵がいるのに迂う回かいするのは心理的な抵てい抗こうがあるけれど、わざわざ罠わなにかかるわけにもいかないものね」

　そういって彼女はゆっくりと真ショコラを迂回させる。僕は意い識しきを集中して、彼女のアバターがある座ざ標ひように到達するのを待った。

　敵の罠を見破り、勝利を確信したが故ゆえに生まれる心の隙すき。その心理的死角を突つく。

「今だ！」

　僕はシヴァの装そう備びを大おお盾たてに持ち替え、全力で突とつ撃げきをする。

　大盾は防ぼう御ぎよ用ようの装備だが、体当たりで敵をノックバックさせる性質がある。

　僕が逃げると踏ふんでいた翔子先輩は不意を突かれ、攻こう撃げきをまともに食らう。

「驚おどろいたわ。だけれど残念。あなたの攻撃では私の兵力ゲージを僅わずかしか減らせないわ」

　真ショコラは完全な無む傷きずだった。しかし僕は敵の座標を確認し、自分は成なすべきことを成し遂とげたのだと悟さとる。

「この勝負は僕の勝ちです。翔子先輩」

　僕は不眠王の攻撃を食らわないように、チキンランで急いで距離を取る。そして攻撃の距離が届かない間合いに入ったところで、改めて宣言する。

「小さなトラップをわざと看かん破ぱさせ、油断させたところに別のトラップで仕し留とめる。天あま音ね先輩から教わった兵へい法ほうの基本です」

「何を言ってるの？」

　翔子先輩は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをしかめ、真ショコラを動かそうとしたところで自分の状じよう況きように気づく。

「な、なによこれ。動けない……どーなっつぇるの！」

　彼女は動どう揺ようと共に口にくわえていたドーナツを落とす。

　どんなにボタンを連打しても真ショコラの座ざ標ひようが動くことはない。

　時間を凍いてつかせる神の技などではない。真相は至いたってシンプルだ。

「バグによるマップはまりです。βベータテスト故ゆえに、まだまだ取とり除のぞかれていないバグが残っているんです」

　翔しよう子こ先せん輩ぱいの表情から余裕が消える。敵が圧倒的なパラメータを手に入れたというならば、仕し様よう外がいの力で攻せめる。これが僕が出した不ふ眠みん王おう攻こう略りやくの糸口だ。

「そんな馬ば鹿かな……ここは既すでにあなたたちが過去に通り抜けたマップのはず」

「そうですね。僕たちが前に通った時は僕がマップはまりになりました。そしてみんなには僕からカスタマーサポートに連絡しておくと言っておきました」

　そしてここからが翔子先輩の最大の誤ご算さん。基本的に完かん璧ぺきな彼女はへたれ人間というものを知らない。僕は胸むねを張り、堂々と言う。

「しかし、ぐーたらな僕はカスタマーサポートへのバグ連絡を怠おこたっていたのですよ！」

「そ、そんな……」

　翔子先輩は絶望的な声をあげた。徐々にだが彼女は敗北を認めつつあった。

「あなたの敗因は僕のぐーたらさを甘あまく見ていたことです。どうします？　動けない相手を仕し留とめるのは簡かん単たんです。火ひ矢やを使って時間をかければどんなに強大な王も滅めつすることができる」

　彼女は現実を拒こばむように、耳を塞ふさいだ。

「初めからこれを狙ねらっていたの？　決戦が始まった時から……いえ、私に声をかけた時から……まさかこの学校に入学した時から！　生まれた時から！」

「いや、そんな前から狙ってた訳わけではないですが……でも昨日からいくつかのパターンは用意してましたよ。事前にマップはまりのポイントをいくつか調べて、決けつ闘とう場所がここに選ばれなかった場合はそちらを提案する予定でした」

　僕は改めて彼女を指差し、言う。今度はもう僕の言葉からは逃げられない。

「翔子先輩、あなたの負けです」

「いやあああああ」

　格下と完全に侮あなどっていた僕に負けたのが相当悔くやしかったのだろう。彼女は大きな悲ひ鳴めいをあげた。彼女のプライドが砕くだけ散ちる音が聞こえてくるかのようだった。

「負ける私なんて私じゃないのに。こんな私では意味がないのに」

　彼女は両耳を抑おさえ、現実を拒むかのように座り込む。

「私が、この私がへたれの王なんかに負けるだなんて……」

　翔子先輩がガクリと膝ひざを付く。

「約束よ。私は何でも言うことを聞くわ。奴ど隷れいにでもなんでもなるわよ」

　彼女は涙なみだ目めだった。

「でも、この携けい帯たいだけは……私の全すべてだから」

　最後の声はか細くてとても聞き取れなかった。翔しよう子こ先せん輩ぱいは全身でかばうようにして、携帯を抱きかかえている。

　翔子先輩の術じゆつ者しや殺ごろしなどの外げ道どうなプレイは決して許せない。でも、彼女がその携帯を大切に思う気持ちだけは僕にも理り解かいできた。携帯は僕らソーシャルゲーマーの魂たましいだから。

「先輩は自分の心しん臓ぞうの鼓こ動どうを感じられないかもしれないですが、僕はその鼓動を確かに感じます。その勝利への執しゆう念ねんは誰だれよりも強かった」

　一度ならず二度までも僕らに立ちはだかった強大な壁かべ。忘れたくても忘れることができない。

「だから自分には後こう継けい者しや候こう補ほになる以外は何もないだなんて、そんな悲しいことは言わないでください。僕らを何度も苦戦させたライバルなのだから」

　今はまだ深い闇やみの中、光は見えないかもしれないけれど──。もし彼女が光を求めるなら協力したいと思う。僕と彼女の間には、ゲームを通してできた絆きずながきっとあるから。

「能のう書がきはいらないわ。あなたは私に何を求めるの？」

　彼女は死を覚かく悟ごしたような絶望的な口調でただ問いかける。

「神殺しのために協力してほしいんです。今は後継者候補争いのことも、色々な過去も水に流して協力してほしいんです」
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　そして余計なお節せつ介かいだと分かっていても、僕は言わずにはいられない。素直になれない天あま音ね先せん輩ぱいの本当の願いを僕は知っているから。

「そしてもしできるなら、昔のように天音先輩の友達に」

　僕の言葉に翔しよう子こ先輩はハッとする。だがすぐに首を振る。

「敗者の私に命令を拒こばむ権利なんてないわ。神を殺すまでは全面的に協力することを、ラスト美少女の誇ほこりに賭かけて誓ちかうわ」

　誇り高い彼女のことだ。この約束を違たがえることはないだろう。

「でもどんな契けい約やくも私の心までは縛しばれない。彼女を友達と思うことなんて私には無理よ」

　翔子先輩は悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんだ。

「私と彼女は敵同士よ。手を取りあって仲良くゴールなんてできない」

　それは僕が見た初めての翔子先輩の素す顔がおだったのかもしれない。

「私は今までずっと藤とう堂どうグループの後こう継けい者しやになるよう教育を受けて来た。後継者になれない私なんて、何の価値もないのよ！」

　翔子先輩は秘ひめていた思いを叫さけぶ。

「天音ちゃんと一緒にゲームをしてて分かった。彼女は根っからのソーシャルゲーマー。ハイ・ジンを約束されしプレイヤーだった。彼女はいつか私から全すべてを奪うばう……それが分かったから私は彼女を裏うら切ぎったのよ」

　翔子先輩は悟さとっていたのだ。普ふ通つうにゲームをしていただけでは天音先輩に勝てないことを。だから彼女は裏切りや、闇やみの力に身を染めた。

「僕は一度だけ天音先輩の携けい帯たいを間ま違ちがえて持ち帰ってしまったことがあるんです。その時にコンタクトリストを覗のぞいてしまったんですが、そこには翔子先輩の連絡先だけが残ってました」

　先輩がどんな気持ちで彼女をコンタクトリストから消さなかったかは分からない。

「まだ縁えんが完全に切れた訳わけじゃありません。翔子先輩だって、まだ天音先輩に送れていないメッセージがあるんじゃないですか？」

　翔子先輩は僕の問いかけに首を横に振った。

「けっきょく、私はあっさりと彼女を裏切れた。この世界には信しん頼らいなんてなかったのよ」

　彼女は冷さめた目で戻らない過去を見つめているかのようだった。

「もし、後継者候こう補ほゲームなんてものがなければ、翔子先輩は天音先輩と友達のままでいられたんですか？」

　僕の言葉に一いつ瞬しゆんだけ、翔子先輩の目に動どう揺ようが見える。

「絶対に、他の誰だれにも漏もらさないと約束します。だから教えてください」

　他ならぬ勝者の命令だ。翔子先輩は勝負を神しん聖せい視しするが故ゆえに、自分の心を偽いつわることができない。

「そんな現実はあり得えないわ……分からないわよ」

　翔しよう子こ先せん輩ぱいは最後まで頑かたくなに天あま音ね先輩との友情を肯こう定ていしなかった。でも分からないということは、可能性がゼロじゃないということだ。

「その言葉が聞きたかったです」

　僕が仕し掛かけた最後のトリックだった。

　僕は翔子先輩の本心を誰だれにも他言したりはしない。でも、この会話を誰かが偶ぐう然ぜん聞いていたのだとしたら、それは約束を反ほ故ごにしたことにはならない。

　例たとえば誰かが扉とびらの向こうで聞き耳を立てていたとしても──。

（本当は翔子先輩が不正をした時の保険だったけれど）

　部室の扉がゆっくりと開かれる。扉の向こうに待たい機きさせた、僕の最後の切きり札ふだ。

　出てきた金色の美しい髪かみ……天音先輩だった。翔子先輩は驚おどろきで目を見開いた。

「翔子。私とあなたは敵同士かもしれない。でも、紅茶が冷さめるまでの短い間だけでも許されるなら、私はあなたとまた話したい」

　押おし寄よせる感情に対たい処しよしきれず、何も答えられない翔子先輩に僕は言う。

「翔子先輩はいつも言ってたじゃないですか。ふぅ、甘あまいって。あれはWho am Iと、常つねに本当の自分が分からずに問いかけていたんですね？」

「いや、そんなこと一度も思ったことないけど」

　冷静に翔子先輩は否ひ定ていする。しかし、天音先輩は僕の言葉に衝しよう撃げきを受けたようだ。涙なみだをポロポロと流す。

「そうだったのか翔子……私は、ずっと気づかなかった」

　そして迷まい子ごの子をあやすように、翔子先輩をそっと抱きしめる。

「一緒に探そう、本当の自分を。きっと私たちには一桁デイジツトナンバー以外の価値があるはずだから」

　抱きしめられている翔子先輩はぼんやりと、冷めた目をしていた。感かん極きわまる天音先輩に否定するのも面倒だと言わんばかりの顔だ。

　でも、自分のために泣いてくれる人がいるのはとても嬉うれしいことに違ちがいない。天音先輩は自分のことでは決して涙を見せないのに、誰かのためなら涙を隠かくさずに流せるのだ。

　どんな言葉も届かなかった彼女にも、心から流れる涙なら届くかもしれない。

「またあの頃ころのように一緒に戦おう。私と翔子が組めば、きっとどんな敵も倒せる」

　翔子先輩の表情からはどんな感情も読めない。その声を震ふるわせている感情は僕には分からなかった。

「もう手遅れよ。私は闇やみに染まりすぎたわ。今まで何時間もかけて手に入れて来たレアアイテムがボタン一つで手に入ったのよ。その効こう率りつを知った私は普ふ通つうにプレイすることはできない」

「まだ間に合うはずだ！　もう闇の力は使わないと約束してくれ。私はこれ以上、翔子が追いつめられるのを見たくない」

　天あま音ね先せん輩ぱいの声は震ふるえていた。翔しよう子こ先輩は、課か金きん王おうは本当にギリギリのラインまで追いつめられていたのかもしれない。闇やみに飲み込まれる、その一歩手前まで。

「私が裏うら切ぎらない証しよう拠こなんてどこにもないのに、それでも私を信じられるというの？　甘あますぎる考えで、虫むし唾ずが走るわ」

　彼女は最後までニコリとも笑わなかった。

　甘すぎる考えかもしれない。だけど──。

「スィーツをこよなく愛する翔子先輩が、本当は甘いものが大好きだってことを僕は知ってます」

　決めつけがすぎる僕の言葉に、翔子先輩は反はん論ろんしようと口を開く。でも彼女が例の口くち癖ぐせを言う前に、僕はニコリと笑ってこう返した。

「証拠なんかなくたって、僕らは人を信じることができます」
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「ふん。このフェニックス美少女の私の協力を得えられることを神に感かん謝しやすることね」

　かなりふて腐くされた態たい度どだったが、翔子先輩が七大罪セブン・ギルテイの仲間となった。神を殺すまでは七大罪セブン・ギルテイに協力するという契けい約やくだ。

　天音先輩と会話する姿は見られないが、翔子先輩は約束通りあれ以来闇の力を使っていないようだ。

「神を倒すまでこのチームは七大罪セブン・ギルテイフィーチャリング・真ショコラよ。文句ないわね！」

　なんかミュージシャンのコラボみたいになってるが、細かいことは気にしないでおこう。

　七大罪セブン・ギルテイの面々は驚おどろきとともに僕らを迎むかえた。

「す、すごいブヒー。どうやって彼女を説せつ得とくしたんブヒ？」

「ちゅーたが偉い業ぎようをなすだなんて」

「やるじゃねえか、へたれ魔ま人じん」

「このお茶、この苦にがみがたまらんのう」

　みんな口々に僕を誉ほめ称たたえる。じーん。

　しかし僕らはパーティーをするような間あいだ柄がらではない。すぐに作戦会かい議ぎへと移行する。

「ここからは人じん海かい戦せん術じゆつが大事となります。そのために戦力の頭数を揃そろえる必要がある」

　僕は調子に乗って司し会かいも担当する。今日の僕は輝いている……もちろんハゲた訳わけじゃない。

「翔子先輩、どうか元ショコラ・アメールのメンバーに協力を呼びかけてくれませんか？」

　手始めに僕は翔子先輩にキリッとした顔で指し令れいを与えた。しかし彼女はツン、という効果音と共にプイッとそっぽを向いてしまった。

「嫌いやよ。もう解散したチームのことなんて知らないわ。私を奴ど隷れいにしたからって良い気にならないでよね」

　ガーン。なんというやる気のなさ……。

　そんな翔しよう子こ先せん輩ぱいを挑ちよう発はつするように天あま音ね先輩は鼻で笑った。

「ふっ。その程度か。翔子」

「なんですってええええ」

　ピキピキと怒りの効果音が鳴なり、翔子先輩の目が一いつ瞬しゆんにして吊つり上あがる。

「私の知っているカリスマ性に満ちた究きゆう極きよく伝説美少女の園その田だ翔子なら、元同どう盟めいに協力を呼びかけることくらい赤あか子ごの手を捻ひねるよりも容易たやすいだろう。他ならぬ、私の最大のライバルの翔子だからこそ可能だと思っていたが、そうか。買いかぶりだったか」

「ふんっ。美少女の私が本気を出せば全米も動くわ！　見てなさい」

　言い終わるや、翔子先輩は「うおー」と叫さけびながら部室を飛び出した。ランボー怒りの大脱出ならぬ翔子先輩怒りの大脱出だ。

　さすが天音先輩……翔子先輩のことをよく分かってらっしゃる。というか翔子先輩、人を手玉に取るのが得意なのに意外と乗せられやすいんだろうか。

「さて、決戦は近い。私たちもワロスで会った人には協力のメッセージで呼びかけよう。最終的な戦局を決めるのは、案外こういった泥どろ臭くさい作業なのかもしれないな」

　決戦の準備は着々と進んだ。

　ワロス攻こう略りやくWikiや学校の掲けい示じ板ばんでの同志の呼びかけ、僕も可能な限りワロスにログインしクチコミで仲間を募ぼ集しゆうした。リアルでも可能な限り応おう援えんを呼びかける。

　中にはこんな出会いもあった。

『ウェーイ！　七大罪セブン・ギルテイのシヴァちゃんじゃなーい？』

　チャラい言葉が聞こえてきたかと思って振り向いたら、そこにはかつて僕らを賞金首として苦しめたJust Iceさんとチャラい人三名がいた。

　慌あわてて戦せん闘とう準備を取ったが、彼らのプロフィール名は友好関係を示す青色のままだった。

『俺おれたち、マジ伝えたい一言があって来たんだぜ』

『ヒュー、ビビんないで聞いてくれよぉ！』

『ヘイヘーイ。もっとリラックスしなってばよー』

　一体なんだろうか。僕たちなんて認めない、と苦情を言うつもりだろうか。しかし、予想に反して彼らのリーダー格であるJust Iceはみんなを代表し、深く頭を下げた。

　どうやら今までのことを謝しや罪ざいしにきたようだ。Just Iceは誠せい心しん誠せい意いを込めて言った。

『さーせん』

　彼は自分の非を認めれば、素直に過あやまちを認められる大きな器うつわの持ち主だったのだ。

『俺ら、Wikiを見てついカッとなってたけど、それがデマだと聞いてマジすまねーと思ったんだ』

　どうやら誤ご解かいが解とけたらしい。ワロスWikiも利用者が増え、少なからず七大罪セブン・ギルテイを擁よう護ごする書き込みがあったのだ。

『償つぐないって訳わけじゃないけどよ、神殺しには全面的に協力するぜ。俺おれからもダチに広めておく。みんなで大ボスを倒そうぜ！』

　これは嬉うれしい知らせだった。

『誤解が解けて良かったですよ。これからも頑がん張ばりましょう。その……う、うぇーい』

　僕が両手を上げて叫さけぶと、他のアバターもにやりと笑いウェーイ！と叫さけんだ。このチャラいノリも意外と悪くないかもしれない。

　絶対に性格があわないと思ってた彼らとも、話してみると案外楽しい。普ふ段だんはできないノリも、ゲームの中でなら恥はずかしがらずにできた。

　天あま音ね先せん輩ぱいは照れてるのか、先ほどからスカイメロディを操そう作させずに傍ぼう観かんしている。

「先輩もウェーイって言ってみませんか？　やってみると意外と楽しいですよ」

　ここ数日はとても忙いそがしく過ぎた。おかげで僕は天音先輩がどれだけ無理をしていたのか、不ふ覚かくにも見み逃のがしていた。

「先輩？」

　返事が返ってこないことに不安を感じて名前を呼んでみる。

　彼女は力なく座り込んだかと思うと、そのまま床に倒れ込んでしまった。

「先輩！」

　彼女は常つねに盟めい主しゆとして気き丈じように振ふる舞まうから忘れがちだが、神との戦いにプレッシャーを少なからず感じていたのだ。

　目に映うつるものが全すべて真実だとは限らないと、何度も教えられたはずなのに。僕は何度も彼女の心を見逃してしまう。
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　先輩は目に見えて憔しよう悴すいしていた。

　僕が呼びかけると、

「忠ちゆう太た君か。すまない、少し貧ひん血けつを起こしたようだ」

　気丈に振る舞うが声こわ音ねは震ふるえ心こころ許もとない。

「寝ねていれば大事ない。ふふっ、寝不足で倒れてしまうなんて眠ねむりの姫ひめ君ぎみ失格だな」

「先輩！　うまいこと言ったつもりかもしれないですけど笑えないです！」

　僕の言葉が意外とショックだったのか、彼女はシュンとしてしまった。

　頑かたくなに休きゆう憩けいを取ろうとしない彼女につい厳きびしめの口調で叫さけんでしまったと後こう悔かいする。

「忠太君。携けい帯たいを取ってもらっても良いだろうか。二台持っていないと落ち着かないんだ」

　先せん輩ぱいが苦しそうなか細い声で言った。どうやら天あま音ね先輩が倒れた拍ひよう子しに携けい帯たいが落ちてしまったようだ。

　僕も最近は指先で何かをいじっていなければ不安になる禁きん断だん症しよう状じようが出ているので、その気持ちはとても分かる。ソーシャルゲーマーの業ごうとも言えよう。

　僕は屈かがんで携帯を拾う。先輩のメインキャラであるスカイメロディの携帯と、サブアカウントであるムスメ用の携帯。二台の携帯を渡わたすと先輩は愛いとおしそうに携帯をギュッと抱きしめた。

　ムスメの携帯はワロスのプレイが一いつ切さいできない。それなのに先輩は片かた時ときも離はなさずにあの携帯を持ち歩いていたんだ。

　ムスメ用の携帯は黒い画面のままだ。闇やみのように何も映うつし出ださない画面を、先輩は悲しそうな目で見つめている。

「この携帯はあれ以来何の画面も映し出さない。私はもうムスメとしてプレイできないかと思うと、不安なんだ」

　それはとても久しぶりに聞いた先輩の弱よわ音ねだった。

「ムスメがいないと私は私であることを保たもてないんだ……これではスカイメロディとどっちがメインのアカウントか分からないな」

　彼女は自じ嘲ちよう気ぎ味みに力なく笑った。そんな彼女を見て僕は自分の鈍どん感かんさを呪のろう。

　ムスメと会えないことで寂さびしい思いをしていたのは自分だけではなかったのだ。ムスメになることができない天音先輩もまた、寂しい思いをしていたのかもしれない。

　天音先輩は今まで弱い自分をムスメとして分ぶん離りすることで、強い自分を保ってきたのだろうか。心のバランスとか、そんな難むずかしい話は僕には分からないけど、先輩が今弱っていることだけは分かる。

　僕は先輩にできることは何かないか必死に考える。名めい軍ぐん師しを目め指ざしてるはずなのに、いつも大した戦術が浮かばない自分が情けない。こんな時こそ一発大逆転の秘ひ策さくが思いつけば良いのに。今日も僕は何の戦術も思いつかず、無策のまま突とつ撃げきをするダメ軍師だ。

「先輩。もし良ければ、たまにはリアルでもムスメのように振ふる舞まってください。僕もムスメと話がしたいです」

　僕の言葉に、先輩は少し驚おどろいた顔を見せた。こうして部活に二人きりでいると、初めて彼女と天てん下か統とう一いつ部ぶを始めた時のことを思い出す。

　あの頃ころの僕は、小さな画面の中で天下統一をしても現実ではなにも変わらないと彼女に言っていた。

「ゲームって楽しいですよね。特にアバターをカスタマイズできるゲームって、なんだか理想の自分をゲームに反映できそうで」

　今の僕は現実とゲームの間に確たる境きよう界かい線せんがあるだなんて思ってはいない。

「僕は先輩と会う前は夢を見るのが趣しゆ味みだったんです。夢の中でならなりたい自分になれる気がして」

「確かに。授業中も堂々と寝ねるその姿に私は感動を覚おぼえたものだ。ずっと……忘れないよ」

「いや、その光景はどうか記き憶おくから削さく除じよしてください……」

　このままでは授業中の居い眠ねむりを大切なメモリーとして永久保存されそうなので、僕はツッコミを入れておく。

　寧ね々ねはゲームの中で女子力を上げようと頑がん張ばったり、凄すご井い君は看かん板ばん娘むすめちゃんに恋心を抱いたり、誰だれもが己おのれの願望をこの３・５インチの世界の向こうに込めて見つめているんだろうか。だとしたら天あま音ね先せん輩ぱいはどんな願望を込めてこの画面の向こう側の世界を見つめていたのだろうか。

　本当は天音先輩もムスメのように、無む邪じや気きに笑いたいのかもしれない。

「ゲームは起きながら見る夢のようなものだと思うんです。ソーシャルゲームは、人と人の夢を繫つなげるゲームなんだって」

　だからいつか夢が覚さめる時が来ると分かっていても──僕らは全力でプレイをする。

「素敵な考えだな。ソーシャルゲームは人の夢と夢を繫げるもの、か」

　天音先輩はそう言って、とても久しぶりにだが満面の笑みを浮かべてくれた。

「なりたい自分になれるのが夢の中だけだなんて寂さびしいですよ。たまにはリアルでもなりたいキャラになって良いじゃないですか」

　僕が手を差さし伸のべると、彼女はその手を摑つかんでくれた。冷たい体温が指先を伝う。

「僕はシヴァと違ちがって、全然イケメンじゃないですが」

「私もムスメと違って、全然素直にはなれないけれど」

　現実と夢のギャップは大きすぎて、その差はまだまだ埋うまらないけれど。たまには夢の中の自分を演じても罰ばちは当たらないはずだ。

　天音先輩は恥はずかしさに耐たえるように俯うつむいた。そして耳まで朱しゆに染めて赤面して、消えそうなか細い声でその言葉を紡つむいだ。

「りょ、領りよう主しゆさま」

　今まで画面の向こう側にしかいなかった、僕をずっと支え続けてくれたムスメがそこにいた。彼女の照れが伝染したのか、僕も耳まで赤くなるのを感じた。

「な、なんでい？」

　うう、いつからシヴァは江戸っ子になったんだ。先輩は頑張ってムスメを演じてくれているのに、僕は全然シヴァになれていない。なんだか自分だけズルをした気になって自じ己こ嫌けん悪おだ。

　そんな悩なやむ僕を見て天音先輩はクスクスと笑った。

「おかしな領主さまですね」

　その無邪気な微ほほ笑えみにムスメの太陽のような笑顔が重なる。とても時間がかかったけれど、僕はやっと彼女の心に辿たどり着ついたのだ。
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　僕はいつものムスメの決きめ台詞ぜりふを聞きたくなってリクエストをする。すると天あま音ね先せん輩ぱいは恥はずかしがりながらも応じてくれた。

「領りよう主しゆさま。今日もレッツ・ゲット・天てん下かですよ！」

　彼女の照れが伝染したのか、僕は耳まで赤くなる。

　心しん臓ぞうの高たか鳴なりがおさまらず、僕は先輩と目をあわせることができず反射的に目をそらしてしまう。そしてジト目の小こ梅うめと目があった。

　……。

　小動物的な愛くるしい目がこちらを見つめている。

　恐ろしく気まずい沈ちん黙もくだった。

「領主さま？」

　僕が石せつ化かしたのを怪け訝げんに思った天音先輩も小梅の視線に気づき石化する。メデューサ同士が見つめあえばこうなるんだろうか。

　カチ……カチ……カチ……時計が秒針を刻きざむ音が鮮明に聞こえる。

　長い沈黙の果てに、小梅は一言。

「何してるの？」

　僕らは両手を上げてオワタのポーズで誤ご魔ま化かした。

「ぎゃー！」

「わー！」

　夢から覚さめるのは一いつ瞬しゆんだった。いつから彼女はそこにいたのだろうか？　心地ここちよかったはずの夢が一瞬にして悪夢になりそうな、果てしない恥はずかしさが押おし寄よせてくる。

「さ、作戦会かい議ぎだよ。ムスメを取り返した後のイメージトレーニングとかね」

「ふーん。そんなに田た中なか君と手を取りあいたいの？」

　小こ梅うめが謎なぞの解かい釈しやくをしてくれる。

「最後の決戦は近い。もう私の心に迷いなんてない」

　天あま音ね先せん輩ぱいはすっかり元気を取り戻したようだ。

　これからも無茶はしないでほしいものだ。ムスメモードの先輩もまた見てみたいし。

　初めて会った時、彼女をダイヤモンドのようだと思った。決して折れない強く美しい心。

　本当はとても壊こわれやすく脆もろい一面を持っていたとしても、その輝きは未いまだに褪あせない。僕はその輝きをこれからも守り続ける。
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　そして決戦の時はやってきた。

「これはワロス最後の戦いだ」

　僕ら七大罪セブン・ギルテイフィーチャリング・真ショコラはワロスの世界に落ちて行く夕日を見つめていた。もしかしたら全員でこの景色を見るのは最後かもしれない……みんな、それぞれが何かの思いにふけっていた。

　燃えるようなオレンジ色の空。

「七大罪セブン・ギルテイ、私はこの仲間と共に戦えることを誇ほこりに思う」

　天音先輩は落ちていく夕日を眺ながめながら言った。

「独ひとりで戦っていた頃ころの私には見えなかった景色だ。この黄昏たそがれに、私は君たちの忠義に必ずや報むくいると誓ちかおう」

「けれどこれからもっと、凄すごい景色を見せてくれるんでしょ？」

　真っ先に同意したのは小梅だった。彼女もまた、ずっと独りでワロスを駆かけ抜ぬけた戦士だ。この戦いに七大罪セブン・ギルテイの一員として参加できることを嬉うれしく思っているのだろう。

　でもこれから戦う敵はあまりに強大で、僕は不安を隠かくせない。

　もし、ゲームオーバーになったら……僕らはどうなるのだろう。

　強敵を倒したとしても、いつかまた新あらたな敵が現れて、ずっと勝ち続けたその先には何が待っているのだろう。ソーシャルゲームは明確なクリアが設定されてるものは少ない。でも、いつか終わりは来るんだ。

「もうすぐ、このゲームも終わるんですね」

　全すべてを終わらせるために戦おうというのに、僕の中にはずっとゲームが終わらなければ良いと思ってる自分もいた。

「ゲームクリアの果てに……ハイ・ジンとなった先に何が待っているんでしょう」

　もし叶かなうならずっとこの夢が覚さめないでほしい。このメンバーでずっとゲームをしていたい。

　答えたのは寧ね々ねが操そう作さする歴れき戦せんの勇ゆう士し、ダガーベルだった。

『大だい丈じよう夫ぶ。わたしたち……何があってもズッ友だよぉ』

　ダガーベルの必死の訴うつたえに、僕らは頷うなずく。ズッ友と来ましたか……上がり続ける寧々の女子力に不安しか感じない。

　夕日を見ながら、凄すご井い君は己おのれの覚かく悟ごを語る。

「俺おれは看かん板ばん娘むすめちゃんのいるこの世界を守る。たとえこの愛が叶わなくても、愛する人が笑顔で暮くらす世界を俺は守りたい」

　か、かっこいい……ほんと彼は物語の主人公みたいだ。戦う理由はみんなそれぞれなのだな。

「ワシも君たちと一緒にゲームをして若返った気分じゃったよ」

　おお、ベルフェゴール先生もお茶を飲みながら感かん傷しように浸ひたっている。というか、いたんですねベルフェゴール先生……いつも存在をステルスしてるから気づきませんでした。

「ふん。いつまで感傷に浸っている気？　闇やみから手を洗った綺き麗れいな私が協力したのだから、これは勝利を約束されし戦いよ」

　相変わらずブレない翔しよう子こ先せん輩ぱい。彼女は戦いを前に不安など無む縁えんなのだろうか。

　翔子先輩の言う通り感傷に浸る時間はおしまいだ。僕らは未来へと向けて、歩き始めなければならない。

「いこう、みんな」

　僕の言葉をきっかけに、みんな無言で頷き歩あゆみ始はじめる。それぞれの未来を摑つかむために──。

　これから挑いどむ敵はあまりに強大で、覚悟を一いつ瞬しゆんでも緩ゆるめればその歩みを止めてしまいそうになる。

『きゃうんっ』

　不意に謎なぞの声がメッセージダイアログに表示される。画面を見ると何もないところでダガーベルが転ころんでいた。屈くつ強きような肉体を持ったダガーベルは涙なみだ声ごえで言った。

『ふえええん、転んじゃったよぉん』

　寧々は絶対に乙おと女めというものを勘かん違ちがいしている──僕らは決戦前に思わぬ精神的ダメージを受けた。

　でも、例たとえこれから先どんなに強きよう烈れつな攻こう撃げきを受けても僕らはその歩みを止めない。どんな痛みにも耐たえてみせる。

　全てはその先にある何かを摑むために──。













　【第八章】　へたレッドクリフ







　白はく昼ちゆう。

　片手をポケットに入れた生徒たちが誘さそわれるかのように体育館へと集まる。

　ゲーム内の通信手段は監かん視しされている恐れがある。作戦は全すべてリアルで通達された。僕らは掲けい示じ板ばんにポスターを貼はったり、校内放送で呼びかけたり、ここ数日はリアルでの行動に従事していた。全ては今日、この日のために。

　僕もワロスに熱中していたからこそ分かる、一流ソーシャルゲーマーの気け配はい。ここに集まった者はみんな、このβベータテストで生き残った歴れき戦せんの強つわ者ものだと分かった。

　リアルでは面めん識しきがある人は少ないので、誰だれがどの勢力に属する者か全まつたく分からない。普ふ段だんは争いあってる彼らも、共通のゲームの話題ですぐに打うち解とける。僕は凄すごい勢いきおいで増えるフレンド登とう録ろくに意い識しきが追いつかない。

　そんな様子を見て、幼おさな馴な染じみが呟つぶやいた言葉が印象に残った。

「なんだかオフ会みたい」

　こうしてワロスのプレイヤーが一同に会するのは初めてだ。ワクワク感は募つのる。しかし一方で不和も生じないわけではない。

「悪いけど、僕らダーク・メランコリック・ポイズンの足は引っ張らないでくれたまえよ」

「全くだわ。無む課か金きんユーザーと一緒にプレイだなんて、感かん謝しやしてほしいわね。ダンケシェーン」

　貴き族ぞくのようなプライドの高い連中はお世せ辞じにもチームワークが良いとは言いがたかった。

　ざっと見て百人ほどの人数が体育館に集められたが、彼らは短期間で集められた烏う合ごうの衆しゆう。不安要素がないわけではない。

「先せん輩ぱい。凄い人の数ですね」

　僕ら七大罪セブン・ギルテイは壇だん上じようで所しよ在ざいなくオロオロしていた。大勢の人前で話すことに慣なれているのは、生徒会長の天あま音ね先輩くらいだろう。

　しかしそんな彼女も緊きん張ちようで足が震ふるえているようだった。僕はそんな彼女の気を紛まぎらわそうと、吞のん気きな口調で語りかける。

「先輩でも緊張するんですね。大勢の人前で話すのに慣れてるのかと思いました」

「今までは右手にムスメの携けい帯たいがあったから、そこに不安を吐はき出だせたからな」

　先輩はそう言うと、右手を差さし伸のばして来きた。

「ムスメの代わりだ。離はなすなよ」

　僕の左手に彼女の右手の温ぬくもりが伝う。突とつ然ぜんのことで心しん臓ぞうが跳はね上あがったが、彼女はそんなことを気にせずに壇だん上じようへと立った。多くの生徒たちを前に、物もの怖おじせずに語る。

「ソーシャルゲーマーの諸しよ君くん。今日は忙いそがしい中、よくぞ集まってくれた。私が今回の作戦の発案者、周防すおう・Ｓソー・天あま音ねだ」

　マイクを前に、壇上で語る彼女はとても眩まぶしかった。今回の作戦に多くの人が参加してくれたのは、偏ひとえに彼女の人望の成なせる技だろう。毎日ソーシャルゲームばかりで生徒会の仕事をしてるのは見たことないけど……。

「今から配るプリントに、倒すべき神のデータは全すべてまとめた。作戦内容も記き載さいされているので、今から五分で目を通してほしい」

　寧ね々ねや凄すご井い君が手て際ぎわ良よくプリントを配る。生徒がすんなりと従ってくれたのは、こちらにベルフェゴール先生がいた影えい響きようも大きいかもしれない。

　プリントに目を通した生徒は、神の能力の不安からか、或あるいは作戦への不満からかざわめきが生じる。そうやって心がバラバラになりかけたのを止めるように、先せん輩ぱいが次の言葉を紡つむぐ。

「私たちは天てん下かを争う敵同士だ。所属する同どう盟めいも、プレイ方針もバラバラだ。けれど今だけはどうか、争うことをやめて手を取りあってほしい」

　熱心に語りかける天音先輩の言葉に、次し第だいに耳を傾かたむける生徒は増える。

「私たちにただ一つ共通しているものがあるとすれば、それはワロスを愛しているということだ」

　そうだ……僕らにとってワロスは人生そのもの。ワロスの中にこそ人生があるんだ！

「共に勝利を勝ち取ろう！」

　先輩が拳こぶしを突つき上あげると歓かん声せいがあがる。

　続いて戦せん闘とう指し揮きを任まかされた翔しよう子こ先輩からのありがたいお言葉、各同盟の代表が軽い挨あい拶さつを行う。僕はのほほんとお茶を飲んでいたのだが、

「最後にへたれ王シヴァによる、激げき励れいの言葉をもらいたいと思う」

　僕は飲んでいたお茶を吹ふき出だした。

　全まつたく聞いていない。恨うらみがましく先輩の表情を見ると、先輩は会場の空気に結けつ構こうノリノリのようだ。逃げ出したい気持ちに駆かられたが、楽しそうな彼女を見ると憎にくめない。

　僕は緊きん張ちようと共に壇上に立った。

「あ、どうも。へたれ王のシヴァです。一応、神です」

　壇上に立った一ひと際きわオーラのない男。そんな僕を見て多くの生徒はどう思っただろうか。でも、オーラがない僕だからこそ、へたれな僕だからこそ伝えられることもあるかもしれない。

「シヴァっていうのはヒンドゥー教の破は壊かい神しんで、大いなる暗黒マハーカーラとも呼ばれるそれは凄すごい神様なんです」

　あの日、何もなかった僕に先輩がくれた新しい名前。僕はその由ゆ来らいを決して忘れたりはしない。

「向こうも神かもしれませんけれど、こっちにも神がいます。僕なんかが神様を名乗れるんだから、案外神も大したことないかもしれませんよ」

　この僕の演えん説ぜつが一部のまったり派はの支持を……大きく摑つかんだかは分からない。へたれな僕だからこそ説せつ得とく力りよくのある言葉というものもあるかもしれない。

　ただの社しや交こう辞じ令れいかもしれないけど、パラパラと拍はく手しゆが鳴なって少し嬉うれしかった。

「変わった士気の上げ方ね。パーフェクトな私には出来ない芸げい当とうよ」

　翔しよう子こ先せん輩ぱいが腕うでを組みながら、褒ほめてるんだかけなしてるんだか分からないコメントをくれる。

　決戦を前に携けい帯たいが振しん動どうする。どうやらメールの着信のようだ。送信元を見ると月つき絵えとあった。

（もしかして、応おう援えんの言葉かな。……月絵に限ってそれはないか）

　たいして期待もせずにメールを開いたら、暖あたたかい言葉が目に入る。

『頑がん張ばってね


お姉ちゃんのために』



　予想外の優やさしい言葉に思わずジーンと……したけど文末の言葉に絶望した。月絵にはあくまでも小こ梅うめしか見えていないようだ。舌を出して悪戯いたずらっぽく笑う月絵の姿が目に浮かぶようだ。




　　　　＊＊＊




　僕ら七大罪セブン・ギルテイはレアカードハントで得えた大金をはたいて巨きよ大だいな船を買った。まさか虚きよ無むの王も僕らが海からやって来るとは夢にも思わなかっただろう。

　僕らはどんぶらこどんぶらこと揺ゆられながら決戦の地へと向かった。

　ワロスの神は広大な大地の中央に佇たたずんでいた。傍かたわらには十じゆう字じ架かが突つき刺ささり、そこには磔はりつけにされたムスメの姿があった。

　場を不ぶ気き味みな静せい寂じやくが支配する。僕の額ひたいを冷たい汗あせが伝う。

（ムスメ……待っててくれ。すぐに助けるから）

　僕は今一度覚かく悟ごを決める。守りたければ勝たなければならない。敗北は許されない。

『来たか。ワロスの罪つみよ』

　虚無の王は僕らの姿を確かく認にんして、陸からメッセージを出す。その文字の裏うらにどんな感情が込められているのか、僕らは知らない。

『答えよ！　悔くい改あらためワロスのために生きると誓ちかうか。この場で朽くち果はてゲームオーバーをもって贖しよく罪ざいとするか。神は敬けい虔けんなる者には慈じ悲ひを、逆さからう者には容よう赦しやなく裁さばきを与える！』

　特とく殊しゆフォントを用もちいた厳おごそかな文字だ。ただの文字のはずなのに、そこに果てしないプレッシャーを感じるのは僕だけではないはずだ。しかしこのゲームマスター、神様のロールプレイにけっこうノリノリである。

　我われらが盟めい主しゆさまは、神の脅おどしにも屈くつしない。

「この世界に神なんていらない。私たちはあなたを倒す！」

　先輩と虚無の王の視線が交差する。瞬しゆん間かん、何な故ぜかその口元に笑みが見えた気がした。虚無の王の注意が完全にこちらに向いている今こそがチャンスだ。

「今だ。全員で総そう攻こう撃げきを仕し掛かけろ！」

　翔しよう子こ先せん輩ぱいのかけ声と共に、一いつ斉せいに森が動く。

「うぇぇぇぇい！」

　Just Ice さんと翔子先輩を筆ひつ頭とうに、ワロス中のプレイヤーが木の枝を身につけ進軍したのだ。その様さまはあたかも森が動くかの如ごとしだ。

　偽ぎ装そうを解といた瞬しゆん間かんに画面に表示される圧倒的な人、人、人。途と端たんに画面は文字で埋うめ尽つくされる。元ショコラ・アメールにダメポ、あらゆるチームが同どう盟めいを組んでいる。

　体育館にいた全生徒が携けい帯たいをいじり始はじめる。そして現れるいくつもの魔ま法ほう陣じんのグラフィック。

「全すべてを血で染め上げなさい、龐ほう統とう！」

「ヘイ、出てきな趙ちよう雲うん！」

　瞬またたく間まに画面は多くの武ぶ将しようで埋め尽くされる。

　かつて歴史に名を残した武将たち。争いあってた彼らが今、姿すがた形かたちを変えてタッグを組んでいる。その光景は圧巻だった。

『伏ふく兵へいか。道理でこのサーバーはやけに重いわけだ』

　ゼロの中指がアッシュグレイに、親指の指輪がエメラルドグリーンに妖あやしく光る。

『凍いてつけ時よ……強制転移！』

　先せん陣じんを担当した数名のプレイヤーが操そう作さ不能になり、別の場所へと強制転移させられる。

　その圧倒的な神の力に、弱よわ音ねのメッセージダイアログがいくつか表示される。

　翔子先輩はそんな彼らに聞こえるよう、重要メッセージで指し揮きを取る。

「この程てい度どで怯ひるむ臆おく病びよう者ものはいないわね？　どんなに犠ぎ牲せいが出ても、勝利まで足は止めるな！」

　恐れを微み塵じんも見せない彼女の毅き然ぜんとした態たい度どに、プレイヤーたちの士気はあがる。

「神を殺せ！」

「ボスを倒すんだ！　うぇぇぇい！」

　小さな勇気が集まり、やがて大きな力となる。犠牲をものともせずに押おし寄よせる大軍。各兵の足音にＢＧＭは設定されていないのに、耳を澄すませば巨大な地じ鳴なりが聞こえてきそうだ。

『むぅ』

　押し寄せてくる圧倒的大軍に、虚きよ無むの王の表情から余裕が消えたかのように見えた。

「これが、缶かん蹴けりの秘ひ策さくだ」

　天あま音ね先輩は遠く、船の上で決めポーズをとった。

　缶蹴りの禁きんじ手て。それは決死の全員攻撃だ。

　見つかることを覚かく悟ごし、全員で文字通り一丸となって突撃するのだ。名前をいちいち指定して缶を踏ふまなければいけないルールを逆さか手てに取り、全員の名前を呼び終える前に誰だれかが缶を蹴れば勝てるという必勝法だ。

　相手の時間停止にＩＤ指定が必要だというならば、ＩＤを指定しきれないほどの数の力で突とつ撃げきをすれば良い。

『良い連れん携けいだ。この大軍から身を守るためには』

　虚きよ無むの王は懐ふところからアルティメット・レジェンドカードを取り出す。その白紙のカードに与えられる武ぶ将しようの名は、

『皆殺しにしろ、董とう卓たく！』

　黒い魔ま法ほう陣じんから現れたのは山を連想させる巨きよ軀くの武将だった。

「あれは……暴ぼう虐ぎやくの王、董卓！　一時は政権の全すべてを得えて酒しゆ池ち肉にく林りんのハーレムなどやりたい放ほう題だいだった悪わる者ものだ！」

　寧ね々ねの三さん国ごくマニア魂だましいに火がついたようだ。彼女は解説を続ける。

「董卓の武力は本物だ。なんでも伝でん承しようでは馬に乗って両手でそれぞれの弓を射いたとか」

　その伝承に偽いつわりなしだった。董卓は赤せき兎と馬ばに乗ったかと思うと、両手で弓を乱らん射しやし始める。そのたびに消えて行く武将たちの命、プレイヤーの無む念ねんの叫さけび。

「ここからは総力戦よ！　全軍、突とつ撃げきぃ！」

　翔しよう子こ先せん輩ぱいの号令に、地が震ふるえ上あがるほどの歓かん声せいがあがる。

「敵の攻撃が来る！　西側の兵は全員防ぼう御ぎよを！　東側の兵は敵の背後を突ついて！」

　敵の一振りごとに災さい厄やくかと思われる被害が生じる。乱戦の中、翔子先輩の指示に従うことが一番生存確かく率りつが高いとみんな学習する。

「攻撃の手を緩ゆるめるな！　少しでも傷きずを負おったら深追いせずに後ろに下がるんだ！」

「ウェーイ！　気合いだけでは負けちゃダメだぜーい」

　召しよう喚かんされた董卓の力は圧倒的だが、全方向をカバーできる訳わけではない。十人に一人は虚無の王へと攻撃が届き、彼の兵力ゲージを僅わずかにだが減らしていく。

　圧倒的に見えた神へのダメージは、さらにプレイヤーの士気を上げる。

「行けるわ！　処しよ理り落ちが発生してるのでボタン連打は控ひかえて。ラグも考こう慮りよして空振りを避さけるのよ！」

　翔子先輩も大戦の指し揮きに活いき活いきしているように見えた。乱戦で操そう作さミスが目立ったのはダメポの貴き族ぞくたちだった。闇やみの力に頼りきっていたため彼らは高速の携けい帯たい操作に慣なれていない。

「うぇぇぇい！　ここは俺おれが防ぐから体勢を持ち直すんだ！」

「き、君たち……ダンケシェーン」

　気がつけば同どう盟めい同士の上下関係も消え、誰だれもが声をかけあっていた。

　凄すごい盛り上がりだ……いくつものメッセージウィンドウが消えては現れる。

　当初の僕らはこの乱戦に乗じて味方を攻撃する不届きものが少なからず出るのではと懸け念ねんしていたが、完全に杞き憂ゆうのようだ。ボスを倒したい……それだけの理由で全員の心が完全に一つになっていた。

　一方、僕ら七大罪セブン・ギルテイはまだ船が陸に着かないでいた……格かつ好こう付けて海からなんて来るものではなかった。本来ならば翔しよう子こ先せん輩ぱいが虚きよ無むの王を引きつけている間に、岸に到着してムスメを救い出す算さん段だんだったのだが……。

「うう、みんな楽しそう……この船、まだ着かないの」

　小こ梅うめが悔くやしそうにハンカチを嚙かむ。

「せめて東南の風が吹ふけば間に合いそうなんだが……歴史では諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいが祈き禱とうしたら風が吹ふいたそうだ」

　寧ね々ねが期待するように小梅を見つめる。僕らも自然と小梅を見る。

「え？　私祈禱しないといけないの？」

　小梅は罰ばつゲームに指名されたかのような顔をした。僕はそんな彼女の背中を押おすように励はげましの言葉をあげた。

「小梅。きっとうまくいくよ、祈禱だけに」

　義ぎ理り堅がたい彼女は僕らに見つめられると恥はずかしがりながらも立ち上がり天を仰あおいで言った。小梅の操あやつるアバターもそれに続く。

『か、風が強ゥインドー』

　……僕ら七大罪セブン・ギルテイは居たたまれなくなって視線をそらした。小梅がすかさず顔を赤くして自じ己こフォローする。

「これは、これは私のセンスじゃないわ。ちゅーたのセンスをリスペクトしたのよ！」

　みんなが憐れん憫びんの情を小梅に向ける中、天あま音ね先輩だけは笑いをこらえてるように見えたのは気のせいだろう。

　その時、奇き跡せきが起きた。

　携けい帯たいが震ふるえたかと思うと、突然の嵐あらしの警けい報ほうが出たのだ！

「すごい！　これが小梅の祈禱の力！」

「やったブヒー」

　僕らが誉ほめ称たたえると、小梅は照れるように舌を出した。

「そ、そうかな。ふふっ、実はさっきのはちゅーたセンスじゃなくて私センスの祈禱だったんだよね」

　嵐は勢いきおいを増し、海を荒あらしまくる。僕らの船を粉こな々ごなにしようと荒れ狂くるう！

「うっ。ちょっと風が強すぎねえか？」

「小梅君。このままだと船が大破するのでは」

　まさに台風で胸むねがハリさケーンようだー。

「やっぱりちゅーたセンスを真ま似ねしたからこうなるんだよ。うー」

　このままだと虚無の王に辿たどり着つく前にゲームオーバーになってしまう。格好付けて船で登場しようとしたのに沈ちん没ぼつして終わりだなんて、あんまりだ。

　みんなが動どう揺ようする中、天あま音ね先せん輩ぱいが冷静に指示を出す。

「このままでは船が沈しずんでしまう。ここは船同士を鎖くさりで繫つなぎあわせて強度を強くするんだ！」

「なるほど。連れん環かんの計けいという奴やつか！」

　寧ね々ねが感心しながら、鎖で船同士を繫げる。

「ぎゃー、浸しん水すいしてきたー」

「水みず漏もれだー。うおー、たー！」

　僕らはまだ敵と出会ってないのに生死の狭はざ間まを彷徨さまよっていた。

　一方、岸では盛せい大だいな戦いが繰くり広ひろげられている。

（敵の董とう卓たく……恐ろしく強い。たった一人なのに千以上の軍隊を食い止めてる）

　その光景は圧巻だった。千を超こえる大軍に董卓と虚きよ無むの王の二名が互角に渡りあっている。ゲームの中でしか見られないような不ふ思し議ぎなパワーバランス。

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいとは言え、どうやら敵はリミットを超えたステータスを持っているようだ。遠とお目めに翔しよう子こ先輩たちは劣れつ勢せいに見えた。

「ブヒー。船底に完全に穴あながあいた……この船は長く持たない！」

　僕らの顔色は海のように青ざめた。こんな時は、逆転の発想だ。

「嵐あらしを止めようとするんじゃなく、むしろ嵐を強くしてみたらどうでしょうか。もしかしたらビッグウェーブに乗ってあの岸まで辿たどり着つけるかもしれません」

「え。また私が祈き禱とうするの？」

　小こ梅うめ曰いわく、この時ばかりは諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいファンであることを後こう悔かいしたとのことだ。彼女は再び天を仰あおぎ恥はずかしさに耐たえながらも叫さけんだ。

『海を見てると、悲シー』

　きた、きたぞ！　ビッグウェーブだ！

　まるでジェットコースターに乗っているかのような凄すごい迫力だ。高速で描びよう画がされる流水のグラフィック。

（それにしても、こんな偶ぐう然ぜんあるのかな）

　好こう都つ合ごうな奇き跡せきの連続に若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚おぼえたが、すぐに大戦の興こう奮ふんが疑ぎ問もんをかき消していく。

「ところで、この船ってどうやって止めようか」

　感かん傷しように浸ひたっていたところで、寧々が気づいてはいけないツッコミをする。

「みんな、飛び降りろ！」

　だいぶタイミングがまずい気がしたけど、僕らはそのまま海へダイブした。

　僕らの船は沖に着き、そのままロケット砲ほうがごとく空へと向けて発射される。その先には、千の大軍と戦う董卓と虚無の王がいた。

　連環された船での突とつ撃げき。

　ド派は手でな衝しよう突とつ音おんがしたかと思うと、巨きよ大だいな船は大破する。粉ふん塵じんが上がり、多くの破は片へんが飛び散り火もあがった。巻まき添ぞえにあった無関係なプレイヤーを思うと、やってしまった感が凄すごい。

　このダイナミックな登場に、ワロスプレイヤーは暫しばし言葉を失う。

　陸に上がったらとんでもないクレームが待っているかもしれない……そう思っていた。

　だが、董とう卓たくの兵力ゲージが大きく削けずられたのを見て、次し第だいに拍はく手しゆが起こる。

「うぇぇぇい！」

「なんてエレガントな登場なの……！」

　この祭りのような戦いで、みんな興こう奮ふん状じよう態たいだったのかもしれない。小こ梅うめもちゃっかり、

「ふっ。これくらい諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいには楽勝の戦せん略りやくだよ」

　とドヤ顔していた。

　さすがの虚きよ無むの王も大ダメージで硬こう直ちよく時間を強しいられているようだ。僕はこの期を逃のがさない。

　僕は乱戦に紛まぎれ、十じゆう字じ架かに磔はりつけにされたムスメの縄なわを解とく。

『領りよう主しゆさま。っ……！』

　ムスメが何かを言うが、僕はそのメッセージを確かく認にんする余裕もない。彼女の安あん否ぴだけが気がかりだった。

「ムスメ、無事で良かった」

　僕が安あん堵どで胸むねを撫なで下おろした瞬しゆん間かん、その油断を死しに神がみは見逃さない。

　僕が見落としていたメッセージ。ムスメはこう言ったのだ。

──領主さま、うしろです。

　その時、僕は初めて感じた──携けい帯たい画面を通して圧倒的な殺気を。

　死神と目があったかのような圧倒的恐怖。冷たい手で心しん臓ぞうを撫でられる感覚。僕の指は震ふるえ、凍いてついたかのように動けない。

　気がついた時には全すべてが手遅れだった。振り向いた時には董卓の巨大な矢がシヴァの心臓を貫つらぬいていた。

　死神の一いち撃げきは無む慈じ悲ひだった。

　逃げてばかりでちっぽけな僕の兵力ゲージを、あざ笑うかのように簡かん単たんに上回るダメージをたたき出す。

　戦うことから背を向け続けた臆おく病びようの代だい償しようを、僕は命で払はらうことになった。

　ずっと操そう作さしていたから分かる。僕の分身であり、憧あこがれであるシヴァの心臓が今、止まった。

　脳のう裏りにちらつくゲームオーバーの文字。

　走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえる今までのプレイの思い出。先せん輩ぱいに天てん下か統とう一いつに誘さそわれたこと、仲間との出会い、小梅たち不ふ眠みん王おうとの対決、翔しよう子こ先輩との対決……もうすぐ天下統一が見えているというのに。

（僕のプレイはここで終わる？　まだ、先輩の天下を見ていないのに）

　不意に画面が滲にじんだ。少しして、それが自分の瞳ひとみから溢あふれた涙なみだのせいだと知る。

　こんなことならもっとちゃんとパラメータを上げていれば良かった。逃げてばかりいないで、ちゃんと戦っていれば良かった。後こう悔かいが波のように押おし寄よせてくる。しかし全すべては遅い。

「死にたくない」

　掠かすれた声が喉のどから漏もれる。

　その時だった。僕は確かに見た、眼前に広がる果てなき闇やみを。

　見つめると吸すい込こまれそうになる完全なる黒一色。闇の囁ささやく声が聞こえる……。僕の震ふるえる指は確かにそのボタンへと近づいていた。

　だが指がそのボタンに触れる寸前で、僕は確かなる光を感じた。脳のう裏りによぎる天あま音ね先せん輩ぱいの悲しげな顔。その一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよに、闇は遠ざかって行った。

　闇が晴れた時、僕の目に映うつったのは回復していくシヴァの肉体だった。傍かたわらには光り輝く肉まんがある。

　摂せつ理りを捩ねじ曲まげ、僕の兵力ゲージが不自然に回復していく。僕の兵力ゲージはゼロになるギリギリの一歩手前で停止した。

　シヴァの冷たい体に体温が戻るのを僕は確かに感じた。

「これで借りは返したわ」

　振り返ると翔しよう子こ先輩がいた。

　ゲームオーバーを回かい避ひした安あん堵ど感かん。しかしすぐにその胸きよう中ちゆうは後悔で満たされる。

　僕は理解した。彼女は僕を救うために使ったのだ、あの禁きん忌きの力を。

　感かん謝しや、罪ざい悪あく感かん、無力感……あらゆる感情がないまぜになって僕の胸むねをかきむしる。

「僕が無力なせいで、翔子先輩に天音先輩との約束を破らせてしまったんですか」

　二人が交かわした最後の約束、最後の繫つながりも消えてしまう。

「僕がミスしたばかりに……」

　翔子先輩は問いかけに答えず、代わりに言った。

「あなたは私と同じ。心に弱さがある。いつか天音ちゃんの眩まぶしさに耐たえきれず、こちら側に来るわ」

　僕と彼女の間にある一つの境きよう界かい線せん。彼女はまだ闇の向こう側にいた。

「あなたも闇の囁きを聞いたはずよ」

　そして言う。僕も本来は闇の向こう側にいるべき人間なのだと。

「私は自分が這はい上あがるためならどんなことでもした。例たとえその先が闇だと分かっていても、後悔はなかった。あなたはどうかしら？」

　先輩は大いなる闇を纏まとい問いかける。

「例えばあなたの目の前で天音ちゃんがゲームオーバーになる寸前で、ボタン一つで助けられるのにあなたはそれを拒こばむことができるかしら？」

　僕には問いかけに答えることができなかった。ゲームオーバーの恐怖を知ってしまった今では、闇やみの囁ささやきを聞いてしまった今では。

「私はもう闇に染まりすぎた。あなたたちとは一緒にはいられないわ」

　彼女は最後にそう言って僕に背せを向けた。その後ろ姿はとても孤こ独どくに見えた。

　遠ざかる背中に僕は叫さけぶことしかできなかった。

「先せん輩ぱい。闇の力を使うのはこれが最後ですよね。また、一緒にゲームをできますよね？」

　戦場のざわめきは僕の叫びなどすぐに打ち消してしまう。

　僕は信じている。課か金きん王おうの最後の闇の力は、誰だれかを助けるための優やさしい闇の力だったと。

　とても暗い闇の中、見えにくい彼女の優しさにいつか周りも気づいてくれることを。
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　僕が死の底から復活した時、既すでに戦せん闘とうは佳か境きようだった。

　数えきれないほどの剣けん、槍やり、斧おのが舞まい狂くるう。

　多くの兵の攻こう撃げきにより、虚きよ無むの王の兵力は大きく削けずられていた。

「私の鈴すずにあわせるのよ！　ワン・ツー！　ワン・ツー！」

　寧ね々ねのおねえ言葉にあわせた連れん携けい。戦闘の中で寧々は水を得た魚のように活いき活いきとしていた。

　小こ梅うめと天あま音ね先輩が果か敢かんに先せん陣じんを切り、凄すご井い君がその後ろからセコく弓を射いる。疲ひ労ろうした兵士たちはベルフェゴール先生の極ごく上じようの野菜でドーピングして戦争に戻る……完かん璧ぺきな循じゆん環かんだった。

『神をここまで追いつめるとは大したものだ』

　しかし敵も切きり札ふだを最後まで残している。虚無の王の薬指がネープルスイエローに光る。

『闇より来きたれ……究きゆう極きょく肉まん』

　その瞬しゆん間かん、頭上から降ふり注そそぐ黄金こがね色に光る肉まんの雨。見る見るうちに虚無の王の兵力ゲージが回復していく。それは闇の力を遥はるかに凌りよう駕がした圧倒的な回復力だった。

　ゲージだけではない。虚無の王のグラフィックは付けた傷きずが瞬時に回復していく。それを見たプレイヤーたちの中から絶望的な声があがる。

『中々の策さく略りやくだ。よくぞこれだけのプレイヤーの意思統とう一いつをできたものだな』

　メッセージが終了する頃ころには、兵力ゲージは安あん全ぜん圏けんを示す緑色になっていた。

『だがこの程度の連携では神を超こえることはできぬ』

「まだだ！」

　スカイメロディが、天音先輩が叫ぶ。体育館にいた誰だれもが、不屈の彼女に希望の光を見る。

「兵力ゲージを一瞬にして全回復出来るというならば、一撃で沈しずめるまでだ！」

　向こうが切り札をきったというならば、今度はこちらが切り札を使う番だ。誰もがプリントに印刷された最後の作戦の文言を読み直し、最後の攻撃のシミュレートを行う。

　僕らは耳を傾かたむけ、ひたすら待った。

　圧倒的な数で攻せめても、近接攻こう撃げきでは同時に攻撃できる数に限界がある。この戦術のキーとなるのは弓だ。

　僕ら、ワロスの全プレイヤーは装そう備びを弓に変へん更こうし運命の時を待った。弓の弦つるを最大にまで引き照しよう準じゆんを空にあわせる。後は合図を待つだけだ。

「良いわね。この私の完かん璧ぺきな教えを思い出すのよ！」

　ワロス一の弓使いである翔しよう子こ先せん輩ぱい直じき伝でんの曲きよく射うち。弓は放物線状の軌き跡せきを描き敵の真上から落ちる。僕らはこの一週間で翔子先輩のレクチャーを受け何度もこの技を練習した。初めてのプレイヤーにも分かりやすい解説を付けた。

　いつもは僕らに絶望を与える、昼休み終了の鐘かねの音。誰だれもが教室の時計を見つめ、カウントダウンを始めた。

　ソーシャルゲームはネットとリアル、両方を制した者が勝利する。ワロスの世界全すべてを支配する神でも、この鐘の音を止めることだけはできない。

　カチ……カチ……カチ……。

　時を刻きざむ秒針がゆっくりと廻まわり始はじめる。その秒針が十二の数字を指し示した時、鐘が鳴なり響ひびく。

「今だ！」

　体育館の中、僕は叫さけぶ。携けい帯たいの画面を確かく認にんするが、タイミングは間ま違ちがいない。数えきれないほどのプレイヤーが天に向け矢を放はなつ。

　打ち上げ花火を連想する光景。矢は最高点へと達すると、今度は地上めがけて落ちて行く。

　空から降ふる矢の雨。

　普ふ段だんなら刹せつ那なにして地に落ちるはずの矢が、今は重力が緩ゆるくなってしまったかのようにスローモーションで落ちてくる。

　まるで時空が捻ねじれ、緩やかに流れるように。

（処しよ理り落ちだ。全プレイヤーが一ヶ所の場所に集まって攻撃コマンドを行ったせいでサーバーに負ふ荷かがかかっているんだ）

　なんという絶景だろうか。

　空に散りばめた無数の星がゆっくりと降ってくるかのようだ。

　全すべてを賭かけた決戦の最中だと言うのに、僕は刹那その光景に心を奪うばわれた。

（ワロスの夜空に流れる星に願いを込めれば、願いが叶かなう）

　どこかで聞いた、根こん拠きよも何もない噂うわさ話ばなし。僕は自然と胸むねに手を当て、何者かに祈いのっていた。どうか、この戦いに勝利を。

　僕は激はげしい衝しよう撃げき音おんで我われに返る。

　それは矢の雨と形容するには生なま易やさしすぎた。矢の雷いかずちと表現した方が良いかもしれない。

　矢の落ちる音と共に、虚きよ無むの王の兵力ゲージが一気に下がる。

「やったか？」

　誰だれかが叫さけぶ。激はげしい土つち煙けむりの中、虚きよ無むの王の姿は見えない。

　一いち陣じんの風が土煙を払はらう。そこには一見ゼロになったかと思われる虚無の王のライフゲージが表示される。

「まだだ、虚無の王は生きている！」

　一見、兵力ゲージがゼロに見えるがまだプロフィール名は瀕ひん死しを表す赤のままだ。僅わずか１ピクセルだがまだ虚無の王の体力は残っている。

　虚無の王は周囲を薙なぎ払はらい、薬指を掲かかげる。もう一度癒いやしの能力を使われたら、僕らに勝ち目はない。

「くそっ、虚無の王にとどめを」

　僕らは武器を短たん刀とうに持ち替え、虚無の王へと攻こう撃げきコマンドを実行する。

　だが、遅い。

　全すべてがスローモーションの中、王までの距きよ離りはあまりに遠い。

（このままじゃ間に合わない）

　そう判断した僕は──勇気を振ふり絞しぼり敢あえて敵に背せを向けた。今までのプレイの経けい験けん則そくから、それが正解だと信じていた。

　一いつ切さいの操そう作さミスは許されない。且かつ、迅じん速そくな操作が要求される。僕の心しん臓ぞうは早はや鐘がねを打ち、集中力は限界を超こえる。

　周囲の音が消え、シヴァと一体になる感覚。時間が静止したような錯さつ覚かく。

（僕の指よ、刹せつ那なに動け）

　先せん輩ぱいや仲間との研けん鑽さんの日々。僕は何度も見て来たはずだ……彼らの指が瞳ひとみに映うつらない高速動作をするのを。僕にもきっとできるはずだ。

　敵を背にしてムスメが対角線上に来るように、シヴァを動かす。１ピクセルのずれもない完かん璧ぺきな位置取りだった。

　チキンランは敵から逃げるだけのスキルだ。突とつ撃げきなどの攻撃には本来は使えない。でももし、退路に偶ぐう然ぜん敵がいたのだとしたら話は別だ。

「ムスメ、僕に戦せん闘とうを仕し掛かけるんだ！」

　僕が言い終わるや、ムスメのプロフィール名が敵軍を示す禍まが々まがしい緋ひ色いろに変わる。僕の指は即座に敗走コマンドを選択する。

　加速と同時に全身が黄金色に輝くエフェクト。臆おく病びようを極きわめた僕だけの唯ゆい一いつのスキル発動の証あかし。僕はムスメから正反対の方向へ……虚無の王の元へと疾しつ駆くする。

『領りよう主しゆさま。どうかご無事で……私たちのワロスを守って』

　振ふり向むき様ざまに見た彼女は笑顔だった。

　全プレイヤーの何倍もの速度で虚無の王へと距離を詰つめる。

『董とう卓たくよ、そこにいる愚ぐ鈍どんな王を殺せ！』

　虚きよ無むの王は身の危険を感じたのか、董卓を引き寄せる。万ばん事じ休きゆうす、そう思い舌打ちをしたところで董卓の動きがピタリと止まる。このゲームでは敵アバターをすり抜けて移動することはできない。よく見たら暴ぼう虐ぎやくの王の足下には小さな河童かつぱがいた。

「河童を舐なめるなよ……俺おれを二頭身にしたのは大いなる過あやまちだったな」

　凄すご井い君をサポートするように寧ね々ね、小こ梅うめが立ちはだかる。

「ちゅーた、ここは私たちに任まかせて先に！」

　僕は返事の代わりに親指を立てる。僕の背はい後ごは仲間たちが守ってくれる。だから、僕は前だけを向いて走り続ける。

「忠ちゆう太た君。私も」

　スカイメロディが手を伸のばす。僕はいつかの時のように、その手をしっかりと握にぎりしめる。

　僕らは二人で剣けんを握り、水平に構かまえながら虚無の王へと駆かける。

（もっと、もっと早く）

　風さえも通り超こせるようなスピードで……僕らは走った。

　退たい屈くつな日常も、情けない自分も、不安な未来も、全すべてを追い抜けるようなそんな気がした。

　神の心しん臓ぞうへと、僕と先輩は刃やいばを突つき立たてる。

　とどめを刺さすのが先か、回復されるのが先か。僕は息をのんで判定を待った。

　衝しよう突とつの１フレーム前。僕は確かに見た。僕の剣が届く前に、虚無の王の薬指がネープルスイエローに妖あやしく光るのを。

　刹せつ那なの後、剣が命中しヒットエフェクトを出したのと虚無の王のメッセージが現れたのは同時だった。

　微かすかに神の方が早かったように感じられたのは気のせいだろうか？　処しよ理り落ちで技が発動しなかったのだろうか。あるいは、神自身が技の発動を強制終了したのか。

『見事……』

　激はげしい衝突音と共に、確かな手て応ごたえを感じる。

　僕らの剣は神の心臓を貫つらぬいた。

　虚無の王の兵力ゲージ回復は間に合わない。僕は確かに王の兵力ゲージがゼロになるのを確かく認にんした。

　敵撃げき破はを告げるシステムメッセージと、勝利のボーナスが表示される。

『おめでとう。君たちの勝ちだ』

　グラフィック上には虚無の王の表情には変化はない。僕は聞かずにはいられなかった。

「最後の攻撃の時、確かにあなたの回復の方が早かったはずだ。なのに技の発動をキャンセルし、自みずから死を迎むかえた……何な故ぜです？」

　矢の雨を受けてもギリギリ残った１ピクセルのライフ。１フレーム差での僅きん差さの決着……全すべてがドラマチックに演出されすぎている気がした。それこそ、神の描いたシナリオを辿たどっているかのように。

　虚きよ無むの王は問いかけには答えず、ただ一言だけ言った。

『ワロスは私が多くのものを犠ぎ牲せいにして作ったゲームだ。このゲームを愛してくれてありがとう』

　その言葉に僕はハッとする。

　ゼロという特別な一桁デイジツトナンバーを持つ男。

　一つの目的のために全てを犠牲にしてきた悲しい男。望んだ何かを手に入れたはずなのに、犠牲にしてきたものの大きさが心に埋うめられない虚無を生む。彼が最後に使し役えきした武ぶ将しようは董とう卓たくだった。病やまいに蝕むしばまれた彼の最後の願いが、もう一度家族とゲームをすることだったとしたら？

「先せん輩ぱい。もしかしたら彼は、藤とう堂どう卓たく也やなんじゃないですか」

　僕の言葉に天あま音ね先輩が動どう揺ようと共に大きく震ふるえた。

「もしそうなら、彼のグラフィックが消える前に……何か伝えたいことがあるんじゃないですか？」

　しかし彼女は首を振り、自みずからの胸むねに潜ひそむ願望ごと否ひ定ていしようとする。

「ＣＴＯ自らがゲームマスターをするだなんて聞いたことがない。彼が藤堂卓也だとは限らないよ」

　先輩は頑かたくなに自分の心を見せようとしない。まるで期待するのが怖いかのように。

　気がつけば僕は叫さけんでいた。

「でも、ゲームマスターはワロス運営側の人間に違ちがいありません。ここで必死に叫べば、誰だれかを通じて彼まで届くかもしれません。いま素直にならないでどうするんですか」

　虚無の王のグラフィックはゆっくりと消えて行く。もはや残された時間は少ない。

「……ゲームの中でなら素直になれるって、言ってたじゃないですか」

　先輩は押おし黙だまったまま携けい帯たい画面を見つめる。見えない涙なみだで滲にじむ彼女の瞳ひとみ。

『お父さん』

　天音先輩が祈いのるようにメッセージを打つ。

『私はあなたに会うために、ずっと』

　いつもは刹せつ那なの動きをする彼女の指が、どんなメッセージを打てば良いか分からずに震えていた。

『いつかゲームを一緒に……また昔みたいに……二人で笑いながらしたいです』

　神が消えて行くグラフィックの中で刹那見えたのは、彼女が隠かくしていた本心だった。

　虚無の王は答えず、代わりに小指を差し出した。

　先輩が幼い頃ころに、いつか一緒にゲームをしようと交かわした約束。男はその約束だけを糧かてに夢を追い続けたのだとしたら……神の小指に宿っていたのは能力ではなく約束だったのだ。

　たとえ現実で会うことができなくても、いつかゲームの中で出会えたらと……天あま音ね先せん輩ぱいはゲームを続け、彼はゲームを作ったのだ。

　絡からめた指先からゆっくりと、神のグラフィックは消えていった。

　新しい約束を交かわせたかは分からない。でも、きっと想おもいは届いたはず……。信じれば願いは叶かなうのだと、このゲームは何度も教えてくれたから。




　　　　＊＊＊




　勝利のファンファーレが高らかに鳴なり響ひびく。見渡すと誰だれもが歓かん声せいをあげていた。

　全すべては端たん末まつに表示されたメッセージウィンドウのはずなのに、０と１で描びよう画がされたグラフィックに過ぎないはずなのに……耳を澄すませば聞こえてくる気がした。彼らの勝利を喜ぶ歓声が、ゲームを楽しむ笑い声が。

「ワーロース！」

「ワーロース！」

　それは画面を覆おおわんばかりのワロスコールだ。誰もがこの世界を愛していた。

　そこには貴き族ぞくも下げ民みんも、国の違ちがいもなかった。誰もが笑顔で勝利の喜びをかみしめていた。リアルもワロスも、誰もが諸もろ手てを上げて喜びを分かちあう。

　誰もが笑顔で勝利を祝う中、悲しみを隠かくすような笑顔を作っていた小こ梅うめを僕は見つける。彼女は勝利を喜んだ果てに、一言だけ父への思いを漏もらした。

「本当にゲームマスターはトウタクだったのかな。もしそうだったとしても、もう一桁デイジツトナンバーじゃない私は、彼に気づいてもらえたはずもないけどさ」

　小梅は何でもない風に言うけれど、本当は今も父親のことで悩んでいることを僕は知っていた。ずっと一緒に育った幼おさな馴な染じみだからこそ分かる、彼女の心の奥底の隠かくしパラメータ。

　何の根こん拠きよもない甘あまい希望的観かん測そくだと彼女は笑うかもしれないけど──。

「小梅の祈き禱とうはさ……もしかしたらゲームマスターが起こしてくれた人じん為い的てきな奇き跡せきなんじゃないかな」

　ただの偶ぐう然ぜんだと思うよりは、誰かの優やさしさが起こした奇跡だと僕は信じたい。

　現実の世界では流れる星々に願いを込めても叶わないかもしれないけど、ゲームの世界でなら願いを口にすればゲームマスターが叶えてくれるかもしれない。ゲームの中でならボタン一つで奇跡は起こせる。

「あれは東南の風ではなく、父さんの風だったんだよ。きっと」

　トウタクと繫つながりのあるベルフェゴール先生から渡された検けん証しよう用よう端末。トウタクがその端末ＩＤを記き録ろくして常つねに動向を見守っていたとしても不ふ思し議ぎではない。

「小梅は後こう継けい者しや候こう補ほから外はずれてしまったかもしれないけれど、お父さんに会いたいと思っても良いんだよ。娘むすめが父親に会うのに理由なんて必要ないじゃないか」

　素直になれないのは藤とう堂どうの血ち筋すじかもしれない。

「無理に僕や月つき絵えがいるから寂さびしくないだなんて言わないで良いんだよ。今度、みんなで一緒に堂々とお父さんに会いに行こうよ」

　大事な幼おさな馴な染じみが悩なやんでるなら僕は何度でも力になる。七大罪セブン・ギルテイのみんなだってきっと同じ気持ちだ。彼女はもう、大事なチームの一員なのだから。

「お父さんは……私のこともちゃんと見てくれていたんだ。後こう継けい者しや候こう補ほから外はずれた私のことも」

　小梅は大事そうに自分のグローブを握にぎりしめた。
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　軽快なＢＧＭが鳴なり響ひびき、ワロスの空にはエンドロールが流れる。

　僕らの携けい帯たいは振しん動どうし、新あらたなメッセージを受け取った。





　特とく殊しゆイベント終了のお知らせ




　世界を支配する悪あしき神は死にました。これよりこの世界は新たなる時を迎むかえます。

　続きはワロス製せい品ひん版ばんをお待ちください。

　なお、βベータテスト中の課か金きんに関しましてはバランスの再さい調ちよう整せいをしたいので、一部返金させていただきます。ゲームを良くするため、様々なご意見をお待ちしております。



　エンドロールを見つめながら、僕はゆっくりと夢の終わりを感じる。時間が止まってほしいと願っても、時計の秒針は動き続ける。

　闇やみの力に染まっていた貴き族ぞくたちは、憑つき物ものが落ちたような、安あん堵どの表情を見せていた。心のどこかでは闇を恐れていたのかもしれない。

「先せん輩ぱい。きっと無敵の神が死んだのは、みんなの熱意を認めてくれたからだと思うんです。自みずからが魔ま王おうとなることで、僕らの心を一つにしたかったんじゃないでしょうか」

　共通の敵という認にん識しきが味方意識を作る。かつてトウタク自身が言ってた台詞せりふだ。

　決戦前にわざわざ一週間の準備期間を与えてくれたり、自分の能力の一部を披ひ露ろうして対たい策さくの余地を与えてくれたり、あくまで彼はフェアプレイだった。

　彼が初めて敵として現れた時も、闇の力に溺おぼれていく翔しよう子こ先輩を止めたかったからかもしれない。

　βベータテストの終わりを締しめくくるイベントとしては申し分ない盛り上がりだろう。だって、

「見てください、先輩」

　それはいつまでも鳴なり止やまない拍はく手しゆのアクション。画面を覆おおい尽つくすほどの祝福のメッセージダイアログの数。鳴り響ひびくワロスコール。

「みんな笑ってます。誰だれもが手を振って、僕たちを祝福してくれてますよ」

　この光景を見て、誰がワロスの世界は憎にくしみで満みちているだなんて言えるだろう。

「きっとトウタクはみんなが笑って楽しめるような、そんなゲームを作りたかったんですよ。だから略して〝ワロス〟なんですよ」

　どこまでも広がるコバルトブルーの空の下、多くの笑顔に囲まれながら見渡す世界は美しかった。

「私の夢はさ」

　スタッフロールを見つめながら、天あま音ね先輩は少し照れながら僕に言った。優やさしいＢＧＭやみんなの祝福の言葉が、久しぶりに彼女を素直にしたのかもしれない。

「誰かが楽しんでくれるソーシャルゲームを作ることなんだ」

　夢について語る彼女はどこか照れくさそうで、それでいて子供のように純じゆん粋すいで夢中な顔をしていた。

「例たとえば素直になれなくて友達ができない女の子がいたとして、ソーシャルゲームを通して多くの友達ができたとしたらとても素敵な話じゃないか」

　それならば僕も似たような話を聞いたことがある。退たい屈くつな日々を目的もなく過ごし、夢や空想の中にばかり幸せを追い求めていた少年の話。彼はある日、一人の少女からソーシャルゲームに誘さそわれ、そして多くの素敵な仲間たちと出会う。それはとても楽しい物語で少年はいつまでもその物語が終わらないようにと願っていた。いつかは覚さめてしまう夢のような物語だと分かっていても、少年は願う。どうかこの物語がいつまでも続きますようにと──。

「私はそんなゲームが作りたいんだ。誰だれもが笑顔になるような究きゆう極きよくのゲームを作って、ソーシャルゲームの世界で天てん下かを取ってみせるんだ！」

　その瞳ひとみは輝き、とても綺き麗れいだった。

　なんて遠いんだろう。

　肩かたを並べて歩けたと思っても、まだその瞳は遠い先を見つめている。僕にはまだ見えない、遥はるか遠い未来を。

「私は君と見たこの景色をずっと忘れないよ。これから先、ずっと」

　３・５インチのディスプレイの向こう側には、確かにもう一つの世界が存在していた。

　そこには多くの国があり、時に人は争い、時に人は手を取りあった。歴史に名を刻きざんだ多くの戦士たちも、名を持たなかった兵士たちも。誰もが生きていた。

　例たとえデータが初期化されたとしても、彼らは僕の心の中にいつまでも生き続ける。

　僕は彼らをずっと忘れない。

　どんなに時が流れても、ずっと。













　【最終章】　走れワロス







「楽しいゲームだったよ、ワロスβベータテストは」

　凄すご井い君は遠い目をしながら言う。

「こうしてみんなとも会えたし、看かん板ばん娘むすめちゃんとも出会えた。製せい品ひん版ばんが出たら、俺おれはまた天てん下か統とう一いつを目め指ざしてプレイするんだろうな」

　ワロスβテストは大だい盛せい況きようのままエンディングを迎むかえた。けれど後こう継けい者しやゲームはまだ終わっていない。未いまだに姿を見せない一桁デイジツトナンバーの三人、翔しよう子こ先せん輩ぱいとの確かく執しつ。残された彼らはどのようにして後継者を決めるのだろうか。まだまだ問題は山の如ごとしだ。

　凄井君は看板娘ちゃんに別れの挨あい拶さつをする間もなく、ゲームを終えてしまった。

「もう、看板娘ちゃんのことは良いのかい？」

　僕は聞かずにいられなかった。

「その、さ。凄井君は失恋をして辛つらくなかった？　告白した事を後こう悔かいしたりだとか」

　今まで僕はプレイヤースキル告白ができるのは勇気を持った人だけだと思っていた。自分に自信があって、成功確かく率りつが一いつ定てい値ちを超こえて初めて告白をするものだと。

　でも凄井君は僕と同じように震ふるえながらも、それでも自分の気持ちを伝えたんだ。それが叶かなわない恋だと分かっていても。

「もし告白をしなければ、ずっと看板娘ちゃんと良い関係でいられたかもしれないのに」

　凄井君は僕の質問にも動じる事なく平然と答えた。もう失恋の傷きずは癒いえたのかもしれない。

「ちゃんと振ってくれたからこそ、俺は完全燃ねん焼しようできた。これで新しい恋（新アニメ）にも一歩踏ふみ出だす事ができる。前に進める」

　そう言った彼の瞳ひとみは澄すみ切きった汚けがれなき萌もえ豚ぶたの目だった。

「俺は失恋したけれど、看板娘ちゃんを好きで良かったと思うよ」

　イケメンだ……。凄井君がなんでイケメンなのか、僕はその時少し理解できた気がした。外見が格かつ好こう良いだけじゃなくて、ハートが格好良いんだ。

「なんとか誓ちかいを果たせて良かったよ。俺たちはゲームスタートの時は違っても、ゲームオーバーの時は一緒だってな」

「そうだね。これからもよろしく頼むよ、親友」

　僕らは友情を誓う硬かたい握あく手しゆをした。

　思えば凄井君とこうやって親しん密みつに話すようになったのも、天あま音ね先輩からもらったエロマンガを凄井君に見られたのがきっかけだ。天音先輩との出会いから、僕は本当に色々なものを手に入れたのだなぁと感じる。

「お、お前たち……誓ちかいっていうのは何のことだ？」

　横で聞き耳を立てていた寧ね々ねが、三さん国ごく志しの匂においを嗅かぎ付つけてやってくる。僕はそんな彼女に苦笑まじりで答える。

「桃色ピンクの誓いだよ。僕らはゲームを開始した時は違ちがえども、ゲームオーバーになる時は一緒だってね」

「ピ、桃色ピンクの誓いだってー」

　寧々は素すっ頓とん狂きような声を出す。

　僕が偶然持ってたエロマンガを凄すご井い君が発見して、それがきっかけで僕らは仲良くなったんだよな。それ故ゆえに桃色ピンクの誓い……そんな由ゆ来らいを全まつたく知らない寧々は怒りでプルプルと震ふるえている。

「そんな武ぶ将しようっぽいことを、私に内緒でしていたなんて……ずるいじゃないか！」

　いかん、このままでは斬ざん殺さつされてしまう恐れがある。僕は脳のうをフル回転させ、会かい心しんの切り返しをみせた。

「何言ってるんだよ。誓いなんて立てなくたって、僕らはちゃんと絆きずなで結ばれてるじゃないか」

　咄とつ嗟さに出た苦くるし紛まぎれの言いい訳わけだったのに、意外と良いことを言ったかもしれない。

「むぅ、確かにそうだが。むぅぅ」

　寧々は左半分の顔は納得し、右半分の顔は納得できないという難むずかしい表情をした。

　無理に誓いや約束を立てなくたって、僕らは繫つながっている。たとえ進む道が違ちがっていても、僕らはお互いを忘れたりはしない。

　彼らの頑がん張ばる背せ中なかを見ていると、自分も歩き出さずにはいられない。そうやっていつまでもずっと、この世界をみんなで走り抜けたい。

「凄井君、今度は僕の番だよ」

　僕がこれからどこに行くのか、彼は察してくれたようだ。寧々も何かを感じ取ったようだ。

「まさか……ついに告白をする気になったのか、芝しば居い！」

　寧々は久しぶりに僕のことをへたれではなく本名で呼んだ。僕は黙だまって頷うなずく。その様子を見て、寧々も覚かく悟ごを決めたような顔で頷いた。

「良いぜ芝居。お前だけの鈴すずを……ウェディングベルを鳴なり響ひびかせてみろ！」

　僕の背中を押おしてくれるとは……寧々は良い奴やつだ。

「あれ？　どっち行くんだ芝居。私はこっちだぞ。おーい」

　寧々が何かを言っていたが、僕は彼女に背を向けて歩き出した。







　僕は天あま音ね先せん輩ぱいと会う前に、どうしても会わなければいけない人がいた。

　放課後、僕の呼びかけに彼女は応じてくれた。その眼まな差ざしから用件は察してくれたようだ。

　向かいあう僕と小こ梅うめ。司し馬ば懿い仲ちゆう達たつと諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めい。

「小梅、僕はこのゲームをプレイしてて一つ気づいたことがあるんだ」

　プレイスタイルはプレイヤーの性格が如によ実じつに現れる。

「僕は逃げることに長たけたプレイヤーだ。どんな危険も回かい避ひして、常つねに安全を維い持じしていられる。でも、逃げてばかりでは兵力が減少して決して強くなれない。真しんに天てん下かを取りたいならば、僕は自分のスキルを封ふう印いんしなければならない」

　僕の言葉に小梅は何かを察し、その表情から笑顔が消えた。

「今まで多くの借りをありがとう。僕は小梅にいつも支えられてばかりだった」

　沢たく山さんの思い出の中、僕はいつも小梅と一緒だった。どんな時でも明るく前向きな彼女は僕の大きな目標だった。

　だからこそ、今ここで断ち切らなければならない。彼女に支えられ続けてきた弱い自分を卒業しなければならない。

「これからは、僕は小梅の手を借りる訳わけにはいかない。だから借りてたものは全すべて返すよ」

　小梅は僕の瞳ひとみをじっと見つめる。僕が冗じよう談だんではなく真剣だと分かると、彼女は絞しぼり出だすような声で言った。

「ちゅーた。もう逃げるのをやめたんだね。聞かせてよ、ちゅーたの気持ちを」

　小梅の悲しそうな目を見るのが辛つらかった。小梅は僕には勿もつ体たいないくらい可か愛わいくて、いつも元気でずっと憧あこがれていた。そんな素敵な女の子の願いも、僕には叶かなえられない。笑顔で応じることができない。

「僕の命はもう天あま音ね先せん輩ぱいに捧ささげてしまった。この心しん臓ぞうはもうあの人以外には反応できないんだ」

　彼女は高たか嶺ねの花だと、どんな言いい訳わけを並べて諦あきらめようとしたところでこの心臓の鼓こ動どうには噓うそをつけない。

「もうあの人に会えないだけで、あの人を思うだけでこの胸むねは痛むんだ」

　僕はあの碧へき眼がんに心を奪うばわれてしまった。どんな青空や宝石よりも美しいコバルトブルーの瞳から、僕はもう逃げることはできない。

「……そっか。もう先手は打たれてたか」

　小梅は無理に笑顔を作ったが、その表情は泣いているようにも見えた。

「もっと、私が早く勇気を出してたら……何かが変わってたのかな」

　その問いかけに答えることは、僕はできなかった。

　僕らは刹せつ那なの間だけでも、選択されることのなかった未来の想像をした。

　例たとえば僕が先輩と出会う前に、小梅の恋心に気づいていたらどうなっていただろう。明るく元気いっぱいの彼女に振り回されながら、僕は笑いながら彼女と楽しい時間を過ごすのだろう。

　幼い頃ころに出会って、一緒に育って、これからもずっと隣となりで笑っていられるような、そんな二人に──。

「ほんとはさ、前の大戦の時に心のどこかで分かってたんだ。ちゅーたは私じゃなくて、天あま音ねさんを選んだって。でも、例たとえちゅーたが他の人を見てると分かってても、少しでも良いから私に振り向いてほしかった」

　小こ梅うめはその時、初めて先せん輩ぱいのことを名前で呼んだ。

「例え僅わずかでも望みがあるなら夢を見たかったんだ。私は不ふ眠みん王おうだから、夢なんて見れるはずないのにね」

　悲しみに染まっていく彼女の表情を見てるのは辛つらかった。でも、僕は彼女から目を背そむける訳わけにはいかない。

「小梅、ごめん」

　僕にはそんな言葉を発することしかできなかった。多くのものを彼女からもらったのに、僕は何も返せない。

「行きなよ、ちゅーた」

　返ってきたのは小梅の精せい一いつ杯ぱいの笑顔だった。

「死せる孔こう明めい、生ける仲ちゆう達たつを走らすだよ」

　小梅の声は少し震ふるえていた。

「私の恋は叶かなわなくても、好きな人が幸せになってくれるならそれで良いよ」

　瞳ひとみは僅わずかに涙なみだで滲にじんでいた。

「だから私のことなんか振り返らずに、前だけを見て走り抜けなよ。いつか私も、きっと追いつくからさ」

　いつも笑顔でいる彼女が、本当は涙もろいことを僕は知ってる。彼女はきっと、僕の姿が見えなくなれば涙を流すのだ。

　多くの勇気をくれた彼女に告げるべき言葉は謝しや罪ざいではない。だから僕は数えきれない思いを込めて一言だけ告げた。

「告白してくれてありがとう。すごく、嬉うれしかった」

　それだけ言うと小梅に背せを向け、歩き出した。




　　　　＊＊＊




　先輩は部室に座っていた。

　太陽に照らされて輝くその髪かみはとても美しかった。

　初めて見た瞬しゆん間かんからずっと心を奪うばわれていたその目、その唇くちびる。

　ゲームの中でなら僕はいつも彼女の隣となりにいられた。でも、百文字で制限されたメッセージ機き能のうだけではとても伝えられない多くの言葉があった。

　僕はそっと携けい帯たい電でん話わのディスプレイを見つめた。

（見守っていてくれよ、シヴァ）

　３・５インチの異世界の向こう側で、彼が笑ってくれた気がした。

「先せん輩ぱい。聞いてほしいことがあるんです」

　小こ梅うめの涙なみだを思うと、僕はもう立ち止まるわけにはいかない。

　先輩も僕の表情から何かを察したようだ。いじっていた携帯を机つくえに置いてこちらに向き直る。

「僕は今までずっと空想ばかりしてました。自分に自信が持てなくて、理想の自分を夢の向こうに作って逃げてました」

　いつも眠ねむ気けで微睡まどろみながら、ぼんやりとした頭で教室の時計を見つめていた。いつか何かが変わってくれるはずと願って。

「でも先輩が僕をゲームに誘さそってくれて、シヴァという名前をくれて……一緒に天てん下か統とう一いつを目め指ざす楽しさを教えてくれて……今が変われるチャンスだと思ったんです」

　いつもとても後ろ向きで。

　いつも肝かん心じんな所でミスをしてしまうダメな性格で。

　こんな自分を変えたいはずなのに、そんな努力からも逃げ続けて。

　そんな僕に手を差さし伸のべてくれたのは──。

「あなたが僕を素敵な世界へと運んでくれた。あなたと過ごす時間はいつでも夢のようだったんです」

　今でも鮮明に思い出せる。あの日、彼女が夢のような世界から手を差し伸べてくれた。

　彼女と出会ってから何もなかったはずの無色の毎日が彩いろどられ始はじめた。心しん臓ぞうは高たか鳴なりを始め、生まれて初めて生きてると感じた。

　彼女は眩まぶしい世界の盟めい主しゆさまで、僕は何も持たなくて。彼女さえ幸せならそれで良いと、そう願うことで自分の気持ちから逃げ続けてきた。けれど──。

　例たとえどんなに強力な逃げるスキルを持っていたとしても、僕はもうこの気持ちからは逃げない。

「こんな僕でも、この気持ちだけは誰だれにも負けません。たとえ残ざん酷こくな神が世界を支配していたとしても、僕のこの想おもいだけは消せません」

　ただ憧あこがれるだけじゃなく、臣しん下かとしてではなく平等の立場で彼女の隣となりに立てるように……僕は今の関係を壊こわす。もう戻れなくても後こう悔かいはしない。

「僕は先輩が好きです。どうか先輩が天下を取る時は、僕を隣にいさせてください。先輩の目に映うつる素敵な夢を、どうか一緒に見させてください」

　……震ふるえる声と共に紡つむいだ言葉で、どれだけの気持ちが伝わったかは分からない。静せい寂じやくの中、破は裂れつしそうな心臓の鼓こ動どうを聞きながら、僕は彼女の返事を待った。

　先輩は落ち着かないように髪かみをいじりはじめた。彼女の雪のように白い素す肌はだが、頰ほおがゆっくりと薔ば薇ら色いろに染まっていく。

　僕が目をそらさないでいると、彼女も覚かく悟ごを決めたように頷うなずいた。

「私はまだ、自分の気持ちを偽いつわりすぎてよく分からないんだ。恋愛がどんなものかも」

　彼女は申もうし訳わけなさそうに言葉を紡つむぐ。

「いつからか向こう側の世界に大事な気持ちも置き忘れてしまった」

　強そうに見える彼女のとても脆もろい心。

「忠ちゆう太た君。君はゲームの世界で何を得えても現実には持ち帰れないと前に言ったな」

　彼女は僕の瞳ひとみをまっすぐに見て答える。ずっと憧あこがれていた碧へき眼がんが、いま僕を見つめていた。

「でも君は、あの世界から持ち帰ってきたじゃないか。名めい将しようシヴァの誇ほこり高たかき魂たましいと、誰だれにも負けない勇気を」

　そう言って微ほほ笑えむ天あま音ね先せん輩ぱいに、ムスメの無む邪じや気きな笑顔の面おも影かげが見えた気がした。

　それはどんな深い闇やみも照らす暖あたたかい光だった。

「勇気を出してくれてありがとう。とても嬉うれしい」

　弱い心が生み出す無む限げんの闇も、夢む幻げんの中で見つけた希望の光も、どちらも抱えて僕は生きていく。

「私もいつか、向こうの世界に置き忘れた大切な心を取り戻せたらきっと返事をするよ。だからそれまで待っていてくれないか？」

　僕は震ふるえる彼女の言葉に頷く。

　彼女が僕の揺ゆるぎない光であるように、いつか僕も彼女の光になりたい。

　失なくしてしまった大切なものも、二人でならきっと見つけられる。

　だって僕らの不思議でワンダー・ロマンにロマンシング・満ちた物語ストーリーは、まだ始まったばかりだから。







　あとがき




　こんにちは。光ひかり野の鈴すずです。

　作中の季節は夏ですが、真冬に執しつ筆ぴつしていました。東京では久しぶりに雪が積つもって出しゆつ勤きんが大変でした。我わが子このように可か愛わいい登場人物たちは原げん稿こうの向こう側の世界で暖あたたかそうで羨うらやましかったです。

　この本が出版される頃ころには寒い冬も終わり、暖かい春の兆きざしを見せる頃でしょうか。季節の変わり目は体調を崩くずしやすいですし、皆さんお体にはお気をつけください。

　さて、本ほん編ぺんについて少々語らせてください。

　ソーシャルゲームの定義は曖あい昧まいで多た岐きに渡りますが、「課か金きんがえげつない中毒性のあるゲーム」という印象を持っている方は少なくないと思われます。

　一巻ではソーシャルゲームの良い所をなるべく出して明るい作品になるよう意い識しきしました。しかし影を書かずして光の眩まぶしさを語るわけにもいかないと思い、本作ではソーシャルゲームの暗い部分も少し触れさせていただきました。悪意あるユーザーや、闇やみの力（課金）。様々な試練が主人公たちに襲おそいかかります。どんな困こん難なんに陥おちいっても笑顔を忘れない彼らの姿に私自身も励はげまされました。

　課金が決して悪いというわけではありませんが、私としては未成年がどっぷり浸つかるには怖い場所かなと思います。現在では未成年に利用上限額をシステムで定めるなど様々な健けん全ぜん化かへの対たい策さくが取られていますが、大人がしっかりと見守るべき難むずかしい問題だと思います。

　本作では課金で得えられる回復アイテムとして「肉まん」を採さい用ようしました。殺さつ伐ばつとした三さん国ごく志しの戦場に肉まんが降こう臨りんする情景が読者の方にも癒いやしになれば幸さいわいです。肉まんは、諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいが発明した食べ物という噂うわさもあり、三国志とは切っても切きり離はなせない重要なファクターなのです。私も肉まんを食べながら二巻の執筆をしました。いつも私を支え、さらには本編にまで登場してくれた肉まんに謝しや辞じを送りたいです。




　未み熟じゆくな私が二巻を出せたのは、本当に多くの方の支えがあったからです。

　編集の粂くめ田たさん。いつも多くのご指摘、ご助言をありがとうございます。粂田さんから教わった技の数々はメモ帳にまとめ大事に管理しております。

　笹ささ森もりさん。二巻でも美び麗れいなイラストを感謝致します。夏服に身を包んだ登場人物たちのイラストはとても新鮮で素敵でした。

　原稿を隅すみ々ずみまで見てくれた校こう閲えつ様、関係者の方々。こうして二巻が出せるのも皆さんのおかげです。




　そして最後に、本書を手に取ってくださったあなたへ。心からありがとうございます。
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光ひかり野の 鈴すず

家族に自分の作品を読まれるのはとても恥ずかしいですね。特にサービスシーンや恋愛シーンは朗読されたら悶絶レベルです。兄と弟に一生ものの弱みを握られたかもしれません。でも、自分のことのように喜んでくれて嬉しかったです。
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イラスト／笹ささ森もりトモエ

七年ぶりに生涯二度目のスキーに行ってきました。これがとても良い全身運動でですね、久々に生きているという実感を得られましたね。もう二度と行きません。
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無む限げんの闇やみと夢む幻げんの光ひかり








光ひかり野の 鈴すず
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